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「ずむずむいやーん！」


「「「「「「「「ずむずむいやーん！」」」」」」」」


　ステージに立つ俺の掛かけ声ごえに、客席の子供たちも最高の笑え顔がおで反応した。


　学園祭を目前にして、俺は冥めい界かいの旧首都──ルシファードにある大型コンサート会場のステージ中央でショーを繰くり広ひろげていた。


　もちろん、「乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン」のヒーローショーだ。通常は代役の方が専用のコスチュームを着ることでショーを執とり行おこなっているのだが、サーゼクスさまからのオファーで今日は本物の俺が出演することとなった。


　さすがに魔ま王おうさまのオファーは断れない。あちらも「都合が合わないなら遠えん慮りよせずに断ってくれてかまわない」とおっしゃってくれたけど……。


「いくぜ、ドラゴンキック！」


「「「「「「「「キ─────ックッ！」」」」」」」」


　俺が蹴けりの仕し草ぐさをして敵役の怪かい人じんにアクションをすると、子供たちも大きく反応してくれた。


　……いやはや、これは……。恥はずかしいね！　けど、子供たちの反応を見ていると凄すさまじい高こう揚よう感かんに襲おそわれる。


　会場は満席。お子さまとお母さんたちでいっぱい。冥界中から集まっているらしい。


　ステージにはど派手な舞ぶ台たい装置や演出が施ほどこされ、俺がアクションするたびに爆ばく発はつが起こっていた。……悪魔の皆みなさん、人間界の特とく撮さつ技術を研究しすぎだろ！


　俺の他にも部長ことスイッチ姫ひめや悪役のダークネスナイト・ファングの木き場ばがステージ上に立っている。


　スイッチ姫用ドレス衣い装しようの部長が手を振ふると、子供たちと一いつ緒しよに部長ファンの男性陣じんが「うおおおおおっ！」と歓かん声せいをあげる。


　木場のほうにはお母さん方をはじめ、多くの女性ファンがついていた。……クソ、うらやましいぜ、木場の野や郎ろう！　でも──。


「「「「「「「「おっぱいドラゴ───ンッ！」」」」」」」」


　俺を求めるチビっ子たちの声せい援えんにはたまらないものがあった。







　Life.1　学園祭の準備です！







「ふぅー」


　ヒーローショーでの大方の出演を終えた俺は、舞台裏で一息ついていた。


　うーん、これが終わったら、次は人間界で学園祭の準備再開だ。けっこう、大がかりなものを用意するから男手が足りなくて、俺や木き場ばは連日突とつ貫かん準備に励はげんでいた。


『……では、おっぱいドラゴンのクイズコーナーです』


「「「「うおおおおおおっ！　ヘルキャットちゃぁぁぁぁぁんっ！」」」」


　舞台でクイズコーナーの司会を担当する小こ猫ねこちゃんに、大きなお友達の声援が向けられているようだ。小猫ちゃん、ロリ好きのお兄さんたちに大変な人気なんだよな。小猫ちゃん目当てでここに来場している者も少なくないという……。


　なんだか、俺たち、違ちがう方向で有名になってるな。ありがたいことだけど、まさかここまで「乳龍帝おっぱいドラゴン」が人気になるとは……。それだけ冥界には娯ご楽らくが少なくて、こういうのが物もの珍めずらしいのだろう。


　冥界の未来のために悪魔たちを盛り上げたいとおっしゃっていたサーゼクスさまの仕し掛かけは、見事に大当たりといっていいんだろうかね。


　冥界メディアでは、ロキ襲しゆう来らいや京都の事件などのニュースを報じており、そこで作戦に参加していた俺たちグレモリー眷けん属ぞくのことを大々的に報道してくれたようだ。


　そのせいか、イベントで冥界に来た際に、マスコミ関係の方に囲まれてフラッシュをたかれた。


　目立った戦いくさも無くなった悪魔業界にとって、俺たちが遭そう遇ぐうした事件は珍しいようで、テロリストの存在や勢力間の同盟などで目まぐるしく変化する情勢のなかで吉きつ報ぽうとなっているとのことだ。


『おっぱいドラゴン！　またもお手て柄がら！』みたいな感じで報じられており、冥界の子供たちにとってはテレビのなかの「おっぱいドラゴン」と実際の俺の行動が混同されている。つまり、子供たちのなかではテレビのヒーローがロキや『禍の団カオス・ブリゲード』相手に活かつ躍やくしているってことになっているんだ。


　俺は嘆たん息そくし、頭を抱かかえた。


　……うれしい反面、複雑だ！　だってさ！　戦が珍しい悪魔業界でなんで俺たちだけ激しい戦せん闘とうに巻き込まれる!?　敵は伝説の存在で旧魔王や神さまだぜ!?　あげく英えい雄ゆうの子孫とまでバトルしちまってよ！　どんだけの確率で遭遇してんだ、超ちよう常じようバトルによ！


　平和！　平和が一番です！　俺はね、部長やアーシアや朱あけ乃のさんと平和に暮らしたいの！　たまにエッチな出来事も起きるけど、キャッキャウフフしながらの平へい凡ぼんな日常に憧あこがれるんです！　ラブコメ！　普ふ通つうのラブコメな日々に強い憧れを抱いだきます！


　何がどうなってこんな暴力の渦うずに飲まれてんだ、俺はぁぁぁっ！


　……ま、まあ、子供たちからの声援はうれしいし、今日のイベントも最高に楽しいよ。


　けど、激戦ばかりなのはカンベンだ。俺自身死にたくないし、それ以上に仲間も危険に晒さらされるのは嫌いやだ。メンバーの誰だれかが死んだら、俺マジへこむぞ……。


　でも、そんな戦いに巻き込まれたからこそ、いまのメンバーがいるのも確かなんだよな。本当に複雑だ。打ち解け合ったのもそれのおかげだろうし。最高のチームを結成するには最悪の試練を突とつ破ぱしなきゃならんのですかね……。


　やっぱ、ドラゴンの特性──天てん龍りゆうだから力を呼び込むんだろうか。悩なやむよな、そこのところ……。一連の事件は俺のせいじゃないか？　って思いが日々高まっているしさ。


　アザゼル先生もイレギュラーなことが起こりすぎてるって言ってた……。


　…………。


　考えるのは止やめよう。この件は悩むほど、どツボにハマる。起きたことは受け入れて、最善の努力をする。それしかない。


　……ふーっ。


　ちょっとトイレで顔でも洗おう。気分を入いれ替かえないと。


　通路に出て数分歩いたところで──何やら騒さわがしい声が聞こえてくる。


「やだぁぁぁぁぁっ！」


　子供が大声で泣なき叫さけんでいる様子だった。壁かべの隅すみからちらりと見てみると、裏口で子連れのお母さんがスタッフと話している。


「おっぱいドラゴンにあいたいよ！」


　子供が地じ団だん駄だを踏ふんでぐずり、お母さんもどうしていいかわからないようだ。


「すみません。握あく手しゆとサイン会の整理券配付はすでに終わってまして……」


　スタッフのお兄さんが謝りながら、そう告げる。あー、握手サイン会の整理券配付に間に合わなかったのか。ショーが始まる前に配付だったらしいからね。人間界のそういうイベント風景を真ま似ねして冥界でも取り入れたわけだけど、生活と文化の違う悪魔たちにとって握手サイン会の整理券配付なんて物珍しいものだろう。


「そ、そうなんですか……。もう終わっちゃったんだって」


　お母さんが子供にそう告げると、子供はいっそう目に涙なみだを溜ためて泣き叫んだ。手には鎧よろい装着時の俺を模した人形。大事そうに持っていた。それを見てたまらなくなった。


「やだぁぁぁぁぁっ！」


　…………。


　俺は鎧を解いたばかりなのに、カウントを始めていた。


　──ダメだ。あんな子供の泣き顔を見たら、我が慢まんなんてできるはずがない。


　通路の隅で赤い閃せん光こうを放ちながら、俺は再び禁手バランス・ブレイカーとなった。そして、裏口のほうへ出ていく。マスクだけ収納した状態だ。


「どうかしたんですか？」


　俺の声に母子とスタッフが振り返った。


「おっぱいドラゴンだっ！」


　子供は一転して笑みをみせた。スタッフが俺に説明してくれる。


「あ、兵ひよう藤どうさん。いえ、こちらのお母さんとお子さんがサイン会の整理券配付に間に合わなかったようでして……」


　いちおうの確かく認にんを取ったあと、俺は子供の前で片かた膝ひざをついて訊きいた。


「キミ、名前は？」


「……リレンクス」


「リレンクス、俺に会いに来てくれてありがとう。えーと、何か書くものありますか？」


　スタッフに訊くと、


「あ、ありますが……」


　マジックペンを取りだしてくれた。


「この帽ぼう子し。俺のデザインが入った帽子、これにサインしてもいいかな？」


　俺が子供──リレンクスの帽子を指さすと、リレンクスは三度もうなずいた。


　下手な悪魔文字。サインを書くたび、「もっとうまくならなきゃ」という思いに駆かられる。だって、俺をこんなにまぶしい瞳ひとみで真まっ直すぐに見てくれる子供たちがいるんだ。


　文字も戦いも何でもうまくなりたいと感じてしまうよ。


　帽子にサインを書いて、そのままリレンクスの頭に被かぶせた。輝かがやくような笑顔でリレンクスは帽子を何度も脱ぬいでは被っていた。


「ありがとうございます！」


　お母さんがお礼を言ってくれた。俺はリレンクスの頭に手を置き、告げる。


「リレンクス、男の子が泣いちゃダメだぞ。転んでも何度でも立ち上がって女の子を守れるぐらい強くならないとさ」


　そう言ったあと、俺は立ち上がり、スタッフと共にその場をあとにする。


　スタッフは困こん惑わくした表情をしながら、苦言を口にした。


「兵藤さん。なるべくこういうのは控ひかえてください。すべての方に応対するのは無理なのですから……特例を作ってしまうとちょっと……」


　……その通りだ。俺は軽けい率そつなことをしたと思う。スタッフだって、一生懸けん命めいやっているわけで、すべての人に夢を与あたえようとしながらもそれが叶かなわないことを知っていて線引きをしているんだ。


　そこに特例を作ってしまえば、全スタッフの思いを裏切る形になる。


　それは……わかっていたんだ。それでも俺は目の前で泣いている子供を……。


　いや、俺が悪い。


「すみません。気をつけます」


　俺は本当に申し訳ない気持ちでスタッフに謝った。スタッフもそれをわかってくれて、それ以降は何も言わず、持ち場に帰っていった。


　本当にゴメンなさい。だけど、俺は──。


「格好良かったわよ、さすが私のイッセーね」


　部長の声。そちらへ視線を送れば部長のお姿が。


　俺のほうへ歩み寄ると、俺の頰ほおを手でなでなでしてくれる。


「少し軽率だったけれど、それでもあの子の夢をあなたは守ったわ」


「部長……」


　部長！　部長は俺のことを誰よりも理解してくれている！　もう、それだけでうれしかった。ああ、この人は本当に最高の女性だよ。


　いつだって俺をやさしく見守ってくれる部長に感激していると、通路の奥から見知った女性が姿を現した。


「あら？　ごきげんよう、リアス、一いつ誠せいさん。ここで何をしているのかしら？」


　亜あ麻ま色いろの髪かみの部長そっくりな女性！


「お、お母さま！　ミリキャスまで！　いらっしゃっていたの？」


　部長はその人の登場が予想外だったのか、素すっ頓とん狂きような声をあげて驚おどろいていた。


　そう、部長そっくりのこの方こそ、部長のお母さんだった！


「リアス姉さま、イッセー兄さま、イベントとても楽しかったです！」


　その横には小さな紅べに髪がみの少年──ミリキャスさま。相変わらず元気で利発そうなご様子で。俺のこと、兄さまって……恐きよう縮しゆくです！


　部長のお母さんは微笑ほほえみながらおっしゃる。


「ええ、一度、グレモリーが主しゆ催さいするイベントを直じかに見ておきたかったものですから。ミリキャスも見たいと言っていたのです。一誠さん、盛り上がっていましたわね。良いショーだったと思いますわ」


　おおっ、イベントを見てくれたのか！　恥はずかしい反面、とてもありがたい。グレモリー家は「おっぱいドラゴン」の著作を管理する大おお本もとだもんな。


「あ、ありがとうございます！」


　俺はお礼を口にする。部長のお父さんにも失礼のないようにしているけど、それ以上にこの方には逆らえないものを感じていた。見た目は美少女なんだけどね。


　部長のお母さんはヒールをコツコツと鳴らしながら、こちらに歩み寄られる。


「一誠さんを模した特とく撮さつ番組は我がグレモリー家の財政を担になう大切な産業となることでしょう。そして、冥めい界かいの子供たちにとっても大切なものになっていますわ。これからもグレモリーの一員として、冥界のため、我が家、我が娘むすめのために奮ふん闘とうしてもらえると助かります」


「もちろんです、部長のお母さま！　粉骨砕さい身しんの精神でがんばりたいと思います！」


「『粉骨砕身』、日本の成句だったわね。良いお返事ですわ。さすがグレモリー家の男子です。けれど──」


　部長のお母さんがやさしげな瞳を向けながら、人差し指で俺のあごをさする。それだけでぞくぞくするほどの大人の色気を感じてしまった！


「『部長のお母さま』というのは、いただけないわね。私のことは『部長のお母さま』ではなく、お義か母あさまか、母上と呼ぶこと」


　またそのことか。部長のご家族は俺に何を求めているのだろうか？


「し、しかし、失礼なような……」


「何も失礼なことなどありませんわよ？　むしろ、共に社交界に出たとき、そのような呼び方ではグレモリー家全体が恥はじをかきます」


　部長のお母さんは一転して、表情が厳しいものになる。


「リアス、教えがなっていないのではなくて？」


　部長のお母さんの睨にらみを受けて、部長が言う。


「申し訳ございません、お母さま。ですが──」


「そこで『ですが』が入るだなんて……。伴ともなう男子を入れるのですから、そこをちゃんとしないでどうするの？　それと例の順番は決めたのかしら？　少なくともアーシアさんと朱乃さんはそうなのでしょう？」


　アーシア？　朱乃さん？　はて？


「殿との方がたがそれを望むのだから、そこを管理するのも当主たるあなたの役目です。他にも増えるとしたら、いまからきちんとしなければダメよ。お父さまのときはきちんと私が手た綱づなを握にぎったものです。強く魅み力りよく的な殿方に他の女性が心を奪うばわれるのは世の常。サーゼクスは魔ま王おうゆえにグレイフィアのみでしたが、彼は別に魔王を目指しているわけではないのよね？　ならば問題もないでしょう。……まさか、まだ決め手を欠いているのかしら？　もう、強ごう引いんなところは私に似たと思ったのに、最後の最後で詰つめが甘いだなんて……。一度そういう関係になれば周囲の女性の主導権も得られるでしょう。リアス、最後まで私やグレイフィアが介かい入にゆうしなければ進められないのですか？」


　部長のお母さんの言葉に部長は困惑している様子だった。ああ、グレイフィアさん同様に部長のお母さんも不満のマシンガントークだ。よほどお二人はいまの部長に不満があるようだね。


　なんだか、全体的にご家族トークのようだけど……。お、俺もそこに含ふくまれる……んだよね？


　う、うーん……。わからん。グレモリー家のなんたらかんたらな家訓？　それとも行事？


　あの遺い跡せきでおこなったこともいまいち理解できてないし。ただ、俺の知らないところで何かが確実に進んでいるような気配は感じる。


　できれば部長との幸せな暮らしは継けい続ぞくしたいんだけどなぁ……。


　コホン、と部長のお母さんは咳せき払ばらいしたあと、「まあ、いいわ」とお説教モードを終えた。あー、これで解放されるのかなと思ったら、今度は俺に厳しい視線を向けられる。


「一誠さん。あなたもあなたですわね。まずはグレモリー家の者を呼ぶところから自覚してもらわないといけません。私はともかく、リアスのことです。いつまでも『部長』だなんて……。そこが一番大事なことだわ」


　部長のお母さんは俺の鼻先に指を突つきつけて、おっしゃられた。


「リアスのことは好き？」


「は、はい！　もちろんです！　尊敬してますし、俺の大事な方です！　命に替かえても終生お守りするしだいです！」


　俺は素す直なおな思いを口にした。当然のことですぜ！


　隣となりで部長がお顔を真っ赤にされていた。えー、こんな当然のことを口にしただけでそんな状態に？


　部長のお母さんはうんうんとうなずかれると、さらに続ける。


「よろしい。麗うるわしい主従関係は確認しました。それなら、もう一歩踏ふみ込んでみなさい。プライベートでのリアスはあなたにとって、どういう存在なのか、それを改めて考えてやりなさい」


　──っ。


　俺にとって、部長がどんな存在、か。


　そりゃ、決まってる。惚ほれた女、大好きなヒトだ。


　だからこそ、俺は──守りたい。いや、それ以上に……。


　もっと、仲良くなりたいんだ──。


　けど、いまの俺にとってそれはとても怖こわくて──。





　──死んでくれないかな？





　脳のう裏りに浮かぶあの女性。俺は頭を振ふってそれを振り払はらう。


　部長のお母さんがこの場をあとにする。後ろ手に手を振るミリキャスさまに俺は手を振って返した。


　隣の部長が赤面した顔でコホンと咳払いする。


「……さ、さて、帰ったら学園祭の準備再開よ？」


「はい！」


　何はともあれ、目先のことを片付けないと。学園祭は目前なんだ！


　──と、もうひとつ大事なことがあったな。





　　　　─○●○─





　翌日、俺は学校の一年生の教室前にいた。小猫ちゃんとギャスパーのクラスだ。


　今日、ここにフェニックス家のお嬢じようさま──レイヴェルが転入してきたんだ。部長以上に生きつ粋すいのお嬢さまというレイヴェル。一いつ般ぱん人じんが通う学校は初めてだ。


　この学まなび舎やできちんと生活できているのか？　それが気になって仕方なかったんだ。なので心配して休み時間を利用してここに来てしまったわけだが……。


「……あれ、二年のケダモノ先せん輩ぱい……？」


「……やだ、見られるだけで謎なぞの催さい眠みん術じゆつにかかって好き放題にされちゃうって噂うわさが……」


「それで学園のアイドルを皆みんな手て籠ごめにしたって……怖い……」


　……俺を見る一年女子たちの視線が酷ひどい気がする……。いや、いまに始まったことじゃない！　気にするな！　目から流れるこれは涙なみだじゃない！　ただの心の汗あせだ！


「あら、イッセーも様子見？」


　部長の声だ。振り返れば部長も来ていた。


「ぶ、部長もですか？」


「ええ、ちょっと気になって」


　と、部長と共にクラスのなかを見ると、小猫ちゃんとギャスパー（目立たないところにいた）は教室の隅すみで会話をしている様子で、レイヴェルは……。おおっ、ドリル式縦ロールの髪かみ型がた！　いたいた。へー、学園の制服似合うじゃんか。


「フェニックスさん、教科書はあるの？」


「フェニックスって、珍めずらしい名字だね。かっこいいわ！」


「ギャーくんに続いて外国の転入生が入ってくるなんてこのクラスで良かったわ！」


　などと、女子に囲まれていた！　そっか、転校してきたばかりだから、クラスメイトに言い寄られても仕方ないか。外国からの美少女転入とあっては、さすがに今日ばかりは本当にアイドル扱あつかいだろう。


『おーほっほっほっ！　何でも質問なさい！　答えてあげますわ！』


　高飛車な部分のあるレイヴェルだから、高圧的な物言いをするかなと思ったら──。


　対応に困って四苦八苦しているようだった。


「あ、あの……」とか「えーと……」などと返答に困っている様子だ！　視線も行ったり来たりしていてどこに合わせていいのかわからないようだった。


　その視線が俺と部長のほうに向かれる。部長が来たことで、部長ファンの一年女子たちが騒さわいでいたのでそれでこちらが気になったのかもしれない。


　途と端たんに「失礼しますわ」と席を立ち、俺たちのほうに近づいてきた。


　レイヴェルは俺と部長の手を取ると、そのままどこかへと連れ去ろうとする。廊ろう下かを曲がったところで手を離はなしてくれたが……。


「ど、どうした、レイヴェル？」


　訝いぶかしげに俺が訊きくと、レイヴェルは気き恥はずかしそうな表情で頰ほおを染める。


「……て、転校が初めてですので……ど、どう皆みなさんと接したらいいかわからなくて……。わ、私、悪あく魔まですし、人間の方々との話題が見つからなくて……」


　そっか。悪魔──しかも上級悪魔のお嬢さまが人間界の平民が通う学校に転校してくれば話題も見つかりづらいか。思えば当然だな。


　しっかし、高圧な態度のときと違ちがって反応がかわいいね。


「会話をしたくないわけではないのでしょう？」


　部長がそう訊く。


「……も、もちろんですわ。わ、私だって、成長しているんです！　貴族以外の方とお知り合いになって平民の生活から何かを学ぶのも大切だと思っているんです！」


　おおっ、立派だ。兄ちゃんのライザーとは違うね。


　とうのライザーは俺に負けてふさぎ込んでしまったが、その後、レイヴェルの相談を受けて俺たちがなんとか復調させてあげたんだ。おかげでドラゴン恐きよう怖ふ症しようも治って、普ふ段だんの生活に戻もどった。話に聞くと、レーティングゲームへの復帰も近いという。


　あのヒトも極ごく悪あくなヒトではないんだよな。俺と同様スケベ根こん性じようの持ち主だし。


　っと、レイヴェルについてだ。うーむ、とどのつまり、話し方、接し方がわからないだけだろうし、一度会話ができれば調子も理解できると思うんだが……。


　俺はしばし考え込み、ポンと手を叩たたいた。うん、これしかないだろう。


「ちょっと待ってな、小猫ちゃんに──」


　俺が小猫ちゃんとレイヴェルたちの教室に戻ろうとしたときだった。


「……呼びましたか？」


　俺の近くに小猫ちゃん！　と、ギャスパーもいた。俺たちを追ってきたのか。


　俺は小猫ちゃんに頼たのみ込む。


「小猫ちゃん、お願いがあるんだ」


「……なんですか？」


「レイヴェルの話し相手……というか、学校生活面でのフォローをしてあげてほしいんだ。同じ学年だし、同じクラスだろう？　頼むよ」


　小猫ちゃんは学園アイドルの一人だし、クラスメイトともうまくやっていると聞く。小猫ちゃんを介かいして会話を繫つなげれば、レイヴェルもクラスメイトと打ち解けやすくなると思うんだよね！


　しかし、若じやつ干かん、不ふ機き嫌げんそうな小猫ちゃん。眉まゆ根ねを寄せ、三角口になってる。かわいいけど、おかしいな。俺、何か悪いこと言ったっけ？


　少し考えたのち、


「…………。……先輩がそう言うなら、別にいいですけど……」


　そう答えてくれる！　さっすが小猫ちゃん！


「てなわけで、レイヴェル。小猫ちゃんがフォローをして──」


「……ヘタレ焼き鳥姫ひめ」


　俺の言葉を遮さえぎって、小猫ちゃんがぼそりとそうつぶやく。


　…………。


　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。レイヴェルのこめかみに青筋が浮うかび上がる。震ふるえる声で静かに言った！


「い、いま、なんとおっしゃいましたか……？」


「……ヘタレ」


　間かん髪はつ入れず返す小猫ちゃん！　な、何が起こっておりますか!?


　状じよう況きようの整理がつかない俺を置いて二人は言い合う！


「あ、あ、あなたね！　フェニックス家の息女たる私にそのような物言いだなんて……！」


「……そんな物言いだから、いざというときにヘタレるんじゃないの？　もっと決心を持って人間界に来たと思ったのに……。イッセー先輩の手を煩わずらわせるなんて……世間知らずの焼き鳥姫」


　ブチン！　何かがキレる音がレイヴェルから聞こえてくる！　不気味なオーラを漂ただよわせるレイヴェル！　ロールの髪かみがうようよとざわめきだしていた！


　小猫ちゃんも負けじとかわいい顔でにらみ返す！


「むむむむむむ！　わ、私はイッセーさまの手を煩わせるようなことなんて……！　こ、この猫ねこ又または……！」


「……焼き鳥」
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　な、何やら、二人の背後で猫と火の鳥が激しくにらみ合っているように見えてしまうような場面だぜ！


「あぅぅぅぅぅぅっ……こ、怖いですぅ！」


　ギャスパーも女子二人の迫はく力りよくに恐おそれを抱いだいたのか、俺の背後に隠かくれた！　俺だって怖いよ！


「ちょ、ちょっと、二人とも！　なんでいきなりにらみ合ってるんだよ！　仲良くしろって！　同じクラスなんだから！」


　二人の間に立ち、制止しようとする俺だが……。猫と鳥のバトルに恐きよう々きようとしていた！


　でも止めなきゃダメだよな。どっちも俺の大切な後こう輩はいだし。


「ほらほら、小猫ちゃんもレイヴェルも落ち着いて。俺は別になんとも思ってないから。じゃんじゃん相談してくれていいよ」


「「どっちの味方ですか!?」」


　異口同音で訊かれてしまう。そ、そんなこと言われてもな……。


「……やさしいわよね、イッセーは」


　部長がぼそりと隣となりでつぶやいていたけど……。


「あっ」


　そこへ別の一年女子たちが通りかかり、持っていたプリントの束をバサッと廊下にぶちまけてしまった！　あー、余よ所そ見みしていたから落としたんだな。


　俺も拾おうとしたんだが、レイヴェルがいち早く手を伸のばしてプリントを拾い出した。


「だいじょうぶですか？　確か同じ教室の方でしたわね？　お名前は……まだ訊いてませんけれど」


「あ、ありがとうございます……。覚えていてくれたんですね、フェニックスさん。私、室むろ田たといいます」


「レイヴェルでいいですわ。室田さん」


　おおっ、やさしいじゃないか、レイヴェル！　自然と手が伸びたのはなんだかんだでこの子の心根がやさしい証しよう拠こだよな。つーか、転校してきてすぐにクラスメイトの顔を覚えるなんてポイント高すぎだぞ、レイヴェル！　相手も感動してるじゃないか！


　続いて小猫ちゃんとギャスパーもプリントを拾い出す。


　プリントを拾い合うレイヴェルと小猫ちゃんの目が合った。


「「ふんっ！」」


　プイッ！　と顔をそらす俺の後輩女子が二人……。


　…………ははは、前ぜん途と多難だ。


　あとから聞いた話だが、レイヴェルはプリントを拾ったところからクラスメイトと打ち解け始めたようだ。小猫ちゃんも面めん倒どうみているって話だし。


　レイヴェルの学園生活は良いスタートが切れたと思う。





　　　　─○●○─





「それでは、作業開始よ」


『おーっ！』


　放課後。部長の号令のもと、元気よく返事をする俺たち。


　俺たちオカルト研究部はレイヴェルの入部あいさつのあと、学園祭の準備作業に入った。


　オカルト研究部が学園祭で披ひ露ろうする出し物は……その名も『オカルトの館やかた』！


　この旧校舎全体を使って、いろんな催もよおしをしようって案になったんだ。お化け屋や敷しきあり、占うらない部屋あり、喫きつ茶さ店てんあり、オカルトの研究報告あり、などなど皆みんなが出した様々な案を採用することになった。


　旧校舎全体をオカルト研究部は任されているんだから、それを全部出だし惜おしみ無しで活用しようって方向になったんだ。使っていない教室や物置と化している教室があるから、それを利用すればお化け屋敷も占いも喫茶店もできるだろうってね。


　そんなわけで旧校舎を学園祭仕様に改装中さ。魔ま力りよくを使えば短時間でできるだろうけど、部長はできるだけ手作りでやりたいとおっしゃった。俺たちもその意見に大いに賛同して準備作業に入っているってわけだ。


　ここはグレモリー眷けん属ぞくの根城だけどさ、学校の一部だし、俺たち学生だから、学校の行事に使うときぐらいは学生として手作りしたいよな。


　女子は主に衣い装しよう作りや部屋の模も様よう替がえ作業だ。喫茶店とお化け屋敷用の衣装を作りつつ、空いている教室を専用のスペースに変えていく。初参加で入部したばかりのレイヴェルには新しん鮮せんなことばかりで、驚おどろきつつも一生懸けん命めい手伝っているようだ。


　俺と木場は男手として大工作業。トンカチ、ノコギリを使って木材やらを組み合わせたり、切り分けたりしていた。


　まあ、女子も悪魔だから人間よりも力が強いし、こういうのもできるんだろうけど、学生として作業しているんだから、それにできるだけ準じようってことで俺たち男子が汗あせ水みず流しながらトントン、ガリガリと作業してます。


「イッセーくん、そっち持って」


「おう」


　なんてふうに俺と木場は旧校舎の外で木材と格かく闘とうしていた。


　アザゼル先生とロスヴァイセさんは放課後の職員会議にかり出されてる。学園祭当日の細かな部分がまだ決定していないって話だ。主に保護者への注意事じ項こうについてだったかな。


　俺んところも当日は二人とも来る。ま、アーシアを見にくるだけだろうけど。


　体育祭のときもそうだったから、部長の親おや御ごさんも来るのかな。サーゼクスさまとレヴィアタンさまを同時対応なんてできやしないぞ……。そこは生徒会に任せるしかないか。


　ノコギリでガリガリと木材を切っているとき、木場が話しかけてくる。


「ところでイッセーくん。ディハウザー・ベリアルって知ってるかい？」


　と、名前をあげる。


　その名前には覚えがある。部長と朱乃さんがそのヒトのことで話していたこともあったし、ビデオなどで部長が研究していたからね。


「名前だけなら。王者だろ？　レーティングゲームの」


　俺の答えに木場はうなずく。


「そう、正式なレーティングゲームのランク一位。現王者チヤンピオン。ディハウザー・ベリアルだよ。ベリアル家現当主であり、ベリアル家始まって以来の怪かい物ぶつ。もう長いこと頂点に君臨し続ける本物のゲーム覇は者しや。──皇帝エンペラーベリアルと称しようされている方さ」


　──エンペラー、ベリアル。


　皇帝エンペラーか。魔王でもないのにすごい敬けい称しようだ。木場が作業をしながら話を続ける。


「ランキングが二十位から別次元と言われ、トップテンとなれば、英えい雄ゆうとさえ称される。そのなかでもランキング五位から上は不動とも言われていて、ほぼ変動がない状態で業界に長期間君臨しているんだ。特に三位のビィディゼ・アバドン、二位のロイガン・ベルフェゴール、一位のディハウザー・ベリアルは現魔王に匹ひつ敵てきする力量を持つ最上級悪魔のなかの最上級悪魔だよ。お三方は大規模な戦争でも起きない限りは動かないと言われてはいるんだけどね。ゲームの特性で研けん磨まされ、数多くの試合の末に生みだされた結けつ晶しようだって褒ほめ称たたえられているよ」


　ゲームが生みだした結晶──。とんでもない悪魔ってことか──って！　現魔王クラス!?　そんなのがゲームに参戦しているのかよ！


　いや、まあ、おかしくはないか。タンニーンのおっさんも最上級悪魔でゲームにも参戦していたと聞くし、ランキングテン以内に入ったこともあるって話だ。引退はしてないけど、いまはゲームよりも若手ドラゴンの育成に励はげみだしたと聞く。


「アバドンとベルフェゴールって聞いたことない御お家いえの名前だな」


　疑問を口にする俺。二位と三位の名前は記き憶おくにない。暗記している七十二柱には連なっていない名前だ。木場が答える。


「それはそうだね。番外の悪魔エキストラ・デーモンだから。彼らは現政府に関かかわりたくないのが御家の特色だけど、なかには異い端たんもいたってことだよ。家とはほぼ縁えん切きり状態でゲームに参加しているみたいなんだ」


　へぇ、そういう特とく殊しゆな事情を抱かかえながらも参戦している悪魔もいるんだな。家を飛びだしてまでやりたいってことか。それだけレーティングゲームが魅み力りよく的てきだってことだな。


　戦せん闘とう、権力、富、女、地位、それらの欲よく望ぼうはゲームに参戦して勝てば存分に得られるって話だしね。俺もそこに大いに魅力を感じている。


　──これが、現政府が悪魔に与あたえた夢。野望。


「でもよ、サーゼクスさまや他の魔王さまもゲームに参戦できればランキングは変わっていたんだろうな」


「仕方ないよ。ゲームのルール上、魔王は参戦できないからね。魔王の眷けん属ぞくならば参戦できるけど、その方々もその気がないって話だから。あくまで魔王の眷属として生きるというのが四大魔王眷属の皆みなさんの理念だそうだよ。それに実戦とゲームは似て非なるもの。悪魔の実戦不足を補うために設置されたゲームだけど、ゲームはゲームで特殊なルールも多いし、実戦とは戦術、戦略のめぐらせ方も違ちがうものだと僕は思う。だから、実戦で強くてもゲームでは成績が上がらないなんて珍めずらしくないと感じるんだけどね」


　木場が自分の意見をここまで吐はくのは珍しいな。俺と打ち解け合ってきている証拠か？


　でも、木場の言うことがその通りなら、ゲームではサーゼクスさまよりも現王者のほうが展開の仕方がうまいかもしれない。考えたくはないけど、ゲームだと現王者チームのほうが魔王チームよりも強いって可能性もあるんだろうな。


「戦いくさが無いゆえのシミュレーション用という面もあるゲームだけど、踏ふまえつつも実戦とは別個で臨のぞんだほうがいいってことか」


　俺の言葉に木場もうなずいていた。そうだな、俺たち、実戦経験は豊富かもしれないが、ゲームでの特殊ルールにはまったく慣れてない。そういう点では、シトリー戦が顕けん著ちよなわけか。ゲームに参戦すればああいうものに出くわすんだから、実戦とは違う覚かく悟ごが改めて必要ってことだな。


　木場がトンカチで釘くぎを打ち付けながら言う。


「どちらにしても部長やキミが将来ゲームで覇者を目指すなら、ディハウザー・ベリアルは避さけては通れない大きな壁かべ。悪魔の世界で上へ行くつもりなら、現トップランカーはすべて倒たおすべき存在と想定していたほうがいいね。まあ、部長の『騎士ナイト』である僕もいずれ、その世界に飛びこまないといけないわけだけどさ」


　部長の本格参戦は大学卒業後。つまり、あと四年か五年後ってことか。長いようであっという間な気もする。


　そのとき、俺らはどこまで上のぼり詰つめられるのか？　皇帝エンペラーと戦えるのかな……。


　──と、まずは眼前の目標だ。俺は頭を振ふって、改めてノコギリを天に向けた。


「とりあえずはサイラオーグさんとの試合か」


　木場も大きくうなずいていた。その日のために俺と木場も訓練してる。他のメンバーだって、トレーニングをしているし、バアル眷属に後おくれを取るわけにはいかない！


「僕らの情報はある程度あちらも把は握あくしている。若手ゲーム戦で映像を通して能力は認にん知ちされているだろうからね。あちら側が知りそうにないこちらの手札はイッセーくんの新しん技わざとゼノヴィアのエクス・デュランダルぐらいだろうか」


　録画された記録映像が公開されているから、相手が俺たちの能力を知っていて当然だ。


　俺と木場の禁手バランス・ブレイカーも把握済みだろう。


「あちらだって最善の事前情報を仕入れたりはするよな」


「それはそうだよ。ゲーム前に何も調べず『なんでもかかってこい！』では『王キング』としても眷属としても力を疑われるレベルになる。だからこそ、こちらもあちらの情報を調査しているんだけどね……」


　俺たちもヤンキー悪魔──グラシャラボラス戦を参考に、バアル眷属の研究はしている。


　ただ、あちらもそのときのレベルじゃないだろう。俺たち同様に悪魔のなかじゃ珍しくトレーニングを積むタイプらしいからね。


　少なくとも敵はヤンキー戦を遥はるかに超こえる力を持って向かってくると思っていいよな。


「けど、イッセーくんのパワーアップは視野に入っているだろうね。先日の手合わせで何かを感じ取っていたようだし。警けい戒かいはされてる。問題はあの技をどのタイミングで出すかだね。技の特性上、初見での攻こう撃げきが最も効果的だ」


　そう、サイラオーグさんは修学旅行前にグレモリー家でおこなった俺との手合わせで何かを得心した様子だった。


　修学旅行で俺が新たな力に目覚めたなんて、想定していて当然だろうな。


　それに俺の新たな能力の中身も──。


「ああ、どれもクセが強いから、サイラオーグさん相手じゃ二度目はまともに食らってくれそうにないからな」


『赤龍帝イリーガル・のムーブ・三叉成駒トリアイナ』（俺は略りやく称しようとしてトリアイナと呼んでいる）は、それぞれの駒の特化型のせいか、長所と短所も顕著だ。


『龍星ウエルシユ・のソニツクブースト・騎士ナイト』は神速を得るが装そう甲こうをパージするため、防ぼう御ぎよがガクンと下がる。相手からの攻撃を食らう前に『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルーク』にフォームチェンジすれば防御の薄うすさは解消されるけど、それはスタミナの消しよう耗もう率りつが上がる。連発はキツい。


『龍牙ウエルシユ・のブラスター・僧侶ビシヨツプ』は絶大な魔力の砲ほう撃げきを放てるが、チャージに少々の時間がかかることと、そもそも当たらなければ意味がない。


『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルーク』は攻こう守しゆが圧あつ倒とう的てきに上がるが、鎧よろいが分厚くなるせいか、速さを失う。


　と、まあ、どれもが強力だが、どれもが弱点がわかりやすい。隔へだたるほどに長所が伸のびた分、短所も顕著になったってことだ。コンボですぐに短所を補えばいいが、その分、体力やらの消耗が跳はね上がる。


「コンボをすれば各昇しよう格かくの弱点は補えるものの、イッセーくん自身の体力がかなり減る。しかし、そもそも窮きゆう地ちではコンボをしなければ生き残れないだろうから、したほうがいいんだけど……。長期戦はリスクが高すぎるね」


「そうだな、技自体は短期戦に向いてる。できるだけ温存したほうがいいな」


　だから、一発勝負が望ましい。京都で曹そう操そう相手に善戦できたのも、相手が俺の技を初見だったのが功を奏した。


　どの昇格でも見せれば他の駒の新能力を把握される可能性が高いだろうからな。


『あ、騎士ナイトの特化型なら、他のも特化されるのか？』って、予想されるだろうし。ま、コンボで一気に決めてしまえば、そのときの相手に関しては大ダメージを与えられるだろうけどさ。


　一番のネックはトリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』のチャージ時間か。


　どちらにしてもこの新技は温存しないとどうしようもねぇな。まあ、窮地に立たされたら迷っているヒマなんてないんだろうけど……。


「やっぱコンボで仕留めるしかないよな……。昇格のタイミングと組み合わせ、シミュレーションを重ねないとな……」


　コンボも組み合わせが重要なんだ。京都ではやれたけど、トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』が最初ってのは本当ならマズいよな。チャージするから隙すきだらけだ。遠方から放って、トリアイナ版『騎士ナイト』で一気に距きよ離りを詰めて、肉にく薄はくしたところでトリアイナ版『戦車ルーク』で撃げき滅めつか？


　うーん……。京都と同じだ。芸がないな俺……。


「各種トレーニングにいつも通り付き合うよ。僕もイッセーくんと同じように新技の構想をぶつけたいからさ」


　おっ？　気になること言ってくれるじゃないか。


「新技？　マジか。気になるな。アテはあるのかよ？」


「うん、それなりにね。それより、ドライグは元気かい？　最近、キミとの掛かけ合いをあまり見ないからさ」


　と、木場に言われ、俺は籠こ手てを手早く出現させて、ずっと無言だったドライグに話しかける。


「……ドライグ、まだ元気ないのか？」


　問う俺に、ドライグが木場にも聞こえる声で答える。その声こわ音ねは元気のないものだった。


『……ああ、最近、思うことが多くてな……はぁ……』


　赤せき龍りゆう帝てい殿が深いため息をついてらっしゃる……。


　京都から帰ってきてからドライグは落ち込んでいるようだった。どうにも俺の酷ひどいパワーアップが連続して思うところがあるらしい。


　……ずっと泣いてたもんな。天てん龍りゆうが泣くって相当なことだって、周囲のヒトによく言われている。スケベでゴメンよ、相棒……。


「おっ、男同士で密談だなんてよ。赤龍帝は性別問わずだな」


　などという冗じよう談だん交じりで登場したのはアザゼル先生だった。


「先生、カンベンしてくださいよ。って、学園祭関連の職員会議終わったんですか？」


「体調不良を理由に抜ぬけてきた。ったく、外国の生徒もいるせいか、やたらと注意事じ項こうに関する決め事が多くてな。あーだこーだ言い合ってるよ。ま、ロスヴァイセに任せて逃にげてきたけどな」


　ひでぇ！　相変わらずこの先生はこういうところが雑で不ふ真ま面じ目めだ！　ロスヴァイセさんは会議とかなんだかんだでのめり込むタイプだから、いいんだろうけどさ……。


　先生は俺の籠手に話しかける。


「そういや、ドライグ、言われた通りカウンセラーのアテが見つかったぞ」


『そうか、すまない……』


　俺はそのやり取りを聞いて素すっ頓とん狂きような声をあげる！


「ちょ、ちょ、ちょっと待て！　カウンセラーってなんですか!?」


　カウンセラーって！　俺の知らない間に何が起こってますか！


　先生が頰ほおをかきながら言う。


「いやな、ファーブニルの宝玉を通してプライベートでドライグが言葉を飛ばしてきてな。なんでも最近ふと気づくと泣いていることが多くなったそうだ。ため息をつく回数も増えて、『おっぱい』『乳ちち』『胸』って単語を耳にするたびに心が張はり裂さけそうになるみたいだぞ」


　俺はそれを聞き、絶句した。……なんてことだ……！


　ドライグに再度訊きく。


「な……ッ！　マジか……？」


　ドライグは深いため息を吐つきながら言った。


『ああ、すまないな、相棒。どうにも調子が上がらんのだ……。おまえのパワーを引き上げる分にはさほど問題ないさ……。はぁ……』


　……想像以上の出来事がドライグの身に起こっているらしい！　主に精神的な面で！


「お、俺が神器セイクリツド・ギアに潜もぐったり、新技を閃ひらめいたりが原因ってわけじゃない……？」


　と、俺が不調の原因をあげるが、先生は首を横に振って否定する。


「いや、俺が思うにおまえがおっぱいで奇き跡せきを起こすから、それがショックで心労が溜たまったってところだと思うが。神器セイクリツド・ギアに魂たましいを宿す存在でも世界に二匹ひきしかいない天龍だぞ？　力とプライドの塊かたまりが乳でパワーアップしてりゃ、心の病やまいに陥おちいってもおかしくないわな」


　──ッ！　あまりの衝しよう撃げきに俺はその場でくずおれた。


　な、なんてこった……！　俺のおっぱいでのパワーアップがドライグの心を必要以上に傷つけてしまった！　考えてみりゃそうだ。ドライグは俺が乳関連で行動を起こすたびに泣いてた。


　ま、まさか、ここまで心労が溜まるなんて……。


「ま、カウンセラーへの連れん絡らく先さきはあとで教えるからよ。ドラゴン専門のカウンセラーなんて探すのに苦労したぜ。じゃあ、俺は旧校舎に行ってるからよ」


　手を振り、去っていく先生。


　俺は相棒の変化に驚きよう愕がくしながらも籠手をなでる。


　……ゴメンよ、ドライグ。いつも俺を助けてくれているおまえがこんなにも俺のせいで疲ひ弊へいしていただなんて……。しかもその理由が俺のスケベパワーだという……。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは違ちがう、無理のないパワーアップを探さぐっていたのに、結果からしてみればドライグがかわいそうなことになったという……。


『いや、相棒のパワーアップは悪くない……。いい塩あん梅ばいだ……ただ、俺の精神が思ったよりも弱かっただけのようだ……すまんな……』


　そんなこと言うなよ！　おまえは思ったよりも打たれ弱かっただけさ……！　ドラゴンのメンタルケアも俺のするべき領域だったんだ……！


「謝んなよ！　悪いのは俺だよ！　俺は自分のことばかり考えていて、おまえのことなんて一いつ切さい考えていなかった！　都合の良いときばかり助けてもらって、こういうとき何もできないんじゃ、相棒失格だ！」


『……相棒……』


　ドライグが涙なみだ声ごえで感動している様子だった。


　俺は自分の左ひだり腕うでを抱だいて言う。


「俺、大切にするよ！　これからも乳ばかりだろうけど、それでももっと大切にするよ！」


『ああ、俺の心はこれからも疲弊するだろうけど、最後まで頼たのむぞ……』


　うわぁぁぁぁぁぁぁんっ！　ドライグゥゥゥゥゥゥッ！　ゴメンねぇぇぇぇぇっ！


　お涙ちょうだいな場面を展開しているなか、木場はどうしていいのかわからずに苦く笑しようしていた。


　──と、そこへ。


「イッセー、まだ作業していたのね」


　部長のお姿が。


「どうしたんですか？　この作業はもう少しかかりそうですけど……。というか、無む駄だ話ばなししていてすみませんでした」


　素直に謝る俺に部長は手を振ふって「そうじゃないのよ」と返す。監かん督とくしにきたわけじゃない？


　怪け訝げんに思う俺に部長は言う。


「サイラオーグの執しつ事じがね、個人的に私とイッセーにお願いがあるんですって」


　それは予想外の展開だった。





　　　　─○●○─





　明くる日のこと。


　俺と部長は二人のみで冥めい界かいのシトリー領に来ていた。自然豊かな林道を豪ごう華かなリムジンが走っていく。俺と部長はリムジンの後部座席に座っていた。俺の手には花束。部長が持っていくものだと俺に渡わたしたんだ。


「今回のこの件はお母さま経由なのよ」


　と、車中で部長は言った。


　なんでもサイラオーグさんのところの執事さんが折り入って話があると、グレモリー家に伝えてきたそうで、それを部長のお母さんが了承したという。


　部長のお母さんはバアル家の出だもんな。きっとその縁えんで、執事さんからの話を受じゆ諾だくしたのだろう。


「何の用で呼びだされたのかはともかく、シトリー領に初めて入りましたけど、自然豊かですね」


「ええ、シトリー領は数ある上級悪あく魔まの領土のなかでも自然保護区が多いところですもの。美しい景観の場所がたくさんあるわ。今度、皆みんなで来ましょう」


　へぇ、大自然に恵めぐまれた領土なんだな。確かに行く先に広がる山々は様々な色の木々に囲まれて見事の一言だった。


　車窓から外を眺ながめる俺に部長は続ける。


「そして、医い療りよう機関が充じゆう実じつしている領土のひとつでもあるわ」


「医療ですか」


「ええ、これから向かう先も冥界でも名だたる病院のひとつよ」


「びょ、病院ですか……。俺たち病院に向かっているんですか？」


　これはまた予想外の答えだった。病院……？　サイラオーグさんの──部長の身内と関連しているってこと？　だ、誰だれか入院しているってことかな……？　サイラオーグさんが入院しているなんてことはないよな？　ゲーム前だし、ハードなトレーニングで体を壊こわしたとか……？


　なんとなく聞き出しづらい話題に俺は無言だったが、リムジンは拓ひらけた場所に出ていく。


　人の手が入った広大な敷しき地ち。ポツポツと建物が建っていて、視界の向こう側に大きな建造物を捉とらえた。あれが病院か？


　リムジンで進むこと、十数分。巨きよ大だいな建物の送そう迎げい用の入り口にリムジンが止まり、俺たちは車から降りた。


「お待ちしておりました」


　俺たちを迎むかえ入れてくれたのは執事の格好をした一人の中年男性。ピッチリとした会え釈しやくだ。なんでもそつなくこなせそうな雰ふん囲い気きを全身からかもし出しているよ。


「ええ、案内してちょうだい」


　部長がそれだけ言うと、中年男性は「どうぞ、こちらに」と歩きだしていく。そのあとをついていく俺と部長。


　広い院内を進んでいき、エレベータに乗り込むことに。そこで部長が静かに口を開いた。


「イッセー、私の母がバアル家の出であることは知っているわよね？」


「は、はい。ですから、サイラオーグさんと部長はいとこになるんですよね？」


「ええ、そうよ。うちの母はサイラオーグのお父さま──バアル家現当主の姉だから。腹はら違ちがいなのだけれどね。サイラオーグのお父さまが本妻の息子むすこ、私の母が第二夫人の娘むすめ」


　腹違いの姉か。そっか、バアル家現当主と部長のお母さんはご姉きよう弟だい。しかし、母親が本妻、第二夫人と複雑そうだな……。


「そして、おばさま──サイラオーグのお母さまは元七十二柱であり、上級悪魔の一族、ウァプラ家の出なの。獅し子しを司つかさどる、偉い大だいな名家よ」


「ウァプラですか……。獅子……」


　獅子、ライオンか。サイラオーグさんらしい血筋だ。


　そんな会話をしているうちにエレベータが上階に止まる。扉とびらを抜けるとそこは病室のフロアだった。さらに進むこと数分。執事さんに連れられ、俺たちはとある一室の前にたどり着く。


「ここでございます、リアスさま」


　入っていく部長と執事さん。俺もあとからついていくと──個室のベッドにキレイな女性が眠ねむりについていた。


「……ごきげんよう、おばさま」


　部長は眠る女性に悲ひ哀あいに満ちた眼まな差ざしを向けていた。


　てか、おばさま？　話の流れからすると、この方は──。


　俺から花束を受け取りながら、執事さんが言う。


「……この方はミスラ・バアルさま。サイラオーグさまの母君でございます」


　──っ。やっぱり、サイラオーグさんのお母さん。


　呼吸器をつけたまま寝ねている……。ベッド横の機器は初めて見るけど、生命維い持じ装置なのかな？　人間界のものと形やらが若じやつ干かん違うようだから、詳しよう細さいはわからない。


　病院にいるってことはどこかが悪いってことになる。


　執事さんは──花束を持ったまま、こみ上げてきたものを目から流していた。


「……今日、ここへお呼びしたのは他でもありません。リアスさま、赤龍帝殿、どうか、この方を……ミスラさまを目覚めさせるためにご助力願えないでしょうか……？」


　突とつ然ぜん、執事さんに泣かれ、当とう惑わくする俺。そんな俺に部長は語り始める。


「イッセーにもわかるよう、少しだけ話すわ」


　それは一組の母子がたどった、激動の運命だった。


　サイラオーグさんは、バアル当主のお父さんと獅子を司る名家ウァプラのお母さんの間に生まれた。


　次期当主が生まれたと、周囲は大変喜んだそうだ。


　しかし、生まれてすぐサイラオーグさんに辛つらいものが突つきつけられる。


　──魔力が無いに等しく、バアルの特色である『消しよう滅めつ』の力を持っていなかった。


　代々当主は魔力に恵まれ、『消滅』の力を持つことが当然とされていたんだ。けど、サイラオーグさんはそれを持たずに生まれて来てしまった。


　失意にくれるサイラオーグさんのお父さんは、怒いかりを妻に向けた。


『我が一族が持つ滅ほろびの力をどこにおいて、こんな欠けつ陥かん品ひんを産んだのだ!?』


　──欠陥品。


　魔力と滅びを持たずに生まれただけで、サイラオーグさんは父親に見捨てられた。同様にその子を産んだ母親であるお母さんも蔑さげすまれるようになる。


　──欠陥品を産んだバアル家の面つら汚よごし、と。


「……あまりに酷ひどいものでした。当時のバアル家の者は、私を含ふくめたウァプラ家からの従者たちを除き、ほとんどの者がサイラオーグさまとミスラさまを侮ぶ蔑べつし、差別したのです」


　うっすらと目に涙を浮うかべながら部長も言う。


「当時のグレモリー家もその噂うわさを聞いて、母がおばさまとサイラオーグをグレモリーの領土に保護しようとしたのだけれど、あちらに強く拒きよ否ひされてしまったらしいわ」


　──本筋の者でもなく、嫁よめにいった者がバアル本家のことに口を出すな、と。


　グレモリーには滅びの力を色いろ濃こく受うけ継つぎ、冥界で活かつ躍やくされていたサーゼクスさまがいたのが、バアル家的にはおもしろくなかったそうだ。


　それはそうか。本家の子が特色を受け継がないで、嫁にいった者の子のほうに遺伝しちまったわけだもんな。バアル家にとってこれほどの皮肉はない。


「大王であるバアル家は、世せ襲しゆうではない現魔王を除けば、家いえ柄がら的にはトップに君臨する上級悪魔。なかなか、他の御お家いえでも口出しが難しいわ。そして、プライドが何よりも高く、周囲の目を気にする。おばさまとサイラオーグは厄やつ介かい者ものでしかなかったのよ」


　その後、ウァプラ家がサイラオーグさんのお母さんとサイラオーグさんの帰き還かんを求めたが、バアル家からの返事は残ざん酷こくなものだった。


「サイラオーグさまだけは渡すわけにはいかないと、ご当主さまはおっしゃったのです。家の恥はじを外に出すわけにはいかないと。そのような提案をミスラさまが飲めるわけがございません。ミスラさまの保護がなければ幼いサイラオーグさまは幽ゆう閉へいされ、ひとり蔑さげすまれて生きていかねばならなかったからです」


　執事さんは続ける。


「ミスラさまは故郷の助力を断り、サイラオーグさまと私たち一部の従者のみを連れてバアル領の辺境へと移り住むことになったのです」


　バアル領の辺境ならば、バアル家にとっても目の届く位置にあり、何よりも外部にサイラオーグさんを晒さらすこともない。


　バアル家はバアル領の奥地に母子が移り住むことを認めたんだ。


　家の援えん助じよがほぼないなかで、サイラオーグさんは片かた田舎いなかでお母さんと暮らし始めた。


「上流階級育ちのミスラさまにとって、助力なしでの田舎暮らしはお辛いものだったでしょう。それでも立派にサイラオーグさまを育て上げました。それは、とても厳しく、ときにやさしく、サイラオーグさまを教育なされたのです」


　魔力が無いに等しい悪魔は、どこにいってもいい待たい遇ぐうは受けない。


　田舎に移り住んでもサイラオーグさんは差別の対象になった。同世代の下級、中級悪魔の子供たちよりも魔力が劣おとっていたため、その者たちにいじめられたという。


「それでもミスラさまは泣いて帰ってくるサイラオーグさまに強く言い聞かせておいででした」


　──魔力がなくとも、あなたには立派な体があります。足りないと思うのなら、その足りないものを何かで補いなさい！　腕わん力りよくでもいい、知力でもいい、速力でもいい、補ってみなさい！　あなたは誰がなんと言おうとバアル家の子。たとえ、魔力がなかろうと、滅びの力がなかろうと──


「──諦あきらめなければいつか必ず勝てるから。以前、サイラオーグから聞いた言葉よ。母から教わった大事な言葉だって、言ってたわ」


　部長はそう言う。


　……諦めなければいつか必ず勝てる、か。


　俺にとっても胸の奥にまでずっしりと来る言葉だ。


　執しつ事じさんが言う。


「裏では、何度も謝り続けていたのです。滅びの力を持たさずに産んでごめんなさいと。ミスラさまは眠りにつくサイラオーグさまの横で何度も何度も泣き続けられておられました……。サイラオーグさまはそれを察しておられてもいたのでしょう。ある日突然、泣くのをお止やめになられたのです。そして、何事にも真っ正面から立ち向かっていったのです」


　自分をバカにした者に、自分が足りないものに、サイラオーグさんは正面から立ち向かい、何度も倒たおれ続けながらも立ち上がり続けた。


　そしてサイラオーグさんはそこで夢を掲かかげた。


　──実力があればどんな身の上の悪あく魔までも夢を叶かなえることのできる冥めい界かいを作りたい、と。


　実力社会の悪魔業界だけど、その実は上流階級とそれ以外で世界がまるで違ちがう。たとえ力を持っていても出自が下級ならば望める生き方をできる者は少ない。


　その辺りのことはソーナ会長も同じ野望を掲げていたな。


　俺は……恵めぐまれているほうだ。階級は下級悪魔だけど、グレモリー眷けん属ぞくだし、主あるじの部長はとてもやさしい。


　それでも古い家柄を持つ上級悪魔からの下級、中級悪魔への差別はいまだに残る。


　家柄トップのバアル家で、サイラオーグさんが受けた差別は俺の想像を超こえるものなんだろうな。


　サイラオーグさんが中級悪魔とまともに勝負ができるようになってきた頃ころ、サイラオーグさんのお母さんの体に異変が起こる。


「……悪魔がかかる病やまいのひとつなのよ。症しよう例れいは少ないけれど、その病気にかかると深い眠りに陥おちいり目を覚まさなくなってしまう。そして、徐じよ々じよに体が衰すい弱じやくしていき、死に至る。だから、こうやって医い療りよう機関で人工的に生命を維持しなければならないの」


　と、部長が寂さびしげに目元を細めながら言った。


　……サイラオーグさんのお母さんは難病にかかったっていうのか。


　あらゆる方法を模も索さくしたが、治ち療りよう方法は見つからず。それでもサイラオーグさんは突き進んだ。


「その後、体を鍛きたえ上げたサイラオーグさまは満を持してバアル家に帰還し、旦だん那なさまと後妻さまの間に生まれた弟君を実力でくだして、次期当主の座を得られたのです」


　……その弟さんはきっと滅びの力を持っていたんだろうな。弟を倒して、いまの地位を得た。俺の想像を超えた複雑極きわまりない身の上だ……。


　あ、だとすると疑問もある。


「サイラオーグさんは弟さんを倒してバアル家に帰還したんですよね？　ならサイラオーグさんのお母さんはどうしてここに？　ここのほうがバアル領の病院よりも医療環かん境きようが良いってことですか？」


　そんなことを俺が訊きく。


「それもあるけれど……バアル領だとおばさまを狙ねらう者がいるでしょうから」


　そう部長が答えてくれるけど……狙う!?　な、なぜに物ぶつ騒そうな！


「次期当主の座を奪うばわれたサイラオーグの弟をはじめ、滅びの力を持たずに次期当主になったサイラオーグを疎うとむ輩やからはバアル家周辺に多いわ。病気のおばさまはいい的になってしまう。だから、ソーナのつてを頼たよってサイラオーグはシトリー領におばさまを移したの」


　な、なるほど……。次期当主の権力争いはいまだに継けい続ぞく中ってことか。怖こわいな、大王家……。グレモリー家が平和すぎるのだろうか？　部長の御家があまりに和なごむところなのでそういう悪魔社会の裏がおそろしく感じられる。


　執事さんが涙なみだをハンカチで拭ぬぐいながら言う。


「お二人をお呼びしたのは他でもありません。ミスラさまのご病気の治療にご助力願えないでしょうか？　なんでも赤龍帝殿は女性の胸に秘ひめられた声を聞く技わざをお持ちになられているとのこと。乳にゆー力パワーなる魔力とは違うパワーが奇き跡せきを呼び込むと聞きましたもので。ぜひ、深い眠ねむりにつくミスラさまのお声を聞けるかどうか試ためして欲しいのです。担当医の了りよう解かいは取っております。有害ではない魔力ならばだいじょうぶだと……」


　乳にゆー力パワーとか！　アザゼル先生が勝手に命名したものが一人歩きしてんのか!?


　と、言われたものの……。


　つ、つまり、ここで乳語翻訳パイリンガルを使えと!?　しかもサイラオーグさんのお母さんに向けてですか!?　相手は病人ですぞ!?　本当にいいの!?　俺の技ってもともとエロ技なんだぞ！


　た、確かに、俺のパイリンガルは不思議空間が広がって、女性のおっぱいが胸のうちをこれでもかっていうぐらいにしゃべってくれる技だ。


　ある意味、有害だとは思うんだが……。相手の生命活動に影えい響きようを及およぼす類たぐいの技じゃないのは確かだよ。しかし、執事さんも大だい胆たんな願いをするもんだぜ。


　ま、まあ、京都じゃ、初代孫そん悟ご空くうの助力で心を通じて相手に話しかけることもできた。


　そういうのを病気で眠り続けるサイラオーグさんのお母さんにしてみろってことか！


　……病気にも効くのかな、俺の技……。


　シリアスな話をしていたのに一転していつもの展開になっちまった！　てか、最近思うけど、皆みんな、俺の技を真しん剣けんに考えすぎだ！　ついに病の相談にもかり出されちまったよ！


　部長が頰ほおを赤く染めながら言う。


「……つ、通じるかどうかわからないけれど、医師の了解が取れているのなら、ものは試しね。イッセーの技は何度も奇跡を起こしているし、もしかしたらということもあるわ。おばさまに技をかけてみてちょうだい、イッセー」


　ぶ、部長にそこまで言われちゃうと断る理由もない。


　執事さんも「どうか、お願いします！」と頭を深く下げて懇こん願がんしてくれているし……。


　う、うん！　よっしゃ！　やってみようじゃありませんか！


「わかりました。どこまでやれるかわかりませんが、やってみましょう！」


　俺は素す早ばやく籠こ手てを出現させると、パイリンガル発動まで神器セイクリツド・ギアの力を溜ためた。


『Boostブースト!』


　ある程度溜めたところで神器セイクリツド・ギアの倍化を止めて、技の発動にかかった！


「乳語翻訳パイリンガル！」


　俺を中心にして謎なぞの魔力空間が広がっていく！　発動と同時に俺はサイラオーグさんのお母さんに語りかけた。


「サイラオーグさんのお母さん、俺にだけ聞こえる声で答えてください！　げ、元気ですかーっ！」


　などというわけのわからない訊き方をしてみるが──。


『…………』


　サイラオーグさんのお母さんのおっぱいは俺に何もしゃべってくれなかった。


　……やっぱり、効かない？　それとも失敗？　う、うーむ！


　いや、こうなったら、とことんまでやってみようじゃないか！


「今度は鎧よろいになって、訊いてみます！」


　京都での戦いでさらにカウントの短くなった禁手化バランス・ブレイクで、鎧を発現する俺。院内で禁手バランス・ブレイカーになって申し訳ないです！　これもサイラオーグさんのお母さんのためということでひとつお許しください！


　部長と執事さんが見守るなか、俺は赤龍帝のパワーを脳内に送って、魔力を高める！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


「今度こそ！　サイラオーグさんのお母さんのおっぱい！　どうぞ、俺に話しかけてみてください！」


　サイラオーグさんのお母さんが赤龍帝の赤いオーラに包み込まれていく。


　パワー出力を上げて、再度訊いてみるが──。


『…………』


　やはり、サイラオーグさんのお母さんのお乳は何も語らず。技は完かん璧ぺきに入っているんだけどな。病気で意識を失っていると、胸は語りかけてはくれないのか……。


「……何をしているんだ、おまえたちは」


　突とつ然ぜんの第三者の声。


　俺と部長が振ふり返かえれば、そこには短い黒くろ髪かみ、紫むらさき色いろの瞳ひとみを持つ体格の良い男性──って、サイラオーグさんだった！








「そうか、すまないな」


　事の顚てん末まつを知ったサイラオーグさんは小さく微笑ほほえみながら、俺と部長に礼を言った。


　病室で話すのも何なので、俺たちは休きゆう憩けいフロアに移動していた。俺ももとの状態に戻もどっている。病院で鎧を着ていられないしな。


　てか、乳技を病人相手に使って礼を言われるときがくるなんて……。なんとも言えない感じだぜ！


「ごめんなさい、イッセーにあなたのことを話したわ。ゲーム前だというのに……。それに今日は何も役に立てなかったわね」


　申し訳なさそうに謝る部長。きっと余計な感情を俺に持たせてしまったかもしれないと思っているのだろう。


　ゲーム前にサイラオーグさんの過去を聞いたことで、ゲーム中にやりづらくなるのではないか？──と。


「かまわんさ。来てくれただけで十分だ。母も喜ぶだろう。それに七十二柱に連なる家では珍めずらしくないことではないか、次期当主を巡めぐる権力争いなんてものはな。それがたまたま現代の大王家で起こっただけのことだ」


　サイラオーグさんは自分の過去をまるで大したことがなかったように言う。


　……このヒトの過去も凄すさまじいと思ったけど、それを一いつ蹴しゆうしてしまうサイラオーグさんのほうがすごいって思ってしまった。


　そんな一言で済まないものを体験したであろうことは、バカな俺でも想像はできる。


「シトリー家とグレモリー家には世話になっている。それに関しては感謝の念がつきない」


「いいのよ、それぐらいさせてもらうわ」


　いとこ同士の何気ない会話。


　この何気ない会話ができるのも、サイラオーグさんが次期当主の座を得ているからなのかな。ふとそんなことを思ってしまった。


　サイラオーグさんの表情が一転して厳しいものになる。


「だが、ゲームは別だ。次のレーティングゲーム、勝つのは俺のチームだ。余計な感情は捨ててくれ。俺が欲しいのは同情でも手加減でもない、本気のグレモリー眷けん属ぞくだ」


　堂々と不敵に宣言してくれるぜ……！


　サイラオーグさんは自身の拳こぶしに視線を落とす。


「俺には肉こ体れしかなかった。だから、負ければ全部失う。ここまで積み上げてきたものが崩くずれるだろう。家が持つ『消しよう滅めつ』の魔力を受うけ継つげなかった俺にとって、勝ち続けることこそが唯ゆい一いつの道だった。だから俺は拳これで勝つしかない」


　そして、俺と部長に戦意に満ちた瞳が向けられた。


「格好は悪いが、それが不器用な俺のおまえたちとの戦い方だ」


　俺は生なま唾つばを飲み込むと、真まっ直すぐにサイラオーグさんに向けて発した。


「俺は手加減なんてしませんよ。サイラオーグさんが過去にどんなことを体験してきたとしても、ゲームとは関係ありません。それに最初から手加減や同情だけであなたに勝てるだなんて思っちゃいません。全力で倒たおしにいきます！」


　正直な思いだった。


　サイラオーグさんがどんな人生を駆かけ抜ぬけてきたかなんてことは試合に関係ないさ。


　試合に臨のぞむグレモリーメンバーにも辛つらい過去はある。あっちにもわけを抱かかえた者がいるだろうし、大切なのは将来の目標、目的、夢を叶かなえるために進むことだ。


「俺は上級悪あく魔まになることが夢です！　最強の『兵士ポーン』になりたい！　そのためにはあなたを倒さなければならないと思うんです。いや、きっとそうです。だから、俺は俺の野望のためにサイラオーグさんと戦います！」


　俺の言葉を聞いて、サイラオーグさんが満足そうに笑えんだ。


「それでいい。ああ、それで十分だ。そして、やはり京都で何かを得たな？　瞳から自信と強さを見て取れる」


　……やば。このヒトと会っていると自然と高こう揚ようしちまって、余計なものが体からにじみ出てしまうようだ……。ゲーム前に詮せん索さくされるのはマズいよな。


　俺を認めてくれている数少ない男だから、それに応こたえようと無意識にオーラが高まってしまうのかもしれない。


「リアス、兵藤一誠、俺も夢のため、野望のため、ゲームに臨もう」


「ええ、私は負けないわ」


　サイラオーグさんの一言に部長も大胆に答えた。


　その後、サイラオーグさんと執しつ事じさんにお別れのあいさつをして、俺と部長は帰路についた。せっかくお呼ばれされたのに役に立てなくて申し訳なかった……。ま、まあ、俺の乳技なんかが効くなら医者なんていらないよな。


　帰りのリムジンのなか、俺は車窓から森を眺ながめながら思った。


　……負けられない。だって、俺は……ゲームで最後まで残ったことがないからだ。


　フェニックス戦では無ぶ様ざまに負けて、シトリー戦では匙さじに負けた。通常の戦せん闘とうでは何度も勝利したことがあるけど……。それでも俺は……不ふ甲が斐いないと感じてしまう。


　俺は最強の『兵士ポーン』を目指し、上級悪魔になるのが夢なんだ。そして、部長に必ず勝利をもたらす！　それが俺のやるべきことだ。


　サイラオーグさんは俺が必ず──。


「……男の顔をするようになったのね。だからこそ……私は……いえ、私にも……」


　と、部長がふと隣となりでぼそりとつぶやく。


「え……？　なんですか？」


　訊きき直すが、部長は小さく笑うだけだった。


　少しだけ寂さびしそうにしていたのは俺の気のせいなのだろうか？







　Life.2　乙女おとめ心ごころは複雑です







「うーん、やはりトリアイナのコンボは『僧侶ビシヨツプ』が一番のネックか」


　休憩中、おにぎりを頰ほお張ばりながら俺は木き場ばにそう言った。


　俺たちグレモリー眷属は例の修しゆ行ぎよう場──グレモリー領の地下にある広大な空間でトレーニングに励はげんでいた。


　俺と木場は実戦形式の模も擬ぎ戦をして、ひと休みしているところだった。


　遠くでは、ゼノヴィアのトレーニングにロスヴァイセさんが付き合い、ギャスパーと小こ猫ねこちゃんがそれぞれのサポートに回っていた。それを部長と朱あけ乃のさんがアドバイスをかけながら見守る。アーシアはイリナと神聖な術式について話し込んでいる。


　ゲームが近いから、皆みんな、それぞれのトレーニングに励んでいるんだ。そして、個別トレーニングのあとにチーム形式での連れん携けい確かく認にんもおこなう。俺たちはほぼ毎日、学園祭の準備→悪あく魔ま稼か業ぎよう→トレーニングという日程をこなしていた。


「そうだね、トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』はチャージが問題だ。『騎士ナイト』と『戦車ルーク』はそれぞれ使うタイミングさえ間ま違ちがえなかったら相手に大きなダメージを与あたえられると思うよ。砲ほう撃げきも発射後にうまく曲げられるようになれば虚きよをつける」


　木場が汗あせを拭ふきながらそう言った。


　こいつの言う通りなんだよな。それぞれ短所が目立つトリアイナなんだけど、『騎士ナイト』と『戦車ルーク』は木場やゼノヴィア、ロスヴァイセさんとの模擬戦で使いようが見えてきた。


　圧あつ倒とう的てきな加速力と攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ力りよくはタイミングさえ間違えなければ最大の武器になる。部長の承認なしで特化型のトリアイナを何度も繰くり返せるのは強みだ。


　問題は『僧侶ビシヨツプ』──。砲ほう身しんを見せつけておいてチャージまでしないといけない。


　相手が砲身を見てチャージまで確認したら、待ってくれるはずないじゃん！　見たまんまの状態で溜ため時間が必要となると、使い道が限られてくる。


　京都での戦いで最後の最後に閃ひらめいた、撃うった魔力を曲げるってのも、トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』だと厳しいんだよな……。これもトレーニングしだいか。


「集団戦──。それも仲間との連携が必ひつ須すになるね。僕やゼノヴィアが前衛になり、その分、イッセーくんは後方に下がってチャージする。完かん了りようしたら、こっちのものだ。あんなバカげた威い力りよくの砲撃をまともに受けて残ることができるバアル眷属は限られるだろうし」


　連携必須か。確かに一人で撃つよりは、仲間に時間を稼かせいでもらったほうが安心できるし、きちんと発射できそうだ。


「それで、消しよう耗もう具合はどう？」


　木場にそう訊かれる。トリアイナをすることによる体力の消耗具合についてだ。


「うーん、能力を発現したばかりの頃ころに比べると多少は保もつようになったけど、やっぱ、体力の消耗はハンパじゃない」


　特にコンボ──連続昇しよう格かくとなると消耗っぷりに拍はく車しやがかかる。まともに二、三回やれたらいいほうか。使うならサイラオーグさん相手にだろう。こちらにはアーシアの回復能力があるが、傷は治せても体力までは戻もどらない。試合は一度っきり。その試合中に体力が尽つきて、鎧よろい状態が維い持じできないなんてことになったら……。


「集団戦なら、いざというとき皆と一いつ緒しよにキミをフォローするよ。僕も新しん技わざを得たしね」


　木場が自信満々にそう言った。


　そうだ、こいつも新技を開発したんですよ！　ここじゃ、まだ秘密だが、すんごいことを閃きやがってさ！　おかげで俺にとっても良い修行になっちまったよ！


　さすが我が友！　京都での敗戦を見事バネにしやがってよ！


「あ、あの、ふと思ったのですが……」


　見学に来ていたレイヴェルが俺たちの話を聞いていたのか、挙手してくる。


「先ほどの特化型の『僧侶ビシヨツプ』ですが、砲身から砲撃ではなく、譲じよう渡との力を撃つことはできないのでしょうか？　そうすれば援えん護ご射しや撃げきにも幅はばが出るような気がしますわ」


　なんていう意見を聞いた俺と木場は──。


　…………。


　しばし、無言だったが、


「「それはいいね！」」


　同時に笑え顔がおでうなずいた！


　そっか！　そういう使い道もあるかもしれないのか！　『僧侶ビシヨツプ』はもともとサポート的な役目を持つ！　そこで籠こ手ての譲渡能力をエネルギーとして味方にぶつける！


「それが可能ならば戦術に幅が生まれる。初見でもチャージ砲撃と見せかけて、味方に力を譲渡できたなら虚をつける上にラッシュをかけられそうだ」


「二撃めからも『砲撃か？　譲渡か？』って相手を揺ゆさぶることができるか？」


「うん、大きな揺さぶりになると思う。遠えん距きよ離りへの譲渡が可能なら、仲間との連携で、これほど役立つ能力はないよ。譲渡が二人まで同時に可能という点も通常のと同じなら、砲身もふたつあるし、前衛を二人も底上げできる。プラン的にもう少し練り込む必要があるだろうけど、おもしろい試みだね」


「おおっ！　おおおおおっ！　すげえな！　チーム戦になれば大だい活かつ躍やくできそうだぜ！　てか、実戦で大いに役立ちそう！」


　おもしろいことを思いつく娘こだな、レイヴェルって！　もしかして策士タイプ？　俺、未来の眷けん属ぞくに軍師タイプが欲ほしいから、そういうの憧あこがれるな！　『王キング』を支えてくれる知略家が、バカな俺には必要だと思うんだ。


　テンションの上がる俺だが──。


「問題はゲームフィールド、でしょうね。集団戦ができる場所ならいいのだけれど……」


　ゼノヴィアとロスヴァイセさんの勝負が終わったのか、アドバイザー役の部長がこちらの会話に参加してくる。


　あ、ゼノヴィアとロスヴァイセさんがあっちでぶっ倒れてるな。激げき闘とうだったようで、ど派手な音がずっと続いていたもんな……。消耗しきってバタンキューか。


　部長が続ける。


「サイラオーグは私たちのすべてを受け入れると上うわ役やくに打だ診しんし、上役もそれを許可したわ。私たちにとってシトリー戦ほどの力の束そく縛ばくはないでしょう。けれど、上役はそれを踏ふまえた上での特とく殊しゆルールを敷しいてきそうだわ」


「と、特殊ルールですか……？」


　俺の言葉に部長はうなずく。


「今回の会場は大公アガレスの領土にある空中都市でおこなわれるわ。大勢の観客を呼び込むそうだから、最初から長期戦を見み越こしてはいないわね」


　空中都市って、空中に浮うかぶ島が冥めい界かいにあるんでしたっけ？　冥界にはそういうところもあるんだから、本当にファンタジーだぜ。


　しかも大勢の観客が見守るなかでのゲーム。観客がいるってことは一日がかりとか、数日がかりの長期戦ゲームは無いってことになるのか。


　……短ブ期リ決ツ戦ツ？　観客を喜ばせるなら、そちらのほうが盛り上がるよな。


　考え込む俺に部長が苦く笑しようする。


「レーティングゲームはエンターテイメントでもあるから、ファンありきなのは仕方ない部分もあるわ」


「冥界ではリアスさまのグレモリー眷属とサイラオーグさまのバアル眷属はプロ前の若手でありながら、プロに負けない人気がありますもの。今回の一戦もすでに大きな注目を集めていますわ。連日、テレビで煽あおっていますもの」


　レイヴェルがそう付け加えてくれる。


　そう言われると、ますます客受けのしそうなフィールドになりそうだ……。


　うーむ、悪あく魔まをやっていく以上、ゲームのそういう面も考こう慮りよしなきゃダメか。実戦とは本当に違うよな。エンターテイメント。俺、おっぱいドラゴンだから、そこのところも盛り上げないといけないのかな……？　子供がたくさん来そうだし……。


　それでもサイラオーグさんとの戦いが楽になるわけじゃないし、一ひと筋すじ縄なわでいかないのは確実だろう。


　ま、いまは勝利を信じてトレーニングに励むしかないか。レイヴェルのアドバイスもあとで試ためしてみたいし。


「ありがとうな、レイヴェル。いいアドバイスだったぜ」


　俺がそう礼を述べると──、


「こ、これぐらい当然ですわ！　ご厄やつ介かいになっている先が、大事なゲームに負けたとなると私も恥はじをかくんです！」


　レイヴェルは顔を真っ赤にしてツンツンモードで返してきた。


　そう、レイヴェルが言うように先日、我が兵ひよう藤どう家にレイヴェルも下宿することになった。


　生きつ粋すいのお嬢じようさま育ちのせいか、従者無しでの暮らしはわからないことがあるようで、箸はしの使い方や洗せん濯たく機きの使い方、一から覚えることが多いようだ。俺も付つき添そっていろいろと教えているところだったりする。


　そのたびにレイヴェルは小猫ちゃんに突つっ込こまれてケンカをしていた。どうにも小猫ちゃんとレイヴェルはそりが合わないらしい。


　顔を合わすたびに「「ふんっ！」」と背そむけ合う。


　……猫と鳥だと相あい性しようが悪いのだろうか？


　ていうか、あんな小猫ちゃんは初めてだ。お互たがいに心底嫌きらっているわけではなさそうなんだが……。ケンカ仲間ってことでいいのだろうか……？


　うん、それはいまはおいておこう。


　俺は立ち上がり、木場に言う。


「よっしゃ、その譲渡方法ができるかどうか、さっそく試してみようぜ！」


　気合を入れて練習再開しようとしたのだが──。


「今日はここまでよ」


　部長が制止してきた。さらに続ける。


「明日あしたは記者会見だもの。あまり練習ばかりしていると、明日酷ひどい状態で記者たちの前に出ることになるわ」


　…………き、記者会見……？


　俺はその一声に目をパチクリさせる。……き、記者会見って……。


　間の抜ぬけた顔をしている俺に、部長が微笑ほほえみながら追加情報をくれる。


「あら、言ってなかったかしら。ゲーム前に私たちとサイラオーグのところが合同で記者会見をすることになったのよ。テレビ中ちゆう継けいされるのだから、変な顔しちゃダメよ？」


「え、えええええええええええっ!?」


　初めて聞いた情報に俺は度ど肝ぎもを抜かれたのだった。





　　　　─○●○─





　てなわけで次の日の夜、一連の活動（学園祭の準備含ふくむ）を終えたあとに俺たちが向かったのはグレモリー領にある高級ホテルだ。


　現在、俺たちは上階の控ひかえ室しつに待機していた。だだっ広ぴろい一室。高そうな家具一式がそろい、テーブルの上には見たこともないフルーツ盛りやケーキ、お菓か子しやらが並ぶ。


　超ちよう高こう層そうビル！　造りも高級感漂ただようぜ！　このホテルの二階ホール会場にて、今夜グレモリー、バアル、両眷属の合同記者会見が開かれる。


　内容はシンプル。ゲーム前の意気込み会見だ。


　部長とサイラオーグさんを中心にインタビューされる。お、俺にもインタビューがくるっていうんだ！　おっぱいドラゴンだから！


　な、何を言やぁいいんだよ!?　質問の内容もわからんし！


『全冥界の美女に一言お願いします』


　なんてことを記者に言われる!?……なわけないか。それを訊きかれるのは木場やサイラオーグさんだろう。クソ！　イケメンはいいよな！　こういうとき全冥界の悪魔女性に向けてカッコイイことを発信できるんだからさ！


　ソファに座りあれやこれやと考える俺！　俺のひざ上の小猫ちゃんは落ち着いたもので、ケーキをもぐもぐと食べていた！


　案外こういう状じよう況きようでは肝きもが据すわっているよね、小猫ちゃん！


　アーシアやロスヴァイセさんなんて、さっきから鏡の前でメイクの方と「これでいいのでしょうか？」「似合うかな、似合わないかな」って化け粧しように必死だ。


　ゼノヴィアは落ち着いたもので、簡単な薄うす化粧だけ済ませていた。


　部長と朱乃さんは準備万ばん端たん。


　俺たちはいつもの制服姿で記者会見することになっているんだけど、部長と朱乃さんのお二人は制服姿でもお化粧を済ませたせいか、艶つやのある雰ふん囲い気きを出していた。


　本当、キレイだよな、二大お姉さま……。


　なんて見み惚とれている場合でもない！　緊きん張ちようは和やわらがないよ！


「ギャスパーくんはいつもの女子の制服でいいのかい？」


「は、はい。今いま更さら男子の制服を着てもなんなので……ていうか、出たくないですぅぅぅぅっ！　引きこもりの僕には記者会見なんて場ば違ちがいすぎて耐たえられません！」


　木場やギャスパーも身み支じ度たくが終わったようだ。つーか、さっそく段ボール箱に逃にげるな、ギャスパーよ。


　木場といえば、そうだ、トリアイナ版の譲じよう渡との砲ほう撃げきについてだが……。今け朝さ方がた、どうしても一度試したくて木場に付き合ってもらったんだけど、すんごい難しいわ！


　もともと攻こう撃げき用として能力を発現したせいか、発射するものを譲渡の能力に変へん換かんして放つって凄すさまじいほどに難易度の高いものかもしれない。そもそも、砲身から魔力の砲撃以外のものを撃うちだそうとするのが無茶な発想なんだろうけど。


　でも、可能性は無くはない。いや、将来的には可能だと思う。けど、今日明日でできるものじゃないのが俺でも理解できた。ゲームには間に合わないか……。可能になれば俺もサポート面で仲間の役に立てるんだが……。


　現状だと近づいて触ふれないと譲渡できんしな。レイヴェルの発想は良いと思うんだが。


　正直、トリアイナ版『騎士ナイト』になり、味方に高速で近づいて譲渡したほうが早かったりする。


　……攻撃やエロ方面のほうが俺には合っているってことなのかな？


『おまえは攻撃重視だからな。歴代のなかには譲渡のほうを得意にして戦せん闘とうしていた者もいたが……』


　マジか、ドライグ。譲渡でどうやって戦うんだ？


『様々なものに力を流し、多様な効果を促そく進しんさせていた。たとえば召しよう喚かん、精せい霊れい魔法の使い手がいてな、喚よびだした精霊や魔物に力を譲渡することでバリエーションに富んだ戦闘方法を生みだしていたよ』


　へー、そんな先せん輩ぱいがいたのか。魔力方面に才能が無い俺にとっては真逆の使い手だな。


　ウィザードタイプの赤せき龍りゆう帝てい！　そういう時代もあったのか。


　てか、それどころじゃねぇ！　記者会見前だ！　時は刻々と迫せまっている！


　お、俺もそろそろ鏡を見ながら最終チェックしなきゃダメか……。


　などと思っているのだが、小猫ちゃんは一向にひざ上から離はなれようとしない。つーか、今日は俺の制服の端はしを引っ張りながら歩いたり、妙みように懐なついてきているような……。


　怪け訝げんに思う俺に気づいたのか、小猫ちゃんはほんのり頰ほおを赤く染める。


「……今日は焼き鳥がいないからイッセー先輩のひざ上にいたいんです」


　それを聞いて朱乃さんは微笑ましそうにしていた。


「あらあら。小猫ちゃんったら、レイヴェルちゃんにイッセーくんを取られると思っているんですわね」


　朱乃さんにそう言われて、気き恥はずかしそうにする小猫ちゃん。


「そ、そうなの……？」


　俺がおそるおそる訊くと、口をかわいく尖とがらせながら答える。


「…………先輩はやさしすぎるから、困ることも多いんです」


　よ、よくわからないけど、最近俺がレイヴェルに付きっきりだったことに不満があったのか。先輩の俺をレイヴェルに取られると思ったと？


　まいったな、こりゃ！　俺、後こう輩はい女子に頼たよられているんだね！


「俺は小猫ちゃんのこともかわいいと思っているから安心してよ」


　そう言うが、小猫ちゃんは不満げな表情のままだ。あ、でも、尻尾しつぽはふりふり振ふっているからちょっとは機き嫌げん直してくれているのかな？


　俺と小猫ちゃんがそんなやり取りをしていたら、それを見ていた部長が──、


「そうね……。イッセーは誰だれにでもやさしすぎるわね。私は──。……いえ、なんでもないわ」


　若じやつ干かん低い声こわ音ねでそうつぶやく。


　…………？　ちょっとだけテンション低めな部長を怪訝に思う俺。その瞳ひとみは少しだけ悲しそうだったような……？


　う、うーむ、最近の部長はどこか変だな。どうしたのかな？


　と、控え室の扉とびらが開かれる。スタッフのヒトだ。


「皆みなさん、そろそろお時間です」


　てなわけで記者会見始まるようです！　き、緊張するぜ！








　通路を進む途と中ちゆうだった。見知った人物と出くわした。


「あ、リアス先輩に兵藤、オカルト研究部の面々じゃないか」


　匙さじだった！　なんでここに？


「匙！　おまえ、何やってんだ？」


　俺がそう言うと匙はガックリと肩かたを落とした様子だった。な、なんだよ、その反応。


「言ってくれるぜ……。まあ、仕方ないか。こっちはあんま注目されないまま決定したわけだしな」


　匙はため息を吐つきながら続ける。


「俺のところも対アガレス戦のゲームをするのさ。その記者会見を今日やるんだ」


　…………。


「な、なにぃぃぃぃぃぃっ!?　は、初めて聞いたぞ！」


　な、なんですと!?　そりゃ、初耳だ！


　驚おどろく俺に部長が首をかしげながら言う。


「言ってなかったかしら？　ソーナのところも私たちの試合と同時期にシーグヴァイラ・アガレスとゲームをやるのよ。あっちもアガレス領で、湖上に浮うかぶ島々が会場だったかしら」


　聞いてません！　てか、記者会見の件といい、部長、俺への事前情報の提供が滞とどこおってますって！　最近、学園祭の準備、ゲームへの準備とやることが多かったから仕方ないかもしれないけど！


　匙が苦く笑しようする。


「だから言ったろ？　注目されてないって。そりゃ、そっちはおっぱいドラゴンとリアス先輩で有名なグレモリー眷けん属ぞくと、あの若手ナンバーワンのサイラオーグ・バアル眷属の一戦だもんな」


　うぅ、すまん、匙。先に知っていればお互いに激げき励れいをすることもできたのにな。あっちも生徒会だから学園祭の準備で四苦八苦していたんだろう。


「元げんちゃん、行きましょう。遅おくれちゃまずいし。リアス先輩、それではごきげんよう」


　シトリー眷属の『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かいさんが匙にそう言う。


「あ、ああ、そうだな。じゃあ、俺たちはこれで」


「ええ、ごきげんよう。ソーナによろしくね」


　と、部長が返した。頭を深く下げて、匙はこの場をあとにする。


　そっか、シトリーもゲームか。相手は大公アガレス。あのクールで怖こわそうな美人さんが相手なのね。


　会長に負まけず劣おとらずの戦略家と聞いたが……。読みあい合戦になって泥どろ沼ぬまになりそうだね。いわゆる玄人くろうと好みの一戦になりそう。


　匙との出会いもあったが、俺たちはそのまま通路を抜ぬけて会場となるホールに姿を現す。


『お着きになられたようです。グレモリー眷属の皆さんの登場です』


　拍はく手しゆのなか、広いフロアの会見場に入っていく俺たち。


　入った瞬しゆん間かん、ピリッという緊きん迫ぱく感かんを体感した。闘気に満ちている気がする。


　うわ……、しかし、すごい人数だ。記者とか関係者なんだろうな。皆みんな、俺たちに視線を向けてるよ！　写真もパシャパシャ撮とられてる！


　会見席の上には悪あく魔ま文字で「サイラオーグ・バアルVSリアス・グレモリー」って書かれた幕。すでにバアル眷属はそろっていた。


　間を空けて、バアルの隣りん席せきに俺たちが座る。部長が中央で、右みぎ隣どなりに朱乃さん、左隣が俺という。注目される位置取りだ。


　バアル側、特にサイラオーグさんの体からは張はり詰つめた気合が発せられていた。入ってすぐに感じたものは、サイラオーグさんの戦意が生んだものか。


　表情もかなり険しいもんな。病院で会ったときとはえらい違いだ。……記者会見から俺たちの戦いは始まっているのかもしれない。


　後方二段めの席ではギャスパーが目を白黒させて必死で恥はずかしさに耐えている様子だった。がんばれ、引きこもり！　正念場だぞ！


『両眷属の皆さんがそろったところで、記者会見を始めたいと思います』


　司会進行役の方がそう言って、記者会見はスタートした。


　ゲームの概がい要よう、日取りなど、基本的なことが進行役のヒトによって改めて通達され、その後、両『王キング』である部長とサイラオーグさんが意気込みを語る。


　二人とも堂々としたもので、威い厳げんがすごかった。


　主あるじや仲間がしゃべっている間は静かに座る。変な顔はダメ。わずかな挙動でも記者はおもしろおかしく取ってくるかもしれないからな。


　冷静に、冷静に……。


　手に汗あせ握にぎるなか、会見は無事に進み、ついに両眷属の注目選手へ記者の質問がされるようになる。


　男性人気の高い我がグレモリー眷属の女性陣じんが質問に一言返し、女性人気の高い木場も難なく返していく。


　そして、質問はついに俺にも！


『冥めい界かいの人気者おっぱいドラゴンこと兵藤一いつ誠せいさんにお訊きします』


「は、はい」


　ど、どんな質問がくる？　好みの女性とか？　ゲームへの意気込み？


　頭のなかでぐるぐるとそんなことを巡めぐらせていたのだが、届いた質問は──。


『今回もリアス姫ひめの胸をつつくのでしょうか？　つつくとしたら、どの場面で？』


　…………。


　予想外すぎるあまりの質問に俺は一瞬頭のなかが真っ白になる。


「…………え、えーと……」


　顔を引きつらせながら、なんとかそれだけしぼりだすが、記者の質問は続く。


『特とく撮さつ番組同様、リアス姫のお乳ちちをつつくとパワーアップするという情報を得ています。それによって何度も危機的状じよう況きようを乗のり越こえてきたと聞いているのですが？』


　……ひでぇ、質問だな！　そうかい！　乳をつついてパワーアップするって情報が冥界でも伝わっているんですね！　どうしようもねぇな、俺の印象って！　事実なもんだから、余計に酷ひどい！


　でも、返さないとダメだよね。


「えーとですね、ぶ、ぶ、ぶちょ、じゃなくて」


　つい、緊きん張ちようして「部長」と言ってしまうところだった。大衆の前でその呼び方はマズい。


　マスターとか主とか呼ばないと！　などと思っていたのだが、緊張で口ごもったのが不ま味ずかった。


『ぶちゅう!?　いま、ぶちゅうと言おうとしてませんでしたか!?　それってつまり、ぶちゅうぅぅぅっと吸うということですか、胸を!?』


　突とつ然ぜんフラッシュがたくさんたかれ、記者たちもざわつきだした！


　な、な、なななななななななななななな、何を勘かん違ちがいして聞いてやがるんだぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁっ！　このバカ記者たちはぁぁぁぁっ！


　ぶちゅうじゃねぇよ！　ぶちょうって言おうとしたんだよ！　バカか！　バカなのか！


　とんでもない勘違いはとんでもない方向に話が進んでいく！


『それはリアス姫のお乳を吸うという意味ですか!?』


　違うって！　大衆の面前で「おっぱい吸う宣言」なんてするわけねぇだろぉぉぉっ！


『つつくとパワーアップするとしたら、吸うとどうなるんですか!?　冥界が崩ほう壊かいするとかありえるんでしょうか!?』


　知るかバカ野や郎ろう！　俺は乳を吸うと世界を滅ほろぼす乳にゆう魔ま王おうか何かか!?


『リアス姫！　これについてコメントをお願いします！』


　ついに部長に質問が及およんだ！　部長は最大までに赤面して恥ずかしそうに顔を両手で覆おおっていた。


「……し、知りません！」


　ですよね！　部長の隣で朱乃さんが堪こらえきれずに噴ふきだしていた。ああ、もう笑ってくださいよ！


『サイラオーグ選手はどう思いますか？』


　記者のバカ！　そっちに振るなぁぁぁぁっ！


　サイラオーグさんは真ま面じ目めな表情で答える。


「うむ、リアスの乳を吸ったら、赤龍帝はおそろしく強くなりそうだな」


『おおおおおっ！』


　それを聞いて沸わき立たつ記者陣！　サイラオーグさぁぁぁぁぁんっ！　なんであなたまでそんなことをぉぉぉぉぉっ！


　そんなこんなで記者会見は張り詰めた雰ふん囲い気きから砕くだけてしまい、お笑いに満ちた状態で幕を閉じることになった。








「ハハハハハハハハ！」


　記者会見後、会見場の裏手に集まるグレモリー眷属とバアル眷属。サイラオーグさんがそこで豪ごう快かいに笑っていた。


「いや、すまん。しかし、おまえたちと絡からむと楽しいことばかりが起こるな。戦せん闘とう前だからな、闘志をまとって会場入りしたんだが、すっかり毒気を抜かれてしまった。いやいや、逆にリラックスできたぞ」


「もう！　サイラオーグも変なこと言わないでちょうだい！」







[image: ]







　赤面して涙なみだまでうっすら浮かべている部長は、サイラオーグさんに怒おこっていた。よほど、恥ずかしかったのだろう。


　す、すみません、部長……。俺のせいでまた恥はじをかかせてしまって……。


「いいではないか。結果的に血なまぐさい会見ではなく、話題性に富んだものになったではないか。明日あしたの朝刊の見出しが楽しみだ」


　それは嫌いやだな！　『おっぱいドラゴン、次は吸う！』とか見出しにされていたら、俺はもうグレモリー家のご家族に合わす顔がないよ！


　ふーっと笑え顔がおで息を吐はくサイラオーグさん。


「なるほどな。これが赤龍帝──おっぱいドラゴンと戦うということか。会見でもコメントで戦わねばならないとは思わなかったぞ」


「す、すみません、こんな調子で……決してバカにするつもりはなくて……」


　俺は謝るが、サイラオーグさんは首を横に振ふる。


「そんなことはない。気にしないぞ、俺は。逆だ。あんなにも注目を集める場所であれだけのことを起こすおまえたちに未知のものを感じる」


　サイラオーグさん。普ふ段だんは厳しいヒトだけど、会見ではお茶目な面も見せてくれた。


　こんなに俺たちと友好的にしてくれるヒトと俺たちは激闘をしなければいけないんだな。──夢をかけて。


　サイラオーグさんは踵きびすを返し、手を振って俺たちのもとを去っていく。


「今夜は楽しかった。次に会うのは決戦のときだな。──空で会おう」


　次に会うのは決戦場──。


　そう、記者会見も終わり、俺たちとサイラオーグさんのゲームの日は迫せまっている。


　……絶対に負けたくない！





　　　　─○●○─





「あー、明日の冥界の朝刊がこえー」


　兵藤家地下の大浴場に浸つかりながら、俺はぼやいていた。


　記者会見後、俺たちは帰宅した。そのままいつもの日常に戻もどったわけだが……。


　思いもよらない方向に進んだ記者会見の内容を思いだすたびに恥ずかしくて死にそうだったので、気分転てん換かんもかねて風ふ呂ろに入ることにしたんだ。


　だだっ広い兵藤家大浴場！　例の大改築の際に備え付けられたんだが、二十人ぐらい入ってもまだスペースに余よ裕ゆうがありそうだ。いちおう、一階にも普ふ通つうサイズの風呂場があるんだけどね。


　下宿している女子たちはここで皆みんなで洗いっこしながら入浴しているようだが……。


　ここ、俺たち家族が使ってもいいことになっているんだけど、母さんが「父さんは一階のお風呂を使ってください！」って命じたんで、父さんだけは一階の風呂を使ってる。


　若い女の子が多く下宿しているからこその配はい慮りよなんだよな。父さんも国際的な問題を起こしたくないので納なつ得とくして一階の風呂を使ってる。いまじゃ父さん専用風呂と化した。一人で占せん有ゆうする風呂ってのも悪くないそうだ。まあ、専用風呂ってのもいいよな。


　俺もここを使うなと母さんに言われているけど、隙すきを見てこうして使ってる。


　ラッキースケベで女子たちと裸はだかで鉢はち合あわせってシチュエーションは燃えるじゃないか！


　つーか、これだけの大浴場だ。俺だって使いたいわ。


　って、今日は俺以外誰だれもいないけどねー。


　……風呂に浸かっていてもあんま気分転換できないな。試合が近いせいか、日に日に気分が高こう揚ようしているのも原因か。


　……夢をかけての一戦だからさ……。


　うし、備え付けのサウナにも入るか！　そうです。ここにはサウナも水風呂も完備しているんです！　グレモリーの財力はおそろしい！　備えあれば憂うれい無し！


　サウナ部屋に入り、ぼーっとすること十分ほど。


　汗あせもほどよく全身から噴きだしてきていた。こりゃ、水風呂浴びれば一気に気分爽そう快かいになりそうだな。風呂から上がったら冷えたコーヒー牛乳でも飲もうっと。


　そろそろ出ようかなと思ったときだった──。


　扉とびらが開かれ、全ぜん裸らの──部長がぁぁぁぁぁああああああぁぁっ!?


「あら、イッセーじゃない」


　バスタオル一枚まとわない生まれたままの部長！　俺がサウナにいることがわかっても自身の体を隠かくそうともしない！　どうしてお姉さまはそんなに大だい胆たんなんですか!?


「え、えっと！　お、俺……！」


　股こ間かんを手で隠してこの場を失礼しようと思ったのだが──部長は俺の手をつかんで引き留めようとする。


「いいじゃない。ちょっと付き合ってちょうだい」


　いいんですか!?　じろじろ見ちゃいますよ!?　本当にありがとうございます！


　部長の隣に座り、たまらんエロボディに視線を配らせる。体を洗ったのか、お湯に浸かったのか、濡ぬれた紅あかい長ちよう髪はつが肢し体たいに張りつき、艶つやっぽさに拍はく車しやがかかっているよ！


　部長は足を組みながら、髪かみを手で優ゆう雅がに払はらう。足を組む瞬しゆん間かんが艶なまめかしくてついつい生なま唾つば飲み込んじゃった！


　こ、個室に俺と部長が二人っきり！　サウナの熱気と、底から上がる煩ぼん悩のうで俺の体はヒートアップしすぎていた！　クソ！　俺に甲か斐い性しようがあったら、ここで押おし倒たおしたいぐらいだぜ！


「二人きりね。ここでイッセーに押し倒されたら、私、どうなっちゃうのかしら？」


　なんてエロエロなことを言ってくださる部長さま！　もう、カンベンしてくださいよ！


　俺、マジでいろいろとヤバい状態なんですから！


「でも、私の裸なんて見慣れているから、イッセー的にはそうでもないのかしら？」


「そ、そんなことはないと思います！　部長のお体は最高です！」


　といういつものやり取りをする！　部長が俺をからかい、俺が返す！　部長は恥はずかしがる俺を楽しむって、そんないつものやり取り！


　けど、そのときだけは違ちがったんだ。


　部長は俺の手を取り──むにゅぅぅっと自身の胸に当ててくる！　汗で湿しめった部長の女体が俺の手に刺し激げき的てきな感かん触しよくを与あたえてくる！


　さらに部長は艶っぽく囁ささやいた。


「……なら、そう思ってくれるなら、いまここで私を押し倒して……」


　ほんのり赤く、憂いに満ちた表情で俺にそう言う部長。どこか、決意に満ちたものが見えるような──。


　…………。


　…………。


　お、お、お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお押し倒してぇぇぇぇぇえええええええええええええっ!?　いま、ここで!?　俺が、部長を!?


　仰ぎよう天てんしている俺へ部長が訊きいてくる。


「ねぇ、イッセーにとって、私は……何なの？」


「部長は部長です！　それ以下でもそれ以上でもないです！」


　そうさ、俺のなかで部長は唯ゆい一いつ無二の存在！　だからこそ、部長は部長なのです！


　それを聞いて、部長は奥歯をギリッと鳴らしたような気がした。


　部長は俺の手をぎゅっと強くつかんでくる。


「…………。……それなら、それ以上になればいいのね……」


　バッ。


　そのまま部長は俺のほうに体を寄せて──。


　サウナの腰こしを掛かける場所で、俺は部長に押し倒されていた。俺に覆おおい被かぶさる格好の部長！　にょ、女体の極ごく上じようにやわらかい質感が俺の全身に襲おそいかかる！　腕うでに、胸に、腹に、足に、全身をくまなく部長の柔やわ肌はだが触ふれていた。お、おっぱいが俺の胸に押しつけられて潰つぶれてて、張りと弾だん力りよくが凄すさまじくて……！　コリッとした感触は乳ち首くびに違いない！


　……の、脳みそが沸ふつ騰とうする……っ！　なんてシチュエーションだ！　サウナの密室で惚ほれた女に押し倒されて！　俺の上に部長が乗っかってる！


　これって！　これって！　そういうことですか!?　ついにですか!?　ついにきたのですか!?


　俺の初体験──ッ!!


　部長が初めてのお相手だなんて最高だ！　これ以上の幸福がどこにあるよ！


　目を白黒させて、手を伸のばすかどうか悩なやむ俺！　どうする！　どこかに手を当てるのか!?　最初はなんだ!?　尻しりか!?　太ももか!?　やっぱり、おっぱいが最初!?


　体を重ねている状態だと、部長の鼓こ動どうがダイレクトに俺の体に伝わってくる！　俺も緊きん張ちようして心臓がバクバクしているけど、ぶ、部長も緊張してる……？


「イッセーを感じさせて……」


　重なる俺と部長のくちびる──。


　キス──。


　これは……ヤバい！


　舌まで絡からんで脳みそがとろける！　俺の舌が部長に吸われていく……！


　くちゅ、ちゅぱ……。卑ひわいな音が個室に響ひびき渡わたる。その音が俺の全身に未知のものを巡めぐらせてくれた！　俺の口のなかに入ってきた部長の唾だ液えきをゴックンってするたびに目から火花が出そうになる！


　ヤバいよ、これは！　完全にスイッチが入っちまう！　顔にパラパラと落ちてくる湿った紅い髪。シャンプーのかぐわしい香かおりが鼻び孔こうを抜ぬけて頭のなかをお花畑にしてくれる！　ベロが口の中から離はなれ、唾液の糸を残していく。……何度もキスしているはずなのに、今回のはいつにも増して濃のう厚こうで……。


　か、覚かく悟ごを決めるしかないのか！　ぶ、部長をここで抱だく……！　初体験の場所はサウナでした！　お互たがい汗まみれですごいものでしたって感想になるのかな！


「ぶ、部長……俺……！」


『まさに！』という瞬間、俺が漏もらした声を聞いて──部長は動きを止めた。


「…………『部長』……？　抱こうとする女を……ここまでしても……『部長』……」


　部長は上半身を起こして──無表情となっていた。あれほど、艶っぽい表情だったのに、感情を突とつ然ぜん失ったような顔つきだった。


「……あなたにとって、私は『何』……？」


　部長は俺の体から離れていく。俺も身を起こすが……。部長はぷるぷると全身を震ふるわせていた。そしてサウナから勢いよく飛びだそうとする。


　な、何が起こった!?　俺、何かマズいことしたのか!?


「部長、どうしたん──」


「こないで！」


　俺の声を遮さえぎって、部長は怒ど鳴なった。その声には涙なみだが混じっていた。


　去っていく部長。俺は……何が起こったのかわからず、去り行く際に床ゆかにこぼしていった部長の涙を見ているしかできなかった──。





　　　　─○●○─





　明くる日の放課後。


　俺は部室でため息を吐ついていた。


　手元には冥めい界かいの新聞。


『おっぱいドラゴン、スイッチをぶちゅううううっと吸う!?』


　予想通り酷ひどい見出しだ。目め眩まいがするぞ、まったく……。


　てか、これもいまの俺にとってはどうでもいい。他に問題があるからだ。


　……昨夜、部長の機き嫌げんを損そこねてしまった。あのあと、風呂から上がったら、俺の部屋の扉に「イッセー出入り禁止！」という紙が貼はられていて、朝まで入ることができなかった。


　部長はアーシアと一いつ緒しよに寝ねたらしい。俺は空いてる部屋で寝た。……寂さびしい夜だったぜ。


　朝起きても部長の機嫌はあまり直らず、会話はしてくれるものの淡たん々たんとしたもので、いつもの微笑ほほえみはなかった。


　その様子に女子たちも気づいたようで、全員に「何かあったの？」と訊かれてしまったわけだが……。


　俺にも理由はわからないと答えたのだが、「いいえ、そっちが悪いに決まってる」と、皆みんなして俺が悪いと言ってきたんだ。


　……ま、まあ、俺が悪いんだろうな……。あの状態で俺はいったいどういうヘマをしたのか？　皆かい目もく見当が付かん。


　女性はロマンティックな雰ふん囲い気きを求めると聞くし、やはり、原因はそこにあると思うんだ。俺の行動……が悪かったんだろう。


　しかし、何がどう違ったのか！


　ふと、脳のう裏りを過よぎるのは先日お会いした部長のお母さんからの一言だったけど。……あそこに答えはあるような……。でも、俺の妄もう想そう通りだとは限らないし、てか、絶対に違うような……。


　プライベートでの部長が俺にとって、どういう存在なのか……。部長のお母さんの言葉がぐるんぐるんと俺の脳内で回っていく。


　主従関係ではないもの……。


　俺のなかでひとつの答えが浮うかぶんだが、それは過ぎたものというか、俺の虚きよ像ぞうに等しいものなんだよな……。


　それにさ……、それが勘かん違ちがいだったらどうすればいい……？


　……また、あの存在が頭のなかに浮かんじまう。


　──堕だ天てん使しレイナーレ。


　俺を騙だました女。初めての彼女。


　……嫌いやな、思い出だ。


　あの経験のせいで、俺は最後の最後まで行けなくなっちまった……。心の奥にくさびを打ち込まれちまったんだ。いまだにそこから俺は……解放されない。


　もっと眷けん属ぞくの女の子と仲良くなりたいのに、立ち止まっちまう。


　……クソ。弱いな俺。情けない。自分でもわかっているのに、それでもどうにもできない。けど、俺だって部長に思いを伝えたい！


　……いつになったら、俺は前に進めるんだ……。


　……いま考えるのは止やめよう。これからアザゼル先生と共にゲームに関する大事なミーティングだ。


　部室には木場とギャスパーのみ。あとの皆はまだ来ていない。同じクラスの教会トリオは学園祭の準備作業に使う布地を求めて、新校舎のほうに行ってしまっている。


　部長や朱乃さんたちもいない。男子のみだ。


「よー、ギャスパー。クラスでの二人の様子はどうよ？」


　と、ギャスパーに話題を振ふってみる。


「は、はい……。小猫ちゃんとレイヴェルさんは事あるたびに口ゲンカばかりですぅ。いつも静かな小猫ちゃんが、レイヴェルさんが相手だと容よう赦しやないツッコミを入れてばかりなんですぅ……」


　二人は変わらずか。


「で、でも、人間界での生活に不慣れなレイヴェルさんに文句を言いつつも小猫ちゃんはきちんと面めん倒どうを見てあげていますし、レイヴェルさんも小言をつぶやきながらも小猫ちゃんのあとをついて回ってますよ……？」


　そうなのか。なんだかんだで二人は交流しているのね。


「う、うーん。余計わからん。乙女おとめ心ごころは複雑怪かい奇きだな……」


　そんな風に天てん井じようを仰あおぎながら俺がつぶやくと──、


「どっちも意中の相手に気づいてはいるんだろうさ。だから、事あるたびについついぶつかっちまう。同学年だから余計だな」


　入室してきたばかりの先生が俺の顔を覗のぞき込みながらそう言ってきた。


「……ど、どういうことですか、先生？」


「ま、小猫もおまえの言うことを聞き続けてクラスでの面倒をみるだろうし、レイヴェルもなんだかんだでクラスメイトの小猫を頼たよって人間界での生活に慣れていこうとするだろうってことだよ」


「はぁ……そういうもんですか」


　気のない返事をする俺。


「……ぼ、僕は小猫ちゃんのようにレイヴェルさんのお役に立てそうにないです。と、というか、プライベートでも戦せん闘とうでも皆みなさんのお役に立てそうにもなくて……」


　ギャスパーが若じやつ干かん落ち込み気味に言った。


「おまえの眼めは今回のゲームで解禁されているし、俺の血を入れた瓶びんも携けい帯たいできるようになったじゃないか。それでも不安か？」


　俺が訊くとギャスパーはうなずいた。


「……僕はイッセー先せん輩ぱいのように勇気も力もありませんし……祐ゆう斗と先輩のように剣けんも使えません……。せめてサポートだけでもお役に立てたら幸いなのですが……ぼ、僕、男子として恥はずかしい気持ちでいっぱいですぅぅぅっ！」


　男として、眷属の役に立ちたいわけだ。女装してるけど、こいつも男だもんな。


　よし、それなら訓くん戒かいを与えようじゃないか！


「ギャスパー！　俺がいまから言うことを胸に刻め！　『グレモリー眷属男子訓戒その一！　男は女の子を守るべし』！　ほら復唱！」


「お、男は女の子を守るべし！」


「よし、次！　『グレモリー眷属男子訓戒その二！　男はどんなときでも立ち上がること』！」


「お、男はどんなときでも立ち上がること！」


「最後！　『グレモリー眷属男子訓戒その三！　何が起きても決して諦あきらめるな』！」


「な、何が起きても決して諦めるな！」


「よしよし、それを胸に刻んでグレモリー男子らしく戦えばいいのさ」


「は、はい！　ぼ、僕、これらを胸に刻んでがんばりますぅぅぅっ！」


　おおっ、気合入ってるな。木場も小さく笑っていた。


「いいね、それ。僕も胸に刻もうかな」


「そうしとけそうしとけ。何があっても諦めないのがグレモリー眷属の男子だぞ」


「暑苦しいねぇ」


　俺らのやり取りを見ていた先生は半眼でぼやいていたけどね。


　そんな風に男子同士で盛り上がるなか、部長や他のメンバーも入室してきた。


　部長に視線を向ける俺だが──あちらは気づいても無表情のままだった。


　……まだ怒おこってる……。部長に嫌きらわれたままだなんて、これからどうしたらいいんだ、俺は……。


　軽く絶望する俺。先生は全員集まった俺たちを見み渡わたすようにして言った。


「じゃあ、ミーティングを始めるぞ」








　開口一番に先生は険しい顔つきで言った。


「ゲームのミーティング前に各勢力の情勢について話したいことがある。──ちょいと神器セイクリツド・ギアに関して厄やつ介かいなことになりそうでな」


「どういうことですか？」


　木場が訊きくと先生は続ける。


「英えい雄ゆう派の連中が禁手バランス・ブレイカーの研究をして、実際に結果を出しているのはおまえらも認にん識しきしているはずだ。身をもってその力を食らったわけだからな」


　うん。京都でそれを体験したよ。あいつら、神器セイクリツド・ギアの使い方に詳くわしかった。てか、俺たちの神器セイクリツド・ギアについても特性やらに詳しそうだった。先生の神器セイクリツド・ギア知識とは逆方面のもの──やっちゃいけない、触ふれちゃいけない外法、禁止技の類に手を伸のばしてるって感じだ。


「あいつら、英雄派に属していない一いつ般ぱんに紛まぎれている神器セイクリツド・ギア所有者や、悪あく魔まに転生している神器セイクリツド・ギア所有者に禁手バランス・ブレイカーに至る方法を伝え始めているって話だ」


　一般の神器セイクリツド・ギア所有者と……悪魔に転生している所有者に禁手バランス・ブレイカーに至る方法を？


　そ、それって、ちょっとマズいんじゃ……。ただでさえ、禁手バランス・ブレイカーってすんごい力を得られるわけなんだし。


　俺のひくついた表情を見て先生もうなずく。


「それがどういう結果を生むか。──不ふ遇ぐうな人生を送っていた者が一転して、世界の均きん衡こうを崩くずすとも言われる力を得れば、そいつの価値観が変わる。知っての通り、神器セイクリツド・ギアを持った奴やつは必ずしも良い人生を送れたわけじゃない。人とは違ちがう異能ゆえに迫はく害がい、差別された者も少なくない。悪魔に転生した所有者も理り不ふ尽じんな取り引きで眷属になったケースもある」


　先生の言葉に部長が続く。


「……すべての悪魔が良心的なわけではないものね……。上級悪魔にも心無い者が少なからずいるわ。人間界の影えい響きようで多様な考えの悪魔が増えてきたけれど、本来は合理的な思考を持つのが悪魔だもの」


　強ごう引いんな方法で悪魔に転生させられた神器セイクリツド・ギア所有者……。それが禁手バランス・ブレイカーになる……。


　先生が続ける。


「そう、理不尽な思いで暮らしている神器セイクリツド・ギア所有者もいるってことだ。それらが力の使い方、圧あつ倒とう的てきな能力──禁手バランス・ブレイカーを得たらどうなるか？」


　皆、シンと静まりかえったなか、先生は表情に影かげを落としながら言う。


「──使う、だろうな。その力を。人間ならば、他者への復ふく讐しゆう、世せ俗ぞくの逆ぎやく襲しゆうに使うかもしれないし、神器セイクリツド・ギア持ちの転生悪魔なら己おのれを虐しいたげてきた主あるじへの報復を考えるだろう」


　……なんてこった。


　人間界、冥めい界かいのあちらこちらで暴動が起きるかもしれないってことか！　しかも禁手バランス・ブレイカー状態で！　現状に不満を持ってる神器セイクリツド・ギア所有者なんてけっこういるだろうしさ。


「……怖こわい、ですね」


　俺が本音でそう漏もらすと先生もうなずいた。


「ああ、いろいろな意味で怖いことだ。人間がやれることの限界、超ちよう常じようの存在への挑ちよう戦せん、禁手バランス・ブレイカーの研究をしてきた英雄派の連中にとって、これから起こるかもしれない事象はある意味でひとつの成果だろう。人間界、冥界のどこかで不満を抱かかえていた神器セイクリツド・ギア所有者が暴動を起こすのは時間の問題だ」


　──英雄派のやったことはすでに根深いところに届きそうなのか。


　先生は怖い顔で言う。


「してやられたってわけだ。テロリストであるあいつらの結末がどうなるかはまだわからないが、現時点で大きな一発をもらったのは確かだ。今後に影響は出る。悔くやしいが、見事だよ。人間のおそろしさを改めて思い知った」


　……近く、上級悪魔の間でも事件が多発するかもしれない。俺のところは……主の部長がやさしいおかげで神器セイクリツド・ギア所有者の俺やアーシア、木場、ギャスパーは不満を感じるどころか、毎日ハッピーに生きてる。


　そればかりじゃないのは理解しているんだ。京都で俺に食らいついてきた影使いの所有者。力の使い方、使い道を教えられて人生が一変したかのような物言いだった。辛つらい生き方をしてきた者が生まれ変われるような力を得られれば……使う、か。


　そういう者がこれからたくさん現れるかもしれないってことか……。


　なあ、死んだという聖書の神さま。あんたはどう思って神器セイクリツド・ギアのシステムなんて作ったんだ？　人間を救うため？　困った人を助けるため？　英雄、勇者を誕生させるため？


　便利で幸せにさせるために開発したのだったら、それはあまり叶かなっていませんよ。


　各地で暴動、戦争が起きそうなぐらい、繊せん細さいな代しろ物ものになってる。あげく、神レベルの存在まで殺せるものまで出てるしさ。俺にもそれが宿ってんだけどね。


　……俺も道を違えていたら、破は壊かいする側になっていたのだろうか？　そんなこと、考えたくないけどさ……。


　空気が重くなった室内。先生はそれを察してか、咳せき払ばらいした。


「──と、悪かったな。今日、ここに俺が来たのはサイラオーグ戦へのアドバイザーとしてだったな」


　そうでした！　ミーティングですよ！　バアル戦は近いんだ！　決戦前に先生のアドバイスを改めてちょうだいして、皆みんなで検討するんだ！


　部屋の雰ふん囲い気きを変えるために俺は挙手して先生に質問する。


「サイラオーグさんにも先生みたいにアドバイザーが付いてるんですか？」


　そう、俺たちグレモリー眷けん属ぞくのアドバイザーは変わらずにアザゼル先生。いち勢力のトップがアドバイザーだなんて、俺たちは若手にしては相当恵めぐまれた存在だ。


　まあ、先生はシトリーのほうにもアドバイスをよくしているようだし、相手が危険じゃなければいろいろと教えてくれるんじゃなかろうか。


「ああ、いちおうあっちにもいるぞ。皇帝エンペラーさまが付いたそうだ」


「──っ！……ディハウザー・ベリアル」


　先生の一声に一番反応したのは部長だった。


　将来、ゲームで各タイトルをゲットしたい部長にとっての目標。それが現王者の皇帝エンペラーベリアル。


　……将来的に独り立ちしてゲームに参加したい俺にとってもデカい壁かべになるのかな？


「まあ、リアスやイッセーが上級悪魔としてゲームに参加するのならば、正式参戦後の大きな目標と見ておいていいだろう。眷属のメンバーも主がゲームに参加する以上は避さけて通れない相手だろうしな」


　先生は改めてそう言う。


「さて、おまえたち、サイラオーグ眷属のデータは覚えたな？」


　先生の言葉に俺や皆がうなずいた。


　ああ、問題ない。サイラオーグさんの眷属についてはすっごい研究させてもらった。まあ、現状でわかってる能力のみだが。それにしたって知ってると知らないとではゲームへの意気込みも変わってしまう。グラシャラボラス戦の記録映像を見まくったぜ！


　先生は立体映像を部室の宙に展開する。バアル眷属の面々がパラメータ付きで表示されていった。先生がそれを見ながら言う。


「あのグラシャラボラス戦では、能力を全部見せていない者もいたようだ。まあ、あの試合は途と中ちゆうでグラシャラボラスのガキ大将がサイラオーグ相手にタイマンを申し込んだしな。実質、サイラオーグが勝負を決めたようなものだ。それに──」


　先生は手を組みながら言う。


「サイラオーグたちはおまえたちと同じ、悪魔では珍めずらしい修しゆ行ぎようをするタイプだ。グラシャラボラス戦のときとは明らかにレベルアップしているだろう」


　そう、バアル眷属もまた悪魔では珍しい努力を重ねるタイプ。俺たちみたいに日々トレーニングをして力をあげているんだ。……記録映像のときよりもパワーアップしてんだろうな。


「あいつら、『禍の団カオス・ブリゲード』相手にも戦っているって話だからな。危険な実戦も積んでいる。『できるだけ若手を戦いくさにかり出さない』って宣言してたサーゼクスたち四大魔ま王おうの意向も虚むなしいか。ま、おまえたちみたいに無茶な戦せん闘とうに連続で出くわす若手もいるしな」


　先生が苦笑いしながらそう言った。


　……本当っスよ。俺、平和に生きたいのに神さまやら最強の神滅具ロンギヌスやらと出くわしてばかりなんだぜ？　修学旅行先で超ちよう絶ぜつバトルに巻き込まれるなんてさすがに思わなかったよ！　運命だとしても悲ひ惨さんなレベルっス！


　険しい表情のロスヴァイセさんがつぶやく。


「……この相手の『兵士ポーン』、記録映像のゲームには出てませんよね？」


　俺たちが視線を一点に向ける。そこにはサイバーな作りの仮面を被かぶった者が映しだされていた。名前も『兵士ポーン』ってされている。


　……『兵士ポーン』。サイラオーグさんのところは『女王クイーン』１、『戦車ルーク』２、『騎士ナイト』２、『僧侶ビシヨツプ』２とこちらの陣じん営えいと似ている。そしてこの『兵士ポーン』──。


　他にバアル眷属の『兵士ポーン』は見あたらない。この仮面のヒトだけだ。


「記者会見でも記者がこのヒトのことであろう質問をサイラオーグ・バアルに向けていましたね」


　と、木場が言う。緊きん張ちようしててよく覚えてないけど、サイラオーグさんって記者会見でそんなこと訊かれていたっけ？


　この仮面が同席していればインパクトあるし、覚えているだろう。ってことはこの仮面さんは会見場にいなかったな。


「……そいつは滅めつ多たなことではサイラオーグも使わない『兵士ポーン』だそうだ。情報もほとんど無くてな。仮面を被っているために、どこの誰だれだかわかりもしない。今回初めて開示された者だ。ってことは今度のゲームで使うってことだろう。サイラオーグもこいつをできるだけ他者に引き合わせないようにさせているようだからな。ただひとつだけ噂うわさで流れているのは、消費した『兵士ポーン』の駒こまが六つだか、七つと聞く。ゆえに奴の『兵士ポーン』はこいつ一人なんだそうだ」


『六つ!?　七つ!?』


　異口同音で驚きよう愕がくの声こわ音ねを出す俺たち！　七つ！　俺が八つだ！　仮に七つだとしたら、相当な手て練だれか、潜せん在ざい能力を持っているってことになる！


　先生が続ける。


「データがそろっていない以上、この『兵士ポーン』には細心の注意を払はらって臨のぞむべきだ。ただでさえ、今回はどんな選手でも参加できるんだからな。……サイラオーグの隠かくし球だま、虎とらの子こってところか」


　虎の子……。そういや、サイラオーグさんのお母さんは獅し子しを司つかさどる家の出だっけ。……どんな相手なのか、怖いもんだ。まあ、出たとこ勝負になるのかな？　いや、そんな調子じゃいかんいかん！　もっと俺も脳みそを働かせなければ！


　その後は部長が先頭に立って、ゲームの戦術と相手への対策を俺たちに話して、それを皆でひとつひとつ詰つめていった。


　同席していたイリナはふんふんと興味深そうに話を聞いていた。レイヴェルのほうは一生懸けん命めいメモを取っていた。勉強熱心だな、レイヴェルは。


　議題がひとつ終わったところで、俺は挙手して先生に疑問をぶつけてみた。


「先生、俺たちが正式にレーティングゲームに参加したとして、王者と将来的に当たる可能性は……？　先生の目測でもいいですから」


「おまえたちはサイラオーグと合わせて、若手でも異例の布ふ陣じんだ。というのも正式に参戦もしていないのにこれだけの力を持ったメンツが集まっているんだからな。しかも実戦経験──特に世界レベルでの強敵との戦闘経験がある。その上、全員生き残ってるんだからな。そんなこと、滅多に起こらないし、久方ぶりの大型新人チームと見られている。本物のゲームに参戦してもかなり上を目指せるだろうよ。トップテン入りは時間の問題だろうな」


　た、太たい鼓こ判ばんを貰もらってしまった、堕だ天てん使しの総そう督とくさまに！


　気き恥はずかしい気分の俺たちに先生は続ける。


「だが、その分、冥めい界かいからの注目も大きい。今度のゲーム、冥界中がおまえたちを見ているぞ。悪神ロキ、テロリストを止めているおまえたちはただでさえ有名人だ。さらに記者会見であれだけの盛り上がりも見せたんだからな、冥界の住人は新しい息吹いぶきに悪あく魔まの未来を見ている」


　……悪魔の未来。そ、壮そう大だいだな。


「もちろん、ゲームの現トップランカーもおまえたちやサイラオーグたちに注目し、将来の敵になるであろう者の研究を始めるだろう。いい傾けい向こうだ。ほとんど動かなかったゲームのランクトップ陣、遠くない未来におまえたちやサイラオーグがさしこんでくれるかと思うといまからワクワクしちまうよ」


　先生は愉ゆ快かいそうに笑えんだあと、言った。


「──変えてやれ、レーティングゲームを。ランキングテン以内も皇帝エンペラーも、おまえたち若手がぶっ倒たおして新しい流れを作るんだよ」


　──俺たちが、変える？


　レーティングゲームを……、王者を倒して……。俺たちが王者に……？


　…………なりたい。


　王者！　ゲームの覇は者しや！　ハーレム王にもなりたいけど、レーティングゲームの王者ってのもいいよな！　そして何よりも部長を……王者にさせたい。


　部長が望む夢だからこそ──。


　俺って、夢や野望が多いな。欲望ばかりの悪魔らしいのかな。


　でも──。全部叶かなえてみたいさ。いや、叶えてやる！





　　　　─○●○─





　ミーティングも終えた放課後。


　先生とロスヴァイセさんはまだ教師としてやることがあるからと先に抜ぬけていった。


　残った面々で、学園祭の準備に臨む。今日も俺と木場は力作業かな。


　……ふと、部長を見やる。ミーティングで使用した資料に視線を落として読んでいるところだ。


　……まだ機き嫌げんを直さないよな。うーむ、どうしたものか。ゲーム前に仲直りしておかないと支障が出そうで怖こわいよ。謝る……にしても原因を認めて謝らないと許してくれなそうだしな……。その原因がわからん！　うーん……。


　俺がそんな風に頭を捻ひねっているときだった。


　パァァァァッとテーブルの上に光が走る。光は円を描えがき、魔方陣の形へと──。


　……見覚えのある紋もん様ようだ。


「……フェニックス？」


　小猫ちゃんがそうつぶやいた。そう！　小猫ちゃんの言う通りだ！　これはフェニックスの魔方陣！


　テーブルの上に収まるぐらい小さな魔方陣だから、連れん絡らく用？　でも、誰だ？……まさか、ライザーか？　何用だろうか。


　などと怪け訝げんに思っていると、魔方陣から立体映像が投写され、若い女性の顔が映しだされていく。


　高貴そうな雰ふん囲い気きと面おも持もち。髪かみもアップにして高そうなアクセサリーをつけていた。


「お母さま！」


　レイヴェルが素すっ頓とん狂きような声を出した。


　お母さま？　レイヴェルのお母さん？　ってことはフェニックスの現当主の奥さんでライザーのお母さんにもなる方か。キレイだな。二十代ぐらいの顔つきだ。悪魔だから実じつ年ねん齢れいはわからないけど……。でも、確かにレイヴェルに似てる！


『ごきげんよう、レイヴェル。急にごめんなさいね。なかなか時間が取れなくて、こんな時間帯になってしまったわ。人間界の日本では、まだ学校のお時間よね』


「は、はい、そうですけれど、突とつ然ぜんどうされたのですか？」


　レイヴェルがそう訊きくと、フェニックスの奥方は言う。


『……リアスさんと赤龍帝さんはいらっしゃるかしら？』


　ご指名をいただいたのは部長と……俺？　なぜに俺？


　映像の前に部長が立つ。


「ごきげんよう、おばさま。お久しぶりですわ」


『あら、リアスさん。ごきげんよう。久しぶりですわね。それと……』


　きょろきょろと見み渡わたす奥方。俺を捜さがしてる？　急いで視界に入る位置に行く。


「あ、どうも初めまして。兵藤一誠です」


『こちらこそ、ごきげんよう。こうしてお会いするのは初めてですわね、赤龍帝の兵藤一誠さん。このようなあいさつで申し訳ございませんわ』


「い、いえ。そ、それで俺に何かご用があるのでしょうか……？」


　と、腰こしを低くして訊たずねてみる。


『ええ、改めてごあいさつだけでもと思いまして……。本来なら娘むすめのホームステイ先の兵藤家と学園を取り仕切っているリアスさんのもとにごあいさつをしに行くべきなのですが、何分、こちらも外せない事情がありまして……』


「……ほら、フェニックスの涙なみだの需じゆ要ようが高まっているから、それで時間が無いんじゃないかなって……」


　木場がこっそりと耳打ちしてくれた。


　あ、なるほどなぁ……。フェニックス家は涙の製造をおこなっている大本だもんな。


　テロリストの影えい響きようで特需になっていて、生産が間に合わないって聞いてたし、奥方もそれにかり出されているに違ちがいない。大変だ。お疲つかれさまです、マジで！


　部長が微笑ほほえみながら返す。


「そんなことありませんわ、おばさま。お気持ちだけで十分です。レイヴェルのことはお任せください」


『……本当にごめんなさいね、リアスさん。うちのライザーのゲーム後のケアから、レイヴェルの面めん倒どうまで見ていただいて……』


　嫌いやみで言っているわけでもなさそうだ。婚こん約やくを破は棄きされたから、少しでも恨うらみ節が入るかなと思ったんだが、あちらはそんなことは露つゆほども思ってないようだ。心の広いヒトが多いな、フェニックス家。


　でも、部長としては複雑か。レイヴェルの転入と面倒を見ることを断れなかったわけだし。


　奥方の視線が次に俺に向けられる。


『それと兵藤一誠さん。特に娘をよろしく頼たのみますわ』


　……お、俺もですか？　しかも「特に」と強調された。


　もちろん、面倒見ているけどさ。


「え、ええ、もちろんです。けど、部長もいますし、俺よりももっと面倒見の良いヒトが部にもいるんで……」


『はい。もちろん、リアスさんをはじめ、皆みなさんに任せておけば娘のレイヴェルは何の不自由もなく人間界の学まなび舎やで過ごせるでしょう。しかし、それとは別にあなたへお願いしたいのです。人間界で変なムシがつかないようどうか守ってやってくれないでしょうか？　数々の殊しゆ勲くんを立てていらっしゃる赤龍帝がそばに付いていてくださるなら、私も夫も安心して吉きつ報ぽうを待てるのです』


「へ、変なムシですか……」


　人間界で男が付かないように俺に見ていろと？　俺も男なんだが……。ま、まあ、レイヴェルに直接手を出すなんてことしないよ。大事な後こう輩はいだし。か、かわいいけどね、手は出しませんよ！


「わかりました。俺がどこまでできるかわかりませんけど、娘さんは俺が守ります！」


　俺がそう言うと、奥方はパァと明るい表情となった。


　その隣となりでは──レイヴェルが顔を最大にまで真っ赤にしていた。……おいおい、どうしたレイヴェルよ……？


　──っ。


　一いつ瞬しゆん、視界に入った部長の顔が……悲しげだったけど……気のせいか？


『感謝致いたしますわ。……レイヴェル』


「はい、お母さま」


『あなたのすべきことはわかっていますね？　リアスさんを立て、諸先輩の言うことを聞いて、その上で兵藤一誠さんとの仲を深めなさい。フェニックス家の娘として、家の名を汚けがさぬよう精一杯励はげむのですよ？』


「もちろんですわ！」


　何やら母子が会話してる。なんだか、レイヴェルも顔を真っ赤にしながら、気合の入った面持ちなのだが……。


『最後に兵藤一誠さん』


　奥方がさらに話しかけてくる。


「は、はい」


『上級悪魔になることが目標と聞きました』


「はい、そうです……けど？」


『娘は現在、私の眷けん属ぞく「僧侶ビシヨツプ」となっておりますわ。ライザーとトレードしましたの』


「え、ええ、聞いてます」


『よーく、覚えておいてくださいまし。娘はフリーですわ。私の「僧侶ビシヨツプ」です。ライザーの手持ちではありません。よろしい？』


「は、はい！　わ、わかりました！」


　知っていることなんだが、まあ、いちおううなずいておこう。


　それを聞いてうんうんとうなずく奥方。満足そうだ……。どうして？


『こちらの用事は済みました。リアスさん、兵藤一誠さん、皆さん、突然のごあいさつを許してくださいましね。それではもう時間ですわ。レイヴェル、人間界でもレディとして恥はずかしくない態度で臨のぞみなさい』


「はい、お母さま」


『それでは、皆さん。ごきげんよう』


　パァァァッ。


　光がいっそう輝かがやき──弾はじけて淡あわい粒りゆう子しとなって消えていった。


　……嵐あらしのようなフェニックスの奥方のごあいさつ。娘が心配だってことと、俺たちへのあいさつだったんだろうな。わからんこともいくつかあったけど……。


　疑問に感じながら息を吐はく俺の視界に、フラフラと部室を出て行こうとする部長の姿が映り込む。


「……ぶ、部長、どこに行くんですか？」


　俺がそう訊くと、部長は足を止め、振ふり返かえりもせずにぼそりとつぶやいた。


「……イッセー、私のこと、守ってくれる？」


　……と、突然どうしてそんなことを……？　わからないけど、もちろん俺の答えは決まってる！


「もちろん、部長のことを守ります！」


「……アーシアのことも？」


「え？　ええ、もちろんアーシアを守ります！」


「朱乃のことも？」


「朱乃さんですか？　それは当然です。けど……。どうしたんですか、いきなり、そんなことを訊いて？」
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　わからん。部長が意図することがまったくわからん。


　しかし、部長は低い声こわ音ねでさらに話しかけてくる。


「…………ねぇ、イッセー」


「は、はい……」


「…………あなたにとって、私は『何』？　『誰だれ』？」


　…………。


　質問の意味が……。でも、俺にとって──。


「……えっと、俺にとって部長は部長で──」


　俺がそう言った瞬しゆん間かんだった。


「──っ！　バカッ！」


　涙交じりの俺への罵ば声せい。部長はその場を飛びだし、部室をあとにしていく。


「リアスお姉さま！」


　アーシアが部長を追いかけていく。


　扉とびらのところで俺のほうを振り返るアーシア。その瞳ひとみは──涙に濡ぬれていた。アーシアがどうして泣くんだよ……？


「イッセーさん！　酷ひどいです！　あんまりです！　どうしてそこで……！　お姉さまの気持ちをわかってあげられないんですか！」


　それだけ言い残し、部長を追いかけていくアーシア。


　…………。


　アーシアにまでそう言われてしまい、俺は──きょとんとしてしまった。


　……ちょ、ちょっと待ってよ！　どういうことさ！　なぜにアーシアまで怒おこる!?


「いまのはマズいよ、イッセーくん」


　嘆たん息そくしている様子の木場。


「……マ、マズいって何がだよ？」


「それが、だよ。まったく、キミときたら……。女性陣じんの苦労がよくわかるよ」


「本当ですわ。リアスとアーシアちゃんが怒るのも当然です」


　朱乃さんも口調に怒ど気きが含ふくまれていた。朱乃さんまで……？


「こういうのに鈍にぶい私でもいまのはさすがにどうかと思ったぞ、イッセー」


　ゼノヴィアまで半眼で俺を見つめている！


「もう！　イッセーくんって、ホントにダメダメだわ！　リアスさんがかわいそう！」


　イリナまでもがぷんすか怒っていた。


「……最低です」


　おおおうっ！　いままでに無いぐらい冷たい「最低です」を小猫ちゃんからいただいてしまった！


　何がダメなのか、わからない！　わからないんだよ！　とりあえず、追いかけたほうがいいのかな？


　その場を駆かけ出だそうとしたが、朱乃さんに制止されてしまう。


「いまのイッセーくんでは追いかけてもあちらに深手を与あたえるだけですから、お止やめなさい」


　……マジか。


　そこまで深刻なのか。で、でもさ……。俺のせいだろう？　俺のせい……。


　本当にわからないんだ。


　いや、理由はもしかしたらのレベルではわかっているんだけど、俺のなかでその選せん択たく肢しはあり得ないというか……。


　あり得ないからこそ、わからないんだ……。クソ！　自分でも考えててこんがらがってきた！


「……なあ、ギャスパー。俺って、そんなにダメか？」


　後輩男子に訊きいてみる。ギャー助はもじもじしながら、申し訳なさそうに言った。


「……えーと……。はい、とてもダメかなと……」


　ギャスパーにまで言われちまった！


　落ち込む俺。──と、レイヴェルがハラハラしながら気まずそうに言う。


「あ、あの……わ、私の、私とお母さまのせい、ですよね……？　すみません……」


　レイヴェルのせい……なのか？　フェニックス親子との通信後に部長が部室をあとにしようとしたけど……。


　朱乃さんがレイヴェルの両りよう肩かたに手を置いた。


「レイヴェルちゃんは気にしなくてもいいのよ。いままでリアスとの大事なところを考えてあげなかったイッセーくんが一番悪いのですから」


　朱乃さんはそう励はげますと、ソファに座るよう促うながしお茶の準備に入った。


　どうやら、俺が一番の悪者のようだ。


　……うぅ、どうすりゃいいんだよ。





　　　　─○●○─





「何だよ、皆みんなしてさ……。俺にどうしろってんだ……」


　旧校舎の空き部屋で俺はぼやいていた。


　あのあと、朱乃さんの指示のもと、学園祭の準備作業を進めることになった。飛びだしていった部長とアーシアを朱乃さんが責任を持って捜しに行くということであの場の空気は落ち着いた。


　俺は空き部屋で一人、作業を続けていた。木場はギャスパーと外に買い出しだ。


　この部屋は学園祭のときに擬ぎ似じ的てきなお祓はらいみたいなことをする場所だ。本格的なお祓いをしたら悪あく魔まとしてもちょっとあれなので、あくまでそれっぽい様式というか、オリジナルの悪魔式お祓いという矛む盾じゆんしたものというか。


　俺がやっているのも和のテイストを盛り込んだ模も様よう替がえ。畳たたみを敷しいて、神かみ棚だなっぽいものを設置していた。


　まあ、当日ここでおこなわれるのは朱乃さんが行事を取り持って、小猫ちゃんが仙せん術じゆつでお客さんの気の流れを良くして体調から運気を促そうって企き画かくだ。


　ふぅ……、しかし、一人だと考え事しちゃうよね。さっきのことを思い返していた。


　……俺のせいか。部長との大事なところを考えてあげなかった……？　朱乃さんはそう言ってたけどさ……。


　……ここ最近、部長といい、部長のお母さんといい、周囲の皆といい、俺に何かを求めている。それも俺の部長への態度についてだ。


　……ミーティング前の考えが頭を巡めぐる。


　俺の脳内で大きくふたつの思いが浮うかぶ。ひとつは下僕想おもいの主あるじの心中を理解していない俺が部長をいつの間にか、イタズラに傷つけていたこと。


　もうひとつは──。


　……その考えは俺のなかでやはり虚きよ像ぞうに近く、そうだと思いたくても、踏ふみ込めない領域で……。


　でも、そうだとしたら、いままでの──部長が俺の家に来てからの俺への接し方にも説明が付く。


　ずっと疑問だったんだ。


　グレモリー眷けん属ぞくには男子が三人いる。俺と木場とギャスパー。部長が眷属想いで情愛が深い悪魔だとして、男子へのかわいがり方に差があるのはおかしいんじゃないかって。


　──俺にキスしてくれる。


　そう、俺とキスをしてくれるんだ。ほっぺやおでこにじゃない。口と口だ。ベロチューまでしてる。それも一回じゃなくて何回も。


　俺としてもうれしくてさ。惚ほれた女とのキスだぜ？　うれしいに決まってる！　天国だとさえ思える！　しかもエッチなお誘さそいまで！　寸前までいった！


　……最初は俺が年下だし、部長は眷属想いで情愛が深いから、眷属男子へのスキンシップとしてサービスしてくれているのかなって思っていた。


　けど、それなら、木場やギャスパーにやってもおかしくないはずなんだ。でも、そこまでのことはしないと木場もギャスパーも言っていた。俺にだけだって。


　もちろん、部長は木場やギャスパーのことをかわいがっているし、大切に思ってる。


　だけど、俺との明確な差があるんだ──。


　もともと、部長は恋れん愛あいというものにこだわっていた。純情な部分が多分にあって、とても年とし頃ごろの乙女おとめらしい気持ちを抱いだいている。だからこそ、ライザーとの婚こん約やくを解消した。


　そうだ。フリーになったあと、部長は俺にそういうスキンシップをしてくるようになった。俺の家に同居することになったのもその辺。


　男女の触ふれ合いに関しても純情な部長が、いくらかわいい眷属男子相手にしたって、あそこまでエッチなモーションをかけてくるものなのか？　いや、しないと……思う。客観的に見ても部長は貞てい操そう観念が強い。


　そこら辺を考こう慮りよして、俺への部長の態度を考えてみると……。





　……部長は俺のことが好き……なのか……？





　そんな答えになる。


　そうだとすれば、俺への態度も辻つじ褄つまが合うんだけど……。


　い、いや！　そんなわけない！　主だぞ！　俺は下僕！　眷属悪魔！　リアス・グレモリーの『兵士ポーン』！


　け、けど。けどだ！　も、もし、部長が俺のことを好きなら……？


　俺は部長のことが好きだ。主としてもそうだし、それ以上に女の子としてだ！　この半年、俺は部長のいろんな面を見てきた。


　華か麗れいなところ、高貴なところ、グラマーなところ、やさしいところ、怒りっぽいところ、おっぱいが大きいところ、かわいいところ、スベスベお肌はだなところ、わがままなところ、お姉さまだけど同い年のような、それでいて普ふ通つうの女の子としても見ることができて……。


　俺にとって、理想の女性。付き合いたい。主と下僕っていう関係を超えて、男女のお付き合いをしたい！　望めることなら将来も一いつ緒しよにいたい！


　……でも、俺のことが好きって本当だろうか？　それなら俺は舞まい上がるほどに歓かん喜きに打ち震ふるえるだろう。むしろ、俺のほうからも日に日に高まるこの気持ちを吐はきだしたいぐらいだ。


　惚れてんだよ！　大好きなんだ！　ずっと大好きだった！　部長のことが大好きだって──。


　告白をしたい──。


　けど、違ちがっていたらどうしよう。いまのような関係は終わるよな……。そんなのは嫌いやだよ！


　そう考えたとき、脳のう裏りを過よぎるのは──あの存在だった。


　…………。


　顔中に嫌な汗あせが噴ふき出た。手も震える。同時に盛り上がっていた思考もクールダウンしていった。


　……いや、やっぱり、俺にとって、部長との関係は幻げん想そうだ。これ以上を望めば──きっといまの関係が終わる。


　思い知らされる。主と下僕の越えられない一線を──。


　ハハハハ、ほらな。そうだ。そうに決まってる。だいたい上級悪魔のお姫ひめさまと俺みたいに一いつ般ぱん家庭で育った元人間なんかが釣つり合うわけ──。


「じゃあ、あの部長の態度は……。ちくしょう、乙女おとめ心ごころは複雑怪かい奇きだ……」


　俺がそうつぶやいたときだった。


　扉とびらを開ける音がして、振ふり向むくと、そこには巫み女こ服ふく姿の朱乃さんが──。


「うふふ、男性から見るとそうなのかもしれませんわね」


　いつものニコニコフェイスでこちらに近づいてきた。あ、うしろには小猫ちゃんも！


「あ、朱乃さん！──と、小猫ちゃんも！　き、聞いてたんですか……？」


「……バッチリ」


　小猫ちゃんは親指を立てて肯こう定ていした！　きっちり聞かれてた！


　聞かれた上で俺は畳の上にぺたんと座り、がっくりと肩かたを落としていた。


「……お、俺、そんなに部長のこと考えてないんですかね」


　朱乃さんは俺の隣となりに座り、口を開く。


「ええ、そうですわね。私のことも、アーシアちゃんのことも、ゼノヴィアちゃんのことも、ここにいる小猫ちゃんのことも考えていませんわ」


　小猫ちゃんもちょこんと近くに腰こしを下ろした。


「…………」


　しばし考え込む俺。


　マジか。俺って、そんなに女の子のことを考えていない……？　エロエロで常に女体を妄もう想そうして、毎分のごとくエッチなことを夢見ていた俺が、その実、女の子のことを真に思っていなかったと……？


　……そうなのかも。乙女心、俺は理解しようとしていなかったもんな。


　そう考えると、部長だけじゃなく、他の眷属女子のことを俺は──。


「けれど、私たちもイッセーさんのことをわかろうとしてなかったのかもしれません」


　──アーシアの声。


　顔を上げれば、いつの間にか入室していたアーシアの姿。アーシアは近づいてきて、そばに座った。


「……俺のこと、ですか？」


「ええ、そうですわ。私たち、思いましたの。リアスのことも大切ですが、それ以上にまずはイッセーくんを癒いやさなければいけないのでは？──と」


　俺を癒す……？


　朱乃さんがそう言いながら──俺の服を脱ぬがしていく!?


　ちょ、ちょっと、朱乃さん！　俺の上半身を裸はだかにしてどうするんですか!?


「うふふ、ここでドラゴンの力を吸っちゃいますわ」


　ここで、ですか!?　しかも朱乃さん巫女服をはだけさせてるーっ！　豊満な乳ちちがぷるんぷるんと！　ピトッと背中に抱きついてくる朱乃さん！　むにゅうっっとモチモチの物体がダイレクトで背中から伝わってくるぅぅぅっ！　真ん中のコリッとしたものが背中で擦すれて全身の血液が沸ふつ騰とうしそうになってきた！


「……ついでに今日の仙術治ち療りようもおこないます。抱だっこしてください」


　真っ正面から抱きついてくる小猫ちゃん！　俺の胸のなかで猫耳モードとなり、仙術を解放してくれる！


　ああ、温かい気がちっこい小猫ちゃんのちっこい乳から伝わってくるようで……。しかも背中には熟うれたふたつのやわらかなものがこれでもか！　と主張してきまして……！


　ちゅぅぅぅぅぅ……。


「はぅ！」


　つい声が出てしまった俺！　だって！　だって、朱乃さんが俺の首筋を吸ってくるんだもん！　官能的に舌を這はわせながら！　ちゅーちゅーぺろぺろって！　ドラゴンの力をそんな風に吸ってくれるんですか!?　ありがとうございます！


　前門の猫ねこ又また！　後門のお姉さま！　サンドイッチ状態でとんでもないことになっているよぉぉぉぉっ！


「……わ、私も参加します！」


　するするっと制服を脱ぎだしたアーシアが俺の手を取り、自分の胸へ──ッ！　成長途と上じよう著いちじるしいアーシアのおっぱいにむにぃぃっと手が当てられて脳みそが吹ふっ飛とびそうになった！　同時にアーシアから淡あわい緑色のオーラが放たれて、俺に伝わってくる。


　……これは回復の能力。すごいことになってきた。ドラゴンの力が朱乃さんに吸われ、仙術の気が小猫ちゃんから伝わってきて全身の血行を良くして、アーシアの回復オーラで全身がさらにポカポカしていく！


　美少女三人に包囲されて、俺は最高の時間を味わっていた！　たまらん！　たまらなすぎるぅぅぅぅっ！


　たまらん状態になっている俺に朱乃さんが切なそうにつぶやく。


「……イッセーくんが私たちを見るとき、時折、とても怯おびえた目になるの。最初はよくわからなかったけれど、ようやく理解したわ」


　──っ。


　……怯えた、目……。そっか、俺、知らないうちにそんな目を……。


　小猫ちゃんが胸むな元もとから顔をあげて潤うるんだ瞳ひとみで言う。


「……たぶん、あの事件を知っている者にしか気づかないものだったと思います」


　……あの事件……。


　ああ、すぐにわかったよ。……朱乃さんも小猫ちゃんも……気づいていた……？


　あの事件を詳くわしく知っているのは俺が加入した時のメンバーだけだ。


「イッセーさんの心のなかに……心の奥に……、レイナーレさまがいらっしゃいませんか？」


「──っ」


　アーシアにそう恐おそる恐おそる言われたとき、俺の脳裏に黒い羽を生やした美少女が浮うかび上がる。同時にその声も再生された──。





『死んでくれないかな？』





　初めての彼女、夕ゆう麻まちゃん。いや、堕だ天てん使しのレイナーレ。


　その瞬しゆん間かん、顔中に嫌な汗が噴きだしてくる……。


　レイナーレの言葉があのときの光景と共にフラッシュバックしていく。


　──汚きたならしい下級悪あく魔まが気軽に私へ話しかけないでちょうだいな。


　……俺なんかが美少女な皆みんなに話しかけていいのかってたまに思う。


　──アハハハ！　そうね！　とても王道なデートだったわ！　おかげでとてもつまらなかったわよ！


　……部長たちと買い物をするたび、俺のことが本当はつまらないんじゃないかって思ってしまう。朱乃さんとのデート前夜も実は怖こわかった。


　──腐くさったクソガキが私の名前を気安く呼ぶんじゃないわよ！


　……俺だって、部長のことを名前で……！


　──イッセーくん！　私を助けて！　この悪魔が私を殺そうとしているの！　私、あなたのことが大好きよ！　愛している！　だから、一緒にこの悪魔を倒たおしましょう！


　……初めての彼女が俺に命いのち乞ごいをして……俺の大好きな女性が、その女を殺した。


　あのとき、レイナーレは死んで当然だった。アーシアにあんな酷ひどいことをしたし、一度殺しやがった。だから、部長のトドメは当然の報むくいだったと思う。


　──けど、なんでだろうな。


　この頰ほおを伝う……涙なみだは……。俺は涙を拭ぬぐいながらつぶやいた。


「……初めての彼女だったんだ……」


　告白されたとき、本当にうれしかった。


「……あいつと付き合って、俺、すげえがんばったんだ。初めてのデートとか、念入りにプラン立ててさ。将来のことだって、真しん剣けんに悩なやんだ。バカみたいにクリスマスとかバレンタインのことまで妄想して、一人で脳内お花畑満開だった」


　俺は──三人の前で心の底にしまい込んでいたものを吐きだしていた。


　それは笑い話にしようとしても、やっぱり、心中では笑えなかったものだった。


「でも、あいつ、敵でさ……！　俺のこと殺してさ……！　悪魔になった俺をすげえ冷たい目で見てきてさ……！　あれらのことが本当に芝しば居いだったってわかって……、それでも良かったんだけど、本当に悪い奴やつでさ！　アーシア殺して、俺、戦って！　キレてさ！　初めて女をぶん殴なぐって、それが俺の初めての彼女で……！　そのあと、命乞いまでしてきてさ、けど、部長にやられちまって……」


　散っていくレイナーレ。教会に散らばる──初めての彼女の黒い羽。あの風景は──俺の記き憶おくに痛つう烈れつに刻み込まれ、思いだすたびに思考が停止した。


「……アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、俺、怖いんだ。本当は女の子と仲良くなるのが怖いんだ……。また、またあんなことになっちまうんじゃないかって……！　眷けん属ぞくの女子が皆俺にやさしくしてくれるけど、一歩踏ふみ込んで仲良くなろうとしたら、拒きよ否ひられてバカにされるんじゃないかって……！　皆が悪くないって、頭じゃわかってる！　皆、良いヒトばかりだ！　だけど、ダメなんだ！　もっと知ろうとすると、ブレーキがかかる！」


　俺は──顔を手で覆おおった。こんな最低の顔、皆に見せられない。


　いまだにあれを引きずる情けない俺の姿なんて、見せたくないんだ……。


　それでも俺は本音の一言をつぶやいた。


「……あんな思いは二度と……嫌なんだ……」


　本当、なんて情けない男なんだろうか、俺は……。


　仲良くしてもらっている女の子たちの前で、ハーレム王になりたいって宣言していた俺が、その実「女の子と仲良くなる勇気がない」と告白してしまった……。


　……嫌きらわれても、呆あきれられても仕方ない状じよう況きようだ。


　アーシアが──俺の手をぎゅっと一層やさしく握にぎってくれた。


　笑え顔がおで俺に言う。


「私は──イッセーさんのことが大好きですよ」


　──っ。


　アーシアのその言葉に呆ほうける俺。アーシアはさらに続ける。


「ずっと一いつ緒しよにいたいです。バカになんてするわけないです。尊敬してます。慕したってます。一番頼たよれる男性です。この先、ずっと未来でもイッセーさんと一緒に暮らしたいって心の底から思っていますよ」


　アーシアの笑顔が、言葉が、俺のなかの底にまで届くようで──。


「リアスお姉さまがイッセーさんのことを嫌うわけないです。イッセーさんがリアスお姉さまのことを好きなこと、私、知ってます。他の誰だれよりもリアスお姉さまのために戦えるイッセーさんなんですから、そのことは私も皆みなさんも知っているんです。もちろん、お姉さまだってわかってくれているはずです」


　アーシアは……俺のすぐそばで俺のことをこんなにも見てくれていた。守っていたと思っていたアーシアが、本当はその逆で俺がアーシアに守られていたのかもしれない……。


　──俺の安らげるところを。


「だから、勇気を持ってください。イッセーさんならきっとだいじょうぶ。ここまでがんばってこれたイッセーさんなら、心の奥にある壁かべも突とつ破ぱできます」


　……アーシアにそう言われ、俺は顔を引きつらせて泣いちまっていた！　クソ！　これは心の汗あせだ！　慰なぐさめの一発を受けて心の汗が噴ふき出ただけだ！


　ぎゅっ。朱乃さんが背中からやさしく抱きしめてくれた。


「私もイッセーくんのことが大好きですわよ」


　俺の肩かたに顔を寄せて、そうつぶやいてくれた。


　小猫ちゃんも俺の顔を両手で挟はさんで笑顔で言う。


「……私もです。大好きです。もう、あの堕天使のことを気にしなくてもいいと思います」


「そうですわよ、同じ堕天使なら私がイッセーくんを幸せにしてあげますわ。だから、自信を持ってイッセーくん。あなたがリアスに一歩踏み込んでくれないと私が──」


　朱乃さんはそこまで言って、言葉を止めた。でも、呼応するかのようにアーシアも言う。


「私も──」


　言ってすぐにアーシアはハッと気づいて、頭を振ふった。


「いえ、そうです。皆、イッセーさんともっと仲良くなりたいんですから」


　…………。皆、やさしすぎるだろう……。


　氷ひよう解かいしていく──。


　アーシアの、朱乃さんの、小猫ちゃんの言葉が、俺のなかにこびりついていた何かを少しずつ融とかしていく。


　なんだろう、心の底が温かい……。いま三人からもらった言葉が、俺のなかにとけ込むように満たされていく。


「アーシア……。朱乃さん……。小猫ちゃん……。俺……俺……！」


　いまなら、レイナーレの呪じゆ縛ばくを振り払はらえそうな気がする。


　最後の最後でつっかえていたものが、いまなら取り除かれるような気がするんだ。


「私もお姉さまも朱乃さんも小猫ちゃんもゼノヴィアさんもイリナさんもロスヴァイセさんも、木場さんやギャスパーくんだって、皆、皆、イッセーさんのことが大好きだと思います。私や朱乃さん、小猫ちゃんの言っていること、信用できませんか……？」


　アーシア……。


　ありがとう、アーシア。俺のことを本当に見てくれていたんだな。幸せ者だ、俺は。こんなに良い子が俺とずっと一緒にいてくれるって約束してくれるんだから。


　それだけでも十分にレイナーレのことなんて振り払えたじゃないか！　なんで、そんなことすらも気づけなかったんだろうか……。


　俺は涙を振り払い、気を引き締しめた。


「ううん。ありがとう。皆が言うなら、本当だよな。アーシア、改めて約束しよう。──ずっと一緒だ。一万年後も一緒にいよう、アーシア。俺もアーシアが大好きだ」


「──っ！　は、はい！　ずっと一緒です！　私もイッセーさんが大好きです！」


　アーシアはそう言いながら涙をポロポロとこぼしていた。


「あら、私だってイッセーくんとずっと一緒ですわ」


　むにゅぅぅぅっと背中に胸を押しつけてきながら、朱乃さんが肩から顔を覗のぞかせる！


「私だって、先せん輩ぱいとずっとお付き合いします」


　小猫ちゃんも俺の腹部に軽いジャブを入れながら言ってきた。……若じやつ干かん、怒おこってませんか、小猫さま……？


「あ！　ゼノヴィア、ちょっと！」


「なんだ、イリナ？　イッセーは見つかったのか？」


　と、イリナとゼノヴィアが扉とびらから現れる！　俺を捜さがしていたのか？　ゼノヴィアは部屋の光景を目まの当たりにすると、一いつ瞬しゆん考え込んだあとに得心したようで手をポンと叩たたいた。


「おおっ、イッセーの取り合いか？　なんてことだ、こういうのは突とつ然ぜん始まるから油断ならないんだ。しかも裸はだかで押さえ込む日なんだな？　任せろ！」


　などと言うとゼノヴィアは、豪ごう快かいにバッと制服を脱ぬぎ出しながら俺のほうに──ッ！


「イリナ、おまえもこい。じゃないと取られるぞ、おまえの幼なじみが。というか、私が取る！」


「あわあわわあわわわ、さ、参戦するべきよね！　私はミカエルさまのＡエースで、天てん龍りゆうの子供を授さずかることでワンランク上のステージに行くの！　ていうか、私もイッセーくんの取り合いに参加しまーす！」


　ゼノヴィアに煽あおられたイリナが翼つばさを白黒点てん滅めつさせながら、こちらに迫せまってきた！


「お、おまえら！　だから、その無む駄だな行動力の速さを直せと言ってんだろうがぁぁぁぁぁぁっ！」


　五人の美少女に囲まれ、その上、その五人が突然総当たり戦を始めたものだから、俺もどうしたらいいのかわからなくなり……。


「イッセーさんは私と一緒にいるんです！」


「いいじゃないか、アーシア。少しぐらい」


「そうよ、平等にいきましょう、アーシアさん、ゼノヴィア！」


「あらあら、抜ぬけ駆がけが一番スリルがありますわよ？　ね、小猫ちゃん」


「……早い者勝ちという言葉もあります、朱乃さん」


　部屋の隅すみで女子同士のバトルを半笑いで眺ながめているしかできなかった。


　やっぱり、女の子ってわからない部分が多いよね。


　だけど──救われた、と思った。


　俺は眷属の女子たちの言葉に、気持ちに救われた。


　ずっと俺の心に巣くっていたレイナーレ。それが少しずつ少しずつ、軽くなっていく。


　まだ完全に消し去ることができなくても、さっきより、いままでよりずっと軽くなったのは本当だと思う。


　ありがとう、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん。それとゼノヴィア、イリナ。


　俺、勇気を持とうと思う。


　どんな結果になろうと、俺は自分の気持ちに一歩踏み込んでみるよ。


　それが部長の望む答えになるとは限らないかもしれない。


　それでも俺は──。いや、もともとそれは以前から思っていたことなんだ。


　俺はサイラオーグさんを倒たおしたら、必ずこの想おもいを──。


　俺の中でひとつの決心が定まり、運命の決戦も迫っていた──。







　Life.3　若手最強決定戦開始です！







　ゲーム当日──。


「すげーよな、本当に空に島が浮ういてんだから」


　俺は空中都市に続いているゴンドラのなかから上空に浮かぶ島を眺めていた。横ではアーシア、イリナ、ゼノヴィア、小こ猫ねこちゃん、ギャスパーと並んで窓から俺と同様に空を眺めていた。


　空に浮かぶ島、そこにある都市──アグレアス。島を浮かばせている動力は、旧魔ま王おうの時代に作られたものだというが、詳しよう細さいはアジュカ・ベルゼブブさまぐらいしかわからないらしい。よって、ここの深しん奥おう部の調整は現ベルゼブブ眷けん属ぞくがおこなっているようだ。


　空に浮かぶ島なんて珍めずらしすぎるよな。都市から地上に水が滝たきのように落ちていく。ひとつやふたつじゃなく、たくさん滝のように水が下に落ちていくんだ。幻げん想そう的てきだった。


　そりゃ、ついつい見ちまうよ。さすが悪魔の住む世界、冥めい界かいだ。ファンタジーすぎる！


　アガレス領にある空中都市。空に浮かぶ島の上に都市を造ったようだ。この辺一帯の空の流通を取り仕切るところでもあるらしい。さらに観光地でもある。


　都市への入り方は大きくわけて三つ。ひとつは魔ま方ほう陣じんでのジャンプ。これはＶＩＰクラスか、特別な行事のときしか行き来できない。重要な場所であり、世界遺産でもあるのでなるべく魔力での移動は許可しないようだ。


　まあ、良くないことを考える悪魔が悪さをしにくるかもしれないしな。


　ふたつめに飛行船などの空の乗り物だ。こちらがジャンプよりもメジャー。三つめは俺たちのように下の乗り場から、都市から伸のびるロープを伝ってゴンドラで上がっていく方法。


　俺たちはこの三つめの手段を選んだ。ゴンドラからの眺めを知っている部長が一言漏もらしたことから、皆みんなが「乗りたい！」と言ったためだ。


　そんなわけで俺たちはゴンドラからの雄ゆう大だいな風景を眺めながら上を目指していた。


　いやー、快晴だ！　試合をするには良い日だぜ！　てか、あの空中都市の上でバトルをするのか……。落ちないように気をつけないとな。場外で失格なんてことになったら目も当てられないぜ。


「実はな、今回のゲーム会場設定は上の連中がもめたらしくてな」


　──と、空を眺めながらアザゼル先生が言った。全員の視線が先生に集中する。


「もめた？　会場の……決定にですか？」


　俺の問いに先生はうなずく。


「現魔王派の上役はグレモリー領か魔王領での開かい催さいを望んだ。ところが、ここに血筋を重んじるバアル派がバアル領での開催を訴うつたえてな。なかなかの泥どろ仕じ合あいになったそうだ」


　──っ。


　そ、そんなことがあったのか……。先生が続ける。


「現魔王は世せ襲しゆうじゃないからな。家いえ柄がら、血筋重視の上級悪魔にとっちゃ、大王バアル家ってのは魔王以上に名のある重要なファクターなんだよ。元七十二柱の一位だからな」


「旧魔王に荷か担たんしてた悪魔たちも過去にそんなことを言って悪魔内部でもめたんですよね？　なんで同じようなことするんだろう……」


　俺がそう訊きくと先生は手でジェスチャーを入れながら嘆たん息そくする。


「あれはあれ、これはこれ、ってな。大人ってのは人間界でも冥界でも難しい生き物なんだよ。体裁、趣おもむき、まあ、いまだ貴族社会が幅はばを利きかせてる悪魔業界じゃいろいろとあるわな」


「……それで結局アガレス領……」


　小猫ちゃんがぼそりとつぶやく。先生がうなずいた。


「ああ、大公アガレスは魔王と大王の間を取り持ったって話だ。中間管理職、魔王の代行、大公アガレス。時代は変われど、毎度苦労する家だぜ」


　俺の脳内であのメガネの次期当主さんが思いだされた。俺らと同世代だから、将来的に関かかわりを持ちそうなのはあのヒトだよね……。何か起こるたびに小言とか言われそう。


「……僕たちのゲームは魔王ルシファーと大王バアルの代理戦争ということになるのだろうか」


　木き場ばが目を細めてそう言った。


　先生もあごをさすりながら答える。


「ま、そういう風に見る連中も多い。おっぱいドラゴン＆スイッチ姫ひめVS若手最強サイラオーグってのは表向き、一いつ般ぱん人じんを注目させる煽り文句。裏じゃ、政治家連中があーだこーだと見守ってんだろうな」


　……政治か。そういうのがこのゲームの裏側でうごめいているのかよ。


「めんどくさいっスね。俺らは俺らの野望があって臨のぞんでいるのに……」


　俺がそう言うと、先生が苦笑いする。


「おまえたちはそれでいい。それで十分だ。仮におまえたちが負けたとしても政治的にサーゼクスが不利になるなんてことはないさ。ただ、大王家の連中が少しあまい汁しるを吸うだけのこと。それとサイラオーグのうしろについた奴やつらもいい思いするかな」


「サイラオーグさんのうしろに政治家、ですか」


「体一つでここまでのし上がってきたあの男が、今いま更さら政治家の意見に左右されはしないだろうがな。ただ、あいつ自身、上を目指すためのパイプ作りとして関係を持っているんだろう」


　大きな夢を、野望を叶かなえるには政まつりごとにも関かん与よしなきゃってことか。考えてみりゃ、俺たちもサーゼクスさまやレヴィアタンさまと面識があるしな。


　あちら側にとってみると、こちらも政治と関わりがあるように見えてしまうのだろうか？　何せ魔王だもんな……。


　でも、納なつ得とくできないものもある。


「……家の特色を得られずに苦労したサイラオーグさんを利用する上級悪魔たち、か」


　俺がぼそりとそうつぶやく。話ではサイラオーグさんを一度捨てたのは、あちら側の大本だと思われるバアル家現当主だ。サイラオーグさんの周囲にいるお偉えらいさんもそれに関係する者たちなんだろうな。


　今更、群がってきたわけだ。──サイラオーグさんの力に。


　先生はため息を吐ついた。


「複雑だろうが、それでいいんだよ。苦労した分、やっと注目されたと思ってやればいいじゃないか。どんな理由があろうと名のある者に認められることはひとつの成果だ。あとは結果しだいだが……。おまえたちはあいつのことを気にせず全力でいけ。自分の目的を果たすためにがむしゃらに行かないと奴には勝てん」


　わかってますよ、先生。サイラオーグさんのことまで考える余よ裕ゆうなんて俺たちにはないんだ。これは試合。俺たちは勝って夢に繫つなげるために臨むんだ。


「でも、大王派はサイラオーグ・バアルの夢を容よう認にんするのでしょうか？　彼は能力さえあれば身分を超こえて、どんな夢でも叶えられる冥界を望んでいるんですよね？」


　木場が先生にそう訊く。確かに、バアル派はサイラオーグさんの夢を容認した上で、あのヒトと接せつ触しよくしているのだろうか？


「……元一位とか家柄にこだわる大王派が容認すると思うか？　あくまで表向きに協力すると言って、裏じゃ蔑さげすんでいるんだろうさ。奴らが欲ほしいのは現魔王に一いつ矢し報むくいるための駒こま。奴らにとってみればサイラオーグの夢はそれに心しん酔すいする者を集め、それを後押しする自分たちを支持してもらう政治道具だ。サイラオーグもそれは認識しているだろう。それでもひとつでも上へ向かえるならとパイプを繫げたんだろうな。純じゆん粋すいで我が慢まん強づよい男だ」


　先生はそう答えた。……酷ひどい話だ。でも、サイラオーグさんは夢を叶えるためにあえてそれを呑のんだ。……その心中は計り知れない。


　あ、ひとつ疑問が浮かんだ。俺はそれを口にする。


「今更ですが、このゲーム、テロリスト──英えい雄ゆう派に狙ねらわれるなんてことは？」


「あるだろうな。これだけ注目されているし、会場には業界の上役が多数そろう。狙うならここだ。あいつらにとっちゃ、お祭まつり騒さわぎに自じ慢まんの禁手バランス・ブレイカー使いを投入することは大きな行動になるだろう。いちおう、警けい戒かいレベルを最大にして会場を囲んでいるんだがな。ま、杞き憂ゆうに終わるかもしれん」


　平然と答える先生。確率があるのかよ！　でも、杞憂に終わる？


「どうしてそう言い切れますの？」


　朱あけ乃のさんが先生に訊く。先生が頰ほおをかいた。


「……ヴァーリから、個人的な連れん絡らくが届いてな」


『──っ！』


　俺を含ふくめて驚おどろく一同！　当然だ！　まさかここでその名前が出てくるなんてさ！


「ヴァーリ？　あいつからですか」


　そう俺が問う。


「ああ、野や郎ろう、短くこう伝えてきやがった。『あのバアル家のサイラオーグとグレモリー眷属の大事な試合だ。俺も注目している。兵ひよう藤どう一いつ誠せいの邪じや魔まはさせないさ』──だとさ。愛されてんな、イッセー」


「や、やめてくださいよ！　気持ち悪い！」


　あ、あの野郎、そんなことを言ってきたのか！　ったく、ライバルが強くなるのを観察してるって感じか！　あいつめ、相変わらずの上から目線！　でも、ヴァーリがそう言ってくれると自然と心強いと思ってしまうのは、俺があいつの実力を認めている証しよう拠こなんだろうな。クソ！　なんだか、それが妙みように悔くやしいぞ！


　悔しがる俺をほっといて先生が続ける。


「どちらにしてもあいつがそう言ってきた以上、曹そう操そう側にけん制をしているのは確かかもしれない。あちらもヴァーリチームと相対してまでこの会場潰つぶしなんてしやしないだろうからな。あの伝説級のバケモノが集まる白はく龍りゆう皇こうチームが相手じゃ大きく犠ぎ牲せいが出る。そんなもの、得でもないからやらない確率が高い」


　……そっか、そういう見方もあるわけか。


「……ヴァーリに守られてるってことかな」


　腑ふに落おちないながらも安心して試合ができるってことで安あん堵どする俺。


　先生が窓から風景を見やりながら言う。


「もともと曹操はここを狙っていないってことも考えられるさ。隙すきを狙われる可能性もあるから他の勢力も自分の陣じん地ちを警戒してるってところだ」


　いまだ真の平和は遠いってことか。


　もともと奴らとの戦いは長くなりそうかもって話だったもんな。


　……俺の、俺たちの夢を叶えるためのハードルは多いようだ。


　そんなこんなを思っているうちにゴンドラは空中都市にたどり着いたのだった──。








　ゴンドラから下りた俺たちを出で迎むかえてくれたのは、入り待ちのファンとマスコミの大群だった。ゴンドラから出た早々にフラッシュと歓かん声せいに包まれ、多数のスタッフとボディガードの誘ゆう導どうのもと、表に用意されていたリムジンに乗り込んだ。


「お待ちしておりましたわ」


　リムジンのなかで待機していたのはレイヴェルだった。先に空中都市アグレアスに来て、準備を進めてくれていた。この子、本当によくできているわ。


　……すごい人ひと混ごみだった。改めて思うけど、俺たちってこんなに人気なんだな……。


　リムジンの車窓からうしろを見やると──マスコミの車らしいものが追ってきていた！


「……おまえたち、そろそろ個別にマネージャーつけろ。特にリアスとイッセーは必ずな。今回の試合、勝っても負けても認知度は上がる。日が経たてば落ち着くだろうが、それでもしばらくは冥めい界かいに来るたびにこんな調子だろう。あー、そうだな、レイヴェル、おまえがイッセーのマネージャーをしたらどうだ？　こいつに付けば勉強になるぞ、スケベだがな」


　いやらしい顔でそう言う先生。


　スパン！　その頭部をハリセンで叩たたく朱乃さん！


「な、何するんだ、朱乃！」


　涙なみだ目めで訴える先生だが、朱乃さんはニコニコフェイスに妙な迫はく力りよくを持たせて言った。


「うふふ、ちょっとデリケートな時期でもあるんで、そういうのは控ひかえてくださいな。ね、部長？」


　朱乃さんが部長にウインクした。


「…………」


　部長は口を尖とがらせて恥はずかしそうに頰を赤く染める。レイヴェルも空気を察したのか、特に反応を返さなかった。


　部長の機き嫌げんはだいぶ良くなっている。ちょっとまだ俺との会話にギクシャク感があるけど、突つっ返かえしてくるほどじゃない。


　どうやら、先日の一件で朱乃さんをはじめとした女性陣じんで部長を慰なぐさめてあげたようだ。


　そのおかげか、部長はかなり気を取り直している。……お、俺に関することなんだろうけど、朱乃さんたちはどんなことを言って慰めたんだろうか？


　ま、まあ、そこは深く追及するのはよそう。試合前だし、機嫌が直ってくれたなら、ゲームにも臨のぞめるだろう。


　しかし、マネージャーか。そんなのも必要なんだな。考えたことすらなかったぞ。


　レイヴェルがマネージャーか……。眷けん属ぞく全体のスケジュールはグレイフィアさんが持ってくれているけど、俺単体となると話はまた別か。


　同じ眷属にそれを任せるわけにもいかないし、他の悪魔関係となるとレイヴェルぐらいしか挙がらないな。


　そんな風に考えているうちに、リムジンは都市部を走り、会場となる巨きよ大だいなドームを目前にしていた。





　　　　─○●○─





　空中都市に数あま多た存在する娯ご楽らく施し設せつ。そのなかで各種競技、アーティストの公演を主にした巨大なドーム会場があった。


　アグレアス・ドーム。俺たちはそのドーム会場の横にある高層高級ホテルに移動していた。


　……豪ごう華か絢けん爛らんな造りだ。悪魔になってから、こういう高級な場所にばかり足を運んでいるな。これも上級悪魔グレモリーの眷属になったからこそか。


　広いロビー、きんぴかなフロア。天てん井じようにはでっかいシャンデリア。それでもやっぱりグレモリーのお屋や敷しきのほうがすごく感じる。ま、城だもんな、あそこ。


　ボーイさんに連れられて、俺たちの専用ルームまで案内される。試合は夜だ。まだ時間があった。開始時間までそこで待機となる。


　通路を進んでいるときだった。


　通路の向こう側から、不ふ穏おんな雰ふん囲い気きと肌はだにピリピリと刺さすような冷たいオーラを放ちながら歩いてくる集団があった。


　顔が見えないぐらいにフードを深く被かぶり、足あし下もとすら見えないほど長いローブを着込んだ不気味な雰囲気の集団。


　その集団の中央には司祭の服らしきものを着込んだ……って、なんだ、ありゃ……。


　俺は集団の中央にいる者の顔を見て絶句した。


　──骸がい骨こつだ。


　骸骨が司祭の着るような祭服に身を包んでいた。頭部には司祭が被る帽ぼう子し。ミトラって名めい称しようの帽子だったっけか。手には杖つえも携たずさえている。


　骸骨司祭は俺たちを眼前にして足を止めた。


　目玉のない眼がん孔こうの奥を光らせる。


《これはこれは紅べに髪がみのグレモリーではないか。そして、堕だ天てん使しの総そう督とく》


　その声は口から発せられたものではなかった。……どこから？　俺たちに魔法みたいなもので言葉を飛ばしているのか？


　骸骨司祭の声を聞き、先生は皮肉そうに笑えんだ。


「これは、冥界下層──地じ獄ごくの底こと冥府に住まう、死を司つかさどる神ハーデス殿どの。死神グリムリツパーをそんなに引き連れて上に上がってきましたか。しかし、悪魔と堕天使を何よりも嫌きらうあなたが来るとはな」


　……冥府の神……ハーデス!?　この骸骨、神さまか！　だから、こんなにピリピリとしたオーラを放っているのか……。


《ファファファ……、言うてくれるものだな、カラスめが。最近上で何かとうるさいのでな、視察をとな》


「骸骨ジジイ、ギリシャ側のなかであんただけが勢力間の協定に否定的なようだな」


《だとしたらどうする？　この年寄りもロキのように屠ほふるか？》


　そのやり取りのあと、骸骨──ハーデスを囲むローブの集団が殺意を放ってくれる。


　……ここでやる気か？　カンベンしてくれよ、大事な試合前なんだぞ！


　アザゼル先生は頭を振ふり、嘆たん息そくした。


「オーディンのエロジジイのように寛かん容ようになれって話だ。黒い噂うわさが絶えないんだよ、あんたの周囲は」


《ファファファ……、カラスとコウモリの群れが上でピーチクと鳴いておるとな、私も防音対策をしたくもなる》


　すごい敵視した蔑さげすみだ。カラスって堕天使のことか？　じゃあ、コウモリは悪魔ってことだよな……。


　その骸骨が視線を──俺に移した!?　お、俺!?　眼孔が光る。


《赤い龍ウエルシユ・ドラゴンか。白い龍バニシング・ドラゴンと共に地獄の底で暴れ回っていた頃ころが懐なつかしい限りだ……》


　……知ってるのか。どうなんだ、ドライグ？


『むかし、ちょっとな』


　そっか、ちょっと何かあったのか。……現赤せき龍りゆう帝ていの俺にまで及およびそうな恨うらみ辛つらみじゃないよな……？　相手が骸骨だとマジで呪のろわれそうで怖こわいよ。


《まあよいわ。今日は楽しみとさせてもらおうか。せいぜい死なぬようにな。今こ宵よいは貴様たちの魂たましいを連れにきたわけではないんでな》


　それだけ言い残し、骸骨──ハーデスは俺たちのもとを通り過ぎていく。


　俺は額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、息を吐はいた。見れば他のメンバーも緊きん張ちようしていたようで、張はり詰つめていたものを解いていた。


「……北ほく欧おう時代に先せん輩ぱいのヴァルキリーからハーデスさまの話を聞いてはいましたが……魂をつかまれているような感覚は生きた心地ここちがしませんね」


　と、ロスヴァイセさんがつぶやく。


　そう、その感覚だ！　体の内面──魂まで見み透すかされているような感じ！　なるほど、死を司るってそういうことも含ふくまれているのかな……？


「……こ、怖……。す、すごいプレッシャーだったんですけど、あの骸骨さん……」


　俺がそう言うと先生も堅かた苦くるしかったのか、首をコキコキと鳴らせていた。


「そりゃな。各勢力の主要陣のなかでもトップクラスの実力者だからな」


「……先生よりも強いんですか？」


「俺より強いよ、あの骸骨ジジイは……。絶対に敵対するなよ、おまえら。ハーデス自身もそうだが、奴やつの周囲にいる死神グリムリツパーどもは不気味だ」


　マジか！　先生やサーゼクスさまよりも強いって相当じゃないか！　しかも付き人が死神って、どんだけ！　怖すぎるよ！


　俺のなかで二度と絶対に近寄りたくない存在、トップに君臨したぞ。


「悪い神さまってことか……」


　俺がそうつぶやくと先生は首を横に振る。


「いや、単に悪魔と堕天使……というよりも他の神話に属するものが嫌いなんだろうな。人間には平常通りに接する神だよ。冥府には必要な存在だ。俺は嫌いだがね」


　あら、ハッキリと嫌いと言ったよ。俺も苦手だ。完全に悪魔を見る目が敵対意識満々だったしさ。


　怖い遭そう遇ぐうに息を吐いたあと、今度は豪ごう快かいな笑い声が通路に響ひびき渡わたった。


「デハハハハハ！　来たぞ、アザゼルゥッ！」


「こちらも来たぞ、アザゼルめが！　ガハハハハハ！」


　体格の良いひげ面づらのおっさん二人が駆かけ寄よってきて、先生にまとわりついた。


　先生も半眼で嘆息していた。


「……来たな、ゼウスのオヤジにポセイドンのオヤジ……。こっちは相変わらずの暑苦しさ全開だな。ハーデスの野や郎ろうもこの二人ぐらい豪快でわかりやすかったらいいのによ」


　ゼウスにポセイドン！　上じよう半はん身しん裸はだかのヒゲオヤジ──ポセイドンさまのほうは以前、ちょっとした件でお会いしたことがあったけど、そっちの王おう冠かんにトーガという出いで立たちのヒゲオヤジは初めてだ。そうか、こちらが伝説のゼウスさま……！


　すんごい神さまがホテルの通路を走ってきたよ！　すごい光景だな、おい！


　お二方ともアザゼル先生を知っているようで、いじりまわしていた。


「嫁よめを取らんのか、アザ坊ぼう！　いつまでも独り身も寂さびしかろう！」


「紹しよう介かいしてやらんでもないぞ！　海の女はいいのがたくさんだぁぁぁぁっ！　ガハハハハハハハハッ！」


「あー、余計な心配しなくていいって……」


　先生が押されてる！　初めて見るな。へー、あの先生も頭が上がらない神さまっているんだな！　同じギリシャの神さまでもさっきのハーデスとは正反対のフレンドリーさだ。


「来たぞ、おまえたち」


　今度は聞き覚えのある声。振り返ればそこには小さなチビドラゴンが宙に浮ういている。


　チビドラゴンに知り合いはいないけど、声から察するに──。


「その声、タンニーンのおっさんか！　ちっちゃくなっちゃって！」


「ハハハ、もとのままだと何かと不便でな。こういう行事のときはたいていこの格好だ」


　こんなに小さくなれるんだ！　かわいいな！　アーシアの使い魔のチビドラゴンみたいだ。


　おっさんが俺たちを見み渡わたすように言う。


「相手は若手最強と称しようされる男だが、おまえたちが劣おとっているとは思っていない。存分にぶつかってこい」


「もちろんさ！　俺たちの勝利を見届けてくれよ！」


　自信満々に返す俺。こういうところで知り合いに会うとテンション上がるな！　今日は応おう援えんしてくれるみたいだし、戦いがいがあるぜ。


「あっ！　オーディンさま！」


　ロスヴァイセさんが素すっ頓とん狂きような声をあげる。ロスヴァイセさんが指を向ける方向には──オーディンのじいさんの姿が！


　オーディンのじいさんはロスヴァイセさんの姿を確かく認にんするや、「これはマズい！」と叫さけんでその場から走り去っていく！


　それを見てロスヴァイセさんが吼ほえた！


「ここで会ったが百年目！　まてぇぇぇぇぇっ、このクソジジイィィィィッ！　その隣となりにいる新しいヴァルキリーはなんなのよぉぉぉぉぉっ！」


　ヴァルキリーの鎧よろい姿と化したロスヴァイセさんは、逃にげ去さるオーディンのじいさんを追いかけていってしまった。


「……イッセー、祐ゆう斗と、ゼノヴィア、お願い、ロスヴァイセを止めてきて」


　嘆息しながら部長がそう言った。


　試合目前だというのに、ホテルは予想以上の賑にぎわいを見せていた。








　専用の待機部屋に案内された俺たち。


　そこは部屋というよりは広いフロアであり、休きゆう憩けいできるテーブル一式（お茶、お菓か子し付き）から、体を動かすためのトレーニング器具までずらりとそろっていた。


　なんでもござれ空間だな。体を使うメンバーは俺を含めて、ジャージに着き替がえて軽い調整を始めていた。


　いまのうちに体を動かしておかないと、いざってときに力を発揮できなくなっちまう。ゲームまではあと六時間ぐらいか。昼も済ませたし、あとの時間は軽めの調整とリラックスに使ったほうがいいな。


　俺がそう考えながら軽めのダッシュをしていたときだった。


「邪じや魔まをする」


　入室してくる男性が一人。見覚えのある人物だった！　ていうか！


「ライザー！」


「お兄さま！」


　その男の登場に素っ頓狂な声をあげる部長とレイヴェル。


　そう、その男はライザー・フェニックスだった。


「よー、来てやったぜ。レイヴェルも元気そうじゃないか」


　言うなり、ライザーはフロアの椅い子すに座る。


　ライザーも会場に来ていたのか。俺たちの戦いを観戦するためだろう。すっかり、復調しやがってさ。一時期は俺にやられたショックで引きこもっていたのに。


　俺たちの様子見に来たのかな？　怪け訝げんに思う俺。他のメンバーも同様だった。


　朱乃さんがライザーにお茶を淹いれる。ライザーはカップに口をつけたあと言った。


「試合について、少し話そうと思ってな。今日のゲームはプロの好カードと同じぐらい注目を集めている。実質、おおまかな流れはプロの試合と同じだろう。観客も席を埋うめ尽つくす勢いだ。そのなかでおまえたちは戦うことになる。実戦とは違ちがうエンターテイメント性を強く感じて戸と惑まどうこともあるかもしれない。だが、これだけの大おお舞ぶ台たいだ。力を発揮すればそれだけ評価に繫つながる。リアス、ここがひとつの正念場だぞ？」


　ライザーが真ま面じ目めに語っていた。てっきり、冷やかしのひとつでも言いに来たのかと思ったが、逆だった。プロとして、先人としての意見を俺たちに向けてくれていた。


　ライザーに言われ、部長は……目を細める。


「……私はソーナほど戦いくさの組み立て方がうまいわけでもないし、サイラオーグほどのパワーもないわ。けれど、眷けん属ぞくに恵めぐまれているのはわかっているの。だから、この子たちをうまく導けないかもしれない自分の力量不足が腹立たしいわ……」


　部長はそう告白する。


　……部長、そんなことを考えていたんですか。そうだよな、部長も一人の女の子だ。


　気き丈じように振る舞まっていても不安を抱かかえてゲームに臨のぞもうとしていたに違いない。


　部長の言葉を聞き、ライザーが言う。


「戦術と自分の力は経験を積み、俺が嫌きらいな『努力』ってやつも重ねればある程度のものまでは得られるだろう。だがな、リアス。巡めぐり合あい──良い人材を引き寄せる才能だけは別だ。ここにいる連中はおまえの持つ巡り合いの良さで集まった眷属だと思うぞ？」


「けれど、ドラゴン──赤龍帝であるイッセーが引き寄せた部分も強いと思うわ」


「赤龍帝と出会ったのはおまえの運命だ。おまえが持つ、引き寄せる何かが赤龍帝と巡り合わせた。だから出会った。その後、ドラゴンの特性が他の奴らを呼び寄せたとしても、その赤龍帝と出会い、眷属にしたのはおまえだ」


　ライザーは真まっ直すぐに部長に向かって言った。


「自信を持てリアス。こいつら、おまえの財産だ」


　──っ。


　ライザー……。良いこと言うじゃねぇか！　感動しちゃったよ！　ただのワル風なイケメンじゃなかったんだな！


　ライザーは自分の言ったことに恥はずかしくなったのか、頰ほおをかきながら続ける。


「プロやってる俺が保証してやるよ。おまえたちはすでにプロ級だ。ていうよりもトップに食い込めるだけの人材がそろってる。俺たちと再戦してもこっちがボロ負けしそうだ。まあ、それはバアルのほうも一いつ緒しよだけどな。あっちも強い。ったく、今期に限って若手は豊富でいいもんだぜ」


　それだけ言うと席を立ち、この場を立ち去ろうとした。


「リアス、いちおう応援している。──勝てよ」


　ライザーの激げき励れいに部長は晴れやかな表情でうなずいていた。


「ええ、もちろんよ」


　部長、またひとつ憑つきものが落ちたような感じだ。『王キング』ってのはいろんなことを抱えて、悩なやんでいかないといけないんだな……。


　眷属全員分の運命を背負い、導いていかないといけない──。


　それが上級悪魔ってものか……。


「赤龍帝」


　ライザーが俺を呼ぶ。ライザーは握にぎり拳こぶしを作り、俺に向けた。


「おまえの拳……。忘れられない一いち撃げきだった。あれは、あのパンチはゲームで上を目指せる一発だ。──早く来いよ、俺と同じ土俵にな。おまえなら来れるだろう？　そこで再戦しようぜ。プロの世界でプロの本当の怖こわさを教えてやる」


「……は、はい！　もちろんっスよ！　絶対にあんたともう一度ゲームで戦って、正式に勝ちますから！」


　俺の本音だ。ライザーとはきちんとゲームで再戦して、借りを返したい！


　ライザーの視線が妹のレイヴェルに移る。


「それと、レイヴェルを頼たのむ。リアスに負けずのわがままっぷりだがな。これでも一いち途ずなんだ。泣かしたら燃やすぞ？」


「よ、余計なお世話ですわ！」


　レイヴェルが顔を真っ赤にして返していた。


　それだけ確認するとライザーは「俺も焼きが回ったもんだ」と自じ嘲ちようしながら、退室していく。


　ライザー……。わざわざ俺たちを激励するために……。


　ありがとうございます。おかげで俺たち、またひとつ気合が入った状態でゲームに参戦できそうだ。


　心中で礼を述べる俺だが──扉とびらが再び開き、ライザーがまた現れた。


「そうだ、言い忘れてた。赤龍帝、さっきサーゼクスさまからおまえを呼ぶよう言こと付づけを託たくされてな。ＶＩＰルームのほうに顔を出してくれってよ。見せたいものがあるそうだ」


　……サーゼクスさまが？


　俺は首を傾かしげながらもＶＩＰルームのあるほうへ単身赴おもむくこととなった。





　　　　─○●○─





　というわけで、俺はサーゼクスさまがいるというＶＩＰルームへと入室していた。


　豪ごう華かな家財道具がそろうお部屋だ。広いし、煌きらびやかだった。


「悪いね、イッセーくん。試合前に呼びだしてしまって」


　サーゼクスさまが朗ほがらかに迎むかえ入れてくださる。


「いいえ。それで、俺に見せたいものってなんでしょうか？」


「うむ、キミの熱ねつ烈れつなファンがいいものを送ってくれたのだよ。それをぜひ見てもらおうと思ってね」


　サーゼクスさまはテーブルの上に置いてある円えん盤ばんを取りだし、テレビ備え付けの再生機器らしきものに入れていく。


「ディスク？　ビデオか何かですか？」


　俺がそう訊きくと、モニターをつけながらサーゼクスさまがうなずかれる。


「そう、ビデオレターだ」


　モニターに映しだされたのは俺の禁手バランス・ブレイカー状態を模した人形を手にした男の子の映像だった。ホームビデオだった。


　カメラに向かって、男の子は勇気を持って口を開く。


『おっぱいドラゴン、こんにちは。ぼくはおっぱいドラゴンがだいすきです。うたもうたえます。こんどのゲーム、ドームにいけないけど、おうちでおうえんしてます。だから、ゲームでかってね』


　──っ。


　これは、応おう援えんのビデオレター……。


　映像が切きり替かわり、今度は家のなかでくるくると踊おどる幼い兄妹きようだいが映しだされる。


『おっぱいドラゴン！　かってね！　ずむずむいやーん！』


『おっぴゃい！』


　今度の映像は両親と共に映る子供のもの。俺とスイッチ姫ひめの人形を手に持っていた。


『おっぱいドラゴンとスイッチひめをおうえんしてます。そっちにいけないけど、ずっとずっとおうえんしてます』


　……子供たちからの応援のビデオレターだった。


　映像が何度も切り替わって、たくさんの子供たちが俺に応援のメッセージを届けてくれていた。こみ上げてくるものがあった。


　俺のことを……こんなにも思ってくれる子供たちがいる……。


「今日、冥めい界かい全土に生なま中ちゆう継けいで試合の内容が放送される。テレビの前で──多くの子供たちがキミたちを見ているんだ」


　サーゼクスさまが奥にある段ボール箱を取りだすと、ふたを開けて俺に渡わたしてきた。


　……拙つたない悪魔文字で書かれた、俺への子供たちからのファンレターだった。そのどれにも決して上手とは言えない俺の似顔絵イラストが手紙いっぱいに一生懸けん命めい描えがかれていた。


　……どれもこれもが心のこもった、世界に唯ゆい一いつのファンレターだ。


　ファンレターを持つ俺の手がうれしさで震ふるえるなか、サーゼクスさまは言った。


「この子たちは……冥界の未来だ。今日の試合、大人の政治が絡からむ部分もある。──だが、そんなことはキミたちが一いつ切さい気にする必要なんてない。だからイッセーくんにお願いをしたい。自分たちの夢のために戦うキミに、少しでもいい、この子たちのためにも戦ってくれないだろうか？　私の勝手な願いだと思っている。それでもお願いだ。この子たちの夢も守ってほしいのだ」


　──この子たちの夢を守るため。


　そうだったんだな。そういうことでもあるんだ、今日のゲームは。


「わかってますよ。俺、おっぱいドラゴンですもんね」


　俺は兵藤一誠。現赤龍帝。


　そして、乳ちち龍りゆう帝ていで、おっぱいドラゴンなんだ──。


　俺、たくさんの想おもいを背負って今日戦うんだな。


　ライザー戦やシトリー戦のときとはまったく違う気持ちで臨まねばならない。


　俺のため、部長のため、仲間のため、俺を応援する子供たちのため──。


　行こうぜ、ドライグ。


　やることは多いがよ、果たしたいことはシンプルだ。


『ああ、わかっているさ、相棒』


　ゲームを制して、すべての想いに応こたえる！





　　　　─○●○─





　ゲームの開始時間を目前にして、俺たちはドーム会場の入場ゲートに続く通路でそのときを待っていた。ゲートの向こうから会場の熱気と明かりが差し込んできていた。同時に観客の入り乱れた声も聞こえてくる。


　俺たちの戦せん闘とう服ふくはおなじみの駒く王おう学がく園えんの制服。けど、いつもの制服とはわけが違ちがう。


　ゲームのために用意した特別仕様。耐たい熱ねつ、耐たい寒かん、防ぼう弾だん、魔力防ぼう御ぎよ、などなど、あらゆる面で防御力を高めた作りだ。


　まあ、すんごく防御力が上がるわけでもないが、普ふ通つうの制服よりは遥はるかにマシなユニフォームだ。


　ゼノヴィアはいつもの自前の戦闘服だけどね。作りは俺たちの制服と同じようになっているが。


　ロスヴァイセさんも鎧よろい姿。そちらのほうが落ち着くらしい。


　アーシアもシスター服。アーシアの勝負服だな。こちらも防御力を上げている。


　それぞれのリラックス方法でギリギリまで待機するなか、部長が重い口を開いた。


「……皆みんな、これから始まるのは実戦ではないわ。レーティングゲームよ。けれど、実戦にも等しい重さと空気があるわ。ヒトが見ているなかでの戦いだけれど、臆おくしないように気をつけてちょうだいね」


『さあ、いよいよ世紀の一戦が始まります！　東口ゲートからサイラオーグ・バアルチームの入場ですッッ！』


「「「「「「「わぁぁぁぁぁああああああああああああああああぁぁぁっ！」」」」」」」


　こちらにまでビリビリと伝わってくる声せい援えん、歓かん声せい。バアル眷けん属ぞくの入場にドーム会場は大きく震えた。


「……緊きん張ちようしますぅぅぅぅっ！」


「……だいじょうぶ、皆、かぼちゃだと思えばいいってよく言うから」


　緊張するギャスパーと落ち着いた小猫ちゃんのやり取り。らしい会話だ。


「ゼノヴィアさん、イリナさんがグレモリー側の応援席で応援団長をやっているって本当なのですか？」


「ああ、アーシア。そのようだぞ。なんでもおっぱいドラゴンのファン専用の一画で応援のお姉さんをすると言っていた」


　などというアーシアとゼノヴィアの会話が聞こえてくる。……そうか、イリナはそういうポジションで今日参加しているのね。レイヴェルもおっぱいドラゴンのファン席側に席が取れたと言っていたから、くしくも二人は同じ場所にいるんだろうな。


『そしていよいよ、西口ゲートからリアス・グレモリーチームの入場ですッッ！』


　──っ！


　ついにアナウンスされた。


「「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉっ！」」」」」」」


　すでに観客もヒートアップしてる。


　……緊張する！　バクバクと心臓が高鳴った。皆も気持ちを切り替えて、表情を厳しくしていた。


　部長が皆を見み渡わたして一言だけ言った。


「ここまで私についてきてくれてありがとう。──さあ、いきましょう、私の眷属たち。勝ちましょう！」


「「「「「「「「はいッ！」」」」」」」」


　返事をする俺たち。そして、ついにゲートを潜くぐった──。








　大歓声のなか、俺たちが目まの当たりにしたのは──広大な楕だ円えん形けいの会場の上空に浮うくふたつの浮うき島しまだった。……だだっ広いフィールドの宙に浮く巨きよ大だいな岩と表現したほうがいいんだろうか。


　フィールドに浮く岩のひとつにバアル眷属がそろっていた。


『さあ、グレモリーチームの皆みなさんもあの陣じん地ちへお上がりください』


　アナウンスがそう促うながす。


　あの上が陣地……？　岩の陣地に繫つながるのは長い螺ら旋せんの階段のみだ。俺たちもバアル眷属同様に階段を上がって、岩の上にたどり着いた。


　遠くにバアル眷属が見える。……まさか、このフィールド全体を使った空中大決戦とかないよね？　フィールドを縦横無む尽じんに飛び回って、浮島な陣地を先に落としたほうが勝ちとか？


　陣地には椅い子すが人数分と、謎なぞの台がひとつだけ。あとは一段高いところに設けられた移動式の魔ま方ほう陣じんらしきもの。


　遠目に見やると、あちらの陣地も同様のようだ。


　下に視線を向けても、眼下に広がるのは陸上競技用のトラックなどしかない。……ここから下に下りて走り込みで勝負をつけるわけでもないだろうし……。


　うーん、いったい今夜のゲームはどんな方式でおこなわれるんだ？


　なんてことを、首をひねりながら考えていた俺の耳に男性のアナウンスが届く。


　会場に設置された超ちよう巨大モニターに映り込むイヤホンマイクを耳につけたど派手な格好の男性！


『ごきげんよう、皆さま！　今夜の実じつ況きようは私、元七十二柱ガミジン家のナウド・ガミジンがお送り致いたします！』


　大歓声に沸わく会場！　実況付きなのか！　すげーな！　これがプロ仕様のゲーム？


『今夜のゲームを取り仕切る審判アービター役にはリュディガー・ローゼンクロイツ！』


　宙に魔方陣が出現した。魔方陣から銀色の長ちよう髪はつに正装という出いで立たちのイケメンが現れる！　こちらも女性を中心に凄すさまじい歓声が！


「……リュディガー・ローゼンクロイツ。元人間の転生悪魔にして、最上級悪魔。しかもランキング七位……」


　小猫ちゃんがぼそりとそうつぶやく。


　──ッ！　元人間の転生悪魔！　転生悪魔でありながら、最上級悪魔の上に、レーティングゲームの現役トップランカーってことか！　しかも一ひと桁けた台の七位！　人間からの転生者で最上級悪魔のトップランカーだなんて！　上を目指す俺はすごく憧あこがれちゃうぜ！


　って、そのヒトが俺たちのゲームの審判アービターだなんて、どんだけ豪ごう華かなんだ!?


「でも、グレイフィアさんじゃないんだな」


　俺がそうつぶやいた。俺たちが参加するゲームでは、今までグレイフィアさんが審判アービターをしてくれてたからさ。


「大王家が納なつ得とくするわけありませんわね。グレイフィアさまはグレモリー側ですから」


　朱乃さんが淡たん々たんと言った。


　……言われてみればそうだよな。グレイフィアさんはサーゼクスさまの『女王クイーン』。家いえ柄がら重視の大王派にとってみれば目め障ざわりな存在なのかもしれない。グレイフィアさんが不正をするわけないけど、そういうところを大王側の上役は突つっついてきそうだ。


『そして、特別ゲスト！　解説として堕だ天てん使しの総そう督とくアザゼルさまにお越こしいただいております！　どうも初めましてアザゼル総督！』


　──と、画面いっぱいに映しだされる見知った男性。


　…………。


　俺たちは啞あ然ぜんとしてそれを見てしまっていた。その男性──先生がニッコリ笑え顔がおであいさつをする。


『いや、これはどうも初めまして。アザゼルです。今夜はよろしくお願い致します』


　……せ、せ、せ、先生じゃねぇかぁぁぁぁぁっっ！


　何してんの!?　今夜は特別な仕事が入ったからＶＩＰルームには行けないって言ってたのはこういうことか！　ゲームの解説者として参加するってことかよ！　聞いてない！　俺たち一切聞いてなかったぞ!?


　驚おどろく俺たちをよそに実況者による先生の紹しよう介かいが始まる。


『アザゼル総督はサーゼクス・ルシファーさまをはじめ、各勢力の首領の方々と友好な関係を持ち、神器セイクリツド・ギア研究の第一人者として業界内で有名ではありますが、今日の一戦、リアス・グレモリーチームの専属コーチをされた上でどう注目されているのでしょうか？』


『そうですね。私としましては両チーム共に力を出し切れるのかという面で──』


　などと、先生ったら、営業スマイルで解説を始めやがったぞ！


　先生の紹介が落ち着くと、次にカメラが先生の隣となりに移り、端たん整せいな顔立ちに灰色の髪かみと瞳ひとみをした男性を映した。


　──っ。華はながある男性だなって一目で思った。


『さらに、もう一方お呼びしております！　レーティングゲームのランキング第一位！　現王者！　皇帝エンペラー！　ディハウザー・ベリアルさんですッ！』


「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」」」」」


　先生が登場したときよりも遥はるかに大きい叫きよう声せいがあがった。会場全体の震しん動どうがこちらにまで響ひびくほどの──。


　男性──皇帝エンペラーと称しようされた者が朗ほがらかに口を開く。


『ごきげんよう、皆さん。ディハウザー・ベリアルです。今日はグレモリーとバアルの一戦を解説することになりました。どうぞ、よろしくお願い致します』


　…………俺はその男性を網もう膜まくに焼き付けておこうと思った。


　──このヒトが、ゲームの覇は者しや。皇帝エンペラー。王者。ランキング一位！


　なんだか、震ふるえてきた。怖こわいからじゃない。武む者しや震ぶるいというか、うれしくて震えてきた。


　おぼろげだった目標のひとつを視界に映したかのような感覚を得ていたからだ。


　実況者が先生と皇帝エンペラーベリアルに話を振ふる。


『さっそくですが、グレモリーチームのアドバイザーをしておられたアザゼル総督とバアルチームのアドバイザーをしておられた王者にそれぞれ見所を教えていただけると助かります』


『そうですね、グレモリーチームといえば、まずはおっぱいドラゴンとスイッチ姫ひめ！　なわけですが──』


　実況アナウンサーの質問に先生が答え──、


『はい、サイラオーグ選手は「王キング」としても優ゆう秀しゆうだとは思いますが、それ以上に選手としてもチーム最強を誇ほこり──』


　皇帝エンペラーベリアルも答えていた。それを画面を通して部長が真しん剣けんな表情で見ている。


「……ディハウザー・ベリアル……」


　そう、あの王者は部長の将来の目標。部長の夢はゲームの各タイトルの総ナメ。それをするってことは、必ず立ちはだかる最後の壁かべがあの王者……。


　部長は決意に満ちた表情をする。


「いつか必ず──。けれど、いまは目の前の強敵を倒たおさなければ、私は夢を叶かなえるための場所に立つことすらできないわ」


　そうだ。その通りだ！　サイラオーグさんとの戦い！　皇帝エンペラーベリアルはこの際置いておく！　問題はあの男と、あの男の眷属を倒せるかどうかなんだ！


　気持ちを切きり替かえろ。浮うわついた心であのヒトに勝てるわけないじゃないか！


　俺が顔をパンと叩たたいていると、解説が進む。


『まずはフェニックスの涙なみだについてです』


　おおっ！　フェニックスの涙！　ギリギリまで出せるかどうかわからないと聞いていたんだけど、結局どうなったのか？


　その有う無むで戦術が相当変わるって部長も気にしていたしな。


『皆さまもご存じの通り、現在テロリスト集団「禍の団カオス・ブリゲード」の連続テロにより、各勢力間で緊きん張ちようが高まり、涙の需じゆ要ようと価格が跳はね上がっております。そのため、用意するだけでも至難の状じよう況きようです。しか───しっ！』


　実況者が超巨大モニターに指を突きつける。そこに映しだされるのは、高価そうな箱に入ったふたつの瓶びん。


『涙を製造販はん売ばいされているフェニックス家現当主のご厚こう意いとバアル、グレモリー、両陣じん営えいを支持されるたくさんの皆さんの声が届きまして、今回のゲームで各チームにひとつずつ支給されることとなりました！』


「「「ワ───ッ！」」」


　その報しらせに会場が沸いた。


　そっか、涙はなんとか支給されたのか。そういや、レイヴェルも「冥めい界かいを盛り上げるための大事な試合だからどうにかして用意したい」って言ってたな。


　助かる！　けど、逆に考えれば、あちらも一度だけ一名の復活が可能ってことになる。


　おそらく、それは──あちらの『王キング』になるだろう。


「……サイラオーグ・バアルを二度倒す覚かく悟ごをもたないといけないみたいだね」


　木場が険しい面おも持もちでそうつぶやいていた。


　そうだな、そういうことになる。あちらで使うとしたら、絶対にサイラオーグさんだ。


　バアルの最大戦力であり、『王キング』でもあるサイラオーグさんを生き残らせるのがあちらの基本条件だ。そうなると涙の使用はサイラオーグさんだとわかる。


　あのサイラオーグさんを二回も倒さないといけないなんて……。どうにか最小の損害で涙を消費させないとな……。あの男相手に無傷で涙を使用させるなんてことが無茶なのはバカな俺でもわかるさ。


　そこで問題になるのはこちら側は誰だれが使うのか？　ってことだ。幸いにもこちらには回復役のアーシアがいるので、涙の重要度はバアル側と比べると低い。


　それでもソッコーでケガを回復する涙の効果は侮あなどりがたいし、近くにアーシアがいなければ使用を迫せまられるだろう。特に『王キング』である部長が最後まで残らないと話にならない。緊きん急きゆう時を想定して部長に使用するのがセオリーだろうか。


　そんなことを頭のなかで巡めぐらせていたとき、ついに一番欲ほつしていた話題が展開する。


『このゲームには特とく殊しゆルールがございます！』


　やっぱり、あったか、特殊ルール！　俺たちの実力を直接封ふうじるものではないという話なんだが……。このゲームに限っては観客が賑にぎわってるし、『エンターテイメント性』とやらが強調されそうだな。


『特殊ルールをご説明する前にまずはゲームの流れからご説明致します！　ゲームはチーム全員がフィールドを駆かけ回るタイプの内容ではなく、試合方式で執とり行おこなわれます！　これは今回のゲームが短ブ期リ決ツ戦ツを念頭に置いたものであり、観客の皆みなさんが盛り上がるように設定されているからです！　若手同士のゲームとはいえ、その様式はまさにプロ仕様！』


　──っ！　駆け回るタイプじゃないのか！　初めての体験だ、試合方式だなんて！


　仲間たちも予想外の展開に顔を険しくしていた。試合方式だと、チームバトルはできない？　俺たちタイマン用の修しゆ行ぎようもしていたけど、チーム用のトレーニングも重ねていたわけで、試合方式となるとそれが活いかせるかどうか気になってしまう。


　特殊ルールの説明は続く。


『そして、その試合を決める特殊ルール！　両陣営の「王キング」の方は専用の設置台のほうへお進みください』


　設置台？　ああ、陣じん地ちにあるあの台か。ずっと気になってたんだよな。


　促うながされた部長と──あちらの陣地にいるサイラオーグさんがそれぞれの設置台前に移動した。


　設置台から何かが機械仕じ掛かけで現れた。


　巨きよ大だいモニターにもその光景が映しだされていく。映しだされたのは──サイコロだった！　サイコロ!?　驚きの連続だ！


『そこにダイスがございます！　それが特殊ルールの要かなめ！　そう、今回のルールはレーティングゲームのメジャーな競技のひとつ！　「ダイス・フィギュア」です！』


　ダイス……フィギュア？　聞き慣れない単語に俺は訝いぶかしげに首をかしげた。


「ダイス・フィギュアか……」


　木場がそう言い、俺に向けて説明をくれる。


「本格的なレーティングゲームにはいくつも特殊なルールがあるからね。僕たちのやってきたのは比ひ較かく的てきプレーンなルールのゲームだ。その他に今回みたいなダイスを使ったり、フィールド中に設置された数多くの旗を奪うばい合う──『スクランブル・フラッグ』というルールもあるよ。ダイス・フィギュアはダイスを使った代表的なゲームなんだ」


　──っ。……そういうものがあるのか。勉強になるな。レーティングゲーム、やっぱり奥が深そうだ……。


　実じつ況きよう者しやのルール解説は続く。


『ご存じではない方のために改めてダイス・フィギュアのルールをご説明致いたします！　使用されるダイスは通常のダイス同様六面、一から六までの目が振られております！　それを振ることによって、試合に出せる手持ちが決まるのです！』


　ダイスで試合に出せる選手が決まる……？


　じゃあ、ダイスが俺たちの運命を決めるってことか！


『人間界のチェスには駒こまの価値というものがございます！　これは基準として「兵士ポーン」の価値を一とした上での盤ばん上じようでの活かつ躍やく度合いを数値化したもの。冥界のレーティングゲーム、悪魔の駒イーヴイル・ピースでもその価値基準は一定の目安とされておりますね！　もちろん、眷けん属ぞくの方が潜せん在ざい能力以上の力を発揮して価値基準を超ちよう越えつしたり、駒自体にアジュカ・ベルゼブブさまの隠かくし要素が盛り込まれていたりして想定以上の部分も多々ありますが！　しかし、今回のルールではその価値基準に準じたもので執り行います！』


　あー、あれか。『騎士ナイト』は駒価値３で、『僧侶ビシヨツプ』も３、『戦車ルーク』が５で、『女王クイーン』が９ってやつだ。俺が悪魔に成り立ての頃ころ、部長に教えてもらったな。


　あくまで基準だ。悪魔に転生後に聖せい剣けん使いの因子を得た木場や『変異のミユーテーシヨン・駒ピース』で転生したギャスパーとか、その基準に当てはまらない眷属はこちらにもいるしな。


『まず、両「王キング」がダイスを振り、出た目の合計で出せる選手の基準が決まります！　たとえば、出た目の合計が「８」の場合！　この数字に見合うだけの価値を持つ選手を試合に出すことができます！　複数出場も可能です！　「騎士ナイト」なら価値は３なので、二人まで出せますね！　駒消費１の「兵士ポーン」ならば場に八人も出せます！　もちろん、駒価値５の「戦車ルーク」一名と駒価値３の「騎士ナイト」一名も合計数字が８なので出すことが可能です！　数字以内ならば違ちがう駒同士でも組ませて出場が可能ということです！　そして複数の駒を消費された眷属の方もその分だけの価値となりますので、グレモリーチームであれば「兵士ポーン」の駒を八つ使われたという赤龍帝の兵藤一誠選手が駒価値８となります』


　つまり、出た数字が最大の12なら、その数だけ眷属を試合に出せるってことか。俺のところだと、『女王クイーン』で価値９の朱乃さんと価値３である『騎士ナイト』、『僧侶ビシヨツプ』の誰か一人を組み合わせて試合に出ることができる、と。


　って、俺は８か。デカい数字だ。組める仲間の人数も限られてくる。マックス12でもギリギリ『戦車ルーク』と組めない。『騎士ナイト』の木場か、ゼノヴィアと組んだほうが良策か。


　出た目の合計が最低の数字ならどうするんだ？　疑問を脳のう裏りに浮うかべてた俺にちょうど説明がされていく。


『しかし、リアス・グレモリー選手とサイラオーグ・バアル選手の手持ちの駒には価値基準でいうところの１から２の該がい当とう選手がいません。出た目の数が３から、選手を出せるということになります！　合計数字ですので、最低数の「２」となった場合のみ振ふり直しとなります！』


　じゃあ、眷属が負けて減ったら？　残りメンバーの数字とダイスの合計が合がつ致ちするまで振り直し？


『試合が進めば手持ちも減りますので、出せる選手の数字にも変化があると思いますのでそれはその都度、お互たがいの手持ちと合致するまで振り直しとなります！』


　まあ、当然か。では、肝かん心じんの『王キング』の参戦はどうなるんだろうか？


『「王キング」自身の参加は事前に審しん査さ委員会の皆さまから出された評価によって、出場できる数字が決まります！　むろん、基本ルール通り、「王キング」が負ければその場でゲーム終しゆう了りようでございます！』


　それは……問題だな。数字しだいではサイラオーグさん自身が出張ってくることもあるってことだ！


　部長よりもサイラオーグさんのほうが強いし、あちらの眷属で最強は『王キング』だろう。


　サイラオーグさんが連続出場を希望したら、目の出方しだいじゃこちらが勝てる可能性が薄まる！


「てか、『王キング』の出場は審査委員会の評価で決めるってなんだ？」


　俺が疑問を口にしていた。


「説明の通りですわ。事前にゲームの審査委員会が部長とサイラオーグ・バアルが、ダイス・フィギュアで、どのぐらいの駒価値があるか、評価を出しているのです。それによって、両者が試合に出場できる数字が決まりますわ。これは『王キング』自身の実力、手持ちの眷属の評価、対戦相手との比ひ較かくなどから算出されるそうです。だから、ゲームによって『王キング』の数字は変動しますわ」


　朱乃さんが補足説明をくれた。ありがとうございます、朱乃さん。


　なるほど。部長とサイラオーグさんの駒価値はゲームの審査委員会が決めるのか。


『それでは、審査委員会が決めた両「王キング」の駒価値はこれですッ！』


　実況者がそう叫さけぶと、巨大モニターに部長とサイラオーグさんの名前が悪魔文字で表示され、その下の数字が動きだした。


　そして、軽快な音と共に数字が表示される。


『サイラオーグ・バアル選手が12！　リアス・グレモリー選手が８と表示されました！　おおっと、サイラオーグ選手のほうが高評価ですが、逆に言いますとマックスの合計が出ない限りは出場できないことになります！』


　このゲームでは、サイラオーグさんのほうが部長よりも評価が高かったか……。部長の数字は朱乃さんより低くて俺と同価値だけど、さっきの朱乃さんの説明からすると、俺たちとは価値の算出方法が違うから、その数字の限りではないってことだよな。ゲームによって変動するっていうし。


「……内容で巻き返すだけだわ」


　部長のことだから、サイラオーグさんよりも評価が低くて悔くやしがるかと思ったけど、案外冷静だった。


　考えてみれば、部長は８だから、大きな数字が出れば『騎士ナイト』か『僧侶ビシヨツプ』のメンバー一人と組み合わせで出場できる！　いい方向に考えよう。やり方によってはマックス12の単独でしか出場できないサイラオーグさんよりも立ち回れるかも。


「12が出たら確実にサイラオーグさんが来るのかな？」


　俺がそう言うと、木場は難しそうな顔をした。


「サイラオーグさんが必ずしも出るとは限らないかも。特に序盤オープニングはね」


「なんでだ？」


「それで勝利できたとしても場合によっては評判が少し落ちる。ワンマンチームはあまり評価されないからね。ゲームでは眷属の力をフルに活用してこそ、評価されるもの。しかも『王キング』自身のワンマンゲーム進行だったら、冥めい界かいメディアも黙だまってはいないだろうから、『王キング』の将来自体が危あやぶまれることになる。さらに生なま中ちゆう継けいだ。それとこれだけの観客を目の前にしてそんなことをすれば評判はたちまち下がっていくだろうね。勝つことも大事だけど、見せ方も重要ってことかな。まあ、ダイス・フィギュアという競技で、合計数字が12である以上、そう簡単にサイラオーグ・バアルが出場できるものじゃないけど」


　な、なるほど。そう考えると本場のゲームってのは相当難しいものなんだな……。世間の評判も視野に入れないと将来が暗転するってか。それがプロの世界。怖こえぇ……。


『それともうひとつルールを。同じ選手を連続で出すことはできません。これは「王キング」も同様です！』


　了りよう解かい了解。一いつ拍ぱくあけないと再出場できないのね。サイラオーグさんの連続出場は無いってことだ。


「最初の数字が12だとしても、サイラオーグ自身が序盤オープニングから出てくるなんてことはないと思うわ。彼の性格上、きっと自分の眷属をきちんと組み合わせて見せてくる。そのために厳しいトレーニングを重ねたのでしょうから。でも、きっと彼自身も出てくる。合計数字しだいだけれど、どこかのタイミングで仕掛けてくるでしょうね。バトルマニアなのは確かだと思うから」


　そこまで読みますか、部長。すでにルール発表直後、戦う寸前から読みあいが始まってんのかよ……。


　部長がアーシアに視線を向ける。


「このルールだとアーシアを単独で出すのも、組んで出すのも悪手ね。どちらも回復役のアーシアを集中的に狙ねらうでしょうから。ここに残ってもらって勝って帰ってきた者を回復する役に回したほうが得策だわ。これはこちらの利点のひとつね、フェニックスの涙なみだを使わずに回復できるなんて。ゴメンなさい、アーシア。試合には出せないわ。ここで帰ってきた者を回復してあげてちょうだいね。それも立派なゲームでの役目よ」


　部長にそう言われたアーシアだが、嫌いやな顔かおひとつせずに笑顔を見せていた。


「はい、お姉さま。私、ここで皆みなさんのケガを癒いやします！　だから、皆さん、無事に戻もどってきてくださいね」


「「「「「「「もちろん」」」」」」」


　アーシアの激げき励れいに俺たちが声を合わせた。


　ていうか、アーシアを出したら部長の評価が下がりそうだしな。


「逆にアーシアさんが出てこないことは読まれますね」


　と、木場が言い、部長もうなずいた。


「ええ、こちらは実質戦せん闘とう要員が八名となるわ」


　八名！　いいじゃないか。後方にアーシアが控ひかえてくれていると思うと多少の無茶をしてもいいんじゃないかって勇気を持てる。ま、まあ、無む謀ぼうなことはやりたくないが……。アーシアでもフェニックスの涙でも体力までは回復できんしね。


『さあ、そろそろ運命のゲームがスタートとなります！　両陣じん営えい、準備はよろしいでしょうか？』


　実じつ況きよう者しやが煽あおり、審判アービターが手を大きく挙げた。


『これより、サイラオーグ・バアルチームとリアス・グレモリーチームのレーティングゲームを開始致いたします！　ゲームスタート！』


　開始を告げる音と共に、観客の声せい援えんが会場中に響ひびき渡わたった──。


　ついにゲームが始まった……！





　　　　─○●○─





『それでは、両「王キング」の選手、台の前へ』


　審判アービターに促うながされ、部長とサイラオーグさんがダイスの置かれた台の前に立つ。


『第一試合を執とり行おこないます。出場させる選手をこれより決めます。両者共にダイスを手に取ってください』


　部長がダイスを手に取った。


　……緊きん張ちようするぜ。どんな目が出る？　小さくても大きくても実際に数字が出てみないと予想がつかない。


『シュート！』


　審判アービターの掛かけ声ごえのもと、両者がダイスを振った！


　台の上で転がるダイス！　そして、その動きが止まった──。


　巨きよ大だいモニターに二個のダイスの姿が映しだされる。


　その数字は──。


『リアス・グレモリー選手が出した目は──２！　対するサイラオーグ・バアル選手が出した目は１！　合計３となり、その数の価値分だけ眷けん属ぞくを送りだすことができます！　この場合、両者共に「兵士ポーン」が大数のため、価値数が３の「騎士ナイト」か「僧侶ビシヨツプ」の一名となります！　さあ、両陣営最初に出す眷属は誰だれなのか!?』


　実況がノリノリで煽っていた。


　──てか、３ッ!?　いきなり最小の数字が出やがった！　序盤オープニングからこんなこと起こりえるんだな！


　審判アービターが宣言する。


『作戦タイムは五分。その間に出場選手を選出してください。なお、「兵士ポーン」のプロモーションはフィールドに到とう着ちやく後、昇しよう格かく可能となります。試合ごとにプロモーションが解除されますので、その都度、フィールドでプロモーションをおこなってください』


　五分か……。てなわけで、グレモリーチームの作戦タイムが始まる。


　作戦タイムになった瞬しゆん間かん、両陣地が謎なぞの結界に覆おおわれた。


「防音対策。作戦が外に漏もれないようにするためのものだね」


　木場がそう言う。


「さらに外部に口元を読心術で読まれないよう、各選手の顔に特とく殊しゆなマークがつくように加工されるんだ」


　巨大モニターを見ると……おおっ、俺たちの顔に加工がされてグレモリー眷属の魔ま方ほう陣じんが覆ってるようになっていた！


　……読心術、表情からも作戦が読まれないよう配はい慮りよがされてんのか。本場のゲーム仕様に驚おどろくばかりだ。


　待機用の椅い子すに座る俺たち。部長が皆みんなを見み渡わたすように言う。


「あちらはこちらが祐斗を出すとすでに読んでいるでしょうね」


「ど、どうしてですか？」


　俺が訊きく。


　答えたのは木場だった。木場は指を立てて、数を示す。


「３が出た以上、こちらが出せる選手は四名。『騎士ナイト』の僕とゼノヴィア、『僧侶ビシヨツプ』のアーシアさんとギャスパーくん。サポートタイプのアーシアさんとギャスパーくんを初しよっぱなから単独で出せるはずもないだろう？　二人はもともと前衛になる戦士と組んでこそ真価を発揮する後衛タイプだ。ダイスの合計数字６以上から出すべきメンバーさ。そうなると──」


「……木場とゼノヴィアしか選せん択たく肢しが無くなるわけか。それで木場になるってのは──」


　俺の言葉に部長が続く。


「ゼノヴィアはパワータイプの『騎士ナイト』だから、あちらの『騎士ナイト』二名、『僧侶ビシヨツプ』二名と単独で戦う場合、テクニック──ハメ技わざを貰もらうリスクが高いのよ」
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　ゼノヴィアがうなずく。


「……うむ、無傷で勝利は厳しそうだな。だが、テクニックタイプに後おくれを取るつもりはないぞ」


　自信満々なゼノヴィアに部長が告げる。


「けれど、勝ったとしてもエクス・デュランダルの仕様を晒さらす確率が高いわ。ひとつでも能力を見せればたちまち正体を読まれる。それはこちらとしても後々に取っておきたいの。中盤ミドルゲームにサイの目が大きく出て激げき闘とうになるでしょうから、晒すならそこ。初手では勿もつ体たいないわ。そこで祐斗なのよ。相手に手の内を知られていても臨機応変に戦える能力ならゼノヴィアよりも祐斗だわ」


　……その通りだな。こいつの聖せい魔ま剣けんも例の新技も知られたとしても応用が利きく。逆にゼノヴィアのデュランダル砲ほう（俺が勝手に呼んでる）は溜ため時間もあるし、高速で放たれるわけじゃないから、阻そ止しされたり、避よけられたりしてしまう。初見が一番効率がいい。


　つーか、ゼノヴィアは体力を余計に消しよう耗もうさせられたり、ケガを多くもらいそうでさ……。


「むっ、イッセー。おまえ、私が何も考えていないとか思っていないか？」


　などとゼノヴィアが異を唱えてくるが、俺は口元をひくつかせて首を横に振ふった。


　正直、考えていないと思うけどね。俺以上に出たとこ勝負じゃねぇか、おまえ！　ロキ戦でも京都でも開幕の一発をいきなり放ったくせに！


「読まれていても行かなきゃね。──行くよ」


　木場が襟えり元もとを直しながら一歩前に出る。


「初戦から負けんじゃねぇぞ？」


　俺がそう煽る。ま、負けるなんて思っちゃいねぇよ。こいつの実力は修しゆ行ぎよう相手の俺が一番よくわかってる。


「当然勝つよ」


　いい笑え顔がおで最高の返事をするじゃねぇか、イケメン！


　審判アービターが告げる。


『制限時間の五分になろうとしています。試合に出場する選手は魔方陣のもとに足を進めてください。魔方陣は移動式のものとなっておりまして、そこから別空間に用意されたバトルフィールドへ転送されます。試合はそのバトルフィールドでおこなわれます。各種用意されたフィールドはランダムで選ばれます。なお、フィールドに転送されるまでの間、両陣営の陣地は結界によって不可視の状態になります。その状態が解かれるのはひとつの試合を終えたあとです』


　そっか、あの魔方陣はバトルフィールドへ選手を転送するためのものなんだな。専用のフィールドが別次元に用意されている。ここが戦場になるわけじゃなかったんだね。


　てか、転送されるまでの間、こことバアル陣地は外から見えなくなる？


　小猫ちゃんが俺の心中を察したかのように言う。


「……不可視になるのは相手の出場選手を見て、直前で自軍の駒こまを替かえないための配慮です。見て、替えて、それをさらに見て変えるなんてことが起きたら、試合以前の問題になりますから。不可視状態時に不正をしないよう、監かん視しもされています」


　へぇ、それは確かに面めん倒どうそうだ。だから、フィールドに転送するまで内ない緒しよなのね。


　しかも監視付きか。……この陣地にカメラか何かが隠かくされているのかな？　つーか、不正ってどんなことをさすんだろうか……。


　てか、俺知らないことばかりだ！　小猫ちゃんも知ってるのに俺知らないよ！　勉強不足、ここに極きわまる！　このゲームが終わったら、各種競技についても勉強しなきゃ！


「フィールドに出されるまでどんな選手が出場するか見み物ものなのも観客を喜ばせるためのものなのでしょうね」


　ロスヴァイセさんがそうつぶやいていた。


　そうこうしているうちに陣地を覆う結界が濃こくなり、外と遮しや断だんされる。


「では、行ってまいります」


　耳にイヤホンマイクをつけた木場が魔方陣の上に立つ。その瞬間、魔方陣が光りだし、木場の姿が消えていった。


　次にパッと陣地上空に映像風景がいくつも現れる。ひとつは観客の様子を映したものだった。


　そして一番大きな映像にどこかの風景が映しだされていた。……広大な緑の平原だ。


　そこに木場の姿があった。その近くには──青白い炎ほのおを全身から放つ馬に乗った甲かつ冑ちゆう騎き士し！


『おおっと！　第一試合の出場選手がバトルフィールドに登場です！　フィールドは見渡す限かぎりの広大な平原！　この緑広がる原っぱが第一試合の舞ぶ台たいとなります！　合計数字３によって両陣じん営えいから選ばれたのは──グレモリー眷属の神速の貴公子！　木場祐斗選手です！　リアス姫ひめのナイトが登場です！』


「「「「「「「キャァァァァァァァァッ！　木場きゅぅぅぅぅぅんっ！」」」」」」」


　実じつ況きように煽あおられて、観客の女性たちが黄色い歓かん声せいをあげた。


　うわ……、マジで大人気だな、うちのイケメン王子は……。クソ！　一人だけ良いポジションにいやがってよ！　お願いだから合コンをセッティングして！


『対するバアル眷属は──』


　実況が紹しよう介かいする前に、甲冑騎士がパカラパカラと馬を歩かせて、兜かぶとのマスクを上げて顔を見せた。


　俺も知ってるぜ、こいつ。グラシャラボラス戦のゲームの記録映像を見てるしな。


　──バアルの『騎士ナイト』だ。


『私は主君サイラオーグ・バアルさまに仕える「騎士ナイト」の一人、ベルーガ・フールカス！』


　見事な名乗りだぜ。


「フールカスは馬を司つかさどるのが特色の家だったわね」


　部長がそう言った。特色が馬か。だから、馬に乗ってるのね。


『僕はリアス・グレモリーさまの「騎士ナイト」、木場祐斗です。どうぞ、よろしく』


　相手の名乗りに木場も応こたえていた。


　フールカスは手元の円すい形のランスを天にかざす。


『……名高き聖魔剣の木場祐斗殿どのと剣を交える機会を主君からいただき、剣士冥みよう利りに尽つきるばかり』


『こちらこそ、貴き殿でんとの一戦を楽しみだと思えます』


　おおっ、木場も不敵に返す！


『アザゼル総そう督とく、あの青白い炎に包まれた馬のことですが』


　実況が先生に振った。


『──「青ざめた馬ペイル・ホース」、地じ獄ごくの最下層ことコキュートスの深部に生息するという高位の魔物ですな。名だたる悪魔や死神が跨またがるものとして語かたり継つがれている。死と破は滅めつを呼ぶ馬とも言われています。乗りこなすのは容易じゃない。気き性しようが荒あらく、気にいらない者ならば主あるじでさえ、蹴けり殺すとされている』


　先生、説明ありがとうございます！　ゲームの説明が天職のように感じます！


『私の愛馬──アルトブラウの脚あしは神速。木場殿、いざ尋じん常じように勝負願いたい』


　フールカスがすでに臨戦態勢に入っていた。


　あの馬の危険性については先生から教えられている。何よりも乗り手とのコンビネーションがバツグンの場合、『青ざめた馬ペイル・ホース』の能力は最大限引きだされるって！


　審判アービターが魔ま方ほう陣じんを介かいしてフィールドに現れ、両者の間に入った。


『第一試合、開始してください！』


　その合図と共に、両者が距きよ離りを取った。


　始まった！　バアルとのレーティングゲーム、開始しちまったぜ！　開幕を飾かざるのは木場！　一発かましたれ、木場ぁぁぁぁぁっ！


『私とアルトブラウの速度が貴殿に届くか勝負ッ！』


　ヒヒィィィィンッ！


　青い馬が鳴いたと同時に姿を消した！


『──速いッ！』


　俺も木場と同じ感想だった！　俺も木場相手に修行してるから、高速には目が慣れている。それでも速いと感じた。それほど、スタートダッシュが決まってる。


　木場も目──いや、気配を感じ取るような姿勢で聖魔剣をかまえる。刹せつ那な──。


　ギィインッ！　ギィンッ！


　鳴なり響ひびく金属音。木場はその場を動かずに高速でしかけられてくる攻こう撃げきを受け流していた。


　距離をさらに取り、相手の気配をある程度感じたところで木場も神速で動きだした。


　ギィン！　ギィィン！


　すでに両者の姿は高速で何かがぶつかっている程度のものしか認にん識しきできない状態で、フィールドに現れるのはふたつの得え物ものがぶつかったときに生まれる金属音と火花のみ。


　無数の剣の波動とランスの突とつ撃げきで平原が深くえぐられていく。


　……ぶつかる瞬しゆん間かんだけ俺も両者の姿が捉とらえられる。それで限界だ。それだけ木場とあの騎士が速い！


　ついに両者がつばぜり合う形で姿を見せる。


『我がアルトブラウの脚を持ってさえも互ご角かくがいいところとは……おそるべし、リアス姫のナイト！』


　フールカスが不敵に笑う。


『そちらこそ、馬とのコンビネーションがバツグンですね。馬を斬きろうにもランスが届き、あなたを屠ほふろうにも馬がそれを許さない。足場を消し去るしかないか！』


　そう言った木場は体にオーラをまとわせて、眼光を鋭するどくした。


　刹那、木場の周囲の地面から聖魔剣の刃やいばが幾いく重えにも飛びだした！　刃の華はなが咲さく！


　これなら、フールカスの馬の脚を止められるかも！


　そんな風に俺は歓かん喜きするが──。フールカスの馬が空中高く、飛びだしていく！


　──ッ！　あの馬、宙を駆かけ回れるのか！


　しかし、間かん髪はつ入れず木場が聖魔剣を振りかざす！


『雷かみなりの聖魔剣よッ！』


　カッ！　天が光り、雷がフールカス目め掛がけて降り注ぐ！　朱乃さん直じき伝でんの雷！　朱乃さんほどじゃないが、木場はそれでも雷を降らせた。


『あまい！』


　フールカスがランスを上空に投げて、避ひ雷らい針しん代わりにして雷をやり過ごした。ランスを手放したフールカスは馬の炎のたてがみに手を入れて何かを取りだそうとする。空間に波立たせるたてがみ。あのたてがみ、違ちがう次元に繫つながっているようだ。


　そこから取りだしたのは二本めのランスだった。まだランスはあるのか……。


　あちらも木場の研究をよくしてきているな。あの木場の攻撃をすべて受け流しやがった！


　木場の剣けんは聖魔剣。聖なる属性も有している。悪魔がこれに斬られれば大ダメージは回かい避ひできない。そのため、相手は聖魔剣に当たらないことが勝利への絶対条件になるわけだ。


　言葉で言うのは簡単だが、あの木場を相手に現時点で、無傷で展開できるということは、相手がよほどの実力者なのだろう。


　木場が動いたら、次の瞬間に斬られていたなんてのはよくある光景。それがいまだに成し得ない。


　サイラオーグさんの初手。初手でこれほどか。


『貴殿の聖魔剣がどれだけ悪魔にとって必殺の効果を持っていようと！』


　フールカスが構えた。何かをするつもりだ！


『当たらなければ意味はないッ！』


　飛びだしていくと同時に──フールカスと馬が幾重にも姿を増やした！　幻げん影えいか、分身か！　複数のフールカスを前に木場は──剣先を鈍にぶらせていた。顔が険しい。


　──っ。まさか、どれが本物かわからない状態なのか！　木場をもってしてそうだとしたら、あの幻影は本物と同じ気配を持っているということだ！


　複数のフールカスが縦横無む尽じんに高速で動き回り、木場に攻撃を加えていく。


　最初こそ、剣で受け流すものの、四方八方から飛んでくる攻撃にさすがの木場もたまらず、その身にダメージを受けていく！


『くっ！』


　木場は二振ふりめの聖魔剣を創つくりだし、二刀で大きくオーラを弾はじけさせる。周囲の平原がその勢いで吹ふき飛とんでいくが、フールカスはうまく避よけて距離を取っていた。


　もともと、いまの攻撃はフールカスを後方へ下がらせるためのけん制だ。


　幻影を消し、再び一騎きになるフールカス。


　木場は息を吐はき、不敵な笑えみを浮うかべた。


『……初手からあまり勢いよく手の内を見せるのは嫌いやだったんだけどね……。どうやら、出だし惜おしみしていたら必要以上の体力を失いそうだ。ゼノヴィアのことを言えないな』


　そんなことを自じ嘲ちよう気味に木場が言う。


　……あいつ、もう使う気か？　いや、タイミング的にはベストかもしれない。これ以上の戦いは俺よりも体力がない木場にとって、二戦め以降の足かせになる。


　木場は聖魔剣を消しよう滅めつさせ、手元に聖剣だけを創りだした。


　やっぱり、あれか！　俺はそれを見て確信した。


　木場は堂々と宣言する。


『僕はあなたよりも強い。この勝負、いずれは僕があなたの動きを捉えるだろう。けど、そのためにはスタミナをかなり消しよう耗もうする。今後の戦いを考えると短ブ期リ決ツ戦ツで仕留めたほうが効率が良い』


　木場の宣言を受けて、フールカスも不敵に笑む。


『自信満々のようですな。確かに貴殿の才能は私とアルトブラウをいずれ上回る。だが！　ただではやられませんぞ！　後続のため、手足の一本でも切り落とし、体力を奪うばう！』


　すごい覚かく悟ごだ。少しでもこちらの戦力を削けずる気なのだろう。


『そう、だからこそ、あなたが怖こわい。覚悟が完かん了りようした使い手ほど、怖いものはありませんから。僕は──もうひとつの可能性を見せようと思います』


　木場が聖剣を構え、静かにつぶやく。


『──禁手化バランス・ブレイク』


　その瞬間、木場から聖魔剣とは別の雰ふん囲い気きがあふれ出し、聖なるオーラに包まれていく。


　すると、地面から聖剣の刃が幾重にも出現して、同時に甲かつ冑ちゆうの姿をした異形の存在が創りだされていく。甲冑の異形たちは地面に生えた聖剣を手に取り、木場の周囲に集まっていった。その甲冑騎き士しの兜かぶとはドラゴンをモチーフにしたかのようだった。


　甲冑騎士に囲まれる木場。さながら、いち騎士団を仕切る団長のようだ。


　それを見てフールカスは驚きよう愕がくに包まれていた。


『……ッッ！　バ、バカな!?　禁手化バランス・ブレイクだと!?　貴殿の禁手化バランス・ブレイクは「双覇のソード・オブ・聖魔剣ビトレイヤー」のはず！　なぜ、違う禁手バランス・ブレイカーとなれる!?』


　そう、木場の禁手バランス・ブレイカーは本来「双覇のソード・オブ・聖魔剣ビトレイヤー」。しかし、それは「魔剣創造ソード・バース」の禁手バランス・ブレイカーだ。あいつには後天的に得たもうひとつの能力もある。


　得心したようにフールカスが口から漏もらした。


『…………っ！　まさか、「聖剣創造ブレード・ブラツクスミス」の禁手化バランス・ブレイクか……ッ!?』


　その言葉に木場は静かにうなずいた。


『──「聖覇のグローリイ・龍騎士団ドラグ・トルーパー」、「聖剣創造ブレード・ブラツクスミス」の禁手バランス・ブレイカーにして亜あ種しゆです』


　ご名答だぜ、フールカスさん。木場はコカビエル襲しゆう来らい事件の際に、元同どう胞ほうの魂たましいから聖剣使いの因子を譲ゆずり受うけ、聖剣を扱あつかい、生みだす神器セイクリツド・ギア能力も得た。その結果、魔剣創造ソード・バースと聖剣創造ブレード・ブラツクスミス、ふたつの神器セイクリツド・ギア能力を持つとんでもない剣士になっちまった。


　京都での一戦。英えい雄ゆう派のジャンヌは聖剣創造ブレード・ブラツクスミスの持ち主であり、亜種の禁手バランス・ブレイカーを見せつけてきた。


　それを見た木場は思いついたという。


「イッセーくん、イレギュラーな僕の力、もうひとつの特異な能力を発現できないだろうか？」──と。


　そのあと、俺も奴やつの禁手バランス・ブレイカーの発現に協力したんだ。あいつ、武器を聖魔剣じゃなくて、聖剣にした状態で俺に本気で来てくれと言ってきた。


　聖魔剣よりも劣おとる木場の聖剣。俺もトリアイナ込みで本気の攻撃でしかけた。あいつは圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようで俺と何度も攻こう防ぼうを繰くり返かえして、ついに至ったんだ。


　これこそがあいつの新しん技わざ。聖剣創造ブレード・ブラツクスミスの禁手バランス・ブレイカー！　ただし、この状態のときは聖魔剣を発現できない。聖剣のみだ。逆に聖魔剣を出現させているときにこの騎き士し団だんを具現化することもできない。


　木場の新能力の特とく徴ちようは使い手と同じ速度と技量を龍騎士団に付ふ与よできること。現状だと速度までしか再現できないらしいが、伸のびしろはまだまだあるようだ。


　つーか、思いついたことを本当に実現させるなんて大した才能だよ、木場！


　おまえの才能に嫉しつ妬としちゃうぜ！　木場が部長の『騎士ナイト』で良かった！　最高だ、おまえは！


『これに至るために自前の聖剣のみで赤龍帝と戦ったけど……ふふふ、胆きもが冷えたよ。死さえ覚悟した。だって、イッセーくんは本気で殺しにきてくれたからね。そのおかげで二度めの禁手バランス・ブレイカーになれたんだけど』


　おまえがそうしろと言ったんじゃないか！　それぐらいしないとダチのおまえに失礼だからさ。


　いや、ダチだからこそ、俺はおまえを信じて殺す勢いでいったんだけどな。


　別の映像風景では、実じつ況きよう席せきの先生がおもしろそうにあごに手をやっていた。


『本来、「聖剣創造ブレード・ブラツクスミス」の禁手バランス・ブレイカーは聖剣を携たずさえた甲冑騎士を複数創りだす「聖輝の騎士団ブレード・ナイトマス」というものだ。木場選手の能力はそれを独自のアレンジで亜種として発現できたようだ。しかも龍りゆうの騎士団！　かーっ！　木場、おまえな、イッセーの影えい響きよう受けすぎだぞ！　大きなお姉さんたちが喜ぶ展開だな！』


　嬉き々きとしてそう実況する先生！　やめてくださいよ、気持ち悪い！


　でも、木場の新しい技が発現できたのは俺のせいなのだろうか……？　英雄派から聞きだした情報のひとつに、「赤龍帝や白はく龍りゆう皇こうに関かかわった者、特に神器セイクリツド・ギア所有者は異質な状態に目覚める傾けい向こうがある」ってのがあったとかなかったとか……。うーん、わからん。


　そうこうしているうちに木場が騎士団を従えてフールカスの前に立つ。


　いまの状態だと聖魔剣ほどの攻こう撃げき力りよくはないが、騎士団を指揮している分、手数が増す。あれが同時に仕し掛かければ、フールカスの幻影は──。


『フールカス殿どの！　いざまいります！』


　木場が騎士団と共にその場を駆けだした！　高速で複数の物体がフールカスに向かっていく！


『くっ！　まだここで終わるわけにはいかん！』


　フールカスも叫さけび、青い馬の腹を蹴けり、前に飛びだした。同時に複数の幻影を作りだす！


　木場の騎士団とフールカスの幻影がぶつかる──ッ！


　ギィィィィンッ！


　鳴なり響ひびく、一ひと振ふりの金属音。


　木場とフールカスは高速の一いつ閃せんを交かわして、騎士団と幻影を消失させていた。


　一いつ拍ぱくあけ──フールカスが光に包まれていく。甲冑が肩かた口ぐちから腹部にかけて砕くだけており、傷口から聖剣のダメージであろう煙けむりをあげていた。


　あれは、リタイヤの光だ！　木場の技が幻影のなかから本体を捉とらえ、高速戦を制した！


『……見事だ』


　フールカスはそれだけ言い残すと光と共にフィールドから消えていく。


　──と同時に審判アービターが告げる。


『サイラオーグ・バアル選手の「騎士ナイト」一名、リタイヤです！』


　その報告に観客は沸わき、俺たちも歓かん喜きした。


　初戦、俺たちは勝利を収めた！





　　　　─○●○─





『初戦を制したのはグレモリーチーム！　さあ、次の試合はどうなるのでしょうか！』


　実況が観客を煽あおるなか、魔ま方ほう陣じんから帰ってくる木場。それと同じくして、結界が薄うすれて外部から見えるようになった。


　また部長がダイスを振ふるときがきたんだ。


　再び、両『王キング』がダイスを転がす。出た目は──部長が６、サイラオーグさんが４！


　合計10！　今度は大きいぞ！


『おおっと！　今度の合計数字は10！　両陣じん営えい、10までの選手を出せることになります！　もちろん、複数での選出もＯＫな数字です！』


　実況の言う通りだ。チームでいける数字でもある。


　部長はどれでいくつもりだろうか？　俺と朱乃さんは数字がデカいから、単独でしか行けないな。部長自身もいけるけど、さすがにそれはしないだろう。あと、木場はさっき出たし、連続してはいけないルールのため、今度は出られない。アーシアの治ち療りようを受けて、休んでおいてくれ、木場よ。


　また陣地が結界に覆おおわれ、外部とシャットダウンされる。


　作戦時間を利用して部長が選んだのは──。


「手て堅がたくいきましょう。ロスヴァイセ。それとサポートに小猫。二人にお願いするわ」


　ダブル『戦車ルーク』！　これは珍めずらしい攻せめだな！　『戦車ルーク』は５の価値だ。合計数字10をフルに使った組み合わせだ。


「わかりました」


「……了りよう解かい」


　二人とも気合が入ってる。魔法使いで移動砲ほう台だいな『戦車ルーク』のお姉さんと、仙術使いで『戦車ルーク』然としたロリっ子。二人が魔方陣のほうに向かう。


　さて、こちらはこの二人だが、あちらは何を出してくるか……。


　二人が魔方陣で転送されていく。次に映像で映しだされたフィールドは、薄うす暗ぐらい神しん殿でん内部らしきところだった。今度のバトルフィールドは屋内か？　巨きよ大だいな柱があちらこちらに生えていて、祭さい壇だんらしきものも奥に見える。天てん井じようが崩くずれていて、外が見えていた。


　ディオドラ戦のときの神殿みたいな造りだ。嫌いやな記き憶おくを思い返させるフィールドだぜ。


　さて、対する相手は──。


　軽鎧ライト・アーマーに帯たい剣けんという出いで立たちの金きん髪ぱつ優やさ男おとこと──三メートルほどはありそうな巨人だった。


『俺はサイラオーグさまの「騎士ナイト」の一人、リーバン・クロセル。こちらのデカいのは「戦車ルーク」のガンドマ・バラム。この二人でお相手する』


『…………』


　無言の巨人──『戦車ルーク』ガンドマ・バラムは、ガタイも良く、特に前ぜん腕わんが極ごく太ぶと、指までもがぶっとい。顔立ちも人間寄りというよりは怪かい物ぶつに近かった。


「バラムは怪力が家の特色だったっけ？」


「そうだね。記録映像でもガンドマ・バラムの怪力は凄すさまじかった」


　俺の問いに木場がそう言った。『戦車ルーク』で怪力。まさに長所を伸のばしたって感じだな。


『……クロセル、元七十二柱。断絶した家の末まつ裔えい』


　相手『騎士ナイト』の名乗りに小猫ちゃんがそう漏らした。


　実況が紹しよう介かいを続ける。


『そう！　サイラオーグ・バアル選手の眷けん属ぞくリーバン・クロセル選手は、断絶したクロセル家の末裔です！』


　断絶した御お家いえの末裔が何らかの形で現存することは、俺も知っていた。ヴァーリも旧魔ま王おうの末裔だもんな。


　現政府は様々な理由で断絶してしまった御家の末裔がいないかどうか、捜そう索さくしている。


　人間界に行き場を求めた家もあって、人間界に住む上級悪魔にはその断絶した家の末裔を保護する役目もあった。


　で、こんな風に末裔がいるわけだ。ただし、複雑な事情を持つ者が圧倒的に多いらしいんだけどね。あのクロセル家の末裔がバアル──サイラオーグさんに付つき添そう理由も何かあるはずだ。


『第二試合、開始してください！』


　審判アービターがそう告げる。


『……相手が相手なので初っぱなから本気で行きます』


　小猫ちゃんがそうつぶやくと、全身に闘気をまとわせる。同時に猫耳、尻尾しつぽが出現するが、その尻尾が二つに分かれた。


　これは小猫ちゃんの新技。『猫ねこ又またモードレベル２』。仙術により、全身に闘気をまとわせることで一時的にパワーを爆ばく発はつさせる。身体能力も上じよう昇しようするんだ！　暴走はしないぞ！


　小猫ちゃんが素す早ばやく飛びだし、巨人──バラムの顔面に一いち撃げきを加えた！


　ドゴンッ！


　豪ごう快かいな音が鳴り響くが──バラムは意にも介かいさない。見た目からもダメージはうかがえない。そういや、こいつ、防ぼう御ぎよ力りよくも桁けた違ちがいなんだっけか。


　ただし、小猫ちゃんがただのパンチを与あたえるはずもなく、仙術で練られた気を内部に送り込んだはずだ。一発では効果が望めなくても、何発も当てていけばいずれ内部から破は壊かいされるだろう。


『…………ぬんっ！』


　バラムが豪快に腕うでを横よこ殴なぐりに薙なぐ。ブゥゥゥンッと空気が震ふるえるのが映像越ごしにも伝わってきた。小猫ちゃんは素早くそれを避よけ──その後衛からロスヴァイセさんの魔法攻こう撃げきがバラムの体に突つき刺ささった！


　炎ほのお、雷かみなり、氷、風など属性魔法攻撃なんでもござれの同時撃うち！　しかし──、バラムの体に目立ったダメージはやはり無し。


『……魔法に対する防御も高い。なんだか、最近、この手の相手に出くわしてばかりですね！』


　ロスヴァイセさんは京都で相対したヘラクレスのことを言っているのだろう。あいつも防御力がバカに高かったな。


　ズゥゥゥゥッ！


　ロスヴァイセさんごとその周囲が突とつ然ぜんぶれだした。映像の映りが悪い？　なんて思ったがそうでもなく、ロスヴァイセさんがその場にひざをついた。


　ビシッ！　それと同じくしてロスヴァイセさんの周囲の床ゆかが何かに押しつぶされたかのようにへこんでいく！


　圧力がかかっている？　そうか、あいつだ。記録映像で、あいつはそんな能力も持っていた！　『騎士ナイト』のクロセル！


『隙すきアリだ、お姉さん』


　クロセルが双そう眸ぼうを光らせながらそう言う。


『……重力の能力……』


　ロスヴァイセさんは重くなった体でも足あし下もとに魔方陣を展開しようとした。


『そうはさせない！　プラス凍こおらせる！』


　クロセルが手元に魔方陣を展開させ、ロスヴァイセさんの足下に氷が発生していた！


　氷がロスヴァイセさんの足を包み込む！


『……そういえば、魔法剣けん士しでしたね！』


　剣を抜ぬきながら向かってくるクロセルにロスヴァイセさんは不敵に笑えんだ。


　クロセルが剣を器用にくるくる回しながら言う。


『俺はクロセルと魔法使い、人間の血も宿す混血でね！　ついでに剣術も得意だ！　もうひとつ、重力のほうは神器セイクリツド・ギアさ！　──「魔眼の生む枷グラビテイ・ジエイル」！』


「彼の神器セイクリツド・ギアは視界に映した場所に重力を発生させるもの！　彼があなたから視線を外さない限りは能力は続く！　気をつけて！」


　部長がイヤホンマイクを通してロスヴァイセさんにそう告げた。奴やつの能力はギャスパーと似たようなもんだ。時間を停止させるほどではないが、相手の動きを止めるには十分なほどだった。


　その横では小こ柄がらな小猫ちゃんが大おお振ぶりなバラムの攻撃をかいくぐりながら素早く一発、また一発と的確に仙術パンチを入れているところだった。


　うわ、極太の柱を軽々と引っこ抜いてぶんぶん振り回してるよ、あの巨人さん！


『……わかってますよ。クロセルの神器セイクリツド・ギアについてはアザゼル総そう督とくからもうかがってます。──視線を媒ばい介かいにする能力は弱点もわかりやすい！』


　ロスヴァイセさんが重力に苦しみながらも震える手元に魔方陣を展開させた！


　カッ！　閃せん光こうが周囲を照らす。


『あまいぜ、お姉さん！　鏡よ！』


　クロセルの手元の魔方陣から瞬しゆん時じに鏡が出現して、閃光を防ごうとする。


『自分の能力の性質上、弱点を補う力ぐらいは持ち合わせている。鏡を召しよう喚かんさせてもらったよ』


　そう口元を笑ませるクロセル。


　ロスヴァイセさんの攻こう撃げきは読まれていた──？


　いや、違ちがう！　ロスヴァイセさん、足下に展開させていた魔ま方ほう陣じんをいっそう輝かがやかせた！


　鏡で反射された閃光が──バラムに当たった！　その瞬間、ロスヴァイセさんとバラムが輝きだし、光が辺りを包み込む。光が止やんだとき、クロセルの重力を食らっていたのはバラムだった！　逆にロスヴァイセさんはバラムのいた位置に転移している！


「うまい！　お互たがいの位置を交こう換かんする魔法！　鏡に反射させたのはその魔法の発動条件！　最初から反射されるのを読んでの転移だ！」


　木場もロスヴァイセさんのナイスな攻撃に賛辞を送っていた！　俺もビックリしたぜ！


　そうか、相手は自分の弱点──視界を奪うばうことに関して最初から対策済みだった。それを逆に利用したんだ！


『小猫さん！　攻撃は通ってますか!?』


『……はい。もう魔法に対する防御力が展開できないほど、あの大きなヒトのオーラと内部を乱しました』


『了解です！　フルバースト、二人とも食らいなさい！』


　ロスヴァイセさんが前方に幾いく重えにも魔方陣を展開した！　これはロスヴァイセさん必殺の──。


　チュドドドドドドドドドドドォォォォォオオオンッ！


　クロセル、バラムに降り注ぐあらゆる属性の魔法攻撃！　その数は……数えるのもバカらしくなるほどだ！　このフィールドを壊こわさんばかりの攻撃だった！


　攻撃が止み、塵じん芥かいが周囲に巻き起こる。それも静まると、そこに横たわっていたのは──クロセルだった。


　……クロセルだけ？　バラムは？　そう疑問が生じたときだった。


『……隙があるって……さっきも言ったろ……？　倒たおしたと……思っているときが一番隙を生む……』


　倒れている瀕ひん死しのクロセルの眼めが怪あやしく光った。


　刹せつ那な、ロスヴァイセさんと小猫ちゃんの動きが重力に一瞬だけ捕とらわれる。


　そこに現れたのは血だらけで満身創そう痍いのバラム！


『……ぬぅぅぅぅぅんっ！』


　ブゥゥゥゥゥンッ！


　風を殴なぐる音と共に最後の力とも言える巨大な拳こぶしが──小こ柄がらな小猫ちゃんに突き刺さった。


　…………。俺はその光景に瞑めい目もくした。


　リタイヤの光に包まれるクロセル、バラム──小猫ちゃん。


『小猫さん……！』


　横たわる小猫ちゃんを抱だきかかえるロスヴァイセさん。小猫ちゃんは巨人の凶きよう悪あくな一発を食らい、体中がボロボロになっていた。


『……良かった。ロスヴァイセさんが残っていればグレモリーはまだ戦えます……』


　一目で重傷とわかるものを負いながらも、小猫ちゃんは笑った。その笑みは満足そうなものだった。


『……ゴメンなさい、小猫さん』


『……謝らないでください、ロスヴァイセさん。うれしいです……。私、役に立てました……二人も倒せたんですから……』


　それだけ言い残し、小猫ちゃんはクロセル、バラムと共に転送の光に包まれていった。


　小猫ちゃん……。よくやったよ……。あとは任せてくれ……。


　俺はくちびるを嚙かみ、怒いかりと悔くやしさを押し込んだ。まだダメだ。まだ出すな。この感情、爆発してぶつけるにはまだ早すぎるんだ……！


『サイラオーグ・バアル選手の「騎士ナイト」、「戦車ルーク」各一名、リアス・グレモリー選手の「戦車ルーク」一名、リタイヤです』


　審判アービターがそう告げる。


　第二試合。制したものの──こちら側にも犠ぎ牲せいがついに出てしまった。





　　　　─○●○─





『第二試合を終えて、バアル側は眷けん属ぞくが三名、グレモリーは一名リタイヤ。グレモリー優勢ですが、まだわかりません！　ゲームは始まったばかりだからです！』


　実じつ況きようがそう煽あおる。


「冷静だね。小猫ちゃんがやられても感情をあまり表に出さなかった」


　木場がそう言う。


「……悔しいさ。だけど、溜ためようかなって思ってよ。こういうのはあとで爆ばく発はつしたほうがいいだろう？」


　その一言を聞いて木場は小さく笑った。


「怖こわいね。でも、僕もその意見に賛成だ」


　おまえも怖い顔で言うなよ。ったく、二人そろって後こう輩はいに甘いもんだな。


　さて、第三試合。どういう数字が出るか。


　両『王キング』がダイスを振ふった。──合計の数字は８！　おおっ！　俺も出られる数字ではあるぞ！


　作戦タイムに移るときだった。サイラオーグさんが審判アービターに告げた。


「こちらは『僧侶ビシヨツプ』のコリアナ・アンドレアルフスを出す」


　サイラオーグさん、バトルフィールドに選手を出す前から宣言しちゃったよ！　観客がどよめいた。モニターに相手の『僧侶ビシヨツプ』が映しだされた。コリアナって、確か──。


　俺の脳内で思い起こされたものは当たっていた。相手陣じん地ちから一歩前に出てくる人ひと影かげ。


　やっぱり、美人のお姉さんだよ！　ウェーブのかかったロングの金きん髪ぱつ！　デキルＯＬのようなビシッとしたスーツを着たお姉さん！　でも、グラマーな体つきなんだ！


『これは出場宣言でしょうか！　サイラオーグ選手、その理由は？』


　実況が訊きく。サイラオーグさんが俺のほうに視線を向けた。……お、俺？


「兵藤一誠のスケベな技わざに対たい抗こうする術を彼女が持っているとしたら、兵藤一誠はどう応こたえるだろうか？」


　そんな風に言うサイラオーグさん！　お、俺のスケベ技に対抗する術……!?


　観客席はざわめいていた。


　その宣言に一番乗ったのは解説の先生だった。


『ほお！　おもしろい宣言じゃねぇか！　イッセー選手は女に対しては無類の強さを発揮する。その理由は「洋服崩壊ドレス・ブレイク」と「乳語翻訳パイリンガル」に集約されるのだが……』


『兵藤一誠選手はおもしろいですね。聞いた話では、毎回新しい技を閃ひらめいてくるとか』


　皇帝エンペラーも興味津しん々しんのご様子だった！　これは光栄な分、恥はずかしい！


『あれは頭がスポンジなので吸収率がとてもいいんだ。もとがカラカラに乾かわいたスポンジなせいか、教えた分、すぐに吸い取ってな。頭のなかにエロ以外余計な知識が入ってなくて空っぽってのがここまでおそろしいものかと思ったよ』


「「「「「アハハハハッ！」」」」」


　先生の解説に会場が沸わく。皆みんな、爆ばく笑しようしてた！　恥ずかしい！　ってか、エロバカですみませんね！　そうですよ！　俺は頭んなか、スポンジですさ！


『スポンジドラゴン！』


　観客の誰だれかがそう叫さけんだ！　なんだ、そりゃぁぁぁぁっ！


「うるさーい！　誰っスか!?　いま、スポンジドラゴンって言っただろう！　なんでもかんでも○○ドラゴンってつけるんじゃなーいッ！」


　俺が異を唱えても観客席は爆笑に包まれるだけだった。


「いいっスよ！　俺、その挑ちよう戦せん受けます！」


　などと、俺は勢いで了りよう承しようしてしまった！


　部長が額に手を当てて、困り顔をしていた。


「……まったく。罠わなだろうけれど、どうなの？　実力的にはあなたのほうが圧あつ倒とう的てきに上でしょうけれど、おそらく相手は何かを企たくらんでいるわ」


　部長にそう訊かれる。


「興味あります。俺の技に対抗できる女性だなんて。それにこれ、サイラオーグさんからの挑戦状でもあるんだろうし……『これを超こえられるか？』って。あんまり酷ひどいハメ技はしてこないんじゃないでしょうか？」


　そう、サイラオーグさんの思おも惑わくは宣言の通りだと思うんだ。単純な挑戦状。少ししか話したことがないけど、あのヒトはそこまで宣言しておいて、怖いハメはしてこないように感じる。……なんだろう、同じタイプだからかな。そう感じるんだ。


　それにやっぱり興味あるよ！　俺のドレス・ブレイクとパイリンガルを破る術があるなんてさ！　女性単独でスケベな俺に何ができるのか？　それを体感したい。せっかく、サイラオーグさんのご厚こう意いでパイリンガルが解禁しているわけだしね！


　部長が息を吐はいた。


「……行ってきなさい。私もあなたのあの技を破るという相手の術が気になるわ。でも、決して気を抜ぬかないでね」


　部長にそう言ってもらえた！


「はい！　兵藤一誠、行ってまいります！」


　俺は敬礼をして、転移型魔ま方ほう陣じんに向かった！


『おっぱいドラゴンがどうやら戦うみたいです！』


　実況がそう叫ぶ。すると──、


「「「「「「「「おっぱいッ！　おっぱいッ！　おっぱいッ！」」」」」」」」


　子連れの観客席がいままでに無いほどに沸いて揺ゆれた。


『見てください！　子供たちのあの元気な笑え顔がお！　冥めい界かいのヒーロー！　子供たちがおっぱいドラゴンの登場に大興奮しております！』


　実況の言う通りだ。すげえ、モニターに映る子供たちは皆笑顔だった。俺の名前を一生懸けん命めい呼んでいた。


　不可視の結界を展開していないせいかモニターにもでっかく俺の姿が映しだされ、顔の下に悪魔文字で『おっぱいドラゴン』と表示されていた！　さらに入場曲として「おっぱいドラゴンの歌」まで会場で流れだす！　俺、専用の登場演出まで用意されてんのかよ!?　いや、だがしかし──。


　こいつは──気合が、テンションが、おかしくなるほどの声せい援えんと期待だ。


　──どんな形であれ、負けられない。


　その気持ちだけは強く持って、俺はバトルフィールドへ転送されていった──。








　…………。転移の光が止やみ、俺が到とう着ちやくしたのは──だだっ広い花畑だった。色しき彩さい鮮あざやかな花々が一面に咲さき誇ほこっている場所。様々な花の香かおりがする。


　……こんなお花畑が俺のバトルフィールドだなんてな。


　前方に相手を確かく認にん。例の『僧侶ビシヨツプ』の女性だ。魔力全ぜん般ぱんに長たけているんだよな。けど、どちらかというと仲間をサポートするタイプ。どう出てくる？


　警けい戒かいする俺の視界に審判アービターが入ってくる。こちらに転移してきたようだ。


『第三試合、開始してください！』


　始まった！　とりあえず、籠こ手てを出現させて、『女王クイーン』にプロモーション！　まあ、トリアイナ開かい眼げんのおかげで部長の承認なしでプロモーションできるようにはなっているんだけどね。


　その場を駆かけだしながら禁手バランス・ブレイカーのカウント開始！　それに応じて相手も走り出し、魔力での攻こう撃げきを放ってくる。投なげ槍やりのような形状の氷の魔力を幾いく重えにも放ってきた。俺はそれを避よけていく！


「やるわね、坊ぼうや」


　淡たん々たんとそう言う相手『僧侶ビシヨツプ』。うーん、淡々としたボイスのなかにも隠かくれたエロスを感じる！


　俺は氷の魔力をかわして、次の魔力攻撃もやり過ごした。禁手バランス・ブレイカーになる前が俺の一番の弱点だからな！　だからといって対策を立てていないわけじゃない。日々、この状態でも逃にげ回れるよう逃げ足だけは鍛きたえてますからね！


　魔力を避けながら花畑を駆け回っているうちにカウントが終わった！　よっしゃ、ここからが本番！


「禁手化バランス・ブレイク！」


　赤い閃せん光こうが籠手から発生し、俺の体を包み込む。赤いオーラが鎧よろいを形成して、禁手化バランス・ブレイクは完かん了りようした！


『出ました！　おっぱいドラゴンです！　会場では子供たちがさらに興奮の一いつ途と！』


　実況が叫ぶ。バトルフィールドの上空にも映像が現れ、子供たちの姿が映しだされていた。


『おっぱいドラゴ────ンッ！　がんばって──ッ！』


　最高の声援だ。やる気がみなぎってくるぜ！　てなわけで、さっそくの俺の技が破られるかどうか試ためそうじゃありませんか！


　俺は脳内のイメージを膨ふくらませて、パイリンガルの準備に取りかかった。


　あの謎なぞの空間を展開して、お姉さんの胸の内を聞かせてもらう！　そのあとに近づいてドレス・ブレイク！　裸ら体たいを拝ませてもらったあと、素す早ばやく撃破！　これだろう！　この流れしかないだろう！


「きたきたきた！　広がれ、俺の──」


　脳内の魔力を解き放ち、パイリンガルを発動しようとしたときだった──。


　するり……。


　お姉さんが眼前で服のボタンに手をかけ始めた。


　…………。


　俺は──お姉さんの脱だつ衣いに釘くぎ付づけになっていた。ガン見です！


　マ、マ、マ、マ、マジかぁぁぁぁぁぁぁぁあああああっ!?　この場で、この状じよう況きようで服に手をかけた!?


　お姉さんは俺の驚きよう愕がくになぞ目もくれず、上着を一枚脱ぬぎ捨すてた。本気になるために、上着を脱いだのかとも思った。


　──違ちがった。


　お姉さんはスカートまで脱ごうとしている！　バカな!?　こんな大事な局面で、自ら脱いでいく！　そんなことがあり得るのか!?


　俺はあまりに素敵な展開に──攻撃の手を止めていた！


『おおっと！　これは！　バアルチームのコリアナ・アンドレアルフス選手が、突とつ然ぜん脱ぎだした！　男性のお客さんも無言でガン見している状態です！　アザゼル総そう督とく、これはいったい！』


『…………』


　先生もガン見じゃねぇか！　ですよね！


　いや、すごくうれしい状況だけど、それはそれ、これはこれ！　俺は興奮を隠しきれないなかで、パイリンガルを発動させた！


「乳語翻訳パイリンガル！」


　俺を中心に謎の空間が広がっていき、お姉さんも射程圏けん内ないに捉とらえた！　よし！　技は完かん璧ぺきに決まった！　聞いてやるぜ、その胸の内を！


「へい！　そこのお姉さんのおっぱい！　次は何をするんだい？」


　俺が訊きくと、お姉さんのお乳は俺にだけ聞こえる声でこうつぶやく。


『次は……ブラウスのボタンをひとつひとつ外すのよん』


　…………。


　俺はそれを聞き、お姉さんの行動に注目する。


　──ブラウスのボタンを上からひとつひとつ外していくところだった。


　…………素晴らしい。


　じゃなくて！　なんてことだ！　胸の内が語ったのは──これから脱ぐという宣言だった！　バカな！　こ、こんなことが！


『イッセー、何をしているの！　胸の内を聞いたのでしょう？　なら、次の攻撃に備えて行動に移るのよ！』


　イヤホンマイクから部長の指示が届く。


　……し、しかし、部長。俺は……俺は！


「できませんッッ！　だって、お姉さんのおっぱいは次に脱いでいく箇か所しよを宣言していくんですッ！」


『──っ！　なんてこと！　胸の内はそんなことを教えてくれたの!?』


　部長もあまりの結果に驚おどろいていた！


『それなら、ドラゴンショットを打ち込めば決着はすぐに──』


　部長がそう命令をくれるが、俺は慟どう哭こくを吐きだした。


「それもできません、部長！　だって……だって！　いまから脱ごうとしているお姉さんを攻撃するなんてこと、俺には無理です！　脱衣してくれているお姉さんを前にしてドレス・ブレイクで全裸って選せん択たくも俺のなかでありません！」


　そう、その通りなんだ！　一枚一枚脱いでいくという行こう為い──。それ自体が神がかっているじゃないか……ッ！　それを無理矢理脱がすなんてナンセンスだ！　女性が自ら目の前で脱いでいくんだぞ！　最高のシチュエーションじゃないか……ッ！


　この想おもい！　男にしかわからないと思う！


　先生が力説する。


『これがサイラオーグ眷けん属ぞくの用意したイッセーの技封ふうじか！　なんて、おそろしい術だ！　胸の内は次に脱いでいく箇所を告げ、目の前で美女が一枚一枚脱いでいく。男にとっちゃ、目の前で一枚一枚服を脱いでいく女ってのは最高の状態だ。ストリップショーというジャンルが確立するほど、男ってのは服を取とり払はらっていく女性に夢中になっちまう生き物だ。ドレス・ブレイクで一気に裸はだかにするなんてことは愚ぐ行こうに等しい！　スケベの心理を捉えた的確で正確な攻せめ手！　これほどのものか、バアル眷属！』


　わかる。わかるよ、先生！　痛いほどにわかる！　今いま頃ごろ、女性陣じんは半眼で嘆たん息そくしてそうだけどさ！　それでもこれは男にしかわからないものなんだ！


　これが……サイラオーグさんたちの作戦！　見事だ！　見事すぎて、涙なみだが出てくる！


　──ありがとうございます！


　しかし、これがドレス・ブレイクとパイリンガルの弱点か！　なんて盲もう点てんだ！　スケベな技だからこそ、スケベの心理を把は握あくすれば、このような打開策が見つかる！


　俺はレーティングゲームの奥深さに戦せん慄りつした。


《……最低です》


　そんな小猫ちゃんのツッコミが空耳で聞こえたような気がした。いや、もしかしたら、本当にリタイヤ先の医い療りよう施し設せつでこの試合を見ていてそのようにつぶやいたかもしれない！


　お姉さんの美び脚きやく！　ブラジャーに包まれた豊満なバスト！　くびれた腰こし！　エッチな下着！　見事だ！　完璧だ！　もう言葉もねぇ！


　ついにお姉さんはブラとパンツだけになった。


『ちなみに、このストリップショーですが、お子様も見ているので、そろそろ特とく殊しゆな加工を施ほどこして放送しますのでご了りよう承しようください』


　なるほど、会場やテレビの前の小さなお子さまも安心だね！


　さて、お姉さん、次はどこを脱いでくれる？　まあ、ここまで来たらブラジャーを取り払って、その豊満な、お、お、お、お、おっぱいを解放して──。


　エロ視線でそれを見守っていた俺だが──、お姉さんはパンツのほうに手をかけた。


　──っ!?


　その瞬しゆん間かんだった──。


　俺のなかで、急激に冷めていくものがあった。


　…………違う。


　…………違うよ、お姉さんッッ！


　激情が俺の底で高まっていく。それは怒いかりとも呼べるものだった。


　ここまで来て、パンツ!?　パンツ→ブラジャー!?


　──あり得ねぇぇぇぇぇえええええええぇぇぇぇっ！


　俺は心のなかでそう泣なき叫さけんでいた！


「ブラジャー外してから、パンツでしょッッ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　気づいたら、俺は怒りに任せた極大のドラゴンショットを『僧侶ビシヨツプ』のお姉さんに放っていた。


「えっ!?　ウソ!?　キャァァァァァァアッ！」


　完璧に不意打ちだったのか、お姉さんはドラゴンショットのなかに消えていった。


『サイラオーグ・バアル選手の「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤです』


　無情な審判アービターからの通達。


　俺は勝利しながらも天を仰あおいでた。


　……なんて虚むなしい勝利だろうか。だが、理解して欲しい。


　──俺はブラジャー→パンツ派だ。


　第三試合、性せい癖へきの細かな違いから、俺が勝利を収めた。





　　　　─○●○─





「酷ひどい勝負だったよ」


　陣じん地ちへ帰ってきた俺に最初に投げかけられたのは木場のそれだった。


　野や郎ろうは苦笑いしてた。


　うるさい！　俺は悲しみに暮れているぐらいだ！　女性に無敵をほこったふたつの技にあんな弱点があったなんて！　しかもパンツ→ブラジャーだぞ？　あり得ないよ！


　と、まあ、そんなやり取りを置いといて、次のダイスシュートだ。


　合計の数字が発表される。その数字は──８！　また８だ！　俺が出られる数字ではあるが、連続で出られないか。


「８か。私が出よう」


　ゼノヴィアが一歩前に出た。『騎士ナイト』であるゼノヴィアは３なので、もちろん、出場することができる。


「ええ、そうね。そろそろゼノヴィアに任せようかしら」


　部長も応じていた。でも、数字があと５余ってる。部長の視線が木場、ロスヴァイセさんに行く。


「ゼノヴィアと共に行くのは祐斗か、ロスヴァイセが適任かしら」


　そうだな。『騎士ナイト』で３の木場か、『戦車ルーク』で５のロスヴァイセさんとなら、８の数字内だし、場に出せる。コンビとしても適役かも。


　だが──、恐おそる恐おそる挙手した者がいた。ギャスパーだった。


「……ぼ、僕が行きます。え、えっと、そろそろ中盤ミドルゲームですから……何が起こるかわかりませんし……、ゆ、祐斗先せん輩ぱいとロスヴァイセさんは強いですから、後半に向けて控ひかえていただいたほうがいいかなって……」


　皆みんな、ギャスパーの意見に目をパチクリさせていた。……ギャスパーが自主的にそんなことを言うと誰だれもが思わなかったからだろう。


　確かにこいつの言う通りだ。強力な木場とロスヴァイセさんは後半の展開に取っておいたほうが得策だろう。中盤ミドルゲームの仕し掛かけにあえて強力な眷属を出すって案もあると思うんだけどね。


　けど、ギャスパーの瞳ひとみは決意に満ちていた。


　部長がフッと笑えんだ。


「じゃあ、ギャスパー、ゼノヴィアをサポートしてくれるかしら？　あなたの邪じや眼がんやヴァンパイアの能力でゼノヴィアをサポートしてほしいの」


　部長にそう言われ、ギャスパーはつぶやく。


「……ぼ、僕、男子だし、小猫ちゃんの仇かたきを討うたなきゃ！」


　全身を震ふるわせながらもえらい気き迫はくだった。いい気合じゃないか！


「うん、頼たよりにしているぞ、ギャスパー」


「は、はい、ゼノヴィア先輩！」


　ゼノヴィア、ギャスパーというタッグが誕生した。








　第四試合、二人が転移型魔ま方ほう陣じんから到とう着ちやくしたバトルフィールドは、ゴツゴツした岩だらけの荒あれ地ちだった。


　……足場があまりよろしくないところだ。ゼノヴィアが『騎士ナイト』だけどパワータイプ寄りで良かった。逆に木場ならちょっとばかり高速に影えい響きようが出たかもな。


　──二人の眼前に相手が現れる。


　ひょろ長い体格の男性と、不気味なデザインの杖つえを携たずさえた小こ柄がらな美少女……じゃなくて、確か美少年なんだよな。


　えっと、ひょろ長いほうが『戦車ルーク』で、杖を持った美少年が『僧侶ビシヨツプ』だったかな。


『グレモリーチームは伝説の聖せい剣けんデュランダルを持つ「騎士ナイト」ゼノヴィア選手、一部で人気の「僧侶ビシヨツプ」な男の娘こ、ギャスパー選手です！』


「「「「うおおおおっ！　ギャーくぅぅぅぅんっ！」」」」


　実じつ況きようの言うように観客席の一部からギャスパーに応おう援えんを送る男性ファンが！　うーむ、そういう方面に人気なのか。侮あなどれないな、ギャー助。


　ゼノヴィアのほうは男性客よりも女性のほうが盛り上がっている印象だ。『騎士ナイト』の女性って、同性から支持を集めるのかもね。


『対するバアルチームは、なんと！　両者共に断絶した御お家いえの末まつ裔えいというから、驚きです！　「戦車ルーク」のラードラ・ブネ選手、「僧侶ビシヨツプ」のミスティータ・サブノック選手。それぞれ、断絶した元七十二柱のブネ家とサブノック家の末裔です！　アザゼル総そう督とく、バアルチームには複数の断絶した家の末裔が所属しておりますが……』


　実況に訊きかれた先生が答える。


『能力さえあれば、どんな身分の者でも引き入れる。それがサイラオーグ・バアルの考えだ。それに断絶した家の末裔が呼応したということでしょうな。断絶した家の末裔は現悪魔政府から保護の対象でありながらも一部の上役に厄やつ介かい払ばらいと蔑さげすまれているのが実情。他の血と交じってまで生き残る家を無かったことにしたい純血重視の悪魔なんて上にいけばたくさんいますからな』


　先生が皮肉げにそうコメントしていた。実況のヒトも先生の言葉に困り顔だった。


『ハハハハ、まったくその通りです』


　皇帝エンペラーベリアルは笑っていたが……。


　ひょろ長い男性『戦車ルーク』が言う。


『その通り。我が主あるじサイラオーグさまは人間と交じってまで生きながらえた我らの一族を迎むかえ入れてくれた』


『サイラオーグさまの夢は僕たちの夢』


　美少年も信念が固かたそうだ。


　バアル眷けん属ぞくの両者の瞳は使命感に燃えているようだった。


『第四試合、開始してください！』


　審判アービターが開始を告げる。刹せつ那な、両チームが素す早ばやく構えて、攻こう撃げきを開始させた。


「ギャスパー、コウモリに変化して！　ゼノヴィアはそのあとに攻撃！」


　部長が陣地からそう指示する。


　ギャスパーが体を無数のコウモリに化けさせて、フィールド中に散らばり、ゼノヴィアが開幕早々に幾いく重えものデュランダルの波動を相手の『戦車ルーク』『僧侶ビシヨツプ』に放った！


　岩いわ肌はだを大きく削けずりながら、聖剣の切れ味鋭するどい波動が飛んでいく！


　その攻撃を両者がかわし、『僧侶ビシヨツプ』のサブノックが杖から複数の炎ほのおの魔力を放った！　あの『僧侶ビシヨツプ』も魔力が得意だったはず。


『させません！』


　フィールド中に飛び回る無数のコウモリの眼めが赤く輝かがやき、炎の魔力を停止させてしまう！　止められて宙に浮うかぶ炎の魔力！　ゼノヴィアがそれを聖剣の波動で振ふり払はらい、相手の攻撃を無効にしてしまった！　いいコンビネーションだ！　チームバトルの練習をしてきたかいがあるってもんだぜ！


『ラードラ！　サイラオーグさまの指示が届いた！　先に剣けん士しだ！　僕は準備する！』


『了りよう解かい！』


　サイラオーグさんの指示が届いたのか、『僧侶ビシヨツプ』が後方に下がり、全身にオーラを迸ほとばしらせる！　禍まが々まがしいオーラが立ちこめた……！　嫌いやな予感を覚える禍々しさだ。


　さらに『戦車ルーク』が『僧侶ビシヨツプ』を守るように前に立ち、衣服を破り捨てた。


　……あの『戦車ルーク』、防ぼう御ぎよ力りよくが抜ぬきんでていたな。壁かべ役になるのか？　そんな風に俺は思っていたのだが──。


　ボゴッ！　ドンッ！


　……『戦車ルーク』のひょろ長い体が突とつ然ぜん、盛り上がり、異様な体つきになっていく。ビルドアップ？　いや、違ちがう！　ひょろ長い体がどんどん膨ふくれあがり、尾おが生まれ、翼つばさが背中から出現した！　口元が牙きばむき出しとなり、手の爪つめが鋭えい利りになっていく！


　バアル『戦車ルーク』の体が巨きよ大だい化かしていく！


　ギャオオオオオオオオオオオオンッッ！


　咆ほう哮こうをあげる黒く巨大な怪かい物ぶつ──ドラゴンがゼノヴィアたちの前に立ちふさがった！


　あのひょろ長い『戦車ルーク』が、あんなデカいドラゴンになっちまった！


「……ブネは悪魔でありながら、ドラゴンを司つかさどる一族……。けれど、変化できるのは家の血を引く者でも限られた者……。よりによって……っ！」


　部長が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情をしていた。


　ドラゴンに変化できる悪魔！　創作のファンタジーものでそういうのもいたな！　実際に目にすると、大だい迫はく力りよくだ！　つーか、あの能力はグラシャラボラス戦でも見せなかったし、初めて目にする！


　一族でもレアな能力を発現できる者と偶ぐう然ぜんにも出くわしたってことか！


『ドラゴン変化は情報にも無かった！　サイラオーグめ……、その眷属を鍛きたえ上げて覚かく醒せいさせたか！』


　先生もそうコメントしていた。あっちは変化できるように修しゆ行ぎようしたってことかよ！


　巨大なドラゴンとゼノヴィアたちの攻防が始まった！


　ゼノヴィアは聖剣の波動と共に直接攻撃も『戦車ルーク』ドラゴンに放つが、堅けん牢ろうな防御力でなかなか決定打が作れない。


　あの一撃必殺級のデュランダル砲ほうなら大ダメージを与あたえられるだろうが、あれは溜ため時間がある程度必要だ。


『ギャスパー！　あれを撃うつ！　時間を稼かせいでくれないか！』


　ゼノヴィアがギャスパーにサポートを仰あおいだ。あれをやはり撃つ気か！


　後方にゼノヴィアが下がり、ギャスパーのコウモリがドラゴンを包み込む。


『えい！　えい！』


　ギャスパーはドラゴンの全身にまとわりついてゼノヴィアから離はなそうとした。


「部長、あのドラゴンの血を飲めばギャスパーはパワーアップしますか？」


　俺の意見だ。いちおう、俺の血を持たしているけど、まとわりついているし、ついでに嚙めばパワーアップできるかなって思ったんだ。


　部長は首を横に振った。


「ブネの血がギャスパーに何をもたらすかわからないわ。もしかしたら、予想外に良いものを得るかもしれないけれど、逆のほうもあり得る。持たせたイッセーの血を飲んでもらったほうが安全で、確実だわ」


　そりゃ、そうか。あのドラゴンの血を飲んで腹でも壊こわしたら試合どころじゃないやな。


　コウモリの攻撃をうざそうにしているドラゴンは口から大質量の火か炎えんを吐はくが、ギャスパーはうまく散って避よけていた。


　ゼノヴィアがエクス・デュランダルを天高く掲かかげて、パワーをチャージし始めたときだった。


　相手の『僧侶ビシヨツプ』が叫さけんだ。


『ここだッ！　聖剣よッ！　その力を閉じよッ！』


　その瞬しゆん間かん、相手『僧侶ビシヨツプ』の杖が怪あやしく光り、ゼノヴィアの全身を捕とらえた。


　不気味な光に包まれるゼノヴィア。体に気色の悪い模様が浮かび上がり始めた。


　ゼノヴィアの手元が震える。ついにはデュランダルを下におろしてしまった。


『……これはなんだ……。デュランダルが反応しない……！』


　な、何!?　ゼノヴィアの体に起こっているであろう現象に俺は驚おどろく。聖剣が反応しないってことか！　ゼノヴィアは天然の聖剣使いだ。その要素が……消えた？


　バアルの『僧侶ビシヨツプ』がやつれた表情で言う。


『……僕は人間の血も引いていてね。───神器セイクリツド・ギア、「異能の棺トリツク・バニツシユ」。最近になってようやく使えるようになった呪まじないの能力だよ……』


　神器セイクリツド・ギア！　しかも最近になって使えるようになったってか！　だから、記録映像を見てる俺でも初見ってことなんだな！　あれもあちらの修行の成果だろうか？


『異能の棺トリツク・バニツシユ、自分の体力、精神力などを極限まで費やすことで、特定の相手の能力を一定時間完全に封ふうじる神器セイクリツド・ギアだな。──バアルの「僧侶ビシヨツプ」は自分の力と引ひき替かえにゼノヴィア選手の聖剣を使う力を封じたようだ』


　先生がそう言う！　やっぱりか！　ゼノヴィアの聖剣を使う能力を奪うばい去った！　その代だい償しようとして相手は体力などを消費して、急激にやつれてしまったんだ！


『……くっ！』


　デュランダルを重たそうにしているゼノヴィア。まったく機能しないんだな……。


『……本当なら聖剣を封じた余波で、彼女自身にも聖剣のダメージを与えさせようと思ったんだが……。聖剣使いとしての才能は思った以上に濃こかったようだ……』


　相手の『僧侶ビシヨツプ』がふらつきながらも苦く笑しようしていた。ゼノヴィアはデュランダルを使えなくなったが、自身が聖なるダメージで傷つけられるほどの封ふう印いんはされなかったってことか。


　ゴオォォォォンッ！


　そこへドラゴンが容よう赦しやなく襲おそいかかる！　ゼノヴィアが為なす術すべもなく──いや、無数のコウモリがゼノヴィアを包みこんだ！


　ドォォォンッ！


　誰だれもいなくなった地面にドラゴンの凶きよう悪あくな踏ふみつけ攻撃がされる。


　コウモリに包まれたゼノヴィアは──どこかの岩いわ陰かげに移動していた！　ギャスパーがゼノヴィアを避ひ難なんさせたんだな！　ナイスフォローだ！


『……すまない、ギャスパー。だが、どうやら、私は役立たずになりそうだ』


　ゼノヴィアがすまなそうにそう言う。


『そ、そんなことないです！　ゼノヴィア先せん輩ぱいのほうが僕よりもずっと部長のお役に立ちますよ！』


　ギャスパーはゼノヴィアを励はげまし、腰こしの小さなポシェットから小こ瓶びんやら、チョークやら、道具を取りだした。


『ぼ、僕、この手の呪いを解く方法をいくつか知ってます！』


　ギャスパーは手元に小さな魔ま方ほう陣じんを展開させると、ゼノヴィアの体に当てる。魔方陣を通して、ゼノヴィアにかかった神器セイクリツド・ギアの呪いを調べているようだ。


『逃にがさん！　どこだ！』


　ドラゴンが地じ響ひびきを立てながら、岩場でゼノヴィアたちを捜し回る。……見つかるのは時間の問題だ！


「ギャスパー、ゼノヴィアの呪いは解けそう？」


　部長が訊く。


『……わかりました。はい、僕流の解呪方法なら手持ちの道具でなんとかなりそうです』


　ギャスパーはそう言うと、ゼノヴィアを中心にチョークで魔方陣を描えがきだしていく。


　見慣れない紋もん様ようを描いていき、最後に小瓶を持った。──俺の血が入った小瓶だった。


　それはギャスパーの力を底上げするアイテム。


『いま描いた魔方陣にこのイッセー先輩の血を馴な染じませることで、呪いは解けると思います。ただ、解かい呪じゆできるまで少し時間がかかりそうですけど……』


　ギャスパーがゼノヴィアにそう告げた。……俺の血を使うってことか……？


『ま、待て、ギャスパー。その血を使えば、おまえは──』


　困こん惑わくするゼノヴィアにギャスパーは──満面の笑えみを見せた。


『ゼノヴィア先輩、僕、役目を見つけました』


『ギャスパー……？』


　訝いぶかしげに感じているゼノヴィア。魔方陣を完成させたギャスパーは岩陰から飛びだしていく。


『ぼ、僕が時間を稼ぎます！　呪いが解けたら、そのままデュランダルをチャージしてください！』


　──ッ！　あいつ、血も飲まずに単身で突つっ込こんでいくつもりか！


「無む謀ぼうよ！　ギャスパー！　隠かくれなさい！」


　部長が叫ぶが、ギャスパーは決意に満ちた表情で走りだした。


「ダメですぅっ！　ぼ、僕が時間を稼がないとダメなんですぅっ！　部長が勝つにはゼノヴィア先輩の力が必要なんですぅっ！」


　部長が再び叫ぶ！


「いいから、早く逃げてッ！」


　──ギャスパーの眼前にドラゴンとバアル『僧侶ビシヨツプ』が迫せまっていた。


『見つけた、ヴァンパイアめ。あの剣士は隠したか。だが、この周辺にいるのだろう？　火炎をまき散らせば出てくるだろうか』


　巨きよ軀くに迫られ、ギャスパーは全身を震ふるわせたが──逃げる素そ振ぶりも見せず、手を前に出して、魔力を撃つ格好となった！


『あ、暴れさせるわけにはいきませんっ！』


　あいつ、向かっていく気か、ゼノヴィアを守るために！


『単独で臨のぞむ、か。その勇気、敬意を払うべきもの。たとえ、震えていようと勇気がなければドラゴンの前に立つことすらできないものな』


　ギャスパーに敬意を払うドラゴンは──口元から巨大な火炎を吐きだした！


　ゴバァァァァァァンッ！


　ギャスパーは防ぼう御ぎよ魔方陣でそれを防ごうとする！　逃げろ！　無茶だって！　ギャスパーはゼノヴィアのために少しでも時間を稼ごうと身を盾たてにしていく！


『うわああぁぁぁぁぁああがあっ！』


　ギャスパーは絶ぜつ叫きようをあげる。防御魔方陣を破られて、火炎に吹ふき飛とばされていく。


　火炎の一撃で火傷やけどを負いながらも、ギャスパーはよろよろと立ち上がった。


『……まだ。まだだいじょうぶです！』


『ギャスパー！　無理はよせ！』


　ゼノヴィアが叫ぶ！


『剣けん士しの声？　この辺にいるのか？　剣士め、どこだ？』


　ドラゴンがゼノヴィアの声を聞き、辺りをキョロキョロし始めた！


『あああああああっ！』


　ギャスパーが悪魔の羽を展開して飛びだしていき、ドラゴンの太い腕うでに食らいついた。


『──ッ！　離せ！　いつでも倒たおせるおまえと違ちがい、デュランダル使いはすぐにやらねばならん！　あの呪いは有限だからな！』


　空いているドラゴンの手でギャスパーはつかまれ──ギュゥゥゥゥッと激しく握にぎりつぶされていく！　メキメキと嫌いやな音が辺りに響ひびき渡わたる！


『うわぁっぁぁああああぁぁぁっぁっ！』


　ギャスパーが激痛に絶叫した。


　あまりの光景に部長は目を背そむけてしまう。


「……もうやめて！」


　アーシアも顔を手で覆おおい、絶叫した。


　ドラゴンは握りつぶしたギャスパーを地面に捨てる。


　ギャスパーは激痛に息もできない状態でもがいていた。それでも──這はって、ドラゴンに食い下がる。


『……痛い……痛いけど……。まだ……。僕は……グレモリー眷けん属ぞくの……男の子だから……。……ゼノヴィア先輩、待っていてください……』


　ギャスパーの声にゼノヴィアは応こたえない。ギャスパーの悲鳴を耳にしているはずだ。


　後こう輩はいの覚かく悟ごを知ったのか、映像のゼノヴィアは自身の声と気配を完全に殺した。その目には涙なみだが込み上げていた。


『邪じや魔まだ！』


　ドラゴンに蹴けられていくギャスパー。それでもあいつは這う。


『……グレモリー眷属男子……訓くん戒かい……その一……男は女の子を守るべし……ッ！』


　痛みと衝しよう撃げきで震える体をどうにか持ち上げて……ギャスパーは立ち上がった。その言葉は、部室で俺がギャスパーに教えたものだった。


『……グ、グレモリー眷属男子……訓戒……その二、男はどんなときでも……立ち上がること……ッ！』


　手元に再び魔方陣を展開させようとするが──。


　バキッ！


　杖つえを携たずさえたバアルの『僧侶ビシヨツプ』がフラフラになりながらもギャスパーを杖で横よこ殴なぐりにした。


『諦あきらめろ、キミでは我々には勝てない』


　無情な一声。フラフラな男の一いち撃げきでもいまのギャスパーにとっては必殺に近いダメージだろう。


　その一声を聞いても、あいつは岩につかまり、立ち上がろうとしていた。


『……グレモリー……眷属……男子……訓戒……その三……』


　うわごとをつぶやきながら、ギャスパーは腫はれ上がった顔を前に向けた。


『……何が起きても……決して諦めるな……。……ゼノヴィア先輩は……僕が守らないと──』


　ズンッ！


　非情な一撃。ドラゴンの踏みつけが容赦なくギャスパーを襲った──。


　足をのけるドラゴン。ギャスパーは──ぐしゃぐしゃのボロボロになっていた。もう、とても戦える状態じゃない。リタイヤも近いだろう。


　──っ！


　俺は目の前の光景に震えた。


　……それでも瀕ひん死しとなったギャスパーの体が少しだけ動いたからだ。そして、這うようにその場から動こうとする。


『……ぼくは……グレモリーの……部長を……勝つ……勝たなきゃ……』


　それを見た俺の頰ほおを涙が伝った。


『ギャスパァァァァアアアアアアアアアアアッッ！』


　踏みつけの地響きが伝わったのか、ゼノヴィアの絶叫がフィールドに響き渡った。





　──先輩。僕も皆みなさんのお役に立てるでしょうか？





　バカ野や郎ろう……ッ！　バカ野郎！　バカ野郎ッ！


　おまえは……俺が言ったことは愚ぐ直ちよくなまでに……！　いまのおまえを見て誰が役立たずなんて言えるかよ……ッ！


　おまえは……おまえは！


　立派なグレモリー眷属の男子じゃねぇか……ッ！


「…………」


　あまりの光景に映像から目を背ける部長。


　俺は部長に言った、溢あふれるものを抑おさえられずに──。


「……部長、お願いです。背けずに見てやってください。あいつはあなたのために死ぬ覚悟であそこでがんばってるんです……。引きこもりで、誰だれよりも怖こわがりなあいつが、いま、誰よりも一生懸けん命めいがんばってるんです……！　見てやってください……！」


　俺の訴うつたえに部長は涙を溢れさせようとするが──それを我が慢まんして、映像に視線を送った。


「わかったわ。ゴメンなさい、イッセー、ギャスパー……」


　気き丈じように振ふる舞まう部長。アーシアと朱乃さんが嗚お咽えつを漏もらしていた。ロスヴァイセさんも目にうっすらと涙を浮うかべ、木場もくちびるを嚙かみ、そこから血がにじんでいた。


『まだ動くか。その勝利への執しゆう念ねん。恐おそれ入いる。これ以上の攻こう撃げきはあまりに残ざん酷こくと言える。いいだろう、一気に楽にしてやろう』


　ドラゴンが口から火か炎えんを吐はこうとしたときだった──。


『──そうはさせない』


　極大で異様なオーラを放ちながら、ゼノヴィアが岩いわ陰かげから姿を現した。デュランダルから迸ほとばしる聖なるオーラ。見ているだけで寒気がするほどの質量だった。


　その体には呪のろいの紋様は消えていた。どうやら解呪は成功のようだ！


　ゼノヴィアはギャスパーに近寄り、すでに意識を失っているであろう後輩を抱だき寄よせた。


『──よくやったぞ、ギャスパー。男だな。──すまなかった、私が不ふ甲が斐いないばかりにおまえにこんな……』


　ゼノヴィアは涙を流してギャスパーに謝った。


『呪いが解けたか！』


　バアル『僧侶ビシヨツプ』が杖の先せん端たんをゼノヴィアに向ける。ドラゴンのほうも両りよう翼よくを広げてかまえた。


　ゼノヴィアが静かに立ち上がり、ぼそりとつぶやく。


『……足りなかった』


　カシャカシャとエクス・デュランダルの鞘さやがスライドしていき、攻撃のフォルムへと姿を変えていく。


『私には覚悟が足りなかったようだ。だから、あんなものに捕とらわれた。仲間のために、部長の──主あるじのために持つべきだった死ぬ覚悟がギャスパーよりも足りなかった。こいつのほうが私なんかよりもずっと覚悟を決めてこの場に立っていた！　自分があまりに情けない……ッ！　私は自分が許せなくて仕方がないんだ……ッ！』


　ゼノヴィアの言葉は俺にも突つき刺ささった。そう、俺は──俺たちは覚悟を決めてきたはずなのに、まだ足りなかったのかもしれない。


　──ギャスパーはそれを、身をもって教えてくれた。


『なら、どうすればいい？　どうすればこいつの思いに応えられる？』


　そう呪じゆ詛そのようにつぶやきながら、ゼノヴィアは涙を拭ぬぐう。


『そうだな。それしかないだろう。すまない、ギャスパー。──せめておまえのためにこいつらを完全に吹き飛ばしてやろう！　それがおまえへの応えだと思うからなッ！』


　ゴオォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　天高く立ちのぼる、聖なる光の柱──。エクス・デュランダルが生みだした極大のオーラだった。あれをまともに食らえば上級悪魔でも耐たえられないだろう。


『そうはさせるかッ！　今度はこの命を代だい償しようにもう一度あの「騎士ナイト」の能力を封ふうじる！』


　バアル『僧侶ビシヨツプ』が杖をかまえ、神器セイクリツド・ギアを発動しようとしたが──その体が意識ごと停止した。


　ドラゴンがギャスパーに視線を向ける！　ギャスパーはリタイヤの光に包まれ、意識を失いながらも双そう眸ぼうを赤く輝かがやかせていた！


　ギャスパーが相手の『僧侶ビシヨツプ』を停止させた！


　おまえって奴やつは……ッ！　最後まであがいた後輩の姿に俺は大おお粒つぶの涙を流した！


『停止の邪じや眼がんかッ！　バカな！』


　叫さけぶドラゴン。ゼノヴィアはデュランダルを大きく振り上げた！


『おまえたちはギャスパーに負けたんだ──ッ！』


　そう漏らしたゼノヴィアはエクス・デュランダルをドラゴンと停止した『僧侶ビシヨツプ』目め掛がけて解き放った──。


　ザッパァァァァアアアアァァンッ！


　大質量の聖なるオーラの波動が相手二人を飲み込んでいった──。


『サイラオーグ・バアル選手の「戦車ルーク」一名、「僧侶ビシヨツプ」一名、リアス・グレモリー選手の「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤです』


　第四試合の終わりを告げる審判アービターのアナウンス。


　第四試合までに俺たちは後輩二人を失った。俺たち先輩が守らないといけなかった後輩二人が誰よりも奮ふん闘とうした。


　──小猫ちゃん、ギャスパー。


　二人に誓ちかうよ。必ず俺たちは勝つ！


　必ずだ！　必ず部長に勝利をもたらす！　だから──いまは休んでほしい。


　よくやったな、俺の大事な後輩──小猫ちゃん、ギャスパー。


　この借りは必ず相手に返すよ……ッ。







　King.







　何が「勝ちましょう」だろうか。


　私──リアス・グレモリーは自分の甘さを痛感した。


　一番、覚かく悟ごを決めていたのはこの子たちだった。


　この子たちは、最初から死ぬつもりでここに立っていたんだ。


　仲間のために。──私のために。


　そして、勝つために。


　私は……なんて最低な『王キング』だろうか。貧ひん弱じやくで、貧相で、あまりに酷ひどい主。


　──私も覚悟を決めよう。


　泥どろに塗まみれようと、地べたを這はいずろうと、このゲームを制することを──。







　Life.4　リアス・グレモリーの眷けん属ぞくとして







　第四試合を終えて、お互たがいの眷属はこちらが部長、朱あけ乃のさん、木き場ば、ゼノヴィア、アーシア、ロスヴァイセさん、俺の七名。


　相手は『王キング』サイラオーグさん、『女王クイーン』、例の仮面の『兵士ポーン』のみとなっていた。


　数から見れば、こっちのほうが圧あつ倒とう的てきに有利だ。


『さあ、戦いも中盤ミドルゲームを超こえようとしているのかもしれません！　サイラオーグ・バアル選手のチームは残り三名！　対するリアス・グレモリー選手は七名となっています！　グレモリーチームが有利ですが、バアルチームも残りのメンバーが強力です！　巻き返しとなるか！』


　実じつ況きようが会場をそう盛り上げる。


「木場、相手方の『兵士ポーン』は駒こま消費７だったか？」


　俺が木場に確かく認にんを取る。木場がうなずいた。


「うん。不気味だね。少なくともいままで出てきたバアル眷属よりも強敵なのは確かじゃないかな」


　だよな……。どこで出てくるかわからないが、用心に越こしたことはない。


　第五試合の出場選手を決めるための『王キング』によるダイス振ふりが始まる。


　さすがにサイラオーグさん側のメンバーが少ないためか、小さな数字になった場合、再度振り直しとなった。


　何投めかで合計数字が──９となる。


　……こちらは誰でも出られるな。てか、ちょうど『女王クイーン』が出られる数字だ。


「あちらもついに三人。９ということは『女王クイーン』か『兵士ポーン』しか出てこられないわ。……『兵士ポーン』はまだ出さないと私は思うの」


　部長はそう言った。


「根こん拠きよはあるんですか？」


　俺が問う。


「サイラオーグはあの『兵士ポーン』をできるだけ使いたくないと思っているような気がするわ。まるで出てくる気配が感じられない。温存しているとしても温存しすぎよ。『兵士ポーン』が出られる試合は何度もあったし、ロスヴァイセと小こ猫ねこが戦った第二試合に投入してきてもいいと思ったわ」


　部長はそう話す。第二試合、合計数字10のときか。あちらの『兵士ポーン』なら、『騎士ナイト』か『僧侶ビシヨツプ』の一名と組めた試合だ。


　部長があの試合を手て堅がたく攻せめたのはそういう読みもあったのだろうか。あちらも、こちらの数字が大きかった以上、魔ま法ほうが得意で強力なロスヴァイセさんを投入してくるのはある程度は読めただろうし。


　う、うーん……、わからん！　やはり、俺には軍師となる眷属が必要かも！


「となると、相手は次に『女王クイーン』ですか、部長」


「ええ、祐ゆう斗と。サイラオーグの『女王クイーン』──クイーシャ・アバドン。『番外の悪魔エキストラ・デーモン』アバドン家の者が来るでしょうね」


　──『番外の悪魔エキストラ・デーモン』、アバドン家。


　レーティングゲームの現役トップランカー三位もアバドン家なんだよな。話に聞くと、相当強力な悪魔の一族らしい。


　家自体は現政府と一定の距きよ離りを取っていて、冥めい界かいの隅すみでひっそりと住んでいるようだけど……。


「──私が行きますわ」


　朱乃さんが部長にそう進言する。


　──っ！　朱乃さんが行くのか！


「……朱乃、いいの？　相手の『女王クイーン』はアバドンの者よ？　記録映像を見る限りでも相当な手て練だれだったわ」


　部長の言う通りなんだ。グラシャラボラスとの戦いでは、あちらの『女王クイーン』は絶大な魔力とアバドン家の特色という『穴ホール』を使って他者を圧あつ倒とうしていた。


　その『穴ホール』ってのが、なんでもかんでも吸い込む厄やつ介かいな代しろ物もので……。円形の『穴ホール』は空間にポッカリと穴あなが生まれて、その先は異界に続いているという。


「俺が行きましょうか？　勝てる算段はあるんですけど」


　俺がそう言うが、朱乃さんは首を横に振ふった。


「それは例のトリアイナを使ったものでしょう？　まだ出してはダメよ、イッセーくん。もっと大きな数字が出たとき──終盤エンドゲームで見せてこそですわ。それまでは私がなんとか相手戦力を削けずりましょう。うしろに祐斗くんやゼノヴィアちゃん、ロスヴァイセさん、そして部長とイッセーくんが控ひかえていてくれるからこそ、できる無茶もあるんです」


　ニコニコ笑え顔がおの朱乃さん。


　そこまで言われたら、俺は何も返せませんよ、朱乃さん……。


「……わかったわ、朱乃。お願いするわね」


「ええ、リアス。勝ちましょう、皆みんなで」


　それだけ言い残し、朱乃さんは転送の魔ま方ほう陣じんの向こうへ消えた──。








　朱乃さんが着いた場所は、無数の巨きよ大だいな石造りの塔とうが並ぶフィールドだった。朱乃さんはとある塔のてっぺんに立っていた。


　──眼前の塔の頂上に金きん髪ぱつポニーテールのお姉さん。


　サイラオーグさんの『女王クイーン』──クイーシャ・アバドンだ。……くしくも黒くろ髪かみポニー『女王クイーン』の朱乃さんVS金髪ポニー『女王クイーン』のアバドンって図式だ！


『やはり、あなたが来ましたか、雷らい光こうの巫み女こ』


　アバドンがそう漏もらす。


『ええ、ふつつか者ですが、よろしくお願い致いたしますわ』


　不敵に返す朱乃さん。


　審判アービターが出現し、両者を見み据すえる。


『第五試合、開始してください！』


　開始の合図がされた！


　朱乃さんと相手は翼つばさを羽ばたかせて空中へ飛びだしていく！


　そこで魔力による壮そう絶ぜつな撃うち合いが始まった！


　朱乃さんが炎ほのおの魔力を大質量で撃てば、相手は氷の魔力をデカく放ってくる！


　さらに朱乃さんが水を使えば、アバドンは風を使う。魔力による空中戦は互ご角かく！　朱乃さんもトレーニングで魔力を高めたためか、以前よりも強力な一いち撃げきを放てるようになっていた。


　周囲の塔が両者の魔力の余波を食らって、崩ほう壊かいしていくほどだ！


　しかし、まだ油断はできない。相手は『穴ホール』を使っていないからだ。


　朱乃さんが魔力で空に暗雲を作りだすと、そこから大質量の雷光を相手に放った！


　ビガガガガガガガガガガガッ！


　閃せん光こうが走り、アバドンを雷かみなりが包んでいく──寸前で空間に歪ひずみが生じた！　歪みにポッカリと『穴ホール』が空いた！──ここで使ったか！


　大質量の雷光は為なす術すべなく、『穴ホール』に吸い込まれていく！


『ここですわ！　これならどうでしょう！』
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　朱乃さんはこの機会を狙ねらっていたのか、さらに天に雷光を走らせる！


　ドガガガガアガガガガガアガガッ！


　大質量＋幾いく重えもの雷光が周囲一帯を襲おそう！　周りの塔が落ちた雷光によって、次々とぶっ壊こわされていく！


　フィールドの大半を覆おおうほどの雷光の乱らん舞ぶがアバドンに襲いかかる！　これの直撃を受ければいかに上級悪魔でも致ち命めい傷しようを受けるだろう！


　しかも避よける場所がない！　いける！　俺や皆が朱乃さんの勝利を確信した──が、アバドンが『穴ホール』を広げ、さらに他にも複数の『穴ホール』を出現させた！


　巨大な『穴ホール』とその周囲に現れた複数の『穴ホール』に朱乃さんの雷光の乱れ撃ちが難なく吸い込まれていく！　その光景を見て朱乃さんが絶句していた！


　アバドンが冷れい笑しようを浮うかべながら言った。


『私の「穴ホール」は広げることも、いくつも出現させることもできます。そして、「穴ホール」のなかで、吸い込んだ相手の攻こう撃げきを分解して、放つこともできるのです。──このようにして』


　朱乃さんを囲むように無数の『穴ホール』が現れた！　それらすべてが朱乃さんに向けられていた！


『雷光から雷だけを抜ぬいて──光だけ、そちらにお返ししましょう』


　ビィィィィィィィィッ！


　無数の『穴ホール』から、朱乃さんに向けて一直線に幾重もの光の帯が放たれた──。


　悪魔にとって、光は……猛もう毒どくだ。光に包まれていく朱乃さん──。


『リアス・グレモリー選手の「女王クイーン」、リタイヤです』


　無情な審判アービターからのアナウンスが俺たちの耳にも届いた。





　　　　─○●○─





「吸い込むだけではなく、あのようにカウンターにも使えるのか」


　木場が絞しぼりだした声でそう言う。


　朱乃さんを失い、俺たちは衝しよう撃げきを受けていた。魔力での勝負は互角だった。あの雷光が決まれば、勝っていた。勝っていたんだ！


　──アバドンの『穴ホール』をあまくみていたのが、俺たちの敗因。


　クソ……。やっぱり、俺が出ていって、ソッコーでぶっ倒たおせば良かった……。俺は後こう悔かいの念に駆かられていた。


「……気を取り直しましょう。終盤エンドゲームに差しかかっているのだから、気は抜けないわ。これからよ」


　部長は自分にも言い聞かせるようにそう言った。


　第六試合のダイスを振るときが迫せまっていた。両『王キング』がダイスを振る。


　その合計数字は──12ッ！


　──ッ！　ここで出た、マックスの目！


『出ました！　ついに12が出ました！　この数字が意味することは、サイラオーグ選手が出場できるということです！』


『おおおおおおおおおおおおおっ！』


　実じつ況きようの声に観客が大いに沸わいた。


　それに呼応するかのように、サイラオーグさんが陣じん地ちで上着を脱ぬいだ──。


　戦せん闘とう用に用意したのか、上着の下にはピッチリとした黒い戦闘服らしきものを着込んでいた。見事な体格が浮き彫ぼりとなる。


　出る──ッ！　サイラオーグさんがッ！　サイラオーグさんの視線がこちらに向いた。


　ゾクリとするほどに戦意に満ちた双そう眸ぼうだった。あり得ないほどのプレッシャー。全身の毛穴が開くほどの重圧。それが俺たちに向けられた。


「イッセーくん」


　俺の肩かたに手を置く木場。木場は真まっ直すぐにつぶやいた。


「僕とゼノヴィアとロスヴァイセさんでサイラオーグさんと戦う」


　──っ。


『騎士ナイト』二人で６、『戦車ルーク』一人で５、合計で11か。


「……そうか」


　俺はそう返した。こいつの決心は固かたいだろう。今いま更さら俺がどうこう言っても意志は変わらないと思う。


「できるだけ相手を消しよう耗もうさせるつもりだ。キミと部長のために」


　木場はニッコリとイケメンスマイルで言った。──覚かく悟ごも決まっているようだった。


「ああ、頼たのむ」


「祐斗！　あなた、まさか……」


　部長が言わんとすることを察して、奴やつはうなずいた。


「僕単独ではサイラオーグ・バアルには勝てません。そんなことは重々承知です。では、僕の役目は？　簡単です。できるだけ相手の戦力を削そぐ。この身を投げ捨ててでも──。ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、付き合ってくれますか？」


　木場の問いかけにゼノヴィアとロスヴァイセさんがうなずいた。


「ああ、もちろんだ。イッセーと部長がうしろに控ひかえているというだけでこんなにも勇気が持てるとはな。朱乃副部長の想おもいがよくわかる」


「役目がハッキリしている分、わかりやすくていいですね。──できるだけ、長く相手を疲ひ弊へいさせましょう」


　皆みんな、覚悟が決まった顔をしていた。俺は──強く握にぎった拳こぶしに血をにじませながらも笑えみで応こたえていた。──彼らの覚悟を無む駄だにしちゃダメなんだ。笑顔で送りださなくては。


　俺たちはリアス・グレモリーと共に勝利をつかむため、今日この日に臨のぞんでいるんだ。


　勝利のために、仲間のために、一手でも多く相手チームの王手チエツクメイトを目指す。


「……イッセーと祐斗か、ゼノヴィアが組めば──」


　部長がそう言うが、木場は首を横に振ふる。


「ダメです。イッセーくんをここで出すわけにはいきません。アーシアさん、この試合のあと、おそらく相手の『女王クイーン』とイッセーくんが戦う。そうなると──」


　木場が口にしている作戦に部長が続いた。


「そうなると残る相手は二人だけれど、ルール上、イッセーが連続で出場できないわ。だから、次の次の試合はアーシアが出場することにすればいい。そして戦わずにすぐにリザインする。最終決戦となれば回復役のアーシアは必要ではなくなるでしょうから、そこでリタイヤさせて、後続のイッセーに繫つなげる。そして、その次の試合はサイラオーグの性格からすれば、相手は『兵士ポーン』を出さずに、イッセーとサイラオーグの決定戦になるわ。──そういうことね、祐斗？」


　部長の問いに木場は満足そうにうなずいた。


「はい。やはり、そこまで作戦を立てていてくれたんですね」


　……もう、最終試合までの予想を読んでいたのか、木場も部長も。


「だからこそ、ここが正念場です。──僕たちがサイラオーグ・バアルの力を削けずります」


　木場のあまりに爽さわやかな笑顔だった。


「それにやれるなら倒す！」


　ゼノヴィアは気合に満ちていた。木場は苦笑する。


「そうだね、そのつもりでもある」


　部長は覚悟を決めたのか、大きく息を吐はいた。


「お願いするわ、三人とも。サイラオーグに少しでも多くダメージを与あたえてちょうだい。……ゴメンなさい。さっき、心中で覚悟を決めたばかりなのに、またあなたたちに教えられてしまったわ……。本当に私は甘くて、ダメな『王キング』ね」


　部長の自じ嘲ちように木場は首を横に振った。


「僕たちは部長と出会って、救われました。ここまで来られたのも、部長の愛があったからこそです。──あなたに勝利を必ずもたらします。僕たちで」


　木場はそれだけ言い残し、ゼノヴィアとロスヴァイセさんと共に転移の魔ま方ほう陣じんへ向かっていく。


　俺とすれ違ちがうとき、木場が笑顔で言った。


「──あとは頼むよ」


「ああ、任せろよ、ダチ公」


　そして、三人はバトルフィールドへと転送されていった──。








　三人が到とう着ちやくしたのは、湖の湖こ畔はんだった。腕うで組ぐみをして先に待機していたサイラオーグさん。


　三人を見て言う。


『リアスの案か？』


　すべて認にん識しきした上での台詞せりふだった。こちらの思おも惑わくはすぐに知れたのだろう。


　木場たちは何も答えないが、サイラオーグさんは感心するように口くちの端はしをあげていた。


『そうか。リアスは一皮むけたようだ』


　組んだ腕うでをといて、サイラオーグさんが三人に告げる。


『おまえらでは俺に勝てん。いいんだな？』


『ただでは死にません。──最高の状態であなたを赤せき龍りゆう帝ていに送り届けるッ！』


　木場の覚悟が決まった言葉に、サイラオーグさんは打ち震ふるえている様子だった。


『いい台詞だッッ！　おまえたちはどこまで俺を高まらせてくれる……ッ！』


『第六試合、開始してください！』


　審判アービターからの合図。


　刹せつ那な──、サイラオーグさんの四し肢しに奇き妙みような紋もん様ようが浮かび上がった。


『これは、俺の体を縛しばり、負ふ荷かを与える枷かせだ。──これを外させてもらおう。全力でおまえたちに応えるッ！』


　パァ……、淡あわい光がサイラオーグさんの四肢から漏もれると、紋様が消失していった。


　次の瞬しゆん間かん、ドンッ！　とサイラオーグさんを中心に周囲が弾はじける！　風圧が巻き起こり、サイラオーグさんの足あし下もとは激しく抉えぐれ、クレーターとなった！


　湖の水が大きく揺ゆれて、波立っていた！


　クレーターの中心で白く発光するサイラオーグさんの体。


　サイラオーグさんが体にまとっていたのは──小猫ちゃんがまとっていた闘気のようなものだった。いや、そのまんまだ！　まさか、サイラオーグさんは仙せん術じゆつを習得している？


　そんな疑問が生じたとき、解説の先生が言った。


『……なんて奴だ。闘気をまとってやがる。しかもここまで可視化するほどの濃のう厚こうな質量……』


『となりますと、サイラオーグ選手は気を扱あつかう戦闘術を習得していると？』


　実況が俺と同じ疑問を先生にぶつけていた。


『いや、サイラオーグが仙術を習得しているという情報は得ていない』


　先生に皇帝エンペラーベリアルが続く。


『はい、彼は仙術を一いつ切さい習得していませんよ。あれは、体術を鍛きたえ抜ぬいた先に目覚めた闘気です。純じゆん粋すいにパワーだけを求め続けた彼の肉体はその身に魔力とは違う、生命の根本というべき力をまとわせたのです。彼の有り余る活力と生命力が噴ふん出しゆつして、可視化したと言っていいでしょう』


　サイラオーグさんは修しゆ行ぎようの果てに魔力とは違う、純粋なパワーの波動を身につけたというのか……ッ！


　サイラオーグさんから放たれるプレッシャーに三人も表情を険しくしていた。


　サイラオーグさんが吼ほえる。


『一切、油断をしないッッ！　貴様たちは取られてもかまわない覚悟を決めた戦士だ。生半可な相手じゃない。──取られてもいい覚悟で戦うッ！　それこそが俺であり、相手への礼れい儀ぎだ！』


　ドッ！


　その場の地面を大きく削って、サイラオーグさんの姿が消えた！　開幕のダッシュか！


『させません！』


　ロスヴァイセさんが縦横無む尽じんに魔方陣を展開させ、魔法のフルバーストを撃うつ体勢を作った。


『ロスヴァイセさん、そっちです！』


　サイラオーグさんの動きを捉とらえた木場が、その方向に聖せい魔ま剣けんの切っ先を向けた！


　そこへロスヴァイセさんのフルバーストが撃ち込まれる！　その先にサイラオーグさんが出現した。


　大質量で様々な属性の魔法が放たれていく！　乱れ撃ちすぎて放っているロスヴァイセさんの姿が見えないほどだ！　ゼノヴィアの聖なる波動も魔法攻こう撃げきに混ざるように乱れて飛んでいく！


『ふんっ！』


　バンッ！


　空を殴なぐりつける快音と共にサイラオーグさんが向かってきていた魔法の数々を拳で打ち返した！　冗じよう談だんじゃねぇ！　あのヒトの一撃は魔法も軽々と弾はじくのかよ！　驚きよう愕がくする俺の目の前でサイラオーグさんが高速で魔法と聖なる波動の雨をかいくぐり、ロスヴァイセさんとの距きよ離りを一気に詰つめていく！


『逃にげ──』


　木場がロスヴァイセさんに逃げるよう言おうとする前に、サイラオーグさんの拳がロスヴァイセさんの腹部に直撃していた。直撃した瞬間、その周辺一帯の空気が振しん動どうするほどの一発だった。


　ヴァルキリーの鎧よろいがその勢いで無残にも四散していく！


　苦く悶もんの表情となるロスヴァイセさんは受けた拳の勢いによって、湖の遥はるか彼方かなたへ吹ふっ飛とばされていく！　同時にその体がリタイヤの光に包まれたまま湖に落ちていった！


　──リタイヤか！　ただの一撃で！


『──まずは一人』


『うおおおおおおっ！』


　ロスヴァイセさんが消えていくなか、ゼノヴィアがサイラオーグさんに正面から斬きりかかる！


　フッ！


　その姿が消え去り、ゼノヴィアの背後に現れた。そのまま蹴けり飛ばそうとするが、ゼノヴィアは身をよじってそれをかわした。


　ゴウッ！


　かわしてもその蹴りの勢いは一帯の空気を大きく震わせ、前方の湖を真っ二つに割るほどの風圧を見せた！……湖が真っ二つって、どれだけの蹴りの威い力りよくなんだ!?


『──相手の動きが速すぎるッッ！』


　ゼノヴィアが驚愕していた。


『まずはちょこざいな魔法の使い手から撃破テイクしたが……さて、剣士が二人。しかも聖剣の使い手だ』


　不敵に笑むサイラオーグさんを見たゼノヴィアと木場が全身からオーラを迸ほとばしらせる！


『木場──ッ！　こいつはヤバいッ！　全力中の全力でなければ勝てないぞッ！』


『わかっているよ、ゼノヴィア！　後先考えるのはよすべきだ！　余力を残すなんてことを頭の片かた隅すみに浮うかべただけでやられる……ッ！　それほどの相手だッ！』


　二人の緊きん迫ぱくぶりを見て、サイラオーグさんは満足そうな笑みを見せた。


『それでいい。俺の拳を止めてみせろッッ！』


　ダンッ！　その場を勢いよく飛び出し、闘気をまとわせた拳こぶしで木場に殴りかかる！


　木場は前方に聖魔剣を幾いく重えにも張はり巡めぐらせて、壁かべを作るが──。


　バリンッ！　儚はかなく呆あつ気けなく、拳の一撃で破は壊かいされていく！


『──ッ！　聖魔剣がッ！』


『やわいな。これでは俺の攻撃は止められんぞ』


　木場が近きん距きよ離りは危険だと感じ、その場を高速で駆かけだすが、サイラオーグさんも追いかける！　二人の高速戦せん闘とうは俺の動体視力では捉えにくい！　速い！　二人とも速すぎだろう！


　バキンッ！


『……ぐっ……』


　鈍にぶい金属音！　木場が──聖魔剣ごと一撃を食らった！　聖魔剣も難なく折れていく！


『長所を伸のばしつつ、技術への探求も忘れない、か。何よりも主あるじへの、仲間への想おもいが強い。──いい「騎士ナイト」だ。リアス、おまえが妬ねたましくなるほどの「騎士ナイト」だよ、こいつは。……だが、防ぼう御ぎよ。唯ゆい一いつ、おまえの弱点だったな、木場祐斗。しかし、この一撃を不覚と思うことはない。──この拳はおまえでなくとも耐たえられないのだからな』


『デュランダル──ッ！』


　ゼノヴィアが木場のピンチにデュランダルを振ふるう！


　剣から波動が複数生みだされ、サイラオーグさんに迫せまる！


『聖剣の波動かッ！　おもしろい！　俺の覇は気きと伝説の聖剣が生みだす波動！　どちらが上か勝負ッッ！』


　ゴウッ！


　サイラオーグさんが身にまとう闘気をいっそう盛り上げて、デュランダルの波動を真っ正面から受けた！


　…………結果は、無傷だった！　サイラオーグさんの闘気は少しも薄うすまる気配すら見せない！


『──っ。真っ正面からのあの攻撃で無傷。…………バケモノだ』


　ゼノヴィアが全身を震わせて、それだけ口から絞しぼりだした。


　首をコキコキと鳴らすサイラオーグさん。


『いい波動だ。だが、俺を止めさせるにはまだまだ足りない』


『ゼノヴィア、コンビネーションいくよ！』


　木場がゼノヴィアにそう告げ、ゼノヴィアも立ち上がって、二人でサイラオーグさんに剣を放つ！


　聖魔剣、エクス・デュランダル、二振ふりによる高速の剣けん戟げきをサイラオーグさんは最小の動きで避よけていく。


　木場は距離を取って、素す早ばやく聖魔剣から聖剣に変化させ、例の龍りゆう騎き士し団だんを出現させる！


『いけぇぇっ！』


　木場の命を受けて、複数の龍騎士団が高速でサイラオーグさんに向かっていく！


『新しい禁手バランス・ブレイカーかッ！　是ぜ非ひもないッ！』


　サイラオーグさんは真っ正面から騎士団を迎むかえ撃ち、高速の斬ざん戟げきをかいくぐりながらも一撃、また一撃と木場が生み出した甲かつ冑ちゆう騎士を屠ほふっていく！


　紙くずみたいに崩くずされていく木場の騎士団！


『数が多く、速さもある！　だが、俺が相手では──』


　ガシャン……。儚い金属音を立てて、最後の甲冑騎士が壊こわされた。


『硬かたさが足りない』


　──あの騎士団がただの拳と蹴りですべて破壊された。


　さすがの木場もサイラオーグさんの常じよう軌きを逸いつした体術に戦せん慄りつしている様子だった。


　……クソ！　二人とも京都から帰ってきてからさらに修行したのに！　ジークフリートとの戦いで屈くつ辱じよくを与あたえられて、二人はさらに鍛え上げたのに！


　──それでもあの男に届かないのか！


『才気溢あふれる動きだ。可能性に満ちあふれた攻撃を感じる。──しかし、この場では俺のほうが上だ』


　ドッ！　ゴッ！


　二人の斬戟を避けきったサイラオーグさんの掌しよう底ていがゼノヴィアの腹部に入り、回し蹴りが木場の脇わき腹ばらに入った。


　メキメキ……。耳みみ障ざわりな音が二人の体から発せられる。


『ガハッ！』


　その場で血を吐はいて地面に転がる木場とゼノヴィア。


　俺の仲間が……。一いつ緒しよに激戦を潜くぐってきた大事な仲間が……。


　あの拳に沈しずめられていく。拳けん打だの一撃が根こそぎ持っていってしまう。


　──力の権ごん化げ。


　闘気をまとい、二人の前に立ちふさがるその姿は鬼き神しんのごときだった。


　木場が血を吐きながらも小さく笑った。


『……イッセーくんはこんな一発を受けて、まだ真まっ直すぐに進めたのか……。やっぱり、すごいや……』


　そう言いながら、あいつは立ち上がっていく。


『……体はまだ動く……。良かった。まだ戦える。まだ相手を削けずれる……ッ！』


　手元に聖魔剣を創つくりだす木場。それに応じてゼノヴィアもよろよろと立ち上がった。


『……まだ、寝ねてはいられないか』


『さあ、削ろうか、ゼノヴィア。少しでもイッセーくんのために、部長のために、剣を振るおう』


　剣をかまえてサイラオーグさんの前に立つ二人。闘気をまとった鬼神は最高の笑えみを浮かべていた。


『まだ楽しませてくれるのか……ッ！』


『ああ、楽しませてやるさ……！』


　ゼノヴィアがそう言うなか、彼女の背後から突とつ然ぜん──ロスヴァイセさんが出現した！


　その手には一ひと振ふりの剣！　透とう明めいな刀身の剣だった！


『油断しましたね！　近距離からの魔法フルバーストならどうです!?』


　サイラオーグさんに肉にく薄はくした状態で、復活（？）したロスヴァイセさんが魔ま方ほう陣じんを無数に展開して──近距離から魔法を撃ち放った！


　ドドドドドドォォォォォオオオンッ！


　けたたましい炸さく裂れつ音おんを鳴なり響ひびかせて、サイラオーグさんの体から煙けむりが上がる！　その体がついに仰のけ反ぞっていた！


　部長が笑みを見せた。


「さっき、サイラオーグが倒たおしたロスヴァイセは、エクス・デュランダルの鞘さやと化しているエクスカリバーのひとつよ！　擬態のエクスカリバー・聖剣ミミツクが化けたもの！　そして、いま出てきたのは──所持者をも透とう明めいにできるようになった透明のエクスカリバー・聖剣トランスペアレンシーを持った本物のロスヴァイセ！　付属している各エクスカリバーはエクス・デュランダルへの改装と同時にその能力を進化されたようなのよ。持ち主であるゼノヴィアの合意があれば、聖剣の因子が無くても、短時間、各エクスカリバーの能力の恩おん恵けいだけは受けられるの。持った者の姿に擬ぎ態たいできたり、持った者の姿を透明にできたりね。と言っても、聖剣自体を扱あつかえるようになれるわけではないし、一日に発動できる時間も限定されているようだけれど」


　部長の戦術か、木場たちの戦術か!?　どちらにしてもすげぇぇぇえええっ！　だから、審判アービターはロスヴァイセさんのリタイヤをアナウンスしなかったんだ！


「魔法のフルバーストをサイラオーグに放っている最中に、ゼノヴィアも聖なる波動を撃うち込んでいたでしょう？　おそらく、あの波動のなかに、擬態と透明のふたつのエクスカリバーが紛まぎれ込んでいた。それらをロスヴァイセがうまく手に取り、自分の擬態を作り、本体は透明と化して相手の隙すきを狙ねらって身をひそめていたのね」


　部長がそう解説してくれる。


「じゃあ、湖のほうに吹っ飛んでいった偽にせロスヴァイセさんが光ったのは？」


「擬態のほうに魔法をかけておいたんでしょう。油断させるための演出。ロスヴァイセが聖剣を手にして平気なのも手元に聖なるダメージを緩かん和わさせる術式を何重にも張り巡らせているため。短時間ならなんとか持たせるぐらいはできると言ってたわ」


「すげぇえっ！　こんな戦い方を編み出していたなんて！」


「ゼノヴィアの持つ聖剣の各種能力をどこかで使えないか、ずっと考えていたのよ。いくつかのパターンを彼らに教えていたのだけれど、どうやら、こういう使い方でこなしてくれたみたいね」


　いやー、すごいわ、この三人。即そく席せきであれだけの連れん携けいが取れれば十分すぎる！


　近距離から魔法のフルバーストをまともに受けたサイラオーグさんは──体の表面に血を滲にじませながらも体勢を立て直す。


『……アナウンスがないので怪あやしくは感じていた。リタイヤするかどうかのギリギリの状態で、光に包まれながら湖の底で気絶しているだけかと思っていたのだが……。──見事だ、おまえたち』


　サイラオーグさんは木場たちの連携を褒ほめていた。


　しかし、その眼光がいっそう鋭するどくなっていく。右の拳を強く握にぎりしめると、ゆっくりと引いていった。全身を覆おおう闘気が拳に集中していき、一気に右みぎ腕うでが盛り上がる！


『敬意を払はらうと共に、これを送りたい』


「「「──ッ！」」」


　何かを感じたのか、三人がその場から急いで退たい避ひしていく。距きよ離りを取り、木場が叫さけんだ。


『ゼノヴィア！　本当の正念場だ！　例の作戦で──』


　そう木場がゼノヴィアに叫んだ瞬しゆん間かんだった。


　拳が放たれるッ！


　ドォォォオオオオオオオオォォォォンッ！


　映像が激しく揺ゆれた──ッ！　見れば、サイラオーグさんの前方の地面が、遥はるか先まで大きくえぐれていた！　巨きよ大だいな地割れでも起こったかのごとき、えぐれ方だった！


『リアス・グレモリー選手の「戦車ルーク」一名、リタイヤ』


「「──ッ！」」


　俺と部長が同時にアナウンスに驚きよう愕がくした！　いまのでロスヴァイセさんが!?　今度こそ、本当のリタイヤのようだ！


　拳圧によって生まれた腕の煙を振り払い、サイラオーグさんが再び拳を強く握りしめてゆっくりと引いた。


『……こいつはかすっただけでも相手に致ち命めい傷しようを与える拳打だ。生半可な攻こう撃げきではこいつを止められん！』


　闘気を大きくまとった右のストレートが再び解き放たれる！


　木場とゼノヴィアが同時に斬きりかかった！　サイラオーグさんの──右腕に！


　木場の聖せい魔ま剣けんがサイラオーグさんの右腕に振ふり下ろされるが、切り払うことができずに闘気のみで刀身を砕くだかれていく！


　そこへゼノヴィアのデュランダルが振り下ろされていく！──が、やはり、闘気に相そう殺さいされて、深くまで斬り込むことができなかった。


　歯がみするゼノヴィアだが、そのデュランダルの柄つかを──木場も握りしめた！　木場とゼノヴィアが共にデュランダルを握った！　瞬間、デュランダルが莫ばく大だいな閃せん光こうとオーラを解き放ち、サイラオーグさんの右腕を切断する！　闘気をまとったままの右腕は聖剣で切断されても消しよう滅めつせずに地面に落ちるだけだった。サイラオーグさんの生命力が聖なるオーラに勝まさっているとでもいうのか!?


　しかし、そこで木場がデュランダルを握るか！　あいつもゼノヴィアの許しを得ればいちおう扱あつかえたんだっけか！　二人でデュランダルを握るなんて憎にくい攻撃だぜ！


　けど、俺の歓かん喜きはそこで途と絶だえることになる。


『見事だ。右腕はおまえたちにくれてやろう。これで俺は否いや応おうなくフェニックスの涙なみだを使わねばならない。──万ばん全ぜんの態勢で決戦に臨のぞみたいからな』


　それだけ言い、サイラオーグさんはゼノヴィアを蹴けり上げ、宙に少し浮ういたところを左拳こぶしと蹴り技わざの連打を浴びせて、最後に地面に叩たたきつけた！


　ゼノヴィアの目から──光が消えていた。いまので意識を持っていかれた！


　木場もその空中コンボを目まの当たりにして距離を取ろうとするが、その顔面をサイラオーグさんの大きな左手がロックする。


　そして、顔面を地面に勢いよく叩きつけ、そのまま走りだして、木場の体を引きずっていく。木場の体で地面をえぐりながら突つき進すすむサイラオーグさんは木場の体を蹴り上げ、宙に投げ出したところで左の正拳突づきを腹部に深々と突き刺さしたのだった！


　ドゴンッ！


　その一撃は周辺の空気を震ふるわせるほど、豪ごう快かいな音を発した。正拳の勢いは木場の体を通とおり抜ぬけ、後方の湖の湖面全体を大きく弾はじけさせた。


　くずおれていくなか、木場はボロボロとなった顔で笑んだ。


『……僕たちの役目は……これで十分だ。あとは……、僕の主あるじと、僕の親友があなたを屠ほふる……』


　それだけ言い残し、木場とゼノヴィアは光に包まれていった。


『──見事としか言いようがない。おまえたちと戦えたことに感謝する』


　切断された右腕を拾い、サイラオーグさんはそう言った。その言葉には一いつ切さい偽いつわりのない感謝の念が含ふくまれているようだった。


『……イッセーくん。部長。勝ってください。必ず、このヒトに──』





『リアス・グレモリー選手の「騎士ナイト」二名、リタイヤです』







　Pawn.







　切断された右腕に涙を使用するサイラオーグの姿を見て、私──リアス・グレモリーは悲しみよりも安あん堵どの気持ちのほうが大きかったことに気づく。


　祐ゆう斗とたちが決死の思いで削けずったダメージ。それはサイラオーグにフェニックスの涙を使用させるというところにまで達していた。


　──彼らは見事な戦いをした。


　少し前の私ならば、ここで悲しみに暮れていたはず。眷けん属ぞくを失った痛みで、もがいていたはず。


　けれど、いまは違ちがった。サイラオーグを一手でも追おい詰つめられたことに歓喜している面が大きい。


　……残ざん酷こくさに慣れた？　それとも愛が薄うすれた？


　どちらも違うと思う。かわいい眷属たちが私と、仲間のために必死で戦った姿を見て、私のなかで何かが劇的に変化した。


　たぶん、私は強くなれたのだと思う。私だけじゃない。皆みんなで強くなれている。体だけじゃなく、心まで。


　さあ、次の試合に臨もう。次はあちらが『女王クイーン』を繰くりだしてくるはず。こちらはイッセーを──。


　私は彼に視線を向けたとき、その異様な光景に言葉を失った。


　……イッセーの体から発せられているのは、明らかに殺意だったからだ。鋭いまでの敵意。それがあちらの陣じん地ちに向けられている。


　アーシアもイッセーの変へん貌ぼうぶりに小さく体を震わせていた。


『さあ、終盤ラストゲームも終しゆう盤ばん！　両「王キング」はダイスをシュートしてください！』


　実じつ況きようの者に促うながされ、私は台の前に立った。……このダイスを振るという行こう為いは精神にかなりの負ふ荷かをかける。


　どんな目が出るのか、それを予想しただけで脳内での思考に歯止めが利きかなくなるからだ。考えれば考えるだけ、どツボにハマっていく。……ダイス・フィギュア、『王キング』にとって、このダイスは見た目以上の重さを与あたえてくれる。


　台の上でダイスを転がす。出た目は──５。サイラオーグのほうは？


　映像に視線を送れば──４の面を出したダイスが映しだされていた。


　合計は９。一回でこの数字が出た。こちらはイッセーを出し、あちらは『女王クイーン』を出してくるだろう。


　ざっ……。


　イッセーが一歩前に出て行く。振り向いたイッセーは妙みような迫はく力りよくの笑えみを浮かべていた。


「部長、アーシア、いってきます」


　それだけ言うと、彼は転送の魔ま方ほう陣じんに足を進める。


　……転移していく瞬間。彼の顔がちらりとだけ見えた。


　──憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。








　イッセーが転送されたバトルフィールドは人ひと気けのないコロシアムの舞ぶ台たい上だった。


　相対するように現れたのは『女王クイーン』のクイーシャ・アバドン。


　イッセーの妙な落ち着きっぷりに怪け訝げんな様子を見せる。


『兵ひよう藤どう一いつ誠せい、妙な落ち着きを見せますね。女である私が相手ならばもっと喜ぶかと思ったのですが……』


『…………。うれしいっスよ！　美人は歓かん迎げいします！』


　一いつ拍ぱくあけて、わざとらしい笑みを見せる。


「……リアスお姉さま、イッセーさんは……」


「えぇ、そうね。きっと、耐たえていたのよ」
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　私もアーシアも彼のことはよくわかっている。だからこそ、理解した。


　──爆ばく発はつする寸前なのだと。


　誰だれよりも仲間想おもいの彼はいまのいままで特別騒さわぐことはしなかった。仲間がやられたら、誰よりも悲しみ、怒おこる彼が、今日に限ってはほとんど感情を見せていなかったのだ。


　審判アービターが両者の間に現れ、戦せん闘とうが開始される寸前のことだった。


　イッセーが両手を広げて、ぶつぶつと独り言を始める。


『もう、いいよな？　もう、我が慢まんしなくていいよな？　木き場ば、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃん、ゼノヴィア、ギャスパー、ロスヴァイセさん。──俺、もう無理だわ』


　彼のつぶやきにアバドンは怪訝な様子だったが……。


『第七試合！　開始してください！』


　それが告げられる！　アバドンは特に何もせずにイッセーの行動を待った。


『赤せき龍りゆう帝てい、禁手バランス・ブレイカーとなりなさい。私の主サイラオーグさまはあなたの本気の姿を所しよ望もうしている。ならば「女王クイーン」の私もそれを望みましょう』


　強い覚かく悟ごの女性ね。あのヒト、きっとサイラオーグのことを……。


　カウントが済み、鎧よろいを身にまとったイッセーは一言だけ、アバドンに漏もらした。


『……手加減できません。死にたくなかったら、防ぼう御ぎよにすべてをつぎ込んでください。そうすればリタイヤだけで済むと思いますから』


『言ってくれるわね。いいでしょう。私も全力であなたに臨みます。赤龍帝だろうと、我が主のため私は──』


『──警告はしました』


　イッセーの体が赤い閃せん光こうに包まれていく──。


『龍星ウエルシユ・のソニツクブースト・騎士ナイトォォォォォッッッ！』


『ChangeチエンジStarスターSonicソニツク!!!!』


　鎧がパージされ、イッセーが神速で飛びだし──。


　ビュンッ！


　神がかった速度で距きよ離りを詰め、アバドンが認にん識しきするよりも速くイッセーは彼女の眼前にたどり着いていた。私でも肉にく薄はくするまでの動きがまるで見えなかった！


　イッセーは体に赤いオーラをまとわせて、叫さけんだ！


『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルークゥゥゥゥゥゥッッ！』


『ChangeチエンジSolidソリツドImpactインパクト!!!!』


　肉厚になったイッセーの鎧。


『うおおおおおおおおおおおおおッッ！』


　絶ぜつ叫きようを張り上げるイッセー。肘ひじにある撃げき鉄てつを打ち鳴らし、オーラを噴ふき上げながら拳こぶしの勢いが激しく増す。その一撃がアバドンに容よう赦しやなく降りかかって──。


　パァァァッ。


　その前にアバドンの体が光に包まれて、フィールドから消えていった！


　ゴゥゥゥゥゥウゥゥンッ！


　空くうを切った絶大な一撃は、眼前のコロシアムを跡あと形かたもなく破は壊かいしていく。


『サイラオーグ・バアル選手の「女王クイーン」、リタイヤです』


　審判アービターがそれを告げる。──イッセーの勝利だ。一いつ瞬しゆんの出来事だった。トリアイナで一気に距離を詰めて、勝負まで一瞬で決着させようとしていた。


　アバドンは『穴ホール』を出現させる余よ裕ゆうすらなかった。


　けれど、あの一撃は当たっていない。当たる直前に『女王クイーン』が誰かの手によって、強制的にリタイヤされたかのようだった。


　いや、強制的にリタイヤされたのだろう。──主であるサイラオーグの手によって。


　モニターの映像にサイラオーグが映り込んだ。


　その表情は苦く渋じゆうに塗まみれていた。


『…………俺が強制的にクイーシャをリタイヤさせた。あのままでは赤龍帝に殺されるところだったからな。殺すつもりだったのだろう？』


　サイラオーグがバトルフィールドにいるイッセーに語りかけた。


　イッセーは鎧のマスクを収納して、顔を見せて言った。


『すみません。あなたたちへの敵意が止まらないもので。いまのは後こう輩はいたちの分ってことで許してください』


　冷れい淡たんな声こわ音ねと残酷な言葉に私は冷たいものを感じてしまった。


　……仲間想いの彼は、やはり最大にまで溜ため込んで一気に解放したのだ。


　それを理解してサイラオーグがうれしそうに笑んだ。


『……なんて目を向けてくれる……ッ！　殺意に充みち満ちているではないか……ッ』


　サイラオーグはカメラ目線で訴うつたえ始める。


『赤龍帝と拳を交える瞬間を俺は夢にまで見た。──委員会に問いたい。もう、いいだろう？　この男をルールで戦わせなくするのはあまりに愚ぐだ！──俺は次の試合、こちらの全部とあちらの全部での団体戦を希望する……ッ！』


　──っ！　団体戦。私とイッセー、アーシア、そしてサイラオーグと相手『兵士ポーン』で戦うということだろうか？


　おそらくそうなのだろう。一拍あけて戦せん闘とうを再開させるよりは、継けい続ぞくしたテンションのままで決闘に持ち込みたいというのがサイラオーグの思おも惑わくだ。


　彼は最高の状態である赤龍帝と戦うことを臨のぞんだ。それがいまベストだと踏ふんだのだ。


　サイラオーグの提案に会場の観客席がどよめき、実況も叫んだ。


『おおっと！　ここでサイラオーグ選手からの提案が出てしまいましたーっ！』


　皇帝エンペラーディハウザー・ベリアルがにこやかに言う。


『確かにこのあとの流れは簡単に読めてしまう。連続して出られないルール上、次がバアルの「兵士ポーン」とグレモリーの「僧侶ビシヨツプ」、その次が……おそらくサイラオーグと赤龍帝の事実上の決定戦となるでしょう。それはもう読めてしまう。あまりにつまらないという点はありますね』


　アザゼルもあごに手をやりながら意見を口にしていく。


『それならば、次を団体戦にしてケリをつける。わかりやすいし、このテンションを継続して見られるだろうな。さて、委員会の上役は読める流れのルールを取るか、この状態を維い持じしたままの団体戦を選ぶか』


「私もそれでいいのなら、それでかまわないわ」


　私もその意見には賛成だった。どうせ、次は消化試合だった。それを除いて一気に勝負を決めるということ。そのほうがわかりやすい。


　数分の時間が流れ、実じつ況きよう席せきに一報がもたらされる。


『え、はい。いま、委員会から報告を受けました！──認めるそうです！　次の試合、事実上の決定戦となる団体戦です！　両陣じん営えいの残りメンバーの総力戦となります！』


　その報告に会場は沸わいた。


　次が決定戦なのだから当然の反応だろう。


　サイラオーグは決定を聞き、イッセーに不敵に告げた。


『──だそうだ。やりすぎてしまうかもしれん。死んでも恨うらむなとは言わんが、死ぬ覚悟だけはしてくれ』


　イッセーも口くちの端はしを吊つり上げて、返していく。


『──殺す気で行きます。そうじゃないとあなたに勝てなそうだし、リタイヤしていった仲間に顔向けできないんで』


『たまらないな……ッ』


　この二人の男の戦いを──もう、私でも止められないだろう。


　決戦が始まる──。







　Life.MAX VS Power.MAX　赤お龍と帝こ　対　獅お子と王こ







　すでに鎧姿の俺と部長は、団体戦のフィールドとなる広大な平地に降り立っていた。


　さっき爆ばく発はつして、サイラオーグさんに啖たん呵かを切ったおかげか、だいぶクールダウンはできてる。


　いやー、我ながら怒ど髪はつ天てんしてました。あんなに殺意を持ったのは久しいかも。まあ、それだけ仲間が消えていく姿は耐たえがたいってことなんだ。


　実況がマイクを震ふるわせる。


『さあ、バアルVSグレモリーの若手頂上決定戦もついに最終局面となりました！　サイラオーグ選手によってもたらされた提案により、団体戦となった最終試合！　バアル側は「王キング」サイラオーグ選手と、謎なぞ多き仮面の「兵士ポーン」レグルス選手、対するグレモリー側はスイッチ姫ひめこと「王キング」のリアス選手と皆みんなの味方おっぱいドラゴンこと「兵士ポーン」の赤せき龍りゆう帝てい・兵ひよう藤どう一いつ誠せい選手！』


　こっちの紹しよう介かいひでぇ限りだな！　部長もちょっと頰ほおを赤く染めているじゃないか！


『ずむずむいやーん！』


『おっぱい！』


　子供たちも観客席からおっぱいドラゴン的な応おう援えんをくれた。ありがとう、皆！


　アーシアは陣じん地ちに置いてきた。理由はゲーム開始前にも話されたが、回復役は真っ先に狙ねらわれるため、正直な話、メンバーに入れておくのはリスクが大きいからだ。


　さすがに人ひと質じちにはされないだろうが、俺も部長も目の前で無残に攻こう撃げきされるアーシアを見たらいてもたってもいられなくなるかもしれない。


　まあ、残ざん酷こくな言い方だが、今回の戦せん闘とうでは戦力にならないだろう。回復役がいれば安心なんだけど、敵はあのサイラオーグさんと駒こま消費７の謎の『兵士ポーン』だ。


　集中的に狙われれば、守りきる自信はあっても、こちらの大ダメージは確定だ。それでは、勝利は遠のいてしまう。


　すまん、アーシア。状じよう況きようが状況だ。今回は控ひかえに回っていてくれ。どちらにしても『王キング』である部長やサイラオーグさんが負ければ終わりだしな。


『さて、最終試合を始めようと思います』


　審判アービターが両チームの間に入る。


『……では、開始してください！』


　そして、ついに最後の試合が始まった。俺と相手『兵士ポーン』は素す早ばやく『女王クイーン』にプロモーションを遂とげる。力が底上げされた。


　構える俺と部長だが、サイラオーグさんはフッと小さく笑うだけだった。


「リアス、先に言っておくことがある」


　サイラオーグさんが真まっ直すぐに言った。


「おまえの眷けん属ぞくは素晴らしい。妬ねたましくなるほど、おまえを想おもっている。それゆえに強敵ばかりだった」


　好敵手にそう言われれば、あいつらも戦ったかいがあったというもの。あとはこの男を倒たおして勝利を収めるだけだ。


「こちらは俺とそちらの『兵士ポーン』の二人。そちらも似たようなものだ。──終局に近いな」


　サイラオーグさんが俺の前に立った。


「兵藤一誠。ついに、だな」


　グレモリー城の地下でやり合って以来だ。あのときはまったく敵かなわなかったけど……俺はあのときよりも強くなった！


「恨みはありません。妬みもありません。これはゲームですから」


　俺は指を突つきつける！


「──けど、仲間の仇かたきを取らせてもらいます。俺の大事な仲間を屠ほふってきたあなたを無心で殴なぐれるほど、俺は大人じゃないんですよ……ッ！」


　俺の台詞せりふを耳にして、サイラオーグさんは心底打ち震えている様子だった。


「極限とも言える台詞だ……ッ！　だろうな。おまえは少なくとも仲間の敗北に耐えられる男ではない。よくぞ、ここまで耐えた。爆発させろ。ああ、それでいい。それでこそ、決着と思える戦いの始まりに相応ふさわしいッ！」


　ゴオオオオオォォォォォッ！


　俺は背中のブーストを最大にまで噴ふかして真っ正面からサイラオーグさんに向かう。


　サイラオーグさんも全身に膨ぼう大だいな闘気をまとわせて、地面を蹴けって飛びこんできた！


　真っ正面から交こう錯さくする俺と相手の拳こぶし！　クロスカウンターの要領でお互たがいの顔面に拳が直撃した！


　ゴォォォンッ！


　鎧よろい越ごしなのに、中身が吹ふっ飛とびそうな衝しよう撃げきと激痛が頭部を襲おそう！　つーか、兜かぶとがいまので破は壊かいされた！


　けど！　俺のはこっからだ！　いくぜ、ドライグ！


『応ッ！』


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　増大されたパワーが拳に宿り、サイラオーグさんの顔面へのインパクト時、その勢いを増した！


　パァァァァアアァンッ！


　辺り一帯に乾かわいた音が木霊こだまするほど、俺のパンチは小気味よく打ち込まれた！


　ブッ！


　サイラオーグさんの鼻から血が噴ふん出しゆつし、口の端から血が流れ出ていった。


　よろ……。


　その体も少しよろめく。


「いまの一発は倒れていった仲間があなたに届かなかった一発です」


　俺がそう言うと、サイラオーグさんは口元を拭ぬぐう。


「練り上げられた拳だ……ッ！　気き迫はくが体に入り込んでくるようだ。悪あく魔まになって少ない月日のなか、どれだけ自分をいじめ抜ぬいた!?　生半可な想いで鍛きたえられたものではない！　クイーシャに見せた新しい能力を見せないので、舐なめられたものかと若じやつ干かん感じたが、杞き憂ゆうのようだ。その形態の禁手バランス・ブレイカーでも十分に力が底上げされているではないか！」


　……まあね。この通常の形態が一番やりやすいわけだから、基本を忠実に鍛えておりましたよ。


『新しん技わざを閃ひらめいておきながらもこの姿での基き礎そ訓練を積むなんてな。おまえには頭が下がる思いだ』


　ドライグも呆あきれ声で俺にそう言う。


　だが、おかげで闘気をまとったサイラオーグさん相手でも、カウンター気味に入れればダメージを与あたえられることがわかったじゃないか。


　ドライグ、あとはあっちの攻撃を受けたときに防ぼう御ぎよを増大させてくれ。


『わかった。だが、それを繰くり返かえしていればおまえの体力も消しよう耗もうしていくぞ』


　やられるよりはマシだろう。もう最終局面だ。贅ぜい沢たくさせてもらうぜ。


　ドライグにそれを告げたあとで、俺とサイラオーグさんの殴り合いが始まった。近きん距きよ離りでの拳と蹴りのぶつけ合いだ。


　正直、あっちのほうがまともな体術を覚えているから、実戦で覚えてきた俺の格闘術では限界がある。これでも先生にある程度の体術を習ってはいたんだけどな！　サイラオーグさんとは経験に差がありすぎる！


　それでもこちらも実戦で激闘を繰り広げてきたおかげか、サイラオーグさんの体術に食いつくことはできていた！


　防御もドライグに任せて、増大した鎧よろいの堅けん牢ろうさで闘気をまとった拳をなんとか凌しのいでいる！


「実戦で練られた攻撃か！　余念が無い分、的確に確実にこちらの中心点を狙ってくるな！」


　笑ってるよ！　ったく、こちとら必死こいてるってのによ！


　何度かの近距離戦を終え、一定の距離を保ったところで俺の視界に相手の『兵士ポーン』が映り込んだ。


　部長と対たい峙じしている。『兵士ポーン』がその仮面を静かに取とり払はらった。


　そこにあったのは──俺と歳としがあまり変わらないであろう少年の顔。


　だが、すぐにそれは変へん貌ぼうする。


　ボコッ！　ベキッ！


　体中から快音を起こして、少年の体が盛り上がっていく！


　その体が徐じよ々じよに、徐々に膨ふくれあがって、姿を違ちがうものに変化させていった。金こん毛もうが全身から生えていき、腕うでや脚あしが太く、たくましくなっていく。


　口が裂さけて鋭するどい牙きばを覗のぞかせる。尻尾しつぽが生えて、首の周りに金毛がそろっていく。


　ガゴォォォォォォォォオオオオオンッ！


　そこに姿を現したのは、巨きよ大だいな一いつ匹ぴきのライオンだった。五～六メートルはありそうな巨体だ。額に宝玉みたいなものがある。


　ライオンはたてがみを雄ゆう大だいにたなびかせて、部長の眼前に立つ。


『おおおっと！　バアルチームの謎の「兵士ポーン」、その正体は巨大な獅し子しだったーッ！』


　実じつ況きようも驚おどろいている様子だ。当然だろう。俺もビックリだ！　ライオンかよ！


『まさか、ネメアの獅子か!?　いや、あの宝玉はまさか……！』


　解説の先生が何かを得心して、驚きの声こわ音ねを出していた。実況者が訊たずねる。


『と、言いますと？』


『……もともとはギリシャ神話に出てくる元祖ヘラクレスの試練の相手なんだが……。聖書に記されし神があの獅子の一匹を神器セイクリツド・ギアに封ふうじた。そいつは十三ある「神滅具ロンギヌス」に名を連ねるほどのものになった。極きわめれば一ひと振ふりで大地を割るほどの威い力りよくを放ち、巨大な獅子にも変化できる──「獅子王の戦斧レグルス・ネメア」！　敵の放った飛び道具から所有者を守る力も持っていたな。しかし、所有者がここ数年、行方ゆくえ不明になっていると報告を受けていたが、まさか、バアル眷属の「兵士ポーン」になっていたとは……！』


　マジっスか！　あのでっかいライオンは神滅具ロンギヌスなの？　驚きの展開だが、サイラオーグさんは首を横に振る。


「いや、残念ながら所有者は死んでいる。俺が『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』の本来の所有者を見つけたとき、すでに怪あやしげな集団に殺されたあとでな。神器セイクリツド・ギアとなる斧おのだけが無事だった。所有者が死ねばいずれ消しよう滅めつするであろうその戦斧バトルアツクスは、あろうことか、意志を持ったかのように獅子に化け、所有者を殺した集団を根こそぎ全ぜん滅めつさせていた」


　所有者がいなくても神器セイクリツド・ギア単体で動きだしたってことか……！　そんなの初めて聞いたぞ！


「俺が眷属にしたのはそのときだ。獅子を司つかさどる母の血筋が呼んだ縁えんだと思ってな」


　サイラオーグさんのお母さんの実家ウァプラは獅子を司る──。運命の出会いだったってことかよ。


『……所有者抜きで単独で意志を持って動く神器セイクリツド・ギア……しかも神滅具ロンギヌスだと!?　さらに悪魔に転生できてしまった！　獅子がすごいのか、悪魔の駒イーヴイル・ピースがすごいのか……。どちらにしろ、興味深い！　実に興味深いぞ！　うーん、そりゃ、俺たちも把は握あくできないわけだ。クソ！　なんでまた現世に限ってこんなレアごとばかりが神滅具ロンギヌスに起こるんだ!?　っていうか、サイラオーグ！　今度、その獅子を俺の研究所に連れてこい！　すげー調べたい！』


　うわー、すっごい笑え顔がお。顔が輝かがやいているよ、先生。あの獅子はそれだけ珍めずらしい現象で悪魔に転生したってことだな。


『俺も驚きだ。こんなことが起きるものなんだな。俺の場合は所有者が死ねば、すぐに意識が途と切ぎれて、気づいたら次の所有者の神器セイクリツド・ギアのなかだったが……』


　へぇ、ドライグのとはやっぱり形質が違うんだな……。


「所有者無しの状態のせいか、力がとても不安定でな。このゲームまで、とてもじゃないが出せる代しろ物ものではなかった。敵味方見境無しの暴走状態になっては勝負どころではなくなるからな。今回、出せるとしたら俺と組めるこのような最終試合だけだった。いざというとき、こいつを止められるのは俺だけだからな」


　サイラオーグさんはそう話す。それがギリギリまで『兵士ポーン』を場に出さなかった理由か。出すとしても制止ができるサイラオーグさんと共にでなければキツかったと……。ダイス・フィギュアのルールでは出しにくい眷属だったってことだな。


「……どちらにしても、私の相手はその神滅具ロンギヌスってことね」


　部長が獅子にかまえる。部長、そいつを頼たのみます！　俺はサイラオーグさんを倒たおしますんで！


　俺と部長、双そう方ほうが相手に向かっていく。俺が拳を繰りだし、部長が滅ほろびの魔ま力りよくを撃うち込んでいく！


　でも、このままだと埒らちが明かない！　サイラオーグさんを倒すのはトリアイナじゃないとダメだ！　この調子だとジリ貧ひんでやられる可能性が高い！　決めるなら、短ブ期リ決ツ戦ツ！


　倒れては立ち上がり、ぶっ倒されては起き上がる。息いきつく暇ひまもなく俺はこの男に立ち向かい続けた。口のなかに血が溜たまっていく。血の味がする間はまだ大だい丈じよう夫ぶだッ！


　アスカロンを使って攻こう撃げきしたいところだが……。俺の半はん端ぱな腕では、闘気がみなぎるこの男にダメージを与あたえるのは厳しいだろう。いつも通りの打撃戦のほうが効率が良い。


　さらに攻防を繰り返すなかで俺はサイラオーグさんのちょっとした異変に気づいた。


　──右からのパンチが左からのパンチに比べて若干遅おくれて届く。威力も心無しか左と比べて低いような。


　……これって、まさか。


　木き場ばたちにデュランダルで切断されたときの影えい響きようが出始めている……？　涙でも回復しきれなかった？





　──最高の状態であなたを赤龍帝に送り届けるッ！





　俺の脳内で木場の台詞が再生された。


　ぶわっ。俺は鎧のなかで涙なみだを溢あふれさせていた。


　パス、受け取ったぜ、親友……ッ！


　再びサイラオーグさんが右の拳こぶしを放ったときだった──。もう、そちらの拳速はある程度把握したし、威力も知れた！


　あなたには弱点というものが無かったのかもしれない。けど、いまは違う！


「俺の仲間はッ！」


　繰りだされたサイラオーグさんの右の拳！　ストレートが伸のびきった瞬しゆん間かんを狙ねらって、俺は右みぎ腕うでにパンチを放った！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　増大した一撃が右腕の勢いを奪うばい、あまつさえ、その体を少しだけよろめかした。


　──ここだ！


　俺は勝負所を見つけた！　内で駒こまを変へん更こうさせて、同時に赤龍帝の力を爆ばく発はつさせる！


『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルークゥゥッッ！』


『ChangeチエンジSolidソリツドImpactインパクト!!!!』


　赤いオーラが膨れあがり、俺の体が肉厚の鎧に包まれた。極大の拳でサイラオーグさんにアッパーをかます！　そして、撃鉄を撃ち込んで威力を上げた！


　ゴバァァァァアァンッ！


　ど派手な爆発音を鳴なり響ひびかせて、サイラオーグさんの体が宙高く投げ出される！


「弱点のないあんたに弱点を作ったッ！　その右腕のことだッ！」


　宙に投げ出されたサイラオーグさんに俺はさらに追撃をするため、再び内の駒を変化させる！


『龍牙のウエルシユ・ブラスター・僧侶ビシヨツプゥゥゥゥッ！』


『ChangeチエンジFangフアングBlastブラスト!!!!』


　鎧が通常の厚さに戻もどり、背中にバックパック、肩かたにキャノンが形成されていった。


　砲ほう口こうを上空──サイラオーグさんに向ける！


　ブゥゥゥゥン……。


　静かに鳴動させながら、砲口にオーラがチャージされていく。チャージ時間がネックとされていた、トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』。


　だが、相手が空中高くに投げ出されているのならば十分に狙える！


「ドラゴンブラスタァァァァァァァァッ！」


　ズバァァァァァァンッ！


　放射される絶大なオーラの砲撃！　サイラオーグさんは空中でなんとか体勢を立て直して翼つばさを展開するが──。


「くっ……！」


　右のキャノンから放たれたドラゴンブラスターに巻き込まれていった。……左のほうは絶ぜつ妙みような差で外したか！　役目を果たしたキャノンが赤い光となって霧む散さんしていく。


　空中で煙けむりを立ちこめさせながら、地にゆっくりと下りていくサイラオーグさん。


　俺は肩で息をしていた。……さすがにオーラと体力を使いすぎた。まだ完全に決めていないんだ。温存しないとヤバい。


　地に降り立ったサイラオーグさんは全身にかなりのケガを負っていた。けど、決定打というほどじゃない。キャノンが当たる直前、あの闘気で全身を包み込んだ。生命力を大元にするという闘気。生命力に溢れていそうなこのヒトがまとうと、非常識なレベルの防ぼう御ぎよ力りよくをほこるな！


　満足そうな笑みを浮うかべているサイラオーグさん。


「──強い。これほどのものか……ッ！」


　俺の攻撃に満足そうだった。さて、次はどう攻せめるべきか。


　そんな風に攻め手を思し慮りよしていたとき、「キャッ！」という悲鳴が上がる。


　部長の悲鳴！　そちらへ視線を向ければ──。


　ひざをつく血染めの部長！　獅子はダメージを負いながらも、部長の前に立ちふさがっていた！


　──部長が危ない！


『リアス・グレモリーはこのままいけば失血でリタイヤとなるだろう』


　ライオンがしゃべり出した！　話せるのか、あのライオン。


『助けたければ、フェニックスの涙を使用するしかない』


　……わざとだな。こいつ、やろうと思えば部長をやれるだけの強さを持っているんだ。


　それをしないのは、俺たちに涙を使用させること。バアル側はすでに使っているから、もう使えない。こちらはまだ未使用だ。


　相手のライオンは、俺とサイラオーグさんの対決を見守る一方で憂うれいも絶とうとしている。


「……『余計なことを』と言えば、俺の『王キング』としての資質に疑問が生まれるな。いいだろう、それは認める。だが、赤龍帝との一戦はやらせてもらうぞ、レグルス」


『わかっております。申し訳ございません、主あるじを思ってこその行動でございます』


　攻撃を再開しないライオンとサイラオーグさん。俺は警けい戒かいしながらも部長に近づき、部長のポケットから小こ瓶びんを取りだした。


「部長、これを使います」


「……情けないわ。私が……あなたの枷かせになるなんて……」


　部長は悔くやしそうにしていた。『王キング』として、獅し子しに抵てい抗こうできなかった自分が心底許せないのだろう。


　けれど、ここは我が慢まんしてください。部長がやられたら、そこでゲームオーバーなんです。


　俺は小瓶の涙を部長に振ふりかけた。途と端たんに煙を立ててケガが消失していく。


　これで涙に関してはイーブン。あとは、俺がサイラオーグさんを倒せるかどうかだ。


　五ご分ぶか。いや、もう一度トリアイナをうまく使えば勝てる可能性は高い。あちらも無傷じゃないんだ。さて、どうしたものかと思慮していたら、ライオンが叫さけぶ。


『サイラオーグさま！　私を！　私を身にまとってください！　あの禁手バランス・ブレイカーならば、あなたは赤龍帝を遥はるかに超ちよう越えつする！　勝てる試合をみすみす本気も出さずに──』


　ライオンがそんなことを口にしていた。


　……身にまとう？　ライオンを？　禁手バランス・ブレイカー？


　サイラオーグさんの怒ど号ごうが飛んだ。


「黙だまれッ！　あれは……あの力は冥めい界かいの危機に関してのときのみに使うと決めたものだ！　この男の前であれを使って何になる!?　俺はこの体のみでこの男と戦うのだ！」


　…………そっか、このヒト、まだ強くなれるのか。


　もし、それを発揮したら、俺は……勝てるのか？　でも、興味もある。どれだけの強さになるんだ？　俺が敬意を払はらうこの男は、その本気とやらになったとき、どれだけの凶きよう悪あくさを見せつけてくれるんだろうか？


　……サイラオーグさんは俺の反則に近いトリアイナの使用を許可してくれた。その時点で俺には、サイラオーグさんの本気を否定する権利なんてないと思ったんだ。


「──獅子の力を使ってください」


　自然とそう口にしていた。部長も隣となりで驚おどろいていた。


　それでも俺は続ける。ゴメン、皆みんな。俺、バカだわ。皆がせっかく作ってくれた勝利の好機を捨てようとしている。


　けど──。けど、俺は……！


「それを使ったサイラオーグさんを超こえなければ意味がないんです。今日、この日まで培つちかってきた意味がないんです！」


　気づいたら俺は正直な気持ちを吐と露ろしていた。


「──今日、俺は最高のあなたを倒たおして勝利をつかむッ！　俺たちは夢のために戦ってんだッ！　本気の相手を倒さないで何になるんだよッ!?」


　俺の心からの叫び。部長も呆あきれ顔がおで「本当にバカ」と俺に顔を寄せていた。


　すみません、部長。だけど、宣言した以上は責任を持って勝ちにいきます！


　一いつ拍ぱくあけて、サイラオーグさんが不気味な笑みを放った。


「…………すまなかった。心のどこかでゲームなのだと、二度めがあるのだと、そんな甘い考えを頭に思おもい描えがいていたようだ。なんて、愚おろかな考えだろうか……ッ」


　ドゥッ！


　サイラオーグさんの体に気き迫はくがみなぎっていく。


「このような戦いを終生一度あるかないかと想像すらできなかった自分があまりに腹立たしいッッ。レグルスゥゥゥゥッ！」


『ハッ！』


　ライオンを呼ぶ、主。主に応こたえるライオン！


　巨きよ体たいのライオンが全身を金色に輝かがやかせて、光の奔ほん流りゆうと化してサイラオーグさんに向かう！


「よし、ではいこうか。俺は今日この場を死戦と断定するッ！　殺しても恨うらむなよ、兵藤一誠ッ！」


　黄金の光を全身に浴びるサイラオーグさんは高らかに叫んだ。


「我が獅子よッ！　ネメアの王よッ！　獅子王と呼ばれた汝なんじよ！　我が猛たけりに応じて、衣ころもと化せェェェェッッ！」


　ドォォォォォオオオオッ！


　フィールド全体が震ふるえ出す。なんだ、これ。サイラオーグさんの本気ってやつに異空間であるフィールドが耐たえられなくなってきたのか……？


　周囲の風景を吹ふっ飛とばして、サイラオーグさんとライオンが弾はじけた。


『禁手化バランス・ブレイクッ！』「禁手化バランス・ブレイクゥゥゥゥゥゥッ！」


　まばゆい閃せん光こうが辺り一面に広がっていく。あまりの神こう々ごうしさに思わず腕うでで顔を覆おおう俺と部長。


　……その閃光が止やんだとき、前方に現れたのは金色の姿をした獅子の全身鎧プレート・アーマーだった。


　頭部の兜かぶとにはたてがみを思わせる金毛がたなびく。


　胸に獅子の顔と思われるものがあり、意志を持っているかのように目を輝かせる。


「──獅子王の戦斧レグルス・ネメアの禁手バランス・ブレイカー、『獅子王のレグルス・レイ・剛皮レザー・レツクス』！　兵藤一誠、俺に本気を出させてくれたことに関して、心から礼を言おう。だからこそ、おまえに一いち撃げきをくれてやる。──あの強力な『戦車ルーク』で攻めてみろ」


　一歩一歩近づいてくるサイラオーグさんはそう口にした。鎧に闘気をまとわせて近づく姿は圧あつ倒とう的てきな存在感があった……ッ！


　……ったく、俺が相対する敵は皆禁手バランス・ブレイカーで鎧やらを身にまとうもんなんだな！


『ある意味であれが直接攻撃重視の使い手にとって究極に近い形だからだろう。力の権ごん化げである鎧を着込み、それで直接殴なぐる。だから、どうしても果てがあのような姿になる』


　ドライグがそう言う。


　なるほど、打撃合戦がメインなら、パワーの権化とも言える身にまとう鎧のほうが攻こう守しゆ共にバランスが良いのか。使ってる俺もそう思うんだから、そうなんだろうな。


　肉にく薄はくする距きよ離りでサイラオーグさんが俺に言う。


「さあ、一発打ってみろ」


　…………後こう悔かいしないでくださいよ。マックスで撃うち込むんで！


『龍剛ウエルシユ・のドラゴニツク・戦車ルークゥゥッッ！』


『ChangeチエンジSolidソリツドImpactインパクト!!!!』


　俺の鎧が分厚くなり、腕の太さも何倍にも膨ふくれあがった！


　巨大な拳こぶしを振り上げて、一気にぶち抜ぬく！　肘ひじの撃鉄を打ち鳴らし、その勢いでインパクトの威い力りよくを上げて──。


　ガンッ！


　俺の巨大な拳は──サイラオーグさんの左手に軽々と止められていた。


　──っ！　衝しよう撃げきを受ける俺！　ウソだろう！　攻守に特化した新しん技わざなんだぞ！　いや、ここからだ！　もう一度撃鉄を撃って、インパクトの威力を底上げすれば！


　バシュンッ！


　撃鉄が撃たれ、拳の勢いが増して──。


　ガゴォォンッ！


　俺の巨大な拳はサイラオーグさんの掌しよう底ていのインパクトにやられて、無残に破は壊かいされていく。……防ぼう御ぎよ力りよくも上がっているはずなのに……ッ！


「──これで限界か」


　サイラオーグさんがそうつぶやいた。


　ガギャァァァァァンッ！


　サイラオーグさんの拳が分厚い俺の腹部に撃ち込まれていき、難なく鎧を砕くだかれていく。


　内部の肉体にまで拳は届き、俺の体を破壊していった。


「ごぶっ！」


　口から大量の血を吐はきだして──俺は意識を持っていかれた。





　　　　─○●○─





　…………。


　気づくと、そこは白い世界だった。


　……覚えがある。そう、ここは神器セイクリツド・ギアの内部だ。歴代の先せん輩ぱいを説得しにいったときによく訪おとずれていた。


　いまそこに俺がいる。俺は、いまサイラオーグさんと激げき闘とうを繰くり広ひろげていたはずだ。


　俺が一度追おい詰つめて、そこからサイラオーグさんが本気の獅子の鎧を身にまとって、そしてトリアイナの『戦車ルーク』が効かなくて……。


　……周囲を見み渡わたせば、歴代の先輩の姿。以前のように無表情なのかなと思ったが──。


　何やら、黒いオーラを立ちのぼらせて、怨えん恨こんめいた顔つきになっていた。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ……』


『……覇龍ジヤガーノート・ドライブだ』


『あの男を倒すには覇龍ジヤガーノート・ドライブしかない』


　そんな不気味なことを口にしていく。


　覇龍ジヤガーノート・ドライブ!?　どういうこった！


　白い世界の上空に映像が映しだされる。そこには──俺がいた！　部長に抱だきかかえられた俺！　鎧を破壊されて、口から大量の血を吐きだしていた。見ただけで致ち命めい傷しようなのがわかる。


　……サイラオーグさんと俺は戦っていた。ライオンと合体したサイラオーグさんの一撃を食らって俺は──。


　意識だけが神器セイクリツド・ギアの内部に飛ばされたってことか……？


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』


『覇龍ジヤガーノート・ドライブしかないだろう』


『そう、それしかない』


『あの男はそれを求めている』


　歴代の先輩たちが椅い子すから立ち上がり、黒いオーラをまとわせながら、不気味な笑えみを見せていく。


　──っ！　俺の体にも黒いオーラが出現していた！　それが体を覆っていく！　と、同じくして内側からどす黒い感情がうごめきだしていた。


　……なんだ、これ……。恨み……辛つらみが……憎にくしみが……俺のなかで高まっていく。


　……あの男が……サイラオーグさんが…………憎いっ！


　倒したい……っ！　力が欲ほしい……！　絶対的な力が……っ！


　そのために……サイラオーグさんを消しよう滅めつさせたいと……この世から、消し去りたいと……。俺は……っ！


　くっ……エルシャさん……ベルザードさん……俺は……ッ！


　心までも力に呑のみ込まれそうなときだった。


　映像の奥から声が届く。子供たちの泣き声。


『おっぱいドラゴンが死んじゃったーっ！』


『やだよーっ！』


『立ってよーっ！』


　……悲痛な叫さけびが聞こえる。


　ゴメンよ、俺はもう……。


　意識も黒いものに支配されそうなとき、一人の声が白い世界に響ひびき渡わたった。


『泣いちゃダメ──ッ！』


　子供の声……？


　映像が移り変わり、とある一人の帽ぼう子しを被かぶった子供が映しだされた。


　……あの子に見覚えがあるぞ……。そうだ、俺のヒーローショーでサイン会に参加できなくて泣いていた子だ……。


　その子は──リレンクスは、観客席でむせび泣く子供たちに向かって叫んだ。


『おっぱいドラゴンが言ってたんだ！　男は泣いちゃダメだって！　転んでも何度でも立ち上がって女の子を守れるぐらい強くならなくちゃいけないんだよ！』


　──っ。


　それは俺が泣いているリレンクスに言い聞かせた言葉だった。


　その一声を聞いて、他の子供たちも立ち上がる。


『おっぱいドラゴンが負けるもんかッ！　おっぱい！　おっぱい！』


『おっぱい！　立ってよォ！　おっぱいドラゴンっ！』


『おっぱい！』


『おっぱいドラゴン！』


『ちちりゅーてーっ！』


　俺を呼ぶ必死な声。……皆みんな、俺は……。


　聞き覚えのある声も耳に入ってきた。


　子供たちのいる観客席で応おう援えん団長をしていたイリナだった。


『そうだよ！　皆！　イッセーくん──おっぱいドラゴンはどんなときでも立ち上がって強敵を倒たおしてきたの！　だから、応援しよう！　信じよう！　おっぱいドラゴンは皆のヒーローなんだからっ！』


　涙なみだで顔をくしゃくしゃにしながら、イリナは必死で子供たちに訴うつたえる。


『皆、おっぱいドラゴン好き？』


「「「「「「「「「「大好きーっ！」」」」」」」」」」


『私も大好きだよ！　すごいスケベで、いつもエッチなことを考えているヒトだけど……誰だれよりも熱くて、諦あきらめなくて、努力して、大好きなヒトたちのために戦えるヒトだって、私は知ってる！　皆も知ってるよね！』


「「「「「「「「「「知ってるーっ！」」」」」」」」」」


『だから、応援しよう！　声を届けるの！　おっぱいドラゴンは！　どんなときでも立ち上がって！　冥めい界かいや天界、いろんな世界の皆のために戦ってくれるんだからーっ！』


『おっぱい！』


『おっぱい！　おっぱい！』


『皆も一いつ緒しよにぃぃっ！　おっぱいッ!!』


『おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！』


『おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！』


　俺は──知らないうちに涙を流していた。


　……こんなにも俺を呼ぶ声がある。俺を求めるヒトがいる。俺を応援してくれる子供たちがいる。


　そのときだった──。


　声が聞こえてくる。俺の知っている声だ。いつも隣となりにいて、俺を励はげましてくれたヒトの声──。


『ねえ、イッセー。聞こえる？　皆、あなたを呼んでるの』


　映像が移り変わり、声の主が映しだされた。





　俺の視界に紅べにが映り込む──。





　あのヒトの髪かみの色と一緒だ──。


　紅あかい──ストロベリーブロンドよりもさらに鮮あざやかな紅くれないの髪。


　そう、あの人の美しく紅い長ちよう髪はつは、いつも俺のそばにあった──。





　そう、そうだった。


　あのときも俺が死ぬ間ま際ぎわ、目に映ったのは──。


　鮮やかな紅。


　血の色と同じ色。


　けど、いまはそうじゃないと思ってる。


　気高く、やさしくて、温かい。俺を包んでくれる紅──。


　俺は──その色から始まったんだ。


『私もね。あなたを求めてるのよ？　だって、私はあなたのことを……』


　俺の大好きな女──リアス・グレモリー。


　俺もあなたのことを……。彼女を思う俺のもとに暗い声が近づいてくる。


『さあ、現赤龍帝の兵藤一誠。暴れよう。「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」を発動しよう』


　先輩の一人がそう黒いオーラをまといながら言ってくる。しかし、俺を呼ぶ声もさらに高まっていく。


『おっぱいドラゴン』


『がんばって！』


『立ち上がって！』


『おっぱい！』


『おっぱいッ！』


　あの男の声も聞こえてくる。


『どうした、兵藤一誠。──終わりか？　これで終わりなのか？　そんなものではないだろう？──立ち上がってみせろ。おまえの想おもいはそんなに軽いものではないはずだッ！』


　……ああ、そうだ。まだ終わりじゃない。終わらせてたまるか！　まだ俺は戦える！


　先せん輩ぱいたちは子供たちやサイラオーグさんの声を聞いても邪じや悪あくなオーラを揺ゆるがさない。


『さあ、あの者を破壊しよう。覇は道どうの力で──』


「うるせーよ」


　俺は先輩たちを見渡すようにして言う。


「聞こえないのか？　俺を呼ぶ声が──。部長だけじゃない、あんなに大勢の子供たちの声だよ」


『いや、天てん龍りゆうは覇は王おうとなることが本来の道程。あり得ない。そんなことはあり得ない』


「違ちがう──。俺は…………覇王になんてならねぇ。俺は兵藤一誠！　ただのスケベで、いくならやらしい王さまになってやるッ！」


『否いな、覇王こそが、覇龍ジヤガーノート・ドライブこそが、この神器セイクリツド・ギアに組み込まれた本来の──』


『──良いじゃないか』


　先輩の言葉を遮さえぎって、その者は現れた。


　白い光に包まれた男性が一人──。それを見て、先輩が激げつ高こうした。


『貴様は……ッ』


　白い光に包まれている男性は俺に向かって言う。


『僕は歴代アルビオンの一人だ』


　──っ。なんだと……？


　アルビオンの……歴代の先輩ってことか？


『そう、あなたはあのとき、アルビオンの宝玉をブーステッド・ギアにはめ込んだ。あの宝玉に僕の残留思念が少しだけ乗っていたみたいなんだ。本来の僕はディバイン・ディバイディングのほうにいるだろうけどね』


　あー、確かにそれをおこなった！　じゃ、じゃあ、あのときにこのアルビオンの先輩も取り込んで……！


　アルビオンの先輩が手を差さし伸のべる。


『──赤龍帝、これも何かの縁えんだ。あなたを助けよう。僕が持つ半減の力で、ブーステッド・ギアに渦うず巻まくものを抑おさえてみせるよ』


「いいのか？　俺は赤龍帝で、ヴァーリじゃないのに……」


　俺の言葉にアルビオンの先輩が笑む。


『あなたはおもしろい。歴代最強の赤龍帝お二人が笑いながら消えていったのもうなずけるんだ。呪のろいを吹ふき飛ばすほどの熱意と可お笑かしさのあるあなたなら、天龍を、いや、二天龍自体を新しい可能性に導けるのかもしれない。──だからこそ』


　先輩が手を天高くかざして、光を広げていった。


『あなたはヴァーリ・ルシファーと共に新たなドラゴンになるべきだ』


　パァァァァッ。


　淡あわい白銀の閃せん光こうが白い空間に広がり、歴代赤龍帝の先輩たちの黒いオーラを取とり払はらっていく！　憎ぞう悪おの念が半分に消失して、さらに黒いオーラも半分に減っていく。


　これがアルビオンの先輩の力！　黒いもの、恨うらみが、怨えん恨こんの感情が、徐じよ々じよに減っていってるよ！


『させるか！　憎にくしみが！　悲しみが！　恨み辛つらみこそが赤龍帝の神器セイクリツド・ギアなのだッ！　呪いを内にこめ、怨えん嗟さを吐はきながら負をまき散らすことが天龍の──』


　恨み辛みをいまだ止めない先輩に俺は言った。


「──おっぱい。俺はこれに救われた。そして、これからもそれを求めていくぜ」


　しかし、先輩たちは最後の抵てい抗こうで覇龍ジヤガーノート・ドライブの呪じゆ文もんを口にしだした。


『我、目覚めるは覇はの理ことわりを神より奪うばいし、二天龍なり──』


　違う！　俺は違う呪文を独自に唱えだした！


「我、目覚めるは覇の理を捨て去りし、赤龍帝なり！」


『無限を嗤わらい、夢む幻げんを憂うれう──』


「無限の希望と夢を胸に抱かかえ、王道を往ゆく！」


『我、赤き龍の覇王と成りて──』


「我、紅き龍の王者と成りて──」


『汝なんじを紅ぐ蓮れんの煉れん獄ごくに沈しずめよう──ッ！』


「汝らに誓ちかおうッ！　真しん紅くの光輝かがやく未来を見せると！」


　俺が最後に唱えた一節に先輩たちは晴れたような表情となった。


『──未来。未来を見せる……だと』


「そうだ！　俺が見せてやる！　いや、俺と見よう！　俺と共に見せてやろうぜ！　仲間に！　友に！　好きな女に！　子供たちに！　俺たちが未来を見せてやるんだよッ！」


『未来……。僕たちが……未来を……！　破は壊かいではなく、未来を……！』


　そうだ、それができるんだよ、皆で力を合わせればさ！


「行こうぜ、先輩たち！──俺は赤龍帝で、おっぱいドラゴンで、リアス・グレモリーに惚ほれた男！　兵藤一誠だぁぁぁぁぁあああああああああああッッ！」


　映像のなかで俺を抱だきかかえる部長のおっぱいが紅く輝き、俺の体を紅色のオーラが包み込んでいった──。







　Life.MAXIMAM VS Power.MAXIMAM　紅あかと赤







　紅い──。


　紅いオーラに俺は包まれていた。


　目を覚ませば、俺は横になったまま、部長のおっぱいから放たれる紅い輝きを受けていた。


　……おっぱいが輝いてる！　そうだ、部長の乳は光るんでした！


　でも、それ以上に部長のほうが俺に驚おどろいていた。


「イッセー……その姿は……」


　目をパチクリさせている部長。ん？　気になって俺も全身を見てみた。


　…………。微び妙みように鎧よろいの色が濃こくなっている？　形も通常の鎧とはちょっと違う。赤というよりは鮮やかな紅──。


　部長の髪の色と同じだった。


『おおっと！　赤せき龍りゆう帝ていが、紅いオーラに包まれたと思ったら、スイッチ姫ひめのおっぱいフラッシュを浴びて、鎧を変質させて立ち上がった──っ！』


　なんてことを実じつ況きようが叫さけぶ。


　復活したのか、俺。ケガは……ない。消えてる！　砕くだけた鎧も復活していた。


　俺、白い世界で先輩たちと出会って……黒い感情に包まれそうになりながらも、子供たちの声せい援えんや、部長の呼ぶ声が聞こえて……アルビオンの先輩に助けてもらったんだった。


『相棒！』


　おおっ、ドライグ。どうした？


『おまえの意識が神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに吹き飛ばされ、俺もそちらに向かおうとしたのだが、歴代の所有者の意識が濃くなって、侵しん入にゆうできなくなっていたのだ。そして、目が覚めたと思ったら、こんなことになっている！　内部で何が起きた？　所有者が抱いだいていた呪いのほとんどが消失しているのだぞ？』


　──っ。そうか、呪いが……。アルビオンの先輩のおかげだ。


『アルビオンの宝玉を奪ったときにかすかに残っていた残留思念か。あれが神器セイクリツド・ギアの深奥で動いた……』


　みたいだな。よくわからないけど、俺に協力してくれたんだ。


『それで、おまえは赤龍帝の力が解放されている状態で「女王クイーン」に昇しよう格かくできたのか』


　ん？　俺、いま『女王クイーン』なのか？　内の駒こまを探さぐってみる。


　……本当だ。無理だと言われていた、真『女王クイーン』になってるぞ！


　驚く俺に解説の先生の声が届く。


『赤いオーラ……。いや、赤ではない。もっと鮮あざやかで、気高い色。あれは──。──真紅のオーラ。そう、紅だ。「紅髪の魔王クリムゾン・サタン」と称しようされる男の髪と同じ色であり、あのバカが惚れた女の髪と同じ色──』


　そうですね、紅色の鎧だ。赤というよりは深い色合いで紅。


『あいつにだけ許された奇き跡せきか……ッ！　ていうか、今回はリアスの乳を吸ってパワーアップするんじゃなかったのか!?』


　知るかよっ、先生め！　そりゃ、記者会見で間ま違ちがえて覚えられたことじゃないですか！　しかも朝刊の一面になったけどさ！　俺だって吸ってパワーアップしてみたいわ！　ていうか、乳を吸いたい！


　俺の変へん貌ぼうを見て、獅し子しの鎧を着込むサイラオーグさんが言う。


「──『真紅カーデイナル・のクリムゾン・赫龍帝プロモーシヨン』と言ったところか。その色は紅と称された魔王さまとまったく同じもの。──リアスの髪と同じ色だ」


　俺は息を深く吐いて、決心した言葉を口にする。なんだか、いまならハッキリと口に出せそうだからな。


　つーか、いまさっきどさくさに紛まぎれて先生に俺の気持ちを語られてしまったし！


「惚れた女のイメージカラーだ。部長は、リアス・グレモリーは俺が惚れた女だ。惚れた女を勝たせたい。惚れた女を守りたい。惚れた女のために戦いたい。俺は──俺はッ！」


　言っちまった！　言えちまった！


　もう、どうにでもなれよッ！　告コクるぜ、俺はぁぁぁぁっ！


　俺は天高く叫んだッ！


「俺を求める冥めい界かいの子供たちと、惚れた女の目の前であなたを倒たおすッ！　俺の夢のためッ！　子供たちの夢のためッ！　リアス・グレモリーの夢のためッ！　俺は今日あなたを超こえるッ！　俺はリアス・グレモリーが大好きだぁぁぁぁぁぁああああっ！」


　部長のお顔がいままでにないぐらい真っ赤になっていた。


　俺の想い、伝えました！　あとはそれに準ずるだけだ！　もうどうにでもなりやがれ！


「ハハハハハハハハハハハッ！」


　豪ごう快かいに笑うサイラオーグさん。


「リアスの胸が発する光を浴びて、何かに目覚めたようだな。ならば俺はそのおまえを打うち倒し我が夢の糧かてとするッッ！」


　俺が莫ばく大だいな紅いオーラをまとって、神速で飛びだしていく！


『StarスターSonicソニツクBoosterブースター!!!!』


　飛びだしていく余波だけで周辺の風景が吹き飛びそうになっていた。速度だけでトリアイナ版『騎士ナイト』並みだった。いや、まだ速度を上げられるだけの余よ裕ゆうがありそうな感じだ。今後の鍛きたえ方しだいだろうか……？


　サイラオーグさんも全身に闘気をみなぎらせて俺を迎むかえ撃うつ格好だ。


『SolidソリツドImpactインパクトBoosterブースター!!!!』


　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよもトリアイナ版の『戦車ルーク』と同格のはず！　だが、トリアイナよりも少ない消しよう耗もうで攻撃を繰くりだすことができる！　いやいや、こちらもまだ伸びしろに余裕がありそうな調子だぞ！　まだ強くなれるのか!?


『いや、まだこの状態での鎧の防御力が安定していない！　脱だつ皮ぴ直後のカニみたいなものだ！　無理をすると本体に膨ぼう大だいなダメージが伝わるぞ！』


　そうかよ、ドライグ！　だがな、それでもやらないとこの男を倒せないだろうがよッ！


　ただ、殴なぐった！　ただ、殴られた！　ひたすら殴った！　ひたすら殴られた！


　顔を、腹を、胸を、腕うでを。ただただ、殴り続け、殴り続けられた。鎧が弾はじけ、修復が間に合ってもすぐにそこへ拳こぶしが放ほうり込まれる。体に突つき刺ささる一撃が俺とサイラオーグさんの肉体を破壊していく──。


　そのたびにこのフィールドが大きく震ふるえて、地が裂さけ、次元に穴が空く。


　バカげるほどに単純で、バカげるほどに威い力りよくに満ちた打撃戦。


　防御なんて知らない。しているヒマなんてない。殴らなければ──。ひとつでも多く殴らないとこのヒトは落ちない──。


　だから、殴るッ！　相手の肉体をぶっ壊こわすだけでは終わらない。


　意識を、魂たましいを絶つ勢いでやらないとこのヒトは倒せないッ！


　実況が叫ぶ。


『殴り合いですッ！　壮そう絶ぜつな殴り合いがフィールド中央でおこなわれておりますッ！　華か麗れいな戦術でもなく、練りに練られた魔ま力りよく合戦でもなく、超ちよう々ちよう至し近きん距きよ離りによる子供のような殴り合いッ！　殴って、殴られて、ただそれだけのことが、頑がん丈じようなバトルフィールド全体を壊さんばかりの大だい迫はく力りよくで続けられておりますッ！　観客席は総立ちッ！　スタンディングオベーション状態となっておりますッ！　ただの打撃合戦に老若男女が興奮していますッ！　よくやるぜ、二人ともォォォォッ！』


「「「「「「「「「「サイラオーグゥゥッ！　サイラオーグゥゥッ！」」」」」」」」」」


「「「「「「「「「「おっぱいドラゴンッ！　おっぱいドラゴンッ！」」」」」」」」」」


　そうか、観客も沸わいてくれているのか。


　こんな不器用で、雑にも思える殴り合いで盛り上がってくれるなら、何度でも殴ってやるよ！　このヒトを倒せるなら、何度だってッ！


『相棒！　「女王クイーン」の状態はまだ完全におまえの体に浸しん透とうしきっていない！　力の上じよう昇しようもこれからが本番だが、それ以上に、このままでは禁手バランス・ブレイカーの状態が解ける！』


　そこをなんとか食いつないでくれよ、ドライグ！　もう少しなんだ！


　負けねェ──。


　俺はこのヒトをぶっ倒して、先に進む！　部長のため、俺のため。


「俺はッ！　あんたを倒してッ！　上に行く……ッ！」


　紅いオーラが右腕を覆おおい、右腕だけトリアイナ版『戦車ルーク』のものを形成する！　撃鉄を打ち鳴らしてダメージのインパクトを引き上げる！


『SolidソリツドImpactインパクトBoosterブースター!!!!』


　サイラオーグさんの腹部に突き刺さる俺の拳！　獅子の鎧を砕いた！　生身にも拳が食い込んでいく！


　さっきやられたものを今度は俺がやってやった……！


　それを食らい、サイラオーグさんがひざをついた。


　ぷるぷると震える足。ダメージは深刻のようだ。


　サイラオーグさんは自分の足に激高する。


「どうした、足よ！　なぜ震える!?　まだ！　まだこれからではないか！」


　地を大きく踏ふみ込こみ、サイラオーグさんが立ち上がっていく。


　まだ全身に闘気をまとわせている。でも、先ほどよりも質量は減っていた。


　──勝てる！　この男に勝てる！


　俺は勝利が近づいていることを感じた！


　だが、この男は戦意をみなぎらせる！


「保もて、保て俺の体よ……ッ！　このような戦い、いま心底味わわずに大王バアル家の次期当主が名乗れると思うのか……ッ！」


　すごい気合だ……ッ！　俺もですよ！　いまのあなたを倒さないと前に進めそうにないんですよ！


　迫せまるサイラオーグさんへ拳を繰りだそうとして、俺はそれを引っ込め、ローキックを相手の太もも目め掛がけて放った。サイラオーグさんに一いつ瞬しゆんだけ隙すきが生じる。──フェイントだ。この極限の状態で成功した！


　修しゆ行ぎようの成果がまたひとつ、ここで発揮された！　俺の日々のトレーニングは無む駄だじゃない！　無駄じゃないぞ！


　ガシャッ！


　鎧よろいごと相手の足をぶち抜ぬき、太ももを破は壊かいする。足にきているなら、そこを狙ねらわせてもらいます！　サイラオーグさんの体がぐらつく。間かん髪はつ入れずに俺は体勢を崩くずした相手の顔面に鋭するどく拳を入れた！　兜かぶとを割り、生身の顔に俺の拳がまともに入り込んだ。


　拳の勢いで後方に吹ふき飛ばされるサイラオーグさんへ、俺はドラゴンの両りよう翼よくからキャノンを展開した。この『女王クイーン』版では、キャノンはドラゴンの翼つばさのなかに収納されているからだ。


　ドゥゥゥゥゥッ……。静かに鳴動し、トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』よりも速いチャージ時間でエネルギーが溜たまった！


『先ほどのアザゼルの話では、あの獅子の神器セイクリツド・ギアは飛び道具に対して抵てい抗こう力りよくがあると思っていいだろう！　広こう範はん囲いの一発よりは範囲を狭せばめに狭めたほうがダメージも通るのではないか？』


　ああ、ドライグ！　できるだけ範囲を狭せまくして、その分だけ威力を濃のう縮しゆくする！


「クリムゾンブラスタァァァァァァァァァアッ！」


『FangフアングBlastブラストBoosterブースター!!!!』


　紅色のオーラが放射され、サイラオーグさんを包み込む！　強大な爆ばく発はつを生みだしたあと、煙けむりが止やみ、地を大きくえぐってできた巨きよ大だいなクレーターの中央に──サイラオーグさんが倒れていた。動く気配はない。──魔力の砲ほう撃げきが通った！


　その瞬間、会場が沸いた──。


　もう、立てないだろう。かなりのダメージが蓄ちく積せきされ、いまの俺の攻撃で一気にあふれ出した感じだった。


　勝利を確信する俺の視界に……女性が一人、ゆらりゆらりと出現する。


　それは……サイラオーグさんの傍かたわらに立ち、何かを話しかけている様子だった。


　……俺以外は気づいていない？　俺にしか見えていないのか？　幽ゆう霊れい？　残留思念？


『──なさい』


　女性は静かに、確かな口調で発し始めた。


　──っ。俺の目の前で驚おどろくべき光景が……。


　サイラオーグさんが、わずかに動いた。そして、顔をあげる。ボロボロと化した顔。


　目は虚うつろだが、瞳ひとみの奥にまだ強い意志を感じる。


　女性がサイラオーグさんを呼ぶ。


『サイラオーグ』


　あれは──サイラオーグさんのお母さん？　顔をよく見れば病院で見たサイラオーグさんのお母さんだった。


　サイラオーグさんにもお母さんは見えていないようだ。意識……、思念だけを飛ばしてきたのだろうか？　まるで寄より添そうように我が息子むすこを見守っていた。


　その口が俺にだけ聞こえる声で静かに言葉を発する。それは必死に戦う息子を労ねぎらう、心配する、母親のやさしげな激げき励れい──ではなかった。


『立ちなさい。立ちなさい！　サイラオーグ！』


　サイラオーグさんのお母さんの表情は、厳しく、誇ほこり高たかく、気き丈じようなもの──。その声は応おう援えんなどではなく、息子を叱しつ咤たする母親のそれだった。


『あなたは誰だれよりも強くなると私と約束したでしょう？』


　──っ。


　サイラオーグさんの体が──動いた。それは徐じよ々じよに確かになっていき、手が動き、腕が動き、足が動いて、体が持ち上がり始めた。


『夢を叶かなえなさい！　あなたの望む世界を、冥めい界かいの未来のために、自分が味わったものを後世に残さないために、そのためにあなたは拳を握にぎりしめたのでしょう！』


　その言葉がサイラオーグさんに届いているものなのかはわからない。聞こえてはいないのかもしれない。


『たとえ生まれがどうであろうと結果的に素す晴ばらしい能力を持っていれば、誰もが相応の位置につける世界──。それがあなたの望む世界のはずです！　これから生まれてくるであろう冥界の子供たちが悲しい思いを味わわないで済む世界──ッ！　それを作るのでしょう！』


　サイラオーグさんのお母さんは徐々に消えていくなか、最後に一瞬だけ微笑ほほえみを浮うかべた。その表情は自じ慢まんの息子を見る母親の顔だった。


『さあ、いきなさい。私の愛いとしいサイラオーグ。あなたは──私の息子なのだから』


　その瞬間だった。


　地を大きく踏みしめて、血をまき散らしながら、眼前の漢おとこが完全に立ち上がる。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッッ!!」


　獅し子しが咆ほう哮こうをあげた。








　オオオオォォォォォォォオオオオオオオオオォォォォッ……！


　それは雄お々おしく、しかし、どこか悲ひ哀あいにも感じて──透すき通とおるほどに見事な獅子王の咆哮だった。


　会場が大きく震ふるえた。俺も心底打ち震えた。


　恐きよう怖ふ、戦せん慄りつ、いや、それ以外にも高こう揚よう、興奮と矛む盾じゆんするかのような感情が俺のなかで渦うず巻まき、体中の細さい胞ぼうを沸き立たせるようだった。


　──このヒトとまだ戦えるッ。


　決着がつけられる。そう考えるだけで俺の底に力が沸き上がり、全身に巡めぐっていく。


「兵ひよう藤どう一いつ誠せいッ！　負けんッ！　俺はッ！　俺には叶えねばならないものがあるのだッ！」


　サイラオーグさんが俺に向かってくる！　ボロボロのぐしゃぐしゃの状態で！


「俺だって！　負けられねぇんだよォォォォォォッ！」


　俺もそれに呼応して飛びこんだ！


　俺とサイラオーグさんの拳こぶしが同時にお互たがいの顔面に鋭く食い込んだ！　何度目の顔面パンチだろうか！　クソ！　やっぱり、効くぜ！


　倒たおれない。何度ぶん殴なぐってもサイラオーグさんは倒れない。ギラギラした双そう眸ぼうを一時も薄うすめないまま、俺に拳を放ほうり込んでくる。その威い力りよくは体中のすべてのものを根こそぎ持っていくような一撃ばかり。


　どこだ。どこにこんな力がまだ眠ねむってやがるんだ……ッ！


　腹部に入れても、顔面に真っ正面から打ち込んでも目の前の強敵は一瞬も攻こう撃げきを止やめようとしなかった。


　こっちがコンマでも攻撃を止めたら……潰つぶされる！　意識を持っていかれる！


　じゃあ、どうやればこの男の意識を絶てる!?　どれだけ攻撃を打ち込めば倒れてくれるんだ！


　滅ほろびを持たない大王！　部長やサーゼクスさまのような力を有してなくてもこの男は十分に強く、そしておそろしいほどの強敵だ。


　ダメだ！　脳のう裏りに少しでも『敗北』をちらつかせれば、その瞬間に俺はぶっ倒される！


　ヴァーリも強敵だ。曹そう操そうも怖おそろしい相手だった。


　サイラオーグさんは……腕わん力りよくも速力も防ぼう御ぎよも何もかもが強い。けど、ヴァーリや曹操と違ちがう決定的な差がある。


　──狂きよう信しん的てきなまでの勝利への執しゆう着ちやく。


　負ければ全部終わる。二度目はない。今日死んでもいいという覚かく悟ご。夢のためにすべてを賭かけた意地。


　後退という選せん択たく肢しを放り捨てた強きよう靭じんな精神が、このヒトを後押ししていると思えてならない！





　──俺には肉こ体れしかなかった。だから、負ければ全部失う。ここまで積み上げてきたものが崩れるだろう。家が持つ『消しよう滅めつ』の魔ま力りよくを受うけ継つげなかった俺にとって、勝ち続けることこそが唯ゆい一いつの道だった。だから俺は拳これで勝つしかない。





　──格好は悪いが、それが不器用な俺のおまえたちとの戦い方だ。





　カッコイイよッ！　すげえよッ！　言葉にならないぐらい、いまのあんたはすげえ男だよッ！


　だからこそ。だからこそだ。俺はそんなサイラオーグさんを倒したい──ッ！


　あんたがどれだけの思いをして積み上げてきたものがあるかはわからない。それでも俺は同情なんて一いつ切さいしないであんたに拳をぶつける！


　全力でぶつかることがサイラオーグさんへの礼れい儀ぎで、俺の意地だッ！　俺の答えだッ！


「……はぁはぁ……お、俺にも夢がある……！　部長を……ゲーム王者にして……」


　俺は鎧を持続する力もそろそろ失いつつあった。それでも前に進み、サイラオーグさんに拳を放つ。


「俺も……いずれ王者になる……ッ！　誰よりも強くなる！　俺はッ！　最強の『兵士ポーン』になるんだァァァァァアアアァァァァッッ！」


　ドゴンッ！


　俺のパンチがサイラオーグさんに届いた！　芯しんに響ひびくほどの一撃だと、自覚できるほどのものだった。


　サイラオーグさんはふらつき、ぐらぐらと体を揺ゆらすが──まだ倒れない。


　……もう一度、か。しかし、俺もついに鎧を維い持じする力を失い、禁手バランス・ブレイカーが解かれてしまう。


　……クソ、もう少しなのに、届かないのか……？


　俺もふらつきながらも最後の力、生身で向かっていく。


　これでいく！　これでいいじゃないか！　拳が握れるなら、まだ戦えるッ！


　生身の拳でサイラオーグさんに立ち向かおうとしたときだった──。


『……赤龍帝……もういい……』


　サイラオーグさんの鎧の胸部分にある獅子が声を発した。


『……我が主あるじは……サイラオーグさまは……』


　獅子は目の部分から、涙なみだを溢あふれさせていた。


「サイラオーグさん……？」


　サイラオーグさんは──。


　サイラオーグさんは、拳を突つきだし、いままさにこちらへ向かおうとしたまま──意識を失っていた。笑ったままだった──。


　それでも瞳は戦意に満ち、ギラギラしたものを浮かべていた。


『……サイラオーグさまは……少し前から意識を失っていた……』


　……なんだって……。じゃあ、どうして前に進もうと……。


『それでも……うれしそうに……ただうれしそうに……向かっていった……。……ただ、真まっ直すぐに……あなたとの夢を賭けた戦いを真に楽しんで……』


　ライオンは慟どう哭こくした。


　……意地……だけで戦っていたのか……。意識を失ってまで……、前に……。


　ただ、前に──。


　夢のために──。


　俺は知らないうちにその男に深く頭を下げていた。そしてそのボロボロの体を抱だきしめる。


　俺は震える声で叫さけんだ。


「……ありがとう……、ありがとうございましたぁぁあッッ！」





『サイラオーグ・バアル選手、投とう了りよう。リタイヤです。ゲーム終了です。リアス・グレモリーチームの勝利です！』


　最後のアナウンスがされ、会場が熱気に包まれた。







　Emperor.







　試合終了後、記者の前に姿を現した皇帝エンペラーディハウザー・ベリアルはこうインタビューに答えた。


「いい試合でした。両眷けん属ぞくともプロになればすぐに上じよう位い陣じんに食い込んでくるでしょう。新しい時代の到とう来らいを感じました」


　そのインタビューのあと、ある記者はひとつの質問をした。


「あの試合の最終局面で、サイラオーグ・バアルが眷属の『兵士ポーン』にリアス・グレモリーの撃破テイクを命じればサイラオーグ・バアルの勝利だったのではないか？」──と。


　皇帝は熱を帯びた声こわ音ねでこう答える。


「あの場面で、この会場で、そんな選択肢があるのでしょうか。誰だれもが望んだのは赤い天てん龍りゆうと滅びを持たない大王の一戦です。そんなことは子供でもわかることでしょう。──あれでなければ誰もが納なつ得とくできなかった。あれ以外の何があるというのです？」──と。


　記者の誰もがその答えに黙だまり込んだ。







　LION HEART.







　目が覚めるとそこは見知らぬ天てん井じようだった。


「……ここは？」


　周囲を見み渡わたせば自分が包帯姿で病室のベッドにいることがわかる。ケガはともかく、消しよう耗もうがハンパじゃないな。体力が微み塵じんも残っていないようだ……。手に力が入らない。


　……試合に勝ったまでは覚えているんだけど……。あのあと、気を失った？


「起きたか」


　──っ。聞き覚えのある声！　隣となりを見れば──包帯姿のサイラオーグさんだった。


「サイラオーグさん……。と、隣のベッドだったんですね」


「偶ぐう然ぜんにもな。病室なら余っているだろうに。サーゼクスさまかアザゼル総そう督とくか、体力が回復するまでの話し相手としてマッチングしてくれたのかもしれないな」


　ははは、ベッドでまで戦いたくありませんよ……。


「……負けたか」


　サイラオーグさんがそうつぶやく。


「……悪くない。こんなにも充じゆう実じつした負けは初めてかもしれないな。だが、最後の一いつ瞬しゆんはよく覚えていない。気づいたらここだった」


「俺も……正直、記き憶おくが飛び飛びで」


「ひとつだけハッキリしている。──とても最高の殴なぐり合あいだった」


　──っ。確かに。清すが々すがしささえあった。


「俺もボコボコになって、ボコボコにしてやって、変に気分がいいです」


　お互たがいに包帯姿で笑えみを見せる。そこへ入室してくる者がいた。


「失礼するよ」


　紅べに髪がみの男性。サーゼクスさまだった。


「サーゼクスさま」


「やあ、イッセーくん、サイラオーグ。本当に良い試合だった。私もそう強く思うし、上役も全員満足していたよ。二人の将来が実に楽しみになる一戦だった」


　サーゼクスさまは激げき励れいを俺とサイラオーグさんに送ってくださったあと、近くの椅い子すに腰こしをおろした。


「さて、イッセーくんにお話があるんだ。サイラオーグ、しばし彼と話していいだろうか？」


「俺はかまいません。……席を外しましょうか？」


「いや、かまわないよ。キミもそこで聞いておいて損はないかもしれない」


　サーゼクスさまが真ま面じ目めな顔でおっしゃる。


「イッセーくん、キミに昇しよう格かくの話があるのだよ」


　…………。


　俺はいま言われた意味が理解できなかった。


　しかし、サーゼクスさまが続ける。


「正確に言うとキミと木き場ばくんと朱あけ乃のくんだが。ここまでキミたちはテロリストの攻こう撃げきを防いでくれた。三大勢力の会談テロ、旧魔ま王おう派のテロ、神のロキですら退しりぞけた。そして先の京都での一件と今回の見事な試合で完全に決定がされた。──近いうちにキミたち三人は階級が上がるだろう。おめでとう。これは異例であり、昨今では稀まれな昇格だ」


　笑顔でそう言うサーゼクスさま。


　…………。


「へ……？」


　それしか言えないが──。しだいに言われた内容の意味を理解していく。


　ちょ、ちょ、ちょっと……！　しょ、しょ、しょ、しょ、昇格ぅぅぅぅぅっ！


「お、俺が昇格!?　え!?　プロモーションとかじゃなくてですか!?」


　俺の問いにサーゼクスさまが笑む。


「それだけのことをキミは示してくれた。まだ足りない部分もあるが、将来を見込んだ上でということだよ」


　……いまだ、事の成り行きがわからない俺にサイラオーグさんが言う。


「受けろ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい。おまえはそれだけのことをやってきたのだ。出自など関係ない。おまえは──冥めい界かいの英えい雄ゆうになるべき男だ」


　……そ、そんなことを言われても俺は……。


　混乱する俺を見て、サーゼクスさまも苦く笑しようされていた。


「うむ。詳しよう細さいは今後改めてそちらに通知しよう。きちんとした儀ぎ礼れいを済まして昇格といきたいのでね。会場の設置や承しよう認にんすべき事こと柄がらもこれから決めていかないといけないのだよ。では、これで失礼する」


　それだけ言い残して魔王さまが退室していく。


　残された俺とサイラオーグさん。


　俺はまだ夢なのではないかと思えてならない。だって、だって、俺が昇格だなんて！


　そ、そりゃ、夢だったし、目標だったけど、こんなに早く訪おとずれるなんて思ってもいなくて……。


　やべぇ、やべぇよ、俺！　どうしよう！　わけわかんねぇよ！


　混乱する俺にサイラオーグさんが言う。


「昇格もいいが、それよりもいまは──リアスのことだ。おまえは、好きなのだろう？　リアスのことが」


　──っ。部長の話。それはすぐに理解できる。だって、あんなに大衆の面前で叫さけんでしまったしさ！


「えっと……はい。大好きです」


「なら、もう一度想おもいを伝えてみたらどうだ？　今度は真っ正面で二人きりでだ。──あれだけの大衆の前で惚ほれた女と叫んだのだ、今いま更さらだろう」


　そ、そりゃ、今更かもしれませんけど……。会場でのは、勢いとノリだったけど、二人きりってのはまた別の領域の事件ですよ！


　俺はおそるおそる口にする。


「……俺……俺、自信持っていいんですよね？」


「ダメならダメで俺のところへ来い。慰なぐさめのコーヒーぐらいは出して話を聞いてやる」


「……サイラオーグさん、ありがとうございます。俺……俺！」


　いいヒトすぎて泣けてきた。この男と夢をかけて殴り合ったんだな。


　今度、このヒトと改めてお茶を飲みたいと思った。







　Indra.







　ゲームの解説が終わったあと、俺──アザゼルは要人用の観戦室のほうに足を向けていた。


　ゲーム中、解説をしていたために席を外せなかったが、配下からの連れん絡らくで「例の者」が要人用の観戦室に姿を現したと一報を受けていた。


　要人用の観戦室は個室となっていて、いくつもドーム会場内に用意されており、今回はそれがフルに利用されたようだ。オーディンのじいさんは「ヴァルハラ」専用に、ゼウスやポセイドンなどは「オリュンポス」専用のそれぞれの観戦室に護衛をつけて入室しているはずだ。


　その要人用のひと部屋に俺は歩を進めていた。


　──と、俺がお邪じや魔まする予定だった部屋から「例の者」が護衛と共に退室するところだった。五分刈がりの頭に、丸レンズのサングラス、アロハシャツ、首には数じゆ珠ずという要人にあるまじきラフな格好をしている「例の者」。……まあ、俺も言える立場じゃないか。


　俺は「例の者」──帝たい釈しやく天てんに話しかけた。


「これは帝釈天殿どの、ゲームはいかがでしたかな？」


「お？　よー、正義の堕だ天てん使し兄さん！　イカした試合だったＺＥ！　現魔王派と癒ゆ着ちやくしてる堕天使兄さんにとってみれば『教え子』ってのが勝って良かったンだろォ？　グレモリーチーム、ありゃ常じよう軌きを逸いつしたメンツが集つどいすぎだ。並のチームじゃ相手にできんだろ」


　……相変わらず皮肉の効いたことを言ってくるぜ。全勢力のトップ陣じんでも最高クラスの実力者。天てん帝てい。戦いの神『阿あ修しゆ羅ら』に勝った武神……。


　俺はどうしてもこの天帝に訊ききたいことがあった。それは先日の京都で起きた英雄派のテロに関かかわることだ。


「訊きたいことがある」


「ＨＡＨＡＨＡ！　ンだよ、正義の堕天使兄さん！　俺さまで良かったらなんぼでも答えてやンぜ？」


「……神滅具ロンギヌス所有者のことを、曹そう操そうのことを俺たちよりも先に知っていたな？」


　帝釈天の配下でもある初代孫そん悟ご空くうが、曹操を知っていたと俺はイッセーから報告を受けていた。そう、こいつは──曹操を幼い頃ころから知っていた。最強の聖せい槍そうを持つ、あの男と接せつ触しよくを持っていた。


　──俺たちが知らないところで。


　帝釈天は意味深に口くちの端はしを愉ゆ快かいそうに笑ました。


「だとしたら、どうすンよ？　俺さまがあいつをガキんちょの頃から知っていたとして何が不満だ？　報告しなかったこと？　それとも……通じていたことか？」


　……言ってくれやがるぜ、この野や郎ろう……ッ！　自分からバラしやがった……ッ！


「インドラ……ッ！」


　俺は怒ど気きを含ふくんだ声でその名を呼んだ。帝釈天は不敵に笑う。


「ＨＡＨＡＨＡ！　そっちの名で呼ぶなんて粋いきなことしてくれるじゃねぇか。そんな怖こわい顔すンなや、アザ坊ぼう。ンなことでキレんなら、冥めい府ふの神ハーデスのやってることなんざ、勢力図を塗ぬり替かえるレベルだぜ？」


　ハーデスのことも知ってるのか……。こいつ、どこまで「通じて」やがる……？


　帝釈天は俺に指を突つきつけてくる。


「ひとつ言っとくぜ、若造。どこの勢力も表面じゃ平和、和議なんてもんを謳うたってやがるがな、腹の底じゃ『俺らの神話こそ最強！　他の神話なんて滅ほろべ、クソが！』って思ってンよ。オーディンのクソジジイやゼウスのクソオヤジが例外的に甘々なだけだ。何せ、信じる神が少なきゃ、人間どもの意思を統一できて万々歳だからな！　異教なんてクソ食らえが基本だぜ？　だいたい、てめえらの神話に攻せめ込まれて信者を持っていかれて民間の伝説レベルにまで信しん仰こうを落とした神々がどれぐらいいると思う？　各種神話でも見直せや。──神ってのは人間以上に恨うらみ辛つらみに正直なもンだぜ？」


　……それはわかってんだよ。どこの神話の神々も建前で協力態勢を呑のんでも、腹の中じゃ何を考えているかわからない。いや、おそらくは隙すきあらばなんてことを思っていて当然だろう。それでもその建前が大事な時期なんだよ！


　勢力図が変われば、人間界は簡単に滅ぶんだ……！


　帝釈天は息を吐はく。


「ま、表向きのことは協力してやンよ。確かにオーフィスたちは邪魔だからな」


　オーフィスたち、か。なあ、帝釈天、そこに曹操は入るのか……？


「それと、あの乳ちち龍りゆう帝ていに言っておいてくれ。最高だったぜってな。もし、世界の脅きよう威いになったら、俺が魂たましいごと消しよう滅めつさせてやるってよ。『天』を称しようするのは俺たちだけで十分だ」


　それだけ言い残し、去っていく帝釈天。


　……帝釈天……ハーデス……、まだこの世界は揺ゆれそうだ。


　オーフィス、おまえが与あたえた黒い蛇へびは力を集め、力を高め、力を酔よわせて、世界の脅威となっている。おまえの夢は……世界を混こん沌とんにしていく。







　New Life.







「一列になってお並びくださーい！」


　ウェイトレス姿のかわいらしい格好のアーシアが、廊ろう下かに並ぶ生徒たちを整列させていた。喫きつ茶さ店てんのために並ぶ長ちよう蛇だの列だ。


「はーい、こちらは占うらないの館やかたとお祓はらいコーナーですよー。塔とう城じよう小こ猫ねこちゃんと姫ひめ島じま朱あけ乃の先せん輩ぱいが占いとお祓いをしてくれまーす」


　イリナがウェイトレスの傍かたわら、各コーナーの呼び子をしている。


　学園祭当日、旧校舎を丸ごと使ったオカルト研究部の出し物は大だい盛せい況きようだった！　我が部の美少女たちに憧あこがれる男子だけじゃなく、女子までもがたくさん来てくれた。一いつ般ぱんの来場者さんもかなり来てくれている。いやー、うちの女子たちは大人気だな！


「はーい、チーズ」


　──と、喫茶店で写真を撮とっているのはウェイトレス姿の部長だった。


　部員と写真を撮れるシステムを作ったら、ソッコーで話題の的に。好きな部員と一いつ緒しよに写れる写真撮さつ影えいは大好評だ。ま、俺は指名されないけどね……。どうせエロ学生さ！


　つーか、部長のウェイトレス姿が素す晴ばらしすぎて涙なみだが出てくる！　もちろん、部長も写真撮影の的だけどね。


「イッセーくん、見てないでこちらに来て」


　木き場ばがお化け屋や敷しきとなっている教室から顔を出していた。そう、俺はこの時間、お化け屋敷のフランケンシュタイン役だ。専用のメイクもしてる。ギャスパーはドラキュラ役だったりするが、怖いどころか、逆にかわいかった。


「僕、このまま喫茶店の手伝いに戻もどるから、仕し掛かけのことはよろしくね」


「へいへい」


　各コーナー、大盛況なのはいいが、皆みんな、行ったり来たりと旧校舎内を駆かけ回っている。


　少しでも手が空いたら、忙いそがしいコーナーの手伝いをするためだ。


　さてさて、俺もフランケンに没ぼつ頭とうしようじゃないか。お、女子のお客さんだ！


「がーっ！」


　なんて驚おどろかせようと勢いよく飛び出してみるものの──、


「キャーッ！　変態の兵ひよう藤どうよ！　犯される！」


　バシーンッ！　と叩たたかれてばかりだった。


「わー、ドラキュラですよー。かみますよー」


「「「きゃーっ！　ギャスパーくん、きゃわいいっ！」」」


　ドラキュラ役のギャスパーは女子に大好評だ。……クソ！


「あ、兵藤発見！　やられる前にやるのよ！」


　バチーンッ！　また、女子のお客に叩かれた。しかも今度は驚かす前に！


　……どうして俺だけ……。


　理り不ふ尽じんな思いで、今日、十発目のビンタを食らった。





　　　　─○●○─





「……そんな……。サイラオーグさんを支し援えんしていた上層部は皆、手を引いたんですか？」


　一階奥のチケット売り場。休きゆう憩けい時間を利用して、俺は先生から話を聞いていた。


　サイラオーグさんについてだ。


　サイラオーグさんは俺たちに負け、夢を叶かなえるための大事な上へのパイプを失った。


「ああ、そんなもんだ。敗者にいつまでも群がるほど、奴やつらもお人ひと好よしじゃない。悪あく魔まってのは本来合理的なものだと教えられただろう？　利用価値がなくなれば、捨てるさ」


　酷ひどい。本当にあっさり捨てるなんて……。


「……あんなに立派に戦ったヒトが……」


「悔くやむなよ？　体術だけであれほどの戦いを演じたあいつをおまえが心配するなど、やっちゃいけないことだ。おまえは最善のものを得た。これが悪魔業界だ。実力だけが価値のある世界。そこに飛びこむなら、おまえもリアスも腹を決めろ」


「大王家次期当主の座は？」


「そこはまだ変動無しだな。今回の一件で大王家がどう動くかわからないが、滅びを持っていないとはいえあれだけの実力者だ、世論もあるだろうし、無む下げにできるはずもないだろう」


　そっか、大王家の次期当主の座だけはまだ健在なんだね。ちょっとホッとした。


　……俺たちは勝った。若手ゲーム戦を制した。


　得たものは大きい。けど、敗北した者は失うものがある。


　これが悪魔業界なのかな……。


　あ、そうだ。先生に言おうと思ったこともあったんだった。


「先生、ひとつ、新しい可能性が見つかったんですが……今回は試ためせませんでしたけど」


「木場の神器セイクリツド・ギア──新しい禁手バランス・ブレイカーと関連することか」


「はい。俺も後付けであの能力──白はく龍りゆう皇こうの力を得てますから、もしかしたらって」


　そう、俺もできる可能性があると思うんだ。今回の件でアルビオンの先せん輩ぱいの意識とも交流を持てたし。


「……あれはおまえにとって相反する能力だ。直接の半減の力もそうだが、そっちの方面に秀ひいでるとおまえの生命力を再び危険にさらす。それにそれを発動したら、発動中は赤せき龍りゆう帝ていの力が使えなくなるかもしれん」


　神器セイクリツド・ギアは想おもいの力が強ければそれだけ応こたえてくれる。イメージと修しゆ行ぎようしだいってところかな。使用中に赤龍帝の力が使えなくなるかもしれないのは痛い。木場の新技がそうだったからな。そこをなんとかするのも想像力と応用力なんだろうか。


　亜あ種しゆにするという選せん択たくもあるか。できるのか？　不安は残る。けど、木場が新禁手バランス・ブレイカーを亜種に変化させられたんだから、可能性はあると思いたい！　今度、木場と修行再開だ！


「未完成の真『女王クイーン』と合わせて、慎しん重ちようにレベルアップさせていけ。まだまだおまえは伸のびしろが多そうだからな」


　そう、これからだ。扉とびらは開かれて、なかのものも解放されたんだ。これからさらに可能性を具現化させる！


　そんな風に物思いにふけっていたら、松まつ田だと元もと浜はま、バカ二人が姿を現す。


「おい、イッセー！　オカルトの館、どこも入れないじゃないか！」


「おのれ……占いもお祓いも喫茶店も何もかもが長蛇の列だ！　イッセー、ここは友人枠わくとして特別優待券とかはないのか！」


　俺に迫せまる二人。


　そう、学園祭でのオカルトの館はまだまだ大盛況。おかげさまで列が途と切ぎれない状態だ。まあ、うちは美少女てんこもりでイケメンの木場もいるからね。男子も女子もたくさん来るよ。


　俺はというと、この時間帯、チケット売りをしていた。大量に用意したチケットがソッコーで完売し、レイヴェルのフォローのもと、急いで追加生産しているところだった。


　先生も「じゃあ、気張れや」と去っていく。学園祭の監かん督とく係のくせに遊び回っているようにしか思えないんだけどね！


「イッセーさま、新しいチケットができましたわ」


「おおっ、悪いな、レイヴェル」


　チケット売り場の売り切れの札を取とり払はらった瞬しゆん間かん、「一枚ください！」と客が群がった。どこに隠かくれてたおまえら!?


「はい、占いの券ですね」


　レイヴェルが楽しそうだし、ま、いいか。


「……イッセーさま」


　レイヴェルがチケットを売りながら言う。


「試合、感動しました……。最後、相手選手を抱だきしめるイッセーさまを見ていたら、私もつい泣いてしまって……」


　頰ほおを赤くしていた。ど、どうした、突とつ然ぜん……。


「い、いや、ハハハ、俺も気分が盛り上がっていたからさ……。改めて言われると恥はずかしいな」


「そ、そんなことないと思います！　そ、そうですわ！　私、打ち上げ用のケーキを作ろうと思っていて！」


「おおっ、レイヴェルのお菓か子しは美お味いしいからな。期待してるよ」


　俺がそう言うと、レイヴェルはあごに手をやり、大だい胆たんに言う。


「と、当然ですわ！　特別でしてよ！」


　そうそう、レイヴェルはこれでこそだよな。


　などと思っているうちにもお客さんの列は増える一方だ。


「あのー、お祓いのチケットくださーい」


　チケットもきちんと売らないとね！


「イッセー、裏のお店とかないのか!?」


「親友よ、エッチな写真撮影会は!?」


　とりあえず、松田と元浜を殴なぐるか。





　　　　─○●○─





「じゃあ、シトリー側は旗取り合戦してたのか」


「そーなんだよ。もう、フィールド中を走り回りっぱなしでさ……。まだ疲ひ労ろうが取れないんだ……」


　などという会話を新校舎を歩きながら話し込んでいる俺と匙さじ。


　匙は生徒会の仕事として校舎の様子を歩いて見て回っていたようで、同じく他のクラスの店を休憩中に見て回っていた俺と小猫ちゃんと出くわしたんだ。


　で、いつの間にかお互たがいが参加したゲームについて話し込んでいた。


　どうやら同時期にアガレスと戦っていたシトリー眷けん属ぞくは、旗を取り合うルールのレーティングゲームをしていたようだ。


「そっちのダイスも大変だったみたいだな、兵藤」


「ああ、フィールドを駆け回ることはなかったんだが、どこで誰だれを出すかが問題でさ。いやー、ゲームって難しいわ」


「俺もそれは感じた。……ゲーム教師の道は遠いぜ」


　レーティングゲームの学校を建てるのがシトリー眷属の野望で、そこの先生になるのが匙の夢だったな。まあ、何事も簡単にはいかないってことだろうね。


「で、勝負は？」


　校舎の外に出た俺たち。出店でフランクフルトを買いながら匙に訊きいた。


「僅きん差さで俺たちの勝ち。旗取り合戦だから、強ければいいってわけじゃなくてさ。けど、最後の最後で俺が龍りゆう王おうになって暴走しちまってさ……。バトルフィールドが相当酷い状じよう況きようになって、評価が最悪なんじゃないかって話だ……。ああ、俺、会長に迷めい惑わくかけちまったよ……」


　頭を抱かかえてその場でくずおれる匙。


　あー、暴走したのか。制止役の俺がその場にいなかったし、追い込まれて使ったとしても暴走した匙を止めるのは大変だったろうな。


「はぁ……俺、兵藤がいないと龍王は無理なのかな……。って、あ！　そこの男子！　花か壇だんのところに座るなって書いてあるだろう！　わりぃ、兵藤！」


　匙はそれだけ言い残して、規則破りの生徒のもとに行ってしまった。仕事熱心な奴だ。


「……先輩、射的やりましょう」


　小猫ちゃんが俺の手を引いてそう言う。はいはい、やろうかね。


「よっしゃ、小猫ちゃん。射的で俺に勝ったら、何かおごるよ！」


「……言いましたね？　手加減しませんから」


　まあ、あっさりと負けて、しこたま小猫ちゃんにおごることになりましたよ……。





　　　　─○●○─





　学園祭の終しゆう盤ばんにさしかかり、校庭でキャンプファイヤーを焚たいて、その周囲でオクラホマミキサーとなっていた。今いま頃ごろ、男女が楽しく踊おどっているに違ちがいない！


　俺はなんとかチケットを売り終わり、疲つかれた体で部室に戻もどる。まだバアル戦の疲れが取れてないんだよな。


　真『女王クイーン』はまだ覚かく醒せいしたばかりで力の上あげ幅はばにムラがあり、調整はこれからだってドライグが言っていたな。現時点ではトリアイナのほうを使いこなせるようになったほうが真『女王クイーン』全体の力の底上げになるって話だ。


　まあ、うまく使いこなすのはこれからだ。


　そういえば、サーゼクスさまやレヴィアタンさまも今日来てた。顔見せだけですぐにグレイフィアさんや会長に引きずられていったけど……。


　部室に入る俺。部室は特に会場にしなかったから、内部はそのまんまだ。


　と、中に誰かいる。部長の座る椅い子すに──部長が座っていた。いつの間にかウェイトレス姿から制服に着き替がえていたようだ。


「イッセー……」


　俺を視界に捉とらえ、そうつぶやいた。


「……お仕事お疲れさま」


「あ、はい」


「三年生だから、最後でしょ。だから、ちょっとここに戻りたくなって」


「な、なるほど……」


「…………」


「…………」


　無言になる俺と部長。実は、あの戦いのあと、俺と部長は会話がギクシャクしてしまっていた。理由は当然──大衆の面前で俺が告コクったからだ。


　まだ返事をもらっていないし、会うたびにこの状態なので俺としてもたまらないものがある。


　いま思いだしても恥ずかしい！　ノリと勢いとはいえ、俺もよくあんなところで好きな女だと告げたよな！　あのあと、冥めい界かいの新聞には一面で報道されていたようだ。


『おっぱいドラゴンとスイッチ姫ひめ、主従を超こえた真しん剣けん恋れん愛あいか!?』って。当面は冥界に帰れそうにないって話だ。帰れば必ずあちらのマスコミに囲まれるからだ。うーん、まいった。


　サイラオーグさんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。


　──もう一度想おもいを伝えてみたらどうだ？　今度は真っ正面で二人きりでだ。


　…………。


　もう今いま更さら、か。勇気を持とうぜ、俺。このヒトに惚ほれているのは本当なんだからさ！


　ていうか……言おう。俺がずっと言いたかったこと。呼ぶんだ。今度こそ、必ず！


　俺は生なま唾つばを飲み込むと息を深く吸って、上ずった声こわ音ねで言ってやった！


「……リ、リアス……」


「……………………え？」


　一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとした部長が訊き直す。


　だから、俺はもう一度、ハッキリと伝える。ええい、ままよ！


「……俺、リアスのことが……リアスのことを一生守っていきたいです……。俺、惚れてます！　リアスのことが大好きです！」


「──っ」


　言葉を詰つまらせた様子の部長。次の瞬間、目から大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろと流していく。


　やべぇ、泣かした！　ま、まさか、俺、ダメでした……？


　青ざめる俺。部長は首を横に振ふって涙を拭ぬぐった。


「…………違うの。私、私……。うれしくて──」


　部長が俺のほうに歩み寄り、俺の頰をなでる。
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「やっと、名前で呼んでくれた……。ずっと待ってた。ずっと待ってたのよ……。ううん、私、勇気がなくて、言えなくて……。もうダメかと思った……。けど、あのときあなたの想いを聞いて……本当にうれしくて、試合中なのにどうにかなりそうだった……」


　…………。


　それを聞いて、間の抜ぬけた顔になる俺だが……。


　それって──つまり！


「……そ、そう思っていいんですか？」


　俺の問いに彼女はうなずいた。


　──ッ！　マ、マジか……！　お、俺……、俺、このヒトと……？


「イッセー、私、あなたのことを愛している……。誰よりもずっと、あなたのことを──」


　部長──いや、リアスのくちびるが俺のくちびるに近づいてくる──。


「リアス……」


「イッセー……」


　──キス、しようとしたときだった。


　ガタッ。


　扉とびらのほうで音がする。


「ちょ、ちょっと、押さないでよ、ゼノヴィア！」


　イリナの声だった。


　見れば、部室の扉から部員の面々が顔を覗のぞかせていた──ッ！


　何をしているの、キミたちぃぃぃぃぃっ！　覗かれた!?　この場面を覗かれていましたか!?


「お、おめでとう、イッセー、部長！　これで私も気き兼がねなく言い寄れるんだな！」


　ゼノヴィアがギクシャクしながらもそう言う。


「あ、あの、お二人ともおめでとうございます！　わ、私もこれでお姉さまのあとを追えます！」


　アーシアちゃんも見ていたの!?


「あらあら。これで『浮うわ気き』を本格的に狙ねらえますわね」


　朱乃さんまで！


「……ここから本番だったりしますよね」


　小猫ちゃん、何を言っているの!?


「ゴメン、僕も見てた」


「感動しましたぁぁぁっ！」


　木場とギャー助も!?　ふざけんな！


「今日だけは不純異性交遊を認めてもいいんですよ？」


　余計なお世話です、ロスヴァイセさん！　てか、あなた教師でしょ！


「家庭科室をお借りして、ケーキが完成しましたわ！」


　と、レイヴェルが大きなケーキを持って入室してくる。その様子から、この子だけは覗いていなかったようだ。


「あれ、皆みなさま、どうかされたんですか？」


　首をかしげ、怪け訝げんそうに俺たちを見ていた。


　俺の隣となりでリアスがぷるぷると全身を震ふるわせていた。


「もう！　あなたたち！　私の貴重で大切な一シーンだったのに！　どうしてくれるのよ！　これもイッセーのせいよ！　こんなところで告白するんだもの！」


「え！　俺のせいなんですか！」


「「「「「「「「ということにしましょうか」」」」」」」」


　皆みんなも同意する！　ふざけんなぁぁぁぁぁっ！


　こうして、波乱に満ちた学園祭とサイラオーグさんとの戦いは幕を閉じたのだった。


　さてさて、俺の告白はどこまで有効なんだろうか……？







　Extra Life.　覚めない夢、覚める夢







　俺──アザゼルは冥界の用事のついでにシトリー領にある病院に足を運んでいた。


　院内の売店で花を物色している体格の良い男が俺を見て驚おどろいていた。


「総そう督とく殿どの」


「よー、打だ撃げき王おう」


　サイラオーグだった。


　報告ついでにこいつの顔も見たくなって、ついこの病院に足を向けてしまった。


　あれだけの試合をした男だから、賛辞のひとつでも言おうと思った。


　通路を歩きながら話し込む俺とサイラオーグ。その話題はイッセーたちに移った。


「兵ひよう藤どう一いつ誠せいはどうですか？」


　サイラオーグの問いに俺は豪ごう快かいに笑って答えた。


「ああ、告コクったらしいぜ？　ハハハハ、学園祭以降、どっちも初うい々ういしくて見てらんねぇよ。だが、周囲の女子も黙だまっちゃいないだろうから、まさにこれからだな。あいつのハーレム道ってやつは」


　朱あけ乃のもアーシアも小こ猫ねこもこれから本格参戦だろう。イッセーとリアスの仲を知った上でどうやってアプローチを再開するか。三番手辺りを狙うという朱乃の猛もう攻こうが止まるとは思えないしな。むしろ、浮気相手としてはこれからが本番か？　イッセーの遺伝子を狙ってるゼノヴィア、イリナもどう攻せめる？


　さてさて、女に不慣れな乳ちち龍りゆう帝ていくんはどう出るかな？　傍はたから見る分には最高の見物だぜ！


「そうですか。それは良かった。リアスにはあの者が一番似合うでしょう」


　ヒトの心配をしているほどでもないだろうにな、この男も。


「……一からか」


　俺の問いにサイラオーグがうなずく。


　こいつにすり寄ってきた大王派のお偉えら方がたたちは、敗北を知って素す早ばやく去っていった。


　サイラオーグは負けによって、上へのパイプをすべて失ったこととなる。これがレーティングゲーム。ものの価値に敏びん感かんな悪あく魔まは利用価値が下がればすぐにそれを捨て去る。


　それが悪魔業界の実情のひとつだ。


「ええ。問題ありません。慣れていますのでね」


「うちのバカは心配してたけどな」


　イッセーは気にしていた。あいつはサイラオーグのことを尊敬しているようだからな。


「伝えておいてください。──すぐに追いつく、と」


　いい笑え顔がおだ。負けたのに清すが々すがしさに満ちた笑みを見せてくれる。こいつならすぐにイッセーたちと再びいい試合をしてくれるようになるだろう。いまから楽しみでならない。


　そこに執しつ事じらしき者が息を切らしながら姿を現した。


「サイラオーグさま……」


　執事はサイラオーグの名を呼び──その表情は歓かん喜きの涙なみだに濡ぬれていた。


「どうした？」


　訊きくサイラオーグに執事は震える声で答えた。


「……ミスラさまが……」





　その病室に駆かけつけてきていた医師や看護師が驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、口々に「奇き跡せきだ」「信じられない」と漏もらしていた。


　ベッドを覗けば──そこには長い眠ねむりから目を覚ました女性が窓から風景を見ていた。


　サイラオーグが体を震わせて、下で購こう入にゆうした花を床ゆかに落としながらベッドに近づいていく。それに女性──サイラオーグの母親も気づいた。


「……母上、サイラオーグです。おわかりになりますか？」


「……ええ、わかりますよ……」


　子の頰ほおをなでようとする母の手。震えるその手をサイラオーグの大きな手が取った。


「……私の愛いとしいサイラオーグ……。……夢のなかで……あなたの成長をずっと見続けていたような気がします……」


　母親は静かに笑み、一言だけ続けた。


「……立派になりましたね……」


「…………っ」


　母親のその一言を聞いたサイラオーグの目から──一筋の涙が流れた。


「……まだまだです、母上。……元気になったら、家に帰りましょう。あの家に……」


　これ以上俺がここにいるのも野や暮ぼだと感じ、病室を出ていく。





　──立派になりましたね。





　なあ、サイラオーグ。


　おまえは心のどこかでその一言を母親から聞きたくてずっと戦っていたんじゃないか？


　俺が問うたところでそれが実際どうなのかはわからない。


　だが──。


　お袋ふくろさんにとって、おまえが自じ慢まんの息子むすこであることはかわりないと俺は思う。


　イッセー。


　おまえ、すごいな。こんな奇跡をついでに起こしちまうなんてよ。


　おまえだろ？　あの母親を目覚めさせたのは。この病室に来て、パイリンガルかましたって言ってたもんな。それがどういう効果をもたらしたかはわからないが、結果的に奴やつの母親を深い眠りの底から起こした。


　だって、それ以外考えられないだろう。サイラオーグの母親を起こす現象なんてよ。


　奇跡のおっぱいドラゴン。


　なあ、イッセー。おまえのバカらしさは皆を包み込む良いバカらしさだと思うぜ？


　そのバカらしさはどこまで通じるのか……。俺はまだまだ見たいと思う。


　院内の窓から冥めい界かいの空を眺ながめる。


　何も変わらない紫むらさき色いろの空。


「……悪魔のヒーローと英えい雄ゆうの子孫たち、どちらが本当の英雄ヒーローなんだろうな」







　あとがき







　アニメ化！　はい、皆みなさんの応おう援えんが叶かないまして、Ｄ×Ｄがアニメとなります！　ありがとうございます！　詳くわしい情報はドラゴンマガジンか、公式サイトを注目くださいませ。


　私もいろいろとアニメ制作に参加しております。初めての体験なので覚えることが多いですが、その分、やりがいのあるお仕事だと思います。


　てなわけで部長の乳ちちがテレビで揺ゆれるぞ、野や郎ろうどもぉぉぉぉぉぉっ！





　さて、この十巻でついにイッセーとリアスがお互たがいを名前で呼び合うようになりました！　シリーズ開始してちょうど三年！　彼も立派になったもんです。


　お互いの想おもいに気づき始めた主人公とヒロイン。イッセーがまたひとつ成長しました。


　まあ、ハーレムを望む彼と、彼に恋こいする乙女おとめたちの仲がこれで終わるはずもなく、むしろ始まったと言っても過言ではないでしょう。ただでさえ、イッセーにとって大事なアーシア、浮うわ気き相手として立候補する朱あけ乃のもいるのですから。ヒロイン全員が幸せになれる物語を目指してます。イッセーとヒロイン達のドタバタを応援してあげてください。


　眷けん属ぞくの中でも強い木き場ば、ゼノヴィア、ロスヴァイセが敗戦続きですが決して彼らが弱いわけじゃなく、敵が強すぎるだけです。朱乃やリアスも本当は強いです。相手が悪い。


　真『女王クイーン』はまだ未完成状態。これからトリアイナを含ふくめて使い方を覚えて強くなっていく感じです。


　サイラオーグについて。グレモリー眷属が乗のり越こえるべき強敵として書きました。劇中でも木場、ゼノヴィア、ロスヴァイセ、イッセーの四人がかりでようやく倒たおれました。


　意志を持つ神滅具ロンギヌス、『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』の獅し子し。獅子にも戦斧バトルアツクスにもなれます。禁手バランス・ブレイカーは亜あ種しゆですね。サイラオーグは素手重視なんで斧おの形態でもあまり使いませんけど……。それと劇中で語られておりませんが、バアル眷属の残る一個の未使用『兵士ポーン』の駒こまは変異のミユーテーシヨン・駒ピースです。


　レーティングゲームについて。今回、特とく殊しゆルールのゲームを致いたしました。もともと、ゲーム用の特殊ルールはいくつか数年前に作ってあったのですが、いきなり特殊ルールからやるのもなんなので、通常ルールのゲームからスタートしました。今回やっと特殊ルールのひとつが披ひ露ろうできました。スクランブル・フラッグなど他にもルールはありますが、それは機会がまた訪おとずれたときということで。実戦はストレートに、ゲームはゲームらしくいこうと思っておりましたので。複雑なものではなく、わかりやすいルールばかりですけどね。ゲームの内容もキャラが生きること重視で書いております。


　トップランカーも登場。皇帝エンペラーベリアル。リアスの目標です。彼らは現状設定のみです。注目を集める若手ゲームを描えがく以上、名前だけでも出さないとダメかなと思ったので今回登場させました。イッセーたちとのゲーム戦は現時点で想定してません。





　ここで謝辞をば。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、毎巻お世話になっております！　お二方ともアニメ関連で多大なご協力をいただきまして、本当にありがとうございます。


　漫まん画が版一巻も発売中なり！　みしまひろじさんにもアニメ関連でご協力いただいております。本編と合わせてよろしくお願い致します！　さらにドラゴンエイジでスピンオフの漫画が連れん載さい開始！　こちらはアーシアと小こ猫ねこが主人公のほのぼの物語です！　ヒロイチさんの描くキャラクターはとてもかわいらしいです！　こちらも必見です！


　今回は悪あく魔ま業界の内側の話でストレートな内容でした。リアスとの大事な巻なのでたまにはね。次巻は昇しよう格かく試験の話です。しかし、それだけで終わらないのがグレモリー眷属であります。さらに小猫回。レイヴェルと犬けん猿えんの仲ならぬ猫鳥の仲ですが、こうご期待！
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